








5 区 SA235 材木塀跡南東隅周辺（南東から）

1区 SA28 材木塀跡（東から）

5区 SA235 材木塀跡（断面・北から）

5区 SA235 材木塀跡（西から）

5区 SA235 材木塀跡（柱材・北から）

1区 SD162 大溝跡（東から）

1区 SD162 大溝跡（断面・東から）



1 区 SI163 竪穴住居跡（南東から・5世紀中頃 ~後半） 1区 SI163 竪穴住居跡 K4 土坑（遺物出土状況・西から）

3区 SI51 竪穴住居跡（南から・7世紀後半）

3区 SI52 竪穴住居跡（南西から・7世紀後半）

4区 SI4 竪穴住居跡（南から・7世紀後半）

5区 SI225 竪穴住居跡（南から・7世紀後半） 5区 SI225 竪穴住居跡（カマド付近・南から）

3区 SI52 竪穴住居跡（カマド付近・南西から）



4 区 SI4 竪穴住居跡出土遺物（7世紀後半）

3区 SI52 竪穴住居跡出土遺物（7世紀後半）

1区 SI163 竪穴住居跡出土遺物（5世紀中頃 ~後半）



2 区 SK41 土坑出土遺物（9世紀中葉 ~後半）

5区 SI225 竪穴住居跡出土遺物（7世紀後半）

4区 SI9 竪穴住居跡出土遺物（7世紀後半）



ংɹɹจ
　蔵王ࢁの๛かなࣗવ環ڥに恵まれた蔵王町は、大ੲから大ม住Έྑいところͩっ

たのでしΐう。地域にされた数多͘の遺跡が、༔ٱの時をこえてそのことをྗͮよ

͘物ޠっています。

　地中にຒもれたଠ古の人々のੜ׆のࠟ跡である遺跡は、λΠϜΧϓηϧにྫえられ

ます。Կඦ年、Կઍ年という長い年月にわたって土中にอଘされてきたଠ古の人々の

らしぶりࣗવݱの情報が、発掘調査という։෧࡞業を経てݱ代にੜきるࢲたͪ

にえられるのです。遺跡とはまさに、ઌ人たͪがしたかけがえのないλΠϜΧϓ

ηϧとݴえるでしΐう。

かしてい͘׆たͪは、遺跡というλΠϜΧϓηϧからԿをಡΈऔり、どのようにࢲ　

きでしΐうか。平成 23 年 3 月 11 日、東日本大ࡂというはかりれないۤしΈ

と൵しΈにಥとしてऻわれたࢲたͪはݱ在、それをԿとかりӽえ、໋ݒに立ͪ上

がろうとしています。ྺ࢙をৼりฦれ、ࢲたͪのらす東北地方はこれまでにも多

͘のࣗવࡂを経ݧしてきました。それでもઌ人たͪは、そのにྗ͘ڧ෮ڵを͛

たのです。そうしたࣗવࡂの௺跡と、ઌ人たͪのた͘ましいੜき͟まが、宮城県内

のい͘つかの遺跡の発掘調査で発見されていました。このような、遺跡にされたϝο

ηーδをಡΈղき、ࣾ会に発৴すること、ಘられた情報を׆かし、そこにらす人々

の福རにݙߩさせることのできるࣾ会を࡞り上͛ること、それこそがこれからのࢲた

ͪに՝せられた໋とݴえるのではないでしΐうか。

　本書では、県営ほ場整備事業の実施にઌ立って平成 19・20 年に実施した十郎田

遺跡の発掘調査成果について͝報告します。発掘調査と整ཧ࡞業の実施にあたっては、

宮城県教育ி文化財อޢ՝、宮城県大河原地方ৼڵ事所、蔵王町土地վྑ区、小村

崎区をはじめ、多͘の各Ґより͝ࢦ導͝ྗڠをࣀりました。ಞ͘ྱޚਃし上͛ます。

　本遺跡にされていたઌ人たͪからのϝοηーδは実に๛ですが、特චすきは

飛鳥時代の大規模な移民集落のଘ在が確認されたことです。この発見によって、当時

この地域が律令国Ոによる東北地方ࢧのがかりとして重ࢹされていたことがわか

りました。本書にまとめられたֶज़的成果、すなわͪઌ人たͪがしたϝοηーδが、

土Ѫのྐとなり、地域発లのڷղ明に立てられるとともに、町民各Ґの࢙土のྺڷ

基礎となってい͘ことをئいংとします。

平成 23 年 11 月
蔵王町教育委員会
教育長　ࠤ౻ ໜኍ





ྫɹɹݴ

１ɽ本書は、蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内に所在する十郎田遺跡の緊急発掘調査報告書である。

２ɽ本遺跡の発掘調査は、経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う事前調査として行なっ

たものであり、発掘調査から整ཧ࡞業および本書の࡞成にࢸる一連の業は、調査原因となった事

業の主体者である宮城県大河原地方ৼڵ事所を委ୗ者、蔵王町をडୗ者とする業委ୗܖをక

結し、蔵王町教育委員会が平成 19・20 年に発掘調査・基礎整ཧ࡞業、平成 22・23 年に本整ཧ・

報告書࡞成࡞業を実施した。

３ɽ本書で報告する遺構のうͪ、4 区で確認した SE66 井戸跡については多量の木製品が出土している

ことから、蔵王町文化財調査報告書第 14 集「十郎田遺跡２」において別్詳細を報告する。また、

本発掘調査で出土した木製遺物を試料として実施した放射性炭素年代測定（AMS 分析）および樹

種同定分析の結果についても同書に収するのでซせてࢀরされたい。

̐ɽ本遺跡の発掘調査と整ཧ࡞業は蔵王町教育委員会が主体となり、教育総՝文化財อޢが୲当し

た。৬員体制はԼ記のとおりである。

　　教 育 長　ࢁ田 　ࠤ　（22~19(）ߛ౻ ໜኍ（)23）

　　教 育 総  ՝ 長　զ࠺ 　一（)19）　大প ๕ᅳ（)20~22）　ߴ 正人（)23）

　　՝ 長 ิ 明（)23）ߒ ౻ࠤ　 正人（)22）ߴ　（21~19(）　 Ѩ部　ࠤ

　　文化財อޢ長　ࠤ౻ ༸一　　主　　事　鈴木 　雅

　　文化財ྟ時৬員　ঙ子 ળত（)19~23）・小ઘ ത明・ঙ子 ༟ඒ・一ᑍ 　൏・重 直人（)19）・

զ࠺ なおΈ・鈴木（ࢁ戸）ඒ（)20~23）・安ഒ ಸ々子・古田 （)20）・

ᬑ ߳৫（)22~23）・中 ༞一（)22）

　　発掘調査࡞業員　Ѷ立　 ਗ਼・ଠ田  ・ٛ大ఉ ࢤܚ郎・加౻ 初子・ُ 井 ༐ೋ・ࡔ۽ ৴子・小杉 ࠤ子・

後౻ ැඒߐ・小ྛ ࢛郎・小ྛ ඒஐ子・ࠤ౻ 子・و ౻ࠤඒ子・ࠤ౻ র子・

・・ᚸ 一・鈴木 ޫ一・鈴木　 উ・内 ዡ子・ඉ口 ྑ子ٛ ౻ࠤ・福治 ౻ࠤ

ງ内　 ത・ࢁՈ 次郎・٢田 ࡾ郎（)19~20）・զ࠺ ͻろい・加౻ ༸一・٠地 　ໜ・

鈴木 初ߐ・ඉ口 ๛一・ԣࢁ ਗ਼蔵（)19）・զ࠺ ӳ子・զ࠺ ّീ・զ࠺ ・

ઙপ 一郎・ࠤ౻ かおる・ਗ਼ 政உ（)20）

　　ࣨ内整ཧ࡞業員　զ ࠺  ӳ 子 ・ 小 杉 ࠤ   子 ・ 小 ྛ ࢛  郎 ・ 小 ྛ  ඒ ஐ 子 ・ ࠤ ౻  か お る ・

・एಸ（)19・22~23） ࠤؠ・大（)19）　 ࠺ඒ子（)19~20・22~23）・զو ౻ࠤ

内 ዡ子（)20）・大ఉ ࢤܚ郎・ࠤ౻ 恵子・ࠤ౻ ཬӫ・দ田 律子（)22~23）

̑ɽ本書の࡞成にઌ立ͪ、第 1 ճ蔵王町出土遺物ݕ౼会「円田ຍ地पลにおける̓~8 世紀の土器༷૬」

（平成 21 年 4 月 25 日、会場：蔵王町ふるさと文化会ؗ、主࠵：蔵王町教育委員会・宮城県考古ֶ

会古墳古代ڀݚ部会）を։࠵し、県内外の考古ֶڀݚ者 44 名のࢀ加をಘてҙ見ަを行なった。

̒ɽ本遺跡の発掘調査およびࢿ料整ཧと本書の࡞成にࡍし、ҎԼのॾ機関・ॾࢯより͝ࢦ導・͝ॿݴな

らびに͝ྗڠをࣀった。ここに記してਂਙよりँҙを表します。

　　宮城県教育ி文化財อޢ՝・宮城県考古ֶ会古墳古代ڀݚ部会

২দ ڿ・大ٱอ ੜ・大場 正ળ・ࣛຢ ོت・崎 ར・౻ ৴一郎・ࠤ 正හ・ᓎ井 ༑Ѹ・

・一ߊ 原 ・鈴木 ๕ӳ・௰ 　ल人・長島 ᒇ一・ૣ ྄հ・村田ੁ・හ ౻ࠤ・鎮雄 ౻ࠤ

༄ᖒ 明・ࢁ田 しΐう・第 1 ճ蔵王町出土遺物ݕ౼会ࢀ加者各Ґ（ܟশུ・ޒ十Իॱ）



̓ɽ本発掘調査におけるݱ場ࣸਅࡱӨに༻した機材はҎԼのとおりである。

Χϝϥ：/JLPO%100・/JLPO%70T ʗϨンズ：AF-S /*,,03 18-70mm G3.5~4.5( E%

̔ɽ遺物のࣸਅࡱӨは、ঙ子 ળতが୲当した。ࡱӨに༻した機材はҎԼのとおりである。

Χϝϥ：/JLPO%90 ʗϨンズ：AF M*$30 /*,,03 60mm F�2.8 % ʗετロϘ：S6/1A, aVUP544 ʗ

外線Χϝϥ：S0/: M7$-F%7（վ）ʗ外線 -E% ϥΠτ：AE--E%56 ʗ

ӨιϑτΣΞ：/JLPO $amFSa $POUSPM 1SP2ࡱ ʗ૾ݱιϑτΣΞ：AEPCF 1IPUPTIPQ -JHIUSPPm3 WFS.3.0

̕ɽ本書にࡌܝした遺構実測ਤのτϨーε、画૾ॲཧ、ϨΠΞτにはԼ記のιϑτΣΞを༻した。

AEPCF 1IPUPTIPQ6.0・$S4 ʗ AEPCF *MMVTUSaUPS10.0・$S4 ʗ AEPCF *O%FTJHO$S4

10ɽ本書にࡌܝした遺構実測ਤのτϨーε、遺物実測ਤの࡞成およびτϨーε、遺物本、遺物ࣸਅࡱӨ、

ਤ൛ϨΠΞτなどは文化財ྟ時৬員が中心となり、ࣨ内整ཧ࡞業員がこれをॿけた。

11ɽ本発掘調査の整ཧ࡞業は、Լ記の調査員が中心となり、調査員શ員でٞڠしながらਐめた。

　　遺構：զ࠺ なおΈ、土師器・須恵器・木製品：ঙ子 ળত・鈴木 ඒ・小ઘ ത明、

縄文土器・陶磁器：ᬑ ߳৫、石器：中 ༞一・安ഒ ಸ々子、統ׅ： 鈴木　 雅・ঙ子 ળত

12ɽ本書のࣥචは、調査員શ員のٞڠを経て鈴木　 雅がࣥච・編集し、ࠤ౻ ༸一・鈴木 ඒがߍ正・

র߹を୲当した。

13ɽ本発掘調査の成果については、Լ記においてその֓要をެ表しているが、これらと本書の内༰がҟ

なる場߹には、本書がこれらに༏ઌするものである。

蔵王町十郎田遺跡 発掘調査成果見ֶ会　（平成 20 年 10 月 19 日）

平成 20 年 宮城県遺跡調査成果発表会（口頭・ࢴ上発表）

　「蔵王町十郎田・ۼ田遺跡ʵ県営ほ場整備事業に伴う発掘調査の֓要ʵ」

　（平成 20 年 12 月 13 日、会場：東北大ֶ ย平さ͘らϗーϧ、主࠵：宮城県考古ֶ会）

第 35 ճ 古代城ࡤ官衙遺跡ݕ౼会（口頭・ࢴ上発表）

　「宮城県刈田郡蔵王町十郎田遺跡ʵ平成 19・20 年発掘調査成果の֓要ʵ」

　（平成 21 年 2 月 21・22 日、会場：ϗテϧ東日本Ԭ、主࠵：古代城ࡤ官衙遺跡ݕ౼会）

平成 21 年 宮城県考古ֶ会ڀݚ発表会　特集：̓世紀の集落遺跡（口頭・ࢴ上発表）

　「十郎田・ۼ田遺跡」　（平成 21 年 5 月 17 日、会場：東北ྺ࢙ത物ؗ、主࠵：宮城県考古ֶ会）

宮城考古ֶ 第 12 号　特集２：̓世紀の集落遺跡（ࢴ上発表）

　「十郎田遺跡の̓世紀集落」　（平成 22 年 5 月 16 日、発行：宮城県考古ֶ会）

14ɽ本発掘調査で出土した遺物およびࣸਅ・ਤ面の記ࢿ料については、蔵王町教育委員会が一ׅし

てӬٱอしている。

ຌɹɹྫ

１ɽ本発掘調査における測量原点の࠲ඪは、日本測地系に基ͮ͘平面直֯࠲ඪ第ᶠ系による。測量成

果表は第 6 ਤにࣔした。なお、方Ґは࠲ඪ北を表している。

２ɽ本発掘調査では、調査区内に事༻測量基४ߌを基४として 3m άリοドを設定し、東西・南北方

ඪ第ᶠ系にお࠲ඪにおける北は日本測地系に基ͮ͘平面直֯࠲地ہに数字を付した。άリοドの

ける࠲ඪ北を基४として東に 6.3°の方Ґである。

３ɽ第 3 ਤは、5 ສ分の 1 ಓ府県土地分ྨ基本調査における地形分ྨਤ「ന石」の一部を༻した。



̐ɽ第 4 ਤは、国土地ཧӃによる 2 ສ 5 ઍ分の 1 地形ਤのి子国土৴σーλおよび日本ߴ密ϝοシϡ

ඪߴσーλをもとに෩ܠ $( 成ιϑτΣΞ「Χシϛーϧ࡞ 3%」を༻して࡞成した。

̑ɽࣸਅਤ൛ 1-2 は、国土地ཧӃによるۭ中ࣸਅのి子国土৴σーλの一部を༻した。

̑ɽ本書で༻した土৭の記ड़については、「৽൛ඪ४土৭」（小・原 2005）をࢀরした。

̒ɽ本書で༻した遺構番号は、遺構種別に関わらͣ調査時に付された連ଓする番号を༻した。

̓ɽ本書で༻した遺構ུ号はҎԼのとおりである。

　　̨̞：竪穴住居跡、̨̗：掘立柱建物跡、̨Ａ：柱穴列、̨̙：溝跡・河跡、̨Ｅ：井戸跡、

　　̨̠：落とし穴状土坑・土坑、̨Ｘ：水溜状遺構・ম成遺構・性格不明遺構

̔ɽ遺構・遺物実測ਤのॖईはԼ記の௨りで、それͧれਤ中にεέーϧを付してࣔした。

　　調査区置ਤ：1�4000、遺構置ਤ：1�400

　　竪穴住居跡：1�60、掘立柱建物跡・柱列跡：1�100（அ面ਤ：1�60）

　　土坑・井戸跡：1�60、溝跡：1�100・1�200（அ面ਤ：1�60）

　　土器・陶磁器・土製品・木製品：1�3・1�4、石器：2�3・1�3、ଧ製石器：1�1・2�3

̕ɽ遺構அ面ਤに付した土記表の備考ཝでは、Լ記のུ号を༻して記ࡌした。

　　（柱掘）：柱穴掘方ຒ土、（柱ࠟ）：柱ࠟ跡、（柱ൈ）：柱材ൈきऔりࠟ跡、（柱）：柱材りऔりࠟ跡、

　　（ଯ）：ଯ積土、（่）：่落土、（構）：構ங土、（人ҝ）：人ҝ的ຒ土（特記ないときはࣗવଯ積土）

10ɽ遺構のઆ明ではԼ記の表記方๏を༻して記ࡌした。

方 Ґ：（ྫ）北を基४として東に 10 ͘：「/ ʖ 10°ʖ E」

重複関：（ྫ）Ａより̗が৽しい：「Ａˠ̗」、重複関にあるが৽چ関が不明：「Ａʵ̗」

柱間ੇ๏：柱ࠟ跡が確認されなかった柱穴は中心点を基४にܭ測し、（　）付きでࣔした。

11ɽ遺物؍察表で、器面調整・加の前後関が確認でき、Ａのࠟ跡より̗のࠟ跡が৽しい場߹「Ａˠ

̗」、前後関が不明の場߹「Ａ・̗」のように記ࡌした。また、（　）内の数はଘである。

12ɽ引༻文ݙおよびࣥචにあたりࢀ考にした文ݙについては巻に一ׅしてࡌܝした。

ௐࠪཁ߲

遺 跡 名：十郎田遺跡（宮城県遺跡ొ番号：05105　遺跡記号：Ｔ̯）

所 在 地：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内

発掘調査面積：9,099㎡（事前調査分 5,452㎡、確認調査分 3,647㎡）

調 査 期 間：平成 19 年 8 月 24 日 ~ 平成 20 年 1 月 15 日（1~4 区）

平成 20 年 7 月 7 日 ~11 月 7 日（5 区）

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業円田 2 期地区区画整ཧ事（県営ほ場整備事業）

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育長　ࢁ田 ߛ

調 査 ୲ 当：蔵王町教育委員会教育総՝文化財อޢ

調 査 員：ࠤ౻ ༸一　鈴木 雅（教育総՝文化財อޢ）

　　　　　　　ঙ子 ળত（)19・20）・小ઘ ത明・ঙ子 ༟ඒ・一ᑍ 　൏・重 直人（)19）

զ࠺ なおΈ・ࢁ戸 ඒ・安ഒ ಸ々子・古田 （)20）

調 査 ࢦ 導：宮城県教育ி文化財อޢ՝

調 査 ڠ ྗ：宮城県大河原地方ৼڵ事所　蔵王町土地վྑ区　蔵王町小村崎区
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序　　文　　　　例　　言　　　　凡　　例　　　　調査要項　　　　目　　次

第̍章　Ҩͷ֓ཁ
　第１節　遺跡の位置と地理的環境

　第２節　周辺の遺跡と歴史的環境
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蔵王町のҐ置

遺跡のҐ置とपลの地形
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第 2 図　遺跡の位置と周辺の地形
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南 北  3.5Lm に お よ ぶ。 ༅  ྲྀ 域 は ࣗ

વఅが未発ୡで、ຍ地ఈ部に࣪地帯を

形成しており、ຍ地の南ଆはদとの߹

ྲྀ地点にかって։けている。

　円田ຍ地をࡾ方から囲むٰྕのうͪ、

北ଆから西ଆにかけてはߴ木ٰྕとݺ

れ、蔵王ࢁ系の東部にあたる。東ଆは

ྕٰࢁ木ٰྕから細長͘ੜしたѪౠߴ

と ݺ  れ る 小 ٰ ྕ が 南  延 び、 さ ら に

東ଆの村田ຍ地との地形的なڥքをな

し て い る。 ඪ ߴ は ߴ 木 ٰ ྕ 東  部 で 

130m、 Ѫ ౠ ࢁ ٰ ྕ  部 で  170m、 ຍ

地南で 80m である。

　Ѫౠྕٰࢁは急なࣼをもつٰྕ

地で、小規模なによって։析されたൺ

の大きいઉ状の小ٰྕが連ଓ的に連ࠩߴ

なっている。ຍ地東縁に連なるこのઉ状

小 ٰ ྕ 上 に は 南 部 で 中  A 遺 跡、 立 

場遺跡、遺跡、Ԙ北遺跡などが立地

第 1 図　蔵王町の位置
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　宮城県南部の蔵王連ๆ東にҐ置する蔵王町は、東は村田

町と大河原町、西は蔵王連ๆをはさΜでࢁ形県、南はന石市、

北は崎町とڥを接する（第 1 ਤ）。町域は東西 23Lm、南北

13Lm で面積は 152.85Lm2 をめ、ւൈඪߴはߴ࠷点が西の

ሯ෩ַで 1,825m、࠷点が東南部のদとന石の߹ྲྀ点で

20m を測る。町域の西部が主に蔵王連ๆに連なるྛࢁ原で、

東部のদྲྀ域と円
ㆆ㇓

田
ㆠ

ຍ地に田Ԃ地帯が形成されている。西部

は蔵王国定ެԂに含まれ、ԕ刈田Թઘなどが蔵王ޫ؍の基地と

なっているほか、東部のٰྕ部を中心に果樹Ԃが営まれ、県内

༗数の果樹ੜ࢈地となっている。

　十郎田遺跡は宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前

地内に所在する。蔵王町場の北東 3.9Lm にҐ置し、円田

ຍ地北西部にあるඪߴ 93m の平なઉ状ٰྕ上に立地する（第 2・3 ਤ）。

　円田ຍ地はদのྲྀࢧである༅をはじめとする複数の中小河によって形成されたԭ積地である。

༅はຍ地中ԝ部から東縁にԊって؇かにऄ行しながら南ྲྀし、ຍ地प囲のٰྕからはແ数の小規模

ながྲྀ入している。ຍ地は南をのͧ͘ࡾ方をٰྕで囲まれており、ຍ地ఈ面の範囲は東西 1.2Lm、
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し、北部ではຍ地ఈ面とのൺࠩߴが小さいٰྕ部に車地蔵遺跡、屋敷遺跡などが立地する。一

方、ߴ木ٰྕはൺֱ的なͩらかなࣼをもͪ、特にຍ地北部ではٰྕ部が؇かにඪߴをݮじつつຍ

地中ԝ部までୡしている。ຍ地北西縁に連なるこの平なٰྕ上には本遺跡のほか֯遺跡、ۼ田遺跡、

遺跡などが立地し、西縁の中南部ではਡ๚ؘ前遺跡、હಊ遺跡などが立地する。

　近代Ҏ߱の明治 40 年代及びত 20 年代Ҏ߱に行なわれたߞ地整ཧの結果、遺跡の立地する地形の

多͘がফࣦし、円田ຍ地の大半は水田地帯となった。特にত 37~38 年のᤵఅվम事とほ場整

備Ҏ߱、ほぼݱ在の؍ܠが形成された。ߞ地整ཧҎ前の明治 40 年のఇ国地測量部による測量ਤからは、

遺跡の多͘が平なٰྕඍߴ地上のാ地としてར༻されていたことが窺いられる（宮城県教育委員

会 2003）。このため、ݱ在のຍ地ఈ面は地形的なม化にしい؍ܠをఄしているが、本དྷは遺跡が立地

するඍߴ地と小規模な状の地とが複ࡶに入りΜͩ؍ܠであったと考えられる。

　本遺跡は、ຍ地西ଆのߴ木ٰྕの部からੜし、ຍ地北西縁から南東方に細長͘延びる平なઉ

状ٰྕ上に立地する。本遺跡の南東 600 ̼のٰྕ部には৽城ؗ跡が立地し、ٰྕの南西縁にԊっ

てᤵのྲྀࢧであるٱอのچ河ಓがある。このچ河ಓをڬΜで南ଆにྡ接するઉ状ٰྕ上にはۼ田

遺跡と遺跡が立地し、そのٰྕの南西縁にԊってᤵがྲྀれている。

第 3 図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 1 表　周辺の遺跡（番号は第 3 図に対応）

൪߸ Ҩ໊ छผ ࣌
� े田Ҩ ूམɾࢄ ೄจɾݹɾಸྑɾฏ҆ɾதੈ
� 田Ҩۼ ूམɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾಸྑɾฏ҆ɾதੈ
� Ҩ ूམɾࢄ ೄจޙɾੜɾݹɾಸྑɾฏ҆
� ৽ؗ ɾؗࢄ ಸྑɾฏ҆ɾதੈ
� ֯Ҩ ूམɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾಸྑɾฏ҆
� খؗ ؗ தੈ
� Ҩݪ ࢄ ೄจɾݹ
� ϊҨށ ूམɾࢄ ಸྑɾฏ҆ɾதੈ
� ෑҨ ूམɾࢄ ɾதੈݹ

�� લށҨ ूམɾࢄ ɾಸྑɾฏ҆ɾதੈޙʁɾೄจثੴچ
�� ҴՙྛҨ ࢄ ೄจૣɾݹɾಸྑɾฏ҆
�� ฏؗ ؗ தੈ
�� Ҩݪޙ ࢄ ݹ
�� େٱอҨ ࢄ ݹ
�� ฌӴؗ ؗ தੈ
�� ࣛҨ ࢄ ݹ
�� үέࡔҨ ࢄ ೄจɾಸྑɾฏ҆
�� ਗ਼্Ҩ ࢄ ݹ
�� ͷྠҨࡾ ࢄ ɾಸྑɾฏ҆ݹ
�� ंଂҨ ࢄ ۙੈɾݹ
�� ෑҨ ࢄ ೄจத d ൩ɾݹ
�� ্༿ͷҨ ࢄ ݹ
�� Ҩ࡚ࢁ ࢄ ೄจૣ
�� த༿ͷҨ ࢄ ೄจɾੜɾݹ
�� ׂࢁҨ ࢄ ೄจɾੜ
�� ্َҨ ूམ ੜɾฏ҆ɾதੈ
�� େڮҨ ूམ ೄจޙɾੜɾݹɾฏ҆
�� ށҨ ࢄ ੜɾݹ

�� ༦ݹݪ܈ લํޙԁ
ԁ ݹ

�� ݹਆ社็ݹ ԁ ݹ
�� ѪౠࢁҨ ࢄ ੜ
�� ཱҨ ࢄ ೄจɾੜɾݹ
�� த̗Ҩ ࢄ ੜɾݹɾݹ
�� த̖Ҩ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹɾݹ d தੈ
�� ҏݪԼҨ ूམ ݹ
�� ԘҨ ूམ ੜɾݹɾฏ҆
�� Ҩ ɾਫ田ࢄ ੜɾݹɾฏ҆ɾதɾۙੈ
�� ݹ ԁ ݹ
�� தෑݹ ԁ ݹ
�� େࢁҨ ूམ ೄจૣɾੜɾݹલ
�� ෟਆ社ݹ ԁʁ ʁݹ
�� ๛Ҩ ࢄ ݹ
�� ౦ࢁҨ ूམ ೄจૣɾฏ҆
�� Ҩٯ ࢄ ೄจૣɾલ
�� খݪҨ ࢄ ೄจ൩
�� Ҩࢁܽ ࢄ ೄจޙ
�� খؗۂ ؗ தੈ
�� ୶ౡࢁҨ ࢄ ೄจޙɾݹ
�� Ҩࣉଂؠ ࢄ ೄจ൩ɾݹ
�� Ҩݟົ ࢄ ೄจ൩
�� ԼݪҨ ࢄ ೄจத
�� Ҩݪ্ ࢄ ೄจޙ
�� ਗ਼ਫҨ ࢄ ೄจɾੜ
�� લҨ ࢄ ೄจૣɾ൩ɾݹ
�� ീ܋Ҩ ࢄ ೄจޙ
�� ϊҨࢢ ࢄ ੜɾݹ
�� Ҩ ࢄ ೄจૣɾத d ൩ɾੜɾݹ
�� അӽҨ ࢄ ೄจத
�� ന಄ཾݹ ݹ ݹ
�� ेจࣈҨ ࢄ ೄจத
�� Ҩۂ ࢄ ೄจத
�� લҨࣉ ࢄ ೄจதɾޙ
�� ୩Ҩ ࢄ ೄจத d ൩
�� Ӝ̗Ҩ ूམɾࢄ ೄจத d ൩ɾੜɾฏ҆

൪߸ Ҩ໊ छผ ࣌
�� ѪౠࢁҨ ࢄ ೄจલ d ݹɾޙ
�� ӜҨ ूམɾࢄ ೄจૣ d ݹɾੜɾޙ
�� ౦ӜҨ ࢄ ೄจதɾޙɾੜɾݹɾݹ
�� ԼӬ̗Ҩ ࢄ ಸྑɾฏ҆
�� ෟؗ ؗ தੈ
�� ԼӬࢁҨ ࢄ ೄจதɾੜɾݹ
�� ֈҨ ࢄ ੜ

�� ఱԦݹ܈
ఱԦҨ ԁɾࢄ ೄจૣɾதɾੜɾݹɾݹ

�� ্Ҩ ࢄ ೄจதɾੜɾฏ҆
�� Ҩߴ ࢄ ೄจத
�� ̗Ҩߴ ࢄ ೄจ
�� ৌಊࢁҨ ࢄ ೄจதɾޙɾੜɾݹ
�� ̖Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹ
�� ̗Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣ d தɾݹ
�� Ҩ̗ࢁߎ٥ ࢄ ೄจ
�� ڮҨ ࢄ ೄจޙɾੜ
�� ̚Ҩۂ্ ࢄ ೄจલɾத
�� ̙Ҩۂ্ ࢄ ೄจલɾத
�� ̘Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣɾத
�� ീ഼ฏҨ ࢄ ೄจલɾதɾݹ
�� ೖࢁҨ ࢄ ೄจલɾੜɾݹ
�� ख̗Ҩ ࢄ ೄจૣɾޙɾݹ
�� ౬̗ࢁࡔҨ ूམ ೄจத d ൩ɾੜ
�� ౬ࢁࡔҨ ࢄ ೄจத d ൩
�� ࠜແ౻Ҩ ࢄ ೄจૣɾ൩ɾݹ
�� ԁ田ೖ̗Ҩ ࢄ ೄจૣɾத
�� ࠜແ౻ؗ ؗ தੈ
�� ԁ田ೖ̘Ҩ ࢄ ೄจ
�� ؗࡔํ࢛ ؗ தੈ
�� ொ৲Ҩ ࢄ ೄจ
�� ຊ௬̖Ҩࡾ ࢄ ೄจૣ
�� ೖ੨Ҩ ࢄ ೄจ
�� தҨࢁ ࢄ ฏ҆
�� ੨Ҩ ࢄ ฏ҆
�� Ҩ̖ࢁ֯ ࢄ ݹ

��� Ҩ̗ࢁ֯ ࢄ ೄจ
��� ຊ௬̗Ҩࡾ ࢄ ೄจɾฏ҆
��� ৽ฒҨ ࢄ ೄจத
��� ஙؗؗ ؗ தੈ
��� ԮͷۼҨ ࢄ ೄจ൩ɾੜ
��� ௗࢁҨ ࢄ ೄจதɾݹ
��� Ֆ१ؗ ؗ தੈ
��� Ҩܧݟ ࢄ ೄจ
��� ീ഼ݹࢁ܈ ԁɾํ ݹ
��� ϲࢢҨ ࢄ ੜɾݹ
��� ͷҨށ ࢄ ೄจૣɾதɾੜɾݹɾฏ҆ɾதੈ
��� હಊݹ ԁ ݹ
��� હಊҨ ࢄ ੜɾݹɾฏ҆
��� Ҩࡔࣉ ࢄ ฏ҆
��� ງͷҨ ूམɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾݹ
��� ਗ਼ਫҨ ࢄ ੜɾฏ҆
��� നࢁҨ ूམɾࢄ ੜɾݹ
��� ຊ॓લҨ ूམɾࢄ ೄจૣɾੜɾݹɾதੈ
��� Ҩ ࢄ ݹ
��� ڥҨ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹ
��� தҨ ूམɾࢄ ೄจૣɾதɾੜɾฏ҆ɾத d ۙੈ
��� ಊͷೖҨ ࢄ ੜɾݹɾதੈ
��� େ֟Ҩ ࢄ ੜ
��� খߴҨɾܦ௩ ௩ܦɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾதੈ
��� ਡ๚ؘҨ ࢄ ੜɾݹ
��� ਡ๚ؘ ؗ தੈ
��� ਡ๚ؘԣุ݀܈ ԣุ݀ʁ ʁݹ
��� ਡ๚ؘલҨ ूམɾࢄ ೄจ൩ɾੜɾݹɾฏ҆
��� ৎҨ ࢄ ݹ

ୈ̎અɹपลの遺跡ͱ歴史తڥ
　蔵王町におけるपの遺跡はݱ在 190 か所を数える。その多͘は町域の東部に分布し、蔵王連ๆか

らੜするٰྕ部と੨ຑࢁ東部、দྲྀ域と円田ຍ地の平部などに立地する（第 3 ਤ・第 1 表）。

るまで多数の遺跡が形成されているが、大ུ的に見て縄文時代の遺跡は蔵王連ࢸ石器時代から近世にچ

ๆの東部から延びるߴ木ٰྕ上と੨ຑࢁ東部のඪߴ 150~250 ̼付近に、ੜ時代中期Ҏ߱の遺跡

は円田ຍ地とそのपลのٰྕล縁部のඪߴ 80~100m 付近に立地するが見られる。
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　こうした༷૬のҧいは、֓Ͷ当時の人びとのੜ業形ଶのม化に伴うものと考えられる。縄文時代の৯

料֫ಘの場は主にٰྕ地にൟໜしたྛであり、ੜ時代中期Ҏ߱の৯料ੜ࢈の場は࣪地に࡞られた

水田であったことをࣔしている。後ड़するが、蔵王町内におけるҴ࡞の։࢝をཪ付けるものとしては、

֪のѹࠟがあるੜ土器ย、古墳時代の水田跡がある。なお、縄文時代の集落が࣪地のपลに࡞

られることはなかったが、平なٰྕと࣪地の入りΜͩ円田ຍ地北部の一帯は、縄文時代にはङྌの

場としてར༻されていた。ҎԼ、各時代・時期における蔵王町पลの考古ֶ的༷૬を֓؍する。

ʢ̍ʣچੴث時代
　宮地区の࣋長地遺跡、మ๒町遺跡、明ਆཪ遺跡、小村崎地区の前戸内遺跡がられている。࣋長地遺

跡ではԫ৭ローϜ移Լ部よりナΠϑ形石器が୯ಠ出土した（宮城県教育委員会 1980C）。石ਕを

素材として基部の྆ଆ縁にਕ௵し加を施すもので、ໜ࿊ܕナΠϑ形石器の範ᙝに含まれる。మ๒町遺

跡ではூࠁ刀形石器が࠾集されている。大ܕの石ਕのଆに施した急֯ണ面をଧ面としてଆ縁に

ඉ状ണ面を࡞出するもので、小ܕࡔூࠁ刀形石器の範ᙝに含まれる。明ਆཪ遺跡では細石ਕと૦ઌ形

ઑ頭器が࠾集されたというが、詳細は不明である。小村崎地区の前戸内遺跡では૦ઌ形ઑ頭器が࠾集さ

れている。このほか、宮地区のೋ屋敷遺跡（縄文時代中期 ~ 後期前葉）では石ਕの基部྆ଆ縁にೋ次

加を施したナΠϑ形石器にྨࣅする石器が出土しているが、本地域では縄文時代中期から後期初頭

にかけてࢁ形県פ河ߐྲྀ域の集落から࣭ܔทؠ製の石ਕがަқ品としてൖ入されたことが分かってお

り（会田 2000）、Ґ的ཪ付けを伴わない石ਕ製石器のچ石器としての時期判定にはҙを要する。

　Ҏ上のことから、࣋長地遺跡とమ๒町遺跡については後期چ石器時代後半期、明ਆཪ遺跡と前戸内遺

跡については後期چ石器時代ऴ期に属するՄ性が考えられる。しかし、いͣれも୯ಠ出土ないしは

。料のため、明確な時期遺跡の性格については不明な点が多いࢿ集࠾

　なお、円田ຍ地の東ଆにྡ接する村田ຍ地東縁の৽ྲྀ域ではۄが࢈出し、これをར༻して石器製

地遺跡が点在する（৽ྲྀ域遺跡群、大場࢈を行なった原࡞ 2004）。このうͪ、村田町小ઘ地区のլ

遺跡では 2003~2006 年にかけて東北ֶӃ大ֶによるֶज़発掘調査が行なわれ、後期چ石器時代の

在地ܕ原࢈地遺跡の༷૬が明らかにされた（東北ֶӃ大ֶ文ֶ部ྺֶ࢙Պࠤθϛナーϧ のࠓ。（2006

ところ蔵王町内におけるچ石器時代の人びとのらしぶりは明らかになっていないが、このような原࢈

地遺跡に関連してされた遺跡がࠓ後発見されるՄ性は十分に考えられる。

ʢ̎ʣೄจ時代
　期については明確な遺跡が発見されていない。पล地域でもന石市福Ԭਂ୩地区のߴ遺跡で૦

ઌ形ઑ頭器が、同大ୋ地区の小ੁ遺跡、戸୩遺跡でہ部ຏ製石ිが࠾集されているఔで、۩体的

な༷૬は明らかでない。ૣ期の遺跡には宮地区の明ਆཪ遺跡、入̙遺跡、円田地区のख代木遺跡、ࡾ

本௬Ａ遺跡、ԕ刈田地区の北原ඌ遺跡、前期の遺跡には宮地区の長ๆ遺跡、ീ഼平遺跡、円田地区の入

ࢁࡔ遺跡、౬ࢁ木遺跡、ৌಊߴ遺跡、中期の遺跡には宮地区の上原田遺跡、円田地区のࢁ遺跡、Ѫౠࢁ

̗遺跡、後期の遺跡には宮地区のೋ屋敷遺跡、ࢁ田遺跡、一本木遺跡、円田地区の西浦̗遺跡、൩期

の遺跡には宮地区のԼ別当遺跡、ئ行ࣉ遺跡、北遺跡、曲地区の遺跡などがある。

　ৌಊࢁ遺跡では主に大木̱̔式期の竪穴住居跡 5 軒、ஷ蔵穴 23 基、土坑ุ 1 基などが発見され、竪

穴住居跡はஷ蔵穴・柱穴群をڬむように北西ଆと南東ଆに分布していた。౬̗ࢁࡔ遺跡では主に大木̕

式期の竪穴住居跡 13 軒、ஷ蔵穴 8 基などが発見され、多量の土器・石器と土థが出土している（ࣸਅ 1・2）。

竪穴住居跡は複式を伴うもので、直ܘ 9m に及ぶ大ܕのものもΈられる。西浦̗遺跡では後期初頭 ~

前葉前半期のஷ蔵穴・掘立柱建物跡群が発見されている（蔵王町教育委員会 2011a）。ೋ屋敷遺跡では
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中期の竪穴住居跡 5 軒、後期初頭 ~ 前葉の跡 2 基、土器ຒ設遺構 4 基、石遺構などが発見され、

遺物แ含から多量の遺物が出土している（宮城県教育委員会 ۮ遺跡では൩期の۶ં土ࣉ行ئ。（1984

が࠾集されている（ࣸਅ 3）。遺跡では大ಎ #$~$1 式期の土器ຒ設遺構ੜ時代初頭の࠶ุと、

そのप囲にހ状に置された掘立柱建物跡群が発見されている（宮城県教育委員会 2010）。

　遺跡の分布状گをΈると、ૣ期の遺跡は小規模なものが多͘、ߴ木ٰྕから੨ຑࢁ東部にかけての

東部にまとまった分布域を形ࢁ範囲に点在し、ԕ刈田地区からന石市福Ԭਂ୩地区にかけての不

成する。前期の遺跡数はগな͘なるが、ߴ木ٰྕ上と੨ຑࢁ東部に点在する。中期から後期にか

けてはߴ木ٰྕ上に大きな集落が形成され、集中的な遺跡分布域となっている。一方、੨ຑࢁ東部で

は後期になると多͘の集落が形成され、൩期までܧଓする大規模な集落がΈられる。

　このように、時期による分布域の移ಈと、ඍ地形બのࢤ性にม化は見られるものの、縄文時代の

およそ１ສ数ઍ年間を௨して本地域における当時

の人びとのੜ׆の中心は蔵王ࢁ東部から延びる

ってྑݴ東部にあったとࢁ木ٰྕ上と、੨ຑߴ

い。なお、円田ຍ地北部の小村崎地区にあるۼ田

遺跡、֯遺跡、原遺跡、平地区の遺跡、中

遺跡などでは縄文時代のものと考えられる落と

し穴状土坑が見つかっており、࣪地に面した

平なٰྕ部がङྌの場としてར༻されていたこ

とが分かっている。

写真 2　湯坂山Ｂ遺跡出土遺物（大木 9 式） 写真 3　願行寺遺跡出土土偶（晩期）

写真 1　湯坂山Ｂ遺跡第３a・b 号竪穴住居跡（大木 9 式期）

ʢ̏ʣੜ時代
　縄文時代൩期からܧଓする宮地区の北遺跡、曲地区の遺跡、これに後ଓするຟ形囲式期の

遺跡には宮地区の長ๆ遺跡、円田地区のਗ਼水遺跡、西浦遺跡、Ԙ地区のહಊ遺跡、東ࠜ地区の立

場遺跡、円田式期の遺跡には東ࠜ地区の大ڮ遺跡、Ԙ地区の遺跡、上遺跡、Ԙ北遺跡、平地

区の遺跡、円田地区の西浦遺跡、十ࡾ௩式期の遺跡には東ࠜ地区のѪౠࢁ遺跡、立場遺跡、ఱ王ࢁ

式期の遺跡には東ࠜ地区のѪౠࢁ遺跡、Ԙ地区のఱ王遺跡、平地区のَ上遺跡などがある。

　ຟ形囲式期Ҏ前の遺跡は、遺跡などのように縄文時代൩期の立地を౿ऻしながら、一部円田ຍ

地प縁部のٰྕに立地している。円田式期になると円田ຍ地प縁部に急にల։し、遺跡数も急૿する。

遺構が調査されたྫはօແであるが、Ҵ࡞がड༰されたと考えるのに十分なม化とݴえる。円田地区で

はҏ東৴༤（1955）による「円田式」໋名のඪࣝࢿ料となった長ᰍᆵが出土している（ࣸਅ 4）。十ࡾ
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写真 5　立目場遺跡出土土器（塩釜式・南小泉式）

写真 6　中沢Ａ遺跡出土土器（南小泉式）

写真 4　円田地区出土長頸壺

௩式期からఱ王ࢁ式期にかけてはこうしたྲྀれを引き͙ܧ一方、Ѫౠࢁ遺

跡のようにඪߴのߴいٰྕ上に立地する遺跡も見られる。なお、遺跡（円

田式、蔵王町教育委員会 2005）、大ڮ遺跡（ఱ王ࢁ式、宮城県教育委員会

1980C）で出土した土器ยの表面には֪のѹࠟが؍察されている。

ʢ̐ʣݹ時代
　前期（Ԙז式期）の遺跡には東ࠜ地区の大ڮ遺跡、ҏ原Լ遺跡、円田

地区のງの内遺跡、中期（南小ઘ式期）の遺跡には小村崎地区の遺跡、

田遺跡、東ࠜ地区の中Ａ遺跡、遺跡などがあるが、後期（住ࣾ式期ۼ

~ 栗囲式期前半）の遺跡は明ྎには確認されていない。ߴ௩古墳には宮地

区の明ਆཪ古墳、東ࠜ地区の༦原古墳群、古็ਆࣾ古墳、Ԙ地区の

હಊ古墳、ఱ王古墳、西古墳、中屋敷古墳、ീ

。古墳があるࢁ഼

　古墳時代の遺跡はੜ時代の立地を౿ऻし、円

田ຍ地प縁部に集中している。前期の大ڮ遺跡、

ҏ原Լ遺跡は宮城県内におけるԘז式࠷古ஈ֊

の（宮城県教育委員会 1980C）、中Ａ遺跡は南

小ઘ式࠷古ஈ֊の遺跡としてられ、当該地域が

पล地域にઌۦけて৽しい文化要素をड༰して

いたことが窺われる（ࣸਅ 6、蔵王町教育委員会

2007）。֯遺跡ではԘז式期、立場遺跡（ࣸ

ਅ 5）ではԘז式・南小ઘ式期、ۼ田遺跡（ࣸਅ 7）、

遺跡では南小ઘ式期の竪穴住居跡が調査されて

いる。前期のງの内遺跡では、後北 $2-% 式にҐ

置ͮけられるଓ縄文土器が出土し（蔵王町教育委

員会 1997）、北方地域との関性が窺われる。

　また、 ຍ地をऔり囲むٰྕ上に多͘のߴ௩古

墳がஙかれている。古็ਆࣾ古墳は主࣠長 38m、

༦原 1 号墳は主࣠長 57m の前方後円墳（౻

2000）、 હಊ古墳は直ܘ 30m の円墳で、 

ྠが࠾集されている。明ਆཪ古墳はত 31 年に

発掘調査され、ڽփؠ板石によってங造された箱

式石が確認されている。

　なお、 円田ຍ地を含むന石ྲྀ域では、 ܭ߹

130 か所の古墳・古墳群・ԣ穴ุ群がられてお

り、東北地方の中でも古墳分布がೱ密な地域のͻ

とつである（౻ 1998）。 円田ຍ地の東ଆにྡ

接する村田ຍ地には村田町関場地区のѪౠࢁ古墳

（前期、前方後円墳、主࣠長 90m、県ࢦ定文化財）、

পล地区のઍ௩ࢁ古墳（前期、前方後円墳、主࣠

長 85m）、ബ木地区の๏ྖݱݖ古墳（中期、前方 写真 7　窪田遺跡 SI101 竪穴住居跡（南小泉式期）
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後円墳、主࣠長 64m）など多数の古墳がங造され（村田町教育委員会・ઍ௩ࢁ古墳測量調査ஂ 1992）、

関場地区の৽็崎遺跡（中期）ではࡇ遺構が確認されている（村田町教育委員会 1991）。また、円

田ຍ地の南西 10Lm にҐ置するന石ຍ地には、ന石市大ୋ地区のළϲ古墳（前方後円墳、主࣠長

56m）、ୋ 20 号墳（前方後円墳、主࣠長 18m）を含むୋ古墳群（中期）などが形成されている。

ʢ̑ʣݹ代
　飛鳥（栗囲式期後半）・ಸྑ（国分ࣉԼ式期）・平安時代（表杉ノ入式期）の遺跡としては 100 か

所Ҏ上がられ、このうͪ発掘調査が行なわれた遺跡としては宮地区のೋ屋敷遺跡、ෟ地区の東ࢁ遺

跡、Ԙ地区のԘ北遺跡、円田地区のງの内遺跡、平地区のۼ田遺跡、遺跡、َ上遺跡、小村

崎地区の戸ノ内遺跡、֯遺跡、十郎田遺跡、前戸内遺跡などがある。また、ݱ在その所在を確認でき

ないが平地区のਡ๚ؘԣ穴ุ群がある。

　飛鳥・ಸྑ・平安時代の遺跡は、円田ຍ地पลに多͘分布する一方、町東部のٰྕ部のい範囲に

分布するようになり、ੜྖ׆域が֦大したことが窺われる。֯遺跡では̔世紀前半頃の大溝による

区画施設を伴う集落跡を確認した。当時の在地の土師器とはҟなる関東系土師器を主体的に伴ってお

り、関東ܕΧϚドをもつ竪穴住居跡も確認されている（ࣸਅ 8・9、蔵王町教育委員会 2008）。関東系

土師器はۼ田遺跡（ࣸਅ 11）、ງの内遺跡、遺跡、戸ノ内遺跡でも出土している（蔵王町教育委員会

1997・2005・2009a・2011C）。遺跡では遺跡中部が平によりଘしないものの、̔世紀前半の

多 լ 城  建 期 （ಸ ྑ 時 代 初 頭） に Ґ 置 ͮ け ら れ る 軒 平 נ が ࠾ 集 さ れ て い る の を は じ め、 大 ܕ の 掘

立 柱 建 物 跡 と 材 木 塀 に よ る 区 画 施 設 が 確 認 さ れ て お り、 当 時 の 円 田 ຍ 地 を 中 心 と す る 地 域 の 経 営

に関する官衙関連施設が営まれていたՄ性がある （ࣸਅ 10、 蔵王町教育委員会 2005）。

　また、前戸内遺跡では平安時代の掘立柱建物跡群が確認され、書土器が出土している（ࣸਅ 12、

蔵王町教育委員会 2009D）。東ࢁ遺跡では、平安時代の竪穴住居跡と土器溜遺構が確認され、փᬵ陶器、

స༻ݛのほか、書土器が多量に出土している（宮城県教育委員会 1981）。

　なお、村田ຍ地では村田町関場地区のཾઘӃԣ穴ุ群（7 世紀中頃 ~ 後半）、村田ຍ地南ଆのന石

ྲྀ域では大河原町福田地区のࢁԼԣ穴ุ群、金έ地区の੨木ԣ穴ุ群など多͘のԣ穴ุ群が分布する

第 4 図　白石川流域における 7~8 世紀の主な遺跡（鳥瞰図）
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写真 12　前戸内遺跡 SB10 掘立柱建物跡（平安時代） 写真 13　丈六阿弥陀如来坐像（12 世紀・保昌寺）

写真 10　都遺跡出土土器（7 世紀中頃 ~ 後半）・軒平瓦（8 世紀前半） 写真 11　窪田遺跡 SI1 竪穴住居跡出土土器（7 世紀末 ~8 世紀前葉）

写真 8　六角遺跡 SI753 竪穴住居跡（7 世紀中頃 ~ 後半） 写真９　六角遺跡第 2・3 群土器（7 世紀中頃 ~ 後半・8 世紀前半 ~ 中頃）

ほか、柴田・村田町にまたがる上ྕٰࢁ上に総数 314 基を数え東北࠷大規模のߴ௩古墳群とされる

上ࢁ古墳群（7 世紀後半 ~8 世紀初頭、柴田町・村田町・大河原町ڞ同推ਐ事業ٞڠ会 1995）が形成されている。

ന石ຍ地ではന石市郡ࢁ地区に郡ࢁԣ穴ุ群（7~8 世紀、ന石市教育委員会 1982）などが形成されている。

　また、官衙関連遺跡として 8 世紀前半頃のՄ性のある倉ݿӃ跡が確認されן田郡衙跡と考えられ

ているന石市大ാ地区の大ാ遺跡（宮城県教育委員会 1995）がある。ੜ࢈遺跡としては多լ城建期

にઌ行するנをੜ࢈し、未発見の柴田郡衙のڅڙが推定される柴田町ધഭ地区のీ田נ༼跡、大ാ遺

跡にנをڅڙしたന石市ീ഼町地区のၱࢁ༼跡（8 世紀前半頃）、須恵器をੜ࢈した村田町পล地区の

北日ノ崎༼跡（7 世紀後半・7 世紀 ~8 世紀初頭、村田町教育委員会 1988）などがある（第 4 ਤ）。

　このほか、平地区にݱଘするৎѨଫདྷ૾࠱（ࣸਅ 13、県ࢦ定文化財）は平安時代期の࡞

෩とされ、Ԟभ౻原ࢯとの関性をࣔࠦしている。また、ৎѨଫಊがあったとされる平字ৎ地

区には、Ѩଫಊのࢀಓ杉ฒ木の一本がݱੜし、平ଫの杉（県ࢦ定ఱવ記೦物）とݺれている。
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ʢ̒ʣதੈ
　宮地区の宮城ؗ跡、ࢁՈؗ跡、ؗ のࢁ城跡、曲地区の曲小屋ؗ跡、円田地区のՖ१ؗ跡、୨村ؗ跡、

小村崎地区の西小屋ؗ跡、ฌӴؗ跡、平地区のਡ๚ؘؗ跡、ෟ地区のෟؗ跡などがあり、町東部

のٰྕ上に多͘の城ؗがஙかれている。宮地区の੨遺跡では掘立柱建物跡・柱列跡・溝跡などの遺構

群が確認され、ྡ接するؗのࢁ城跡と一体をなした施設と考えられている（蔵王町教育委員会 2009C）。

また、小村崎地区の戸ノ内遺跡（蔵王町教育委員会 2009a）、西屋敷遺跡、十郎田遺跡などで掘立柱建

物跡群が確認されているほか、宮地区の࣋長地遺跡では掘立柱建物跡群に伴ってৗ系陶器、അ۩、మ

鈴、刀子などが出土している（宮城県教育委員会 1980C）。このほか、発掘調査は行なわれていないが、

宮地区のئ行ࣉ遺跡は中世 ~ 近世のࣉӃ跡と推定されている。安Ӭ෩土記に「小֯॑ࢁ೭ئ行ࣉ

跡」とあり、「宮本࿇蔵ࣉ書出」によれԞभ౻原ࢯのอޢをडけて࠷期には࢛十ീを࣋つ勢い

であったという。また、前ड़のന頭ཾ古墳には、文治の（1189）でݯཔே܉に౼ͪऔられた౻原

国ߧの遺֚をຒしてீったとのઆがり、墳部にはന頭ཾ大明ਆのが建てられている。

ʢ̓ʣۙੈҎ߱
　小村崎地区の車地蔵遺跡では近世の༗ྗ者の屋敷地の一部と考えられる掘立柱建物跡、区画溝跡、

水溜め状遺構（水場遺構）などの遺構群が確認された（蔵王町教育委員会 2006）。ҏୡՈՈਉのߴՈ

がഈྖした平地区の平要跡は後世のվมで遺構はࣦわれたが、ߐ戸時代のֆਤに本ؙ・ೋのؙ・

水ງと、南ଆに۶ંする大खが見え、小規模ながらも近世城郭のような構造であったことが窺える。ま

た、ԕ刈田地区のؠ崎ࢁ金۸ᅿではઓ国期には࠾掘が։࢝されていたとΈられ、ߐ戸初期にはઋൡ

主ҏୡՈの໋により࠾掘されていた。

ࣸ）宮地区の刈田ྮਆࣾ本఼、（戸中期ߐ）ଘする近世の建造物としては、平地区の日٢ਆࣾ本఼ݱ　

写真 15　我妻家住宅（宝暦 3 年 [1753 年 ] 建築）

写真 14　刈田嶺神社本殿（享保 3 年 [1718 年 ] 建築）

ਅ 定文化財）、曲地区のզࢦ戸中期、県ߐ、14

Ո住（ࣸਅ࠺ 、（定重要文化財ࢦ戸中期、国ߐ、15

小村崎地区のԞ平Ո住（ߐ戸後期、町ࢦ定文化

財）などがある。日٢ਆࣾはߴՈのྖ地ସえの

時にҏୡ郡よりભ࠲され、刈田ྮਆࣾは刈田郡総

कとしてന石城主ย倉Ոのอޢをडけた。

　また、近世にはԞभ֗ಓが宮地区を௨り、さら

に宮॓から分かれてӬ॓、Ԑඓ॓を経༝し、࢛

方ಕ、୩ಕをӽえてࢁ形ࢸる羽前֗ಓが௨っ

ていた。平地区には羽前֗ಓの古ಓの一部がอ

ଘされ（چ羽前֗ಓอଘ地区）、ൡ政時代の֗ಓ

の؍ܠをࠓにえている。

　近代の遺構としてはԕ刈田地区のԕ刈田製మ所

ߴ跡、ܰศమಓ跡などがある。ԕ刈田製మ所ߴ

跡は当時࠷ઌの設ܭで明治時代後期に建てら

れたもので、近代製మ遺構としては国内で།一、

基礎部分がݱଘする。明治時代後期から大正時代

にかけて大河原ʵԕ刈田間を結Μͩܰศమಓは、

在のಓ࿏あるいは࿏地として、その࿏線敷きのݱ

名をཹめている。
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蔵王町教育委員会 2011C） の発掘調査を実施し

てきた。本書で報告するのは、平成 19・20 年

に実施した十郎田遺跡の調査成果である。

　なお、このほかに前戸内遺跡（)20・21 年）、

西屋敷遺跡・үϲࡔ遺跡（)21 年） の発掘調

査を実施している。また、平成 23 年には集落

ಓվमに伴う発掘調査を実施するܭ画である。こ

れらについては、平成 24 年までにॱ次発掘調

査報告書をץ行して本事業ܭ画にかかわる遺跡の

事前調査をऴྃするܭ画となっている。

　蔵王町北東部の円田ຍ地にがる水田地帯を対とした経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事

業）では、ত 63 年にຍ地南部（円田１期地区）の事業ܭ画が策定され、同年にຒ蔵文化財อଘڠ

ٞが実施された。この結果をडけ、同年から平成２年にかけて事業実施区域内にଘ在するຒ蔵文化財

แ蔵地の遺構確認調査および事前調査が宮城県教育ி文化財อޢ՝により実施された（宮城県教育委員

会 1989・1990・1991C）。一方、ຍ地中・北部（円田 2 期地区）の事業ܭ画は平成 8 年に策定され、

平成 12 年には事業年次ܭ画がఏࣔされた。事業実施༧定区域は多数のຒ蔵文化財แ蔵地を含Μでい

たことから、平成 8 年より文化財อޢଆの宮城県教育委員会、蔵王町教育委員会と原因者ଆの宮城

県大河原地方ৼڵ事所、蔵王町土地վྑ区の࢛者によるຒ蔵文化財อଘٞڠが։࢝された。

　平成 11 年のٞڠにおいて事業実施区域内におけるຒ蔵文化財แ蔵地の詳細な分布調査がඞ要であ

るとの判அがなされ、平成 12 年に蔵王町教育委員会が分布調査を実施した結果、पのຒ蔵文化財

แ蔵地の範囲が大き͘がることが判明した。この結果を基にٞڠ࠶を実施し、ຒ蔵文化財แ蔵地のഁ

յされる面積をできるͩけগな͘するよう事業ܭ画を大෯に見直すことがܾ定した。平成 13 年には

大河原地方ৼڵ事所より、水田およびാ地となる部分については、地Լの遺構をอޢするようదٓ

土を行なうとともに、װ線ಓҎ外の࡞業༻ಓ࿏については未ฮの࠭རಓとして事前調査対範囲を

できるͩけݮগさせる見直しҊがఏࣔされ、߹ҙにୡした。

　平成 13・14 年には宮城県教育ி文化財อޢ՝と蔵王町教育委員会によって事業実施区域内の遺構

確認調査が実施され（宮城県教育委員会 2002・2003）、この結果を౿まえたٞڠにより、遺構のଘ在

する部分については基本的に土によるݱ状อଘを行ない、ܭ画田面が遺構面よりもԼがる土部分

と、ಓ࿏・水࿏の建設に伴って遺構面が掘される部分について事前調査を実施することがܾ定した。

平成 14 年には事業実施区域のうͪ県ಓの南ଆ部分を平成 15・16 年に、北ଆ部分を平成 17~21 年

にॱ次施する事業ܭ画がఏࣔされ、これにઌ立って平成 15 年に南ଆ部分を、平成 17~20 年に

北ଆ部分を対とするܭ 14 遺跡の事前調査ܭ画が策定された。なお、その後の事業ܭ画見直しなどに

より、北ଆ部分の調査年を平成 23 年まで延長することで߹ҙしている。

　蔵王町教育委員会は宮城県教育ி文化財อޢ՝のྗڠをಘて、平成 15・16 年に遺跡、ۼ田遺跡

（南部）、৽城ؗ跡（蔵王町教育委員会 2005）、平成 17 年に車地蔵遺跡、屋敷遺跡、原遺跡、上

葉の木遺跡、中葉の木遺跡（蔵王町教育委員会 2006）、平成 18・19 年に֯遺跡（蔵王町教育

委員会 2008）、平成 19・20 年に戸ノ内遺跡（蔵王町教育委員会 2009a）、平成 20 年にۼ田遺跡（北部、

十郎田遺跡

˔

写真 16　十郎田遺跡遠景（東から）
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　本遺跡は、円田ຍ地西ଆのߴ木ٰྕの部からੜし、ຍ地北西縁から南東方に細長͘延びる平

なઉ状ٰྕ上に立地する。本遺跡の南東 600 ̼のٰྕ部には৽城ؗ跡が立地し、ٰ ྕの南西縁にԊっ

てᤵのྲྀࢧであるٱอのچ河ಓがある。このچ河ಓをڬΜで南ଆにྡ接するઉ状ٰྕ上にはۼ田

遺跡と遺跡が立地し、そのٰྕの南西縁にԊってᤵがྲྀれている。遺跡のگݱはാ地および水田で、

地表面に遺物の散布が見られた。遺跡西部にはඪ柱を設置してपがਤられていた。

　平成 8 年に։࢝された県営ほ場整備事業ܭ画に伴うຒ蔵文化財อଘٞڠ（事業主ଆ：宮城県大河

原地方ৼڵ事所・蔵王町土地վྑ区、文化財อޢଆ：宮城県教育委員会・蔵王町教育委員会）におい

て本遺跡範囲のほぼશ域が事業ܭ画範囲に含まれることが判明したため、遺跡範囲における遺構分布状

と遺構面ਂのѲを的とした໖密な遺構確認調査を平成گ 14 年に実施した。

　この結果、南東方に؇ࣼ͘するઉ状ٰྕ部の平ୱ面（東西 500m、南北 180m、ඪߴ

90~99m）を中心に竪穴住居跡 17 軒、掘立柱建物跡 9 棟、材木塀跡 3 条をはじめとする多数の遺構が

確認された。遺構の時期は縄文時代、古墳時代、ಸྑ・平安時代にわたり、竪穴住居跡掘立柱建物跡

は 7 世紀後半 ~ ಸྑ時代を主体とするものと考えられた。また、遺跡北西部ではփന৭Րࢁփがଯ積

する෯ 3.0m Ҏ上の東西方の大溝跡、南東部では東西・南北方の布掘෯ 40Dm、柱ࠟ跡 20~25Dm の

材木塀跡と、これにྡ接して小区画ܣ൞の水田跡が確認され、この時期に属するՄ性が考えられた。

　平成 17 年には࠷ऴ的な事業設ܭҊがఏࣔされ、田面となる部分は原ଇとして土によって遺構面

をอޢし、ࢭむをಘͣ土が発ੜするಓ࿏・水࿏の༧定範囲について事前調査を実施して文化財อޢ๏

上ඞ要なા置としての記อଘをਤるという基本方で߹ҙにୡした。

　本遺跡の事前調査については、平成 19 年に業委ୗܖ（委ୗ者：宮城県大河原地方ৼڵ事所、

डୗ者：蔵王町）をక結し、ணखした。調査は当初୯年でྃするܭ画であったが、定を上ճる多

数の遺構が密集して確認され、さらにఱީ不ॱのӨڹにより年内のྃがࠔとなった。このため、

平成 20 年にվめて本遺跡の一部とۼ田遺跡北部を対とする業委ୗܖをక結し、調査を実施した。

　発掘調査は、ಓ࿏・水࿏の整備によって遺構面が平される範囲を対としたものである。遺跡範囲

内にܭ画された水࿏・࡞業ಓ༧定地に 1~5 区を設定し、ॱ次調査を実施した（第 5 ਤ）。確認した遺構

のうͪ、事で掘の及ない範囲（主に࡞業ಓ༧定地）については遺構の分布状گを記するにཹ

め、事によるഁյを໔れない範囲（主に水࿏༧定地）について遺構のਫ਼査を実施した。調査期間は平

成 19 年 8 月 24 日 ~ 平成 20 年 1 月 15 日（ 4.5 か月間、1~4 区）、平成 20 年 7 月 7 日 ~11 月 7 日（

写真 17　十郎田遺跡近景（5 区周辺、南から） 写真 18　表土掘削作業（4 区）
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第 5 図　現況測量図・調査区配置図
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第 6 図　調査区設定図と主要な遺構の分布
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4 か月間、5 区）のܭ 8.5 か月間を要した。調査面積は、事前調査分 5,452㎡、確認調査分 3,647㎡

の߹ܭ 9,099㎡に及Μͩ。

　調査の方๏は重機による表土আڈの後、ख࡞業による遺構確認と遺構ਫ਼査を行なった。確認した遺構

は竪穴住居跡 41 軒、掘立柱建物跡 66 棟、柱列跡 38 条、井戸跡 10 基、土坑 107 基、溝跡 47 条、水

溜め状遺構 1 基、畝溝状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱穴多数である。

　本発掘調査の測量基४点は࡞業ಓܭ画࿏線上にଧ設された事༻基४ߌを機ց設置点および方Ґࢹ४

点として༻し、測量基४線に平行・直ަする３̼άリοドを設定した。ਤ面についてはτーλϧεテー

シϣンを༻いて設定した 3m άリοドをར༻してすてख実測で࡞成し、遺構はඞ要にԠじて 1�20 ॖ

ईの平面ਤ・அ面ਤを࡞成した。また、σδλϧ一؟ϨϑΧϝϥおよび 35mm ϞノクローϜϑΟϧϜ

を༻いて、ඞ要にԠじて遺構のݕ出状گと土அ面、掘状گ、遺物の出土状گおよび調査区શܠなど

の記ࣸਅをࡱӨした。σδλϧσーλについては %7%-30M に記してอした。出土遺物は調査区

写真 20　竪穴住居跡の精査（3 区）

写真 21　発掘調査成果見学会（5 区）

写真 19　遺構確認作業（5 区）

および遺構、出土Ґ別にऔり上͛た。

　平成 20 年 10 月 17 日には発掘調査成果の報ಓ

発表を行ない、河北৽報・ே日৽ฉ・ಡച৽ฉ各

のࢴ 18 日付ேץ県内൛で「蔵王で囲郭集落跡を

発見　県南初　7 世紀後半」などと報じられた。

19 日には住民けの発掘調査成果見ֶ会を։࠵

し、 町民および県内ڀݚ者など 100 名のࢀ加

があった。見ֶ会では発掘調査ݱ場（5 区）と出

土遺物をެ։して調査成果の֓要をઆ明した。

　整ཧ࡞業は平成 19・20 年にそれͧれ当該年

調査成果の基礎整ཧのための業委ୗܖをక

結し、平成 19 年 12 月 7 日 ~ 平成 20 年 3 月 24 日

の 3.5 か月間と、平成 20 年 11 月 10 日 ~ 平成 21

年 3 月 25 日の 4.5 か月間のఔでそれͧれ実施

した。本遺跡の調査成果については出土遺物のચড়

と記、接߹とम෮の࡞業を実施したほか、ਤ面と

ࣸਅなどの記ྨの基礎的な整ཧ࡞業を実施した。

また、出土遺物のうͪ木製遺物の一部について、

所に委ୗして放射性炭素ڀݚ式会ࣾ加器分析ג

年代測定および樹種同定を実施し（「十郎田遺跡

２」所収）、SE66 井戸跡出土木製品の一部につい

てはΞϧコーϧ๏によるอଘॲཧを実施した。

　なお、本整ཧ࡞業の実施にઌ立ͪ、宮城県考古

ֶ会古墳古代ڀݚ部会とのڞ同主࠵により平成

21 年 4 月 25 日に第 1 ճ蔵王町出土遺物ݕ౼会「円

田ຍ地पลにおける 7~8 世紀の土器༷૬」 を։

者ڀݚした。考古ֶ࠵ 44 名のࢀ加があり、本

遺跡出土ࢿ料を含む当該期の土器についてҙ見ަ

。を行なった

　平成 22 年には平成 19・20 年調査成果の
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本整ཧのための業委ୗܖをక結し、平成 22

年 6 月 1 日 ~ 平成 23 年 3 月 25 日の 8 か月間の

ఔで実施した。本遺跡の調査成果については出

土遺物の実測とࣸਅࡱӨ、実測ਤ・遺構ਤτϨー

εを実施した。また、出土遺物のうͪ木製遺物の

一部についてג式会ࣾ加器分析ڀݚ所に委ୗし

て放射性炭素年代測定を行なった（「十郎田遺跡

２」所収）。平成 23 年には平成 21 年調査成果

の本整ཧと本書の࡞成のための業委ୗܖをక結

し、平成 23 年 5 月 11 日 ~11 月 25 日の 6.5 か月

間のఔで実施した。本遺跡の調査成果について

は、本書のࣥච・編集と印刷・製本を実施した。

　遺構ਤについては、ख実測で࡞成したਤ面をΠ

ϝーδεΩϟナとϏοτϚοϓ画૾編集ιϑτ

ΣΞを༻いてσδλϧ画૾化し、調査員が࡞成

した遺構調書をࢀরしながらύιコン内でϕクτ

ϧ画૾編集ιϑτΣΞを༻いてσδλϧτϨー

εを行なった。遺物については、水ચચড়の後に

記を行ない、Մなݶり接߹とम෮を行なった

上で遺物調書を࡞成し、遺物の性格とଘ状گな

どにԠじて実測ਤあるいは本を࡞成した。遺物

の実測ਤについてはすてख࡞業により࡞成し、

τϨーεਤについては木製遺物はσδλϧτϨー

ε、それҎ外はख࡞業により࡞成した。実測ਤ

の࡞成がऴྃした遺物については、σδλϧ一؟

ϨϑΧϝϥを༻いてࣸਅࡱӨを行なった。

　Ҏ上の経աを経て࡞成した遺構・遺物調書をも

とにࣥචした本文と、遺構・遺物のࣸਅ・ਤ面

のϨΠΞτおよび編集࡞業を %51 ιϑτΣ

Ξを༻いて実施し、本書の印刷・製本をྃした。

写真 22　遺物接合作業

写真 23　遺物修復作業

写真 24　遺物実測作業

写真 25　雨上がりの虹（5 区東部・南から・遺構の精査）



第１અ　基本ং

��

第 2 表　基本層序

名 土性 性格 ް 備考
ᶗ ৭シϧτࠇ 表土・࡞ߞݱ土 15~25Dm
ᶘ ৭シϧτࠇ 土࡞ߞچ・表土چ 10~30Dm 近世 ~ 近代の陶磁器ยを含む
ᶙ ৭シϧτࠇ 　փࢁ৭Րࠇ 20~40Dm 古代 ~ 中世の遺構掘りࠐΈ面
ᶚ ৭シϧτ҉ 移 20Dm
ᶛ ԫ৭೪土 ԫ৭ローϜ 30~40Dm
ᶜ ന৭೪土 水成ଯ積 30~50Dm
ᶝ փ࣭シϧτڽ 崎εコリΞ（;a-,X） 20~40Dm 2.6~3.1 ສ年前
ᶞ ന৭೪土 水成ଯ積 20Dm~ ࠭を含む

第̐章　ௐࠪͷ݁Ռ

ୈ̍અɹج本ং
　調査区により立地条݅と土のଯ積状گにҧいが見られるが、基本ংはᶗ ~ ᶞに大別される。ᶗ

は表土ないしは࡞ߞݱ土で、ްは 15~25Dm ఔである。ᶘはچ表土ないしは࡞ߞچ土で、ް

は 10~30Dm ఔである。近世 ~ 近代の陶磁器ยなどを含む。ᶙはࠇϘクとশされるࠇ৭Րࢁփ土で、

ްは 20~40Dm ఔである。縄文土器ยなどを含む。ٰྕࣼ面部にଯ積し、ࣼ面Լ部では複数の࠶ଯ

積を形成する。ᶚはᶙԼ部とᶛ上部に形成された移で、ްは 20Dm ఔである。ᶛは

ԫ৭ローϜで、ްは 30~40Dm ఔ、ᶜはന৭೪土で、ްは 30~50Dm ఔである。ᶝは

Ԑؠとশされるڽփ࣭シϧτで、崎εコリΞ（板֞ 1981）に૬当するとΈられる。

　調査区内ですてのংを確認した地点はな͘、࡞ߞおよび平などによりᶗまたはᶘの直Լで

ᶙよりԼҐのを確認した地点が多かった。遺構はᶙ上面あるいはᶚ ~ ᶝの平面で確認した。

Ҏ上の状گを考ྀすれ、確認した遺構の多͘が本དྷはᶙ上面から掘りࠐまれたものと考えられる。

ୈ̎અɹ発見͞れた遺ߏͱ遺
　確認した遺構は、竪穴住居跡 41 軒、掘立柱建物跡 66 棟、柱列跡 38 条、井戸跡 10 基、土坑 107 基、

溝跡 47 条、水溜め状遺構 1 基、畝溝状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱穴多数である。遺構はすて

の調査区で確認され、3 区から 4 区西部では掘立柱建物跡、5 区では竪穴住居跡を主体とする多数の遺

構が特に密集して確認された。4 区中ԝ部から東部にかけては前ճのほ場整備に伴う整地事による

平が著し͘、地形のվมとともに多数の遺構がطにফࣦしたものと考えられた。

　出土した遺物は、竪穴住居跡などから出土した土師器を主体に、ロクロ土師器、須恵器、中世陶器、

近世陶磁器、縄文土器、土製品、木製品、漆器、石器、石製品、మ製品などである。土師器は古墳時

代中期・飛鳥時代後半・ಸྑ時代前半、ロクロ土師器は平安時代初頭 ~ 中頃のものがある。中世陶器は

13 世紀頃のものと考えられる。また、木製品は中世前葉の挽物椀・小皿未製品などが井戸跡から多量

に出土している。出土遺物のम෮後総量は遺物収ೲコンテナ（44 ʷ 60 ʷ 15Dm）で 120 箱分である。

　出土した遺物の特徴と放射性炭素年代測定結果などから、確認した遺構は主に 5 世紀中頃 ~ 後半（古

墳時代中期）、7 世紀後半（飛鳥時代後半）、7 世紀 ~8 世紀前半（ಸྑ時代前半）、8 世紀 ~9 世紀

初頭（平安時代初頭）、9 世紀前葉 ~ 中葉（平安時代前葉前半）、9 世紀中葉 ~ 後半（平安時代前葉後半）、

9 世紀 ~11 世紀前半（平安時代中葉）、13 世紀（中世前葉）にҐ置ͮけられる。ҎԼ、発見された遺

構と遺物について調査区͝とに詳ड़する。なお、遺構はશ体の༷૬がѲでき特徴的なもの、遺物が出

土しているものについて記ड़し、ষにすての遺構の؍察表を࡞成してࡌܝした。
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　遺跡範囲の北西部にҐ置し、東西 175m、南北

43m の範囲に෯ 10~15m でٯＬ字形に延びる調

査区である。調査区内はほぼ平ୱで、東かっ

て؇かにࣼし、東部では北東؇ࣼ面とな

る。遺構確認面はݱ地表面からਂさ 10~25Dm の

ᶛ ~ ᶜ上面である。遺構は竪穴住居跡 2 軒、掘

立柱建物跡 9 棟、柱列跡 4 条、溝跡 14 条、井戸

跡 1 基、土坑 29 基、性格不明遺構 1 基を確認し

た（第 7 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2・3）。

ʢ̍ʣ୦݀ॅډ跡
ʲS*163 竪 穴 住 居 跡 ʳ	 第 8~10 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4・53・54）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,186・S,187 ˠ S*163 ˠ S#358・S%181

ʤ規模・形状ʥ長ล 7.70m、ล 6.40m ʗ方形ʗ調査

区外北ଆ一部延びる

ʤ方ʥ西ล：/-43°-E

ʤน面ʥଘしない。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。平により一部ଘしない。চ面を෴うଯ積土

は地ࢁϒロοク・ཻを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ

後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚド推定Ґ置をআ͘住居น面にԊっ

て प 溝 を 確 認 し た。 上 ෯ 14~28Dm、 ఈ ෯ 8~16Dm、

ਂさ 7~18Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。ఈ面は北

西から南東にかってࣼする。ଯ積土は地ࢁϒロο

クを含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居西ล中ԝ部付近のচ面でඃによる

৭ߗ化範囲を確認した。 平面形が長࣠ 76Dm、 ࣠

60Dm のପ円形で皿状にઙ͘ۼΜでおり、ΧϚド೩ম

部ఈ面と考えられる。また、ӈにڽփؠ石がਾえ

られており、ΧϚドଆนࠎ材の一部と考えられる。

ʤஷ蔵穴ʥ住居চ面の北東部で土坑 4 基（,1~,4）、南

東۱で土坑 1 基（,5）を確認した。,1 は平面形が長

࣠ 63Dm、࣠ 46Dm のପ円形、அ面形はਂさ 58Dm

の ̪ 字 形 を ఄ す る。,2 は 平 面 形 が 長 ࣠ 140Dm、 

࣠ 100Dm の不整形、அ面形はਂさ 52Dm の不整ٯ

形をఄする。,3 は平面形が直ܘ 70Dm のུ円形、அ

面 形 は ਂ さ 33Dm の ̪ 字 形 を ఄ す る。,4 は 平 面 形

が 長 ࣠ 155Dm、  ࣠ 142Dm の ུ 円 形、 அ 面 形 は ਂ

さ 90Dm の不整な̪字形をఄする。,5 は平面形が長

࣠ 88Dm、࣠ 43Dm の不整۱ؙ方形、அ面形はਂさ

18Dm のٯ形をఄする。,1~,3・,5 のଯ積土は地ࢁ

ϒロοクを含むࠇ৭・҉৭シϧτなどで、人ҝ的

ຒ土と考えられる。,4 のଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ

৭シϧτなどで、นࡍの่落土およびࣗવଯ積土と考

えられる。,4 ଯ積土 3~4 の東น ~ ఈ面にかけて多

量の土器ྨがഇغされた状ଶで出土した。

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土より土師器ᙈ（第 10 ਤ 1）、

,1 ଯ 積 土 よ り 土 師 器 ᆀ（第 9 ਤ 2・4）、,2 ଯ 積 土

より土師器ᆀ（第 9 ਤ 7）・ϛχνϡΞ土器（第 9 ਤ

13）、,4 ଯ積土より土師器ᆀ（第 9 ਤ 1・3・5・6・8）・

ു（第 9 ਤ 9）・ᙈ（第 9 ਤ 11・12、第 10 ਤ 2~4）・

小ܕᙈ（第 9 ਤ 10）が出土した。

　ᆀはいͣれもؙఈで、体部から口縁部にかけて内

ኪするもの（第 9 ਤ 1・4）、体部と口縁部のڥに۶曲

をͪ࣋、体部が内ኪして口縁部が外するもの（第

9 ਤ 2・3）、体部と口縁部のڥに۶曲をͪ࣋、体部が

内ኪしてい口縁部が直立または外するもの（第 9

ਤ 5~8）がある。いͣれも内面にϤコナσˠϔϥϛΨ

Ω調整、外面にϤコナσ・ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ調

整を施す。第 9 ਤ 9 は体部から口縁部にかけてٯീ

の字状に։͘ുで、内面の体部にϢϏナσ・口縁部に

Ϥコナσˠ体部 ~ 口縁部にૈいϔϥϛΨΩ調整、外面

の口縁部にϤコナσˠ体部にॎ方のϔϥέズリˠૈ

いϔϥϛΨΩ調整を施す。小ܕᙈ（第 9 ਤ 10）は平

ఈで部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、部࠷大ܘと器ߴがほ

ぼしい。外面の口縁部にϔϥナσˠϤコナσ調整、

体部にॎ方のϔϥナσˠԣ方のϔϥナσ調整を施

す。外面の口縁部 ~ 上部に炭化物の付ணがΈられる。

ᙈは平ఈで部中Ґに࠷大ܘをٿ、ͪ࣋状のもの（第

10 ਤ 3・4）と、長ؾຯのもの（第 10 ਤ 1・2）と

がある。いͣれも内面にϔϥナσˠϔϥϛΨΩ調整、

外面にϔϥナσまたはέズリˠϔϥϛΨΩ調整を施

す。第 9 ਤ 12 はᰍ部にషᚅをもつ。第 9 ਤ 11 は外

面の口縁部にϤコナσ調整、内面の口縁部にϋέϝˠ

Ϥコナσ・部にϔϥナσ調整を施す。ϛχνϡΞ土

器はുまたはᙈ形でԼ半部がଘする。内外面にϢϏ

ナσ調整を施す。

　このほか、,1・,2・,4・,5 ଯ積土・住居掘方ຒ土・

遺構確認面より土師器ᆀ・ᆵ・ᙈ・ࠋなどが出土し

た。土師器ᆀは内外面にϛΨΩ調整を施し、炭化物の

付ணが見られる。ᆵは外面に࠼を施すものと、内外

面にϛΨΩ調整を施すものとがある。ࠋはແఈ式のも

のと、୯式のものとがある。
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第 8 図　SI163 竪穴住居跡

S*163 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む（,4 ଯ）

2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む（,4 ଯ）

3 ࠇ 10532�2 シϧτ ԫ৭ローϜ・炭化物ཻをগ量含む　遺物แ含（,4 ଯ）

4 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻをগ量含む
遺物แ含（,4 ଯ）

5 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む（,4 ଯ）

6 ࠇ 10:33�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む（,4 ଯ・น่）

7 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ 、炭化物ཻを含む　（住ଯ）

8 ࠇ 10:32�3 シϧτ ম土ཻを含む　炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ）

9 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（प溝掘）

10 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

11 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（住掘）
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S*163 竪穴住居跡　,1  $-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ
2 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
4 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S*163 竪穴住居跡　,2  %-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む

2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ম土ϒロοクを含む

3 10:34�4  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ম土ཻ・炭化物ཻをগ量含む

S*163 竪穴住居跡　,5　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　	 人ҝ 
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0 10cm
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*163 ,4 ଯ積土
3 ・1PU.22 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσˠ（体）ϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナσ・（体）ϔϥέズ

リˠϔϥϛΨΩ 12.7 ʖ 5.2 形ུ 012 53-1

2 S*163 ,1 ଯ積土
4  土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナ

σˠ一部ϔϥϛΨΩ、（体）ナσˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリˠ一部ϔϥϛΨΩ 14.8 ʖ 6.1 4�5 006 53-3

3 S*163 ,4 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナσ、（体）
ナσˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリˠϔϥϛΨΩ 14.3 ʖ 6.0 4�5 014 53-4

4 S*163 ,1 ଯ積土
1  土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ϔϥナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥ

コナσˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリˠϔϥϛΨΩ、˞口縁部にࢦ 12.3 ʖ 7.9 4�5 049 53-2

5 S*163 ,4 ଯ積土
3 ・1PU.11 土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナσ、（体）

ϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリ （13.4） ʖ 9.4 3�5 013 53-5

6 S*163 ,4 ଯ積土
3  土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ϔϥナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナσˠ

ϔϥϛΨΩ、（体）έズリˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリˠϔϥϛΨΩ、˞外面ຏ໓著しい （12.2） ʖ 11.1 1�3 046 53-6

7 S*163 ,2 ଯ積土
3  土師器 ᆀ 内面：（体）ϔϥナσˠ（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥコナσˠϔ

ϥϛΨΩ、（体～ఈ）έズリˠϔϥϛΨΩ、˞外面ຏ໓著しい （10.6） ʖ 11.3 2�3 050 53-7

8 S*163 ,4 ଯ積土
3 ・1PU.3 土師器 ᆀ 内面：（体）ϔϥナσˠ（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体Լ）ϢϏナσ、外面：（口）

Ϥコナσ、（体）ナσˠϔϥϛΨΩ 13.5 ʖ 12.6 4�5 017 53-9

9 S*163 ,4 ଯ積土
3 ・1PU.4 土師器 ു 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（体）ϢϏナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥ

コナσˠॎ方ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）ϔϥϛΨΩ 12.9 6.2 10.5 形ུ 015 53-8

10 S*163 ,4 ଯ積土 土師器 小ܕᙈ 内面：（口）Ϥコナσ、（体）ϔϥナσ、（体Լ）ϢϏナσ、外面：（口）ϔϥナσˠϤコナσ、
（体）ॎ方ϔϥナσˠԣ方ϔϥナσ、（ఈ）ナσ、˞外面（口～上）炭化物付ண （14.7） 9.2 15.5 4�5 018 53-10

11 S*163 ,4 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（口）ϋέϝ・（）ϔϥナσ （ɣ口）Ϥコナσ、外面：（口）Ϥコナσ、（）ナσʁ ʖ ʖ （5.4） 一部 019 53-12

12 S*163 ,4 ଯ積土
3 ・1PU.25 土師器 ᙈ 内面：ϔϥϛΨΩ、外面：ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、˞ᰍ部にషᚅ （14.5） ʖ （7.5） 一部 009 53-11

13 S*163 ,2 ଯ積土 土師器 ϛχνϡΞ 内面：ϢϏナσ、外面：ϢϏナσ ʖ 2.8 （2.9） 2�3 051 53-13

第 9 図　SI163 竪穴住居跡出土遺物（1）
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第２અ　発見された遺構と遺物
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*163 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩ、（）ϔϥナσˠϔϥϛΨΩ、外面：（口）Ϥ
コナσˠ（）ϔϥϛΨΩ 14.1 ʖ （20.6） 1�2 010 54-2

2 S*163 ,4 ଯ積土
3  土師器 ᙈ 内面：ϔϥナσˠϔϥϛΨΩ、外面：ナσʁˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）έズリʁˠϔϥ

ϛΨΩ ʖ 9.9 （16.7） 1�4 007 54-1

3 S*163 ,4 ଯ積土
3  土師器 ᙈ 内面：ϔϥナσˠϔϥϛΨΩ、外面：έズリˠϔϥϛΨΩ、（ఈ）ϔϥϛΨΩˠϔ

ϥέズリ ʖ 8.2 （20.9） 1�2 016 54-3

4 S*163 ,4 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：ϔϥナσ（෯ˠ෯ڱ）ˠϔϥϛΨΩ、外面：（）ナσ（෯ˠ෯ڱ）ˠ（ఈ
付近～ఈ）ϔϥέズリˠ（）ϔϥϛΨΩ　ೋ次ඃにより৭化　ପ円形にむ ʖ 7.7 （14.3）Լ半

部 008 54-4

第 10 図　SI163 竪穴住居跡出土遺物（2）
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S*165 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻをগ量含む　（住ଯ）
2 10:34�3 にぶいԫ シϧτ ম土ཻを多量に含む　（ᜱଯ）
3 10:34�4  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（షচ）
4 10:34�4  シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　	 ᜱఈ面構）

S*165 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面 　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻを多量に含む
	 ᜱଆน構ங材ਾ）

2 10:34�4  シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　	 ᜱఈ面構）
S*165 竪穴住居跡　,1  %-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　ম土ཻ・炭化物ཻを含む

S*165 竪穴住居跡　11　　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 


2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　	 柱掘 


第 11 図　SI165 竪穴住居跡

ଘし、ߗ化している。ΧϚド೩ম部にのΈଘするଯ

積土は地ࢁ・ম土ཻを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ

後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ4 か所確認した。11・14 は住居平面形の対

֯線上、12・13 は住居南ล付近にҐ置する。柱穴掘

方の平面形は長࣠ 25~43Dm、࣠ 22~46Dm の۱ؙ方形・

ପ円形をఄする。ਂさは 28~72Dm で、いͣれも平面

形が直ܘ 10~13Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʲS*165 竪穴住居跡 （r第 11~12 ਤ、ࣸਅਤ൛ 3・54）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長ล 4.50m Ҏ上、ล 4.00m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-20°-E

ʤน面ʥଘしない

ʤচ面・ଯ積土ʥ平によりচ面はଘしない。地ࢁ

ϒロοクを多͘含む৭೪࣭シϧτによるషচ土が

S*165 竪穴住居跡　12   F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 


2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　	 柱掘 


S*165 竪穴住居跡　13  (-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　	 柱掘 


S*165 竪穴住居跡　14  )-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 


2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　	 柱掘 
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第 12 図　SI165 竪穴住居跡出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*165 ,1 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ
内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（体
Լ）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）ࢳりˠखͪ࣋ϔϥέズリ
˞土に直ܘ 2mm ఔのࠇ৭のを多͘含む

（12.7） （6.3） 3.9 2�5 053 54-5

2 S*165 ,1 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ԣ方ϔϥϛΨΩˠ放射状ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（体
Լ）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 （13.0） （6.2） 4.7 1�2 052 54-6

2
1

ʤप溝・น材ʥ不明

ʤΧϚドʥ住居東ล南دりに付設されている。೩

ম部の一部がଘする。೩ম部ఈ面は長࣠ 90Dm、

࣠ 75Dm の範囲が皿状にઙ͘ۼΈ、ఈ面に৭ߗ化範

囲が見られる。また、྆に֯柱状のڽփؠ石がਾ

えられており、ΧϚドଆนࠎ材の一部と考えられる。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居南東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形が長࣠ 74Dm、࣠ 60Dm の不整

ପ円形、அ面形はਂさ 20Dm の̪字形をఄする。ଯ積

土はম土・炭化物・地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτで、ࣗ

વଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ,1 ଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第 12 ਤ 1・

2）が出土した。いͣれも内面に放射状ϔϥϛΨΩˠ

りによるఈ部のりし後ࢳ৭ॲཧを施し、ճసࠇ

にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を外面の体部ԼҐに

施すもの（第 12 ਤ 2）と、体部ԼҐ ~ ఈ部に施すも

の（第 12 ਤ 1）とがある。

　このほか、,1 ଯ積土・住居内ଯ積土・ΧϚド೩ম

部ఈ面・ΧϚドଆนਾ方ຒ土・住居掘方ຒ土より土師

器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ・ᙈが出土した。

ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡
ʲS#354 掘立柱建物跡 （r第 13 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区東部ʗ北東؇ࣼ面

ʤ重複ʥS#354 ʵ S#355

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 6.58m）・南北 2 間（総

長 4.02m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（352）-（306）Dm

西ଆ柱列：北から（190）-（210）Dm

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-9°-8

ʤ柱穴ʥ6 か所確認した。掘方の平面形は長࣠ 26~36Dm、

࣠ 23~32Dm のུ円形・ପ円形をఄし、ਂさ 7~23Dm

である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭シ

ϧτである。2 か所で平面形が直ܘ 16~22Dm の円形・
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第 13 図　SB354 掘立柱建物跡

0 10cm

S=1/3

S#354 掘立柱建物跡　13  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 
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ପ円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#358 掘立柱建物跡 （r第 14 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*163・S,187 ˠ S#358 ʵ S%181

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 2.32m）・

南北 1 間（総長 3.52m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-10°-E

ʤ柱穴ʥ3 か所確認した。平面形は長

࣠ 21~28Dm、࣠ 18~24Dm のུ円形

をఄし、ਂさ 17~28Dm である。ଯ積

土は地ࢁϒロοク・࠭を含むࠇ৭・

৭シϧτである。柱ࠟ跡は確認さࠇ

れなかった。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#359 掘立柱建物跡 （r第 14 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS%162 ˠ S#359 ʵ S#360・

SA357・S,164・S,362

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 6.34m）・

南北 1 間（総長 2.82m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ柱間ੇ๏ʥ南ଆ柱列：北から（312）

-（322）Dm

ʤ方ʥ北ଆ柱列：/-45°-8

ʤ柱穴ʥ5 か所確認した。平面形は長࣠

20~34Dm、࣠ 20~29Dm の不整۱ؙ方

形をఄし、ਂさ 18~31Dm である。ଯ積

土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτ

である。柱ࠟ跡は確認されなかった。

ʤ出土遺物ʥなし
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第 14 図　SB358・359・360 掘立柱建物跡
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S#358 掘立柱建物跡　11  A-A� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・࠭をগ量含む

S#359 掘立柱建物跡　11  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S#360 掘立柱建物跡　13  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S#360 掘立柱建物跡　16  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
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第 15 図　SB352・353・355・356・361 掘立柱建物跡
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S#352 掘立柱建物跡　11  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　	 柱ࠟ 

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ϒロοクを多量に含む　	 柱掘 


S#352 掘立柱建物跡　12  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 


S#352 掘立柱建物跡　13  $-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　	 柱ࠟ 

2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ϒロοクを多量に含む　	 柱掘 


S#353 掘立柱建物跡　11  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 


S#353 掘立柱建物跡　12  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 


S#353 掘立柱建物跡　13  $-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱ࠟ 

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 


S#355 掘立柱建物跡　15  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　	 柱掘 


S#356 掘立柱建物跡　14  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S#361 掘立柱建物跡　13  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ࠟ 

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 柱掘 
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ʲS#360 掘立柱建物跡 （r第 14 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#360 ˠ S,164 ʵ S#359・SA357・S,172

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.81m）・南北 2 間（総

長 4.47m）Ҏ上ʗ東廂（縁）付南北棟ଆ柱建物ʗ廂（縁）

の出：1.34m ʗ調査区外南ଆ延びる

ʤ柱間ੇ๏ʥࣷ西ଆ柱列：北から（226）-（221）Dm

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-33°-E

ʤ柱穴ʥࣷで 5 か所、廂（縁）で 2 か所を確認した。

平面形は長࣠ 20~28Dm、࣠ 18~24Dm のུ円形をఄ

し、ਂさ 13~37Dm である。ࣷ・廂（縁）で柱穴の

規模にҧいは見られない。ଯ積土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτである。柱ࠟ跡は確認されなかった。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣࡐญ跡
ʲSA28 材木塀跡 （r第 17~18 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5・54）

ʤҐ置ʥ1 区東部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA28 ˠ S#356・S%185

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 東 西 方  に 直 線 的 に 延 び る。 長 さ

14.0m を確認し、調査区外の東西に延びている。上

෯ 43~52Dm、 ఈ ෯ 20~42Dm、 ਂ さ 29~59Dm の 布 掘

の掘方の中に、平面形が直ܘ 18~28Dm の円形をఄす

る柱ࠟ跡を列状に確認した。掘方のԣஅ面形は̪字形

で、柱ࠟ跡はその中ԝにҐ置する。柱ࠟ跡は 30 か所

を確認し、このうͪ 14 か所（ᶃ ~ ᶐ）でԼ部に柱材

の一部がଘしていた。柱ࠟ跡は 3~15Dm 間ִで連ଓ

する部分と、35~60Dm の間ִとなる部分がある。柱

ࠟ跡には掘方ఈ面にୡしないものがあり、間ִの։い

ている部分は平によって柱ࠟ跡がࣦわれたՄ性が

ある。掘方ఈ面は東ଆではほぼ平ୱであるが、西ଆで

はԜತが見られる。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ

৭・ࠇ৭೪࣭シϧτである。

ʤ柱材ੇ๏ʥ14 か所で確認し、ܭ測できたものは 13

点 で あ る。 ෯ 7.5~18.5Dm、 ް さ 4.8~13.0Dm、 長 さ

5.3~41.0Dm のׂ材（ਊڈ材）で、ԣஅ面形はପ円形・

半円形・֯ࡾ形・形をఄするものがある。表面に

۩による調整ࠟが確認されたものが 1 点ある。

ʤ方ʥE-23°-S

ʤ出土遺物ʥ柱材ൈきऔりࠟ跡の確認面より土師器ᆀ

（第 17 ਤ 1）が出土した。༗ஈؙఈᆀのഁยで、体部

が内ኪし口縁部が͘外する。外面の体部と口縁部
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第 16 図　SA351・357 柱列跡

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 SA28 確認面
（柱材ൈきऔりࠟ跡） 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥέズリ ʖ ʖ （2.4） 一部 078 54-7

1
0 10cm

S=1/3

SA351 柱列跡　12  A-A�
/P. 土৭ 土性

1
10:32�2 ࠇ  シϧτ

ԫ৭ローϜϒロοクを含む

第 17 図　SA28 材木塀跡出土遺物

SA357 柱列跡　12  A-A�
/P. 土৭ 土性

1
ࠇ 10:32�3 シϧτ

ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	柱ࠟ


2
10:32�1 ࠇ シϧτ

ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	柱掘
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第 18 図　SA28・167 材木塀跡

SA28 材木塀跡  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　	 柱ࠟ 

2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む  	 柱掘 

3 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む  	 柱掘 

4 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む  	 柱掘 


SA28 材木塀跡  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　	 柱ࠟ 

2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む  	 柱掘 


SA28 材木塀跡  $-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　	 柱ൈ 

2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 土࣭ۉ 	 柱ࠟ 

3 10:34�6  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　	 柱掘 


SA28 材木塀跡  %-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　	 柱ࠟ 

2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む  	 柱掘 

3 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む  	 柱掘 


3C 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む  	 柱掘 

4 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む  	 柱掘 

5 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む  	 柱掘 


SA167 材木塀跡  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　	 柱ൈ 

2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 	　土࣭ۉ 柱ൈ 

3 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多͘含む　（柱掘）

SA167 材木塀跡  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　	 柱ൈ 




第̐ষ　調査の結果
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のڥにஈをͪ࣋、内面の対ԠするҐ置で۶曲する。内

面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、外面の口縁部にϤコ

ナσ調整・体部にϔϥέズリ調整を施す。

ʲSA167 材木塀跡 （r第 18 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ1 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%168 ˠ SA167

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に 直 線 的 に 延 び る。 長 さ

6.4m を確認し、調査区外の南北に延びている。上෯

19~33Dm、 ఈ ෯ 14~22Dm、 ਂ さ 10~22Dm の 布 掘 の

掘方の中に、柱材のൈきऔりࠟ跡を列状に確認した。

掘方のԣஅ面形は̪字形である。柱材のൈきऔりࠟ跡

は 18 か所確認し、掘方の中ԝまたは東دりにҐ置す

る。平面形が直ܘ 19~43Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

5~12Dm 間ִで連ଓする。掘方ఈ面はԜತが見られ、

南ଆかって؇ࣼ͘している。掘方ຒ土は地ࢁϒ

ロοクを多͘含むࠇ৭೪࣭シϧτである。

ʤ方ʥ/-6°-E

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̐ʣҪށ跡
ʲSE18 井戸跡 （r第 19 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7）

ʤҐ置ʥ1 区東部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 108Dm、࣠ 90Dm の不整

ପ円形をఄし、ਂ さ 80Dm の円形で上部が࿙ే形に։͘。

ʤଯ積土ʥ২物遺体・木ย・を含むࠇ৭・ࠇ৭シ

ϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀが出土した。内面に

ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʢ̑ʣ
ʲS,164 土坑 （r第 19 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#360・S,172 ˠ S,164 ʵ S#359

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 216Dm、࣠ 197Dm の

不整ପ円形、அ面形はਂさ 50Dm の̪字形をఄする。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多量に含むࠇ৭シ

ϧτ・ࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

上部は地ࢁ小ϒロοク・炭化物ཻを含むࠇ৭・҉

৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・ロク

ロ土師器ᆀ・ᙈが出土した。土師器ᆀは内外面にϔϥ

ϛΨΩ調整を施すもの、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭

ॲཧを施すものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥ

ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。
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第 19 図　SE18 井戸跡，SK164・172 土坑
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SE18　井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
・২物遺体・木ยをগ量含む

3 10:33�1 ࠇ シϧτ ২物遺体をগ量含む
4 10:32�1 ࠇ シϧτ ・২物遺体を多͘含む　木ยをগ量含む

S,164 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む
2 10:33�3 ҉ シϧτ ৭シϧτϒロοクを多量に含むࠇ
3 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをۃগ量含む
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む
5 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　	 人ҝ 

6 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　	 人ҝ 

7 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　	人ҝ


S,172 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む



第２અ　発見された遺構と遺物

2�

A A'

1

2

98.70m

0 �m

S = 1/�0

S㻷180

ㄪᰝ༊እ

A
A'

㼃-131
㻺-128

㼃-134
㻺-131
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ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,180 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：Ϥコナσˠ（体Լ～ఈ）ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ （18.6） ʖ 6.7 2�5 080 54-9
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第 20 図　SK12・16・17・19・26・27・180 土坑，SK180 土坑出土遺物
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S,180 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・П 1~4Dm ఔの炭化物ยを含む　ম土ཻをۃগ量含む
2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ϒロοク・ম土ཻ・炭化物ཻを多量に含む

S,17 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
П 20Dm ఔのを含む

S,12 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S,16 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S,19 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S,26 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ П 20Dm ఔのを含む

S,27 土坑  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
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第 21 図　SK29・30・32・33・45・170・173・174 土坑

S,174 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（่）

S,29 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
2 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,30 土坑  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
ম土ཻをۃগ量含む

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S,32 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,33 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S,45 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S,170 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 細࠭を࣭ۉに含む
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 小をۃগ量含む
3 5:4�1 փ৭ ೪土  土࣭ۉ
4 5:3�2 Φリーϒࠇ ೪土 細࠭を࣭ۉに含む　
5 5:3�1 Φリーϒࠇ ೪土 細࠭を࣭ۉに含む　

S,173 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
3 10:34�4  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　	 ่ 
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第 22 図　SK175・176・178・183・184・186・196・197・200 土坑
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S,183 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,196 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,197 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 細࠭を࣭ۉに含む

S,175 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ఈ面付近にԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,176 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む

S,200 土坑 　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,178 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S,184 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
4 10:33�4 ҉ シϧτ ࠭・をগ量含む

S,186 土坑  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　小をগ量含む
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ʲS,180 土坑 （r第 20 ਤ、ࣸਅਤ൛ 54）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 91Dm、࣠ 80Dm Ҏ上

のପ円形、அ面形はਂさ 16Dm の皿状をఄする。ఈ面

はԜತが見られる。調査区外南ଆ一部延びる

ʤଯ積土ʥ地ࢁ・ম土ϒロοク、炭化木ยを含むࠇ৭

シϧτ・҉৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ（第 20 ਤ 1）が出土

した。体部が内ኪし口縁部が直線的に外する༗ஈؙ

ఈᆀであるが、外面の口縁部と体部のڥがわͣかに۶

曲し明ྎなஈを形成しない。外面の口縁部にϤコナσ

ˠ体部 ~ ఈ部にϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ調整、内面に

ϔϥϛΨΩ調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。

　このほか、遺構確認面より土師器ᆀ・ᙈが出土した。

ᆀは内外面にϔϥϛΨΩ調整を施す。ᙈは外面にϔϥ

ϛΨΩ調整を施すもの、ٿؾຯでᰍ部にஈをͪ࣋、

部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʢ̒ʣߔ跡
ʲS%161 溝跡 （r第 23 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8・54）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%162 ˠ S%161

ʤ規模・形状ʥ東西方に直線的に延び、東で 95°

の֯で۶曲して北直線的に延びる。長さ 30.1m

を確認し、調査区外の西・北ଆ延びている。上෯

55~107Dm、ఈ෯ 24~82Dm、ਂさ 20~50Dm でԣஅ面

形がٯ形・̫字形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで、北

かってࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭・҉৭

シϧτ、ࠇ৭೪࣭シϧτ、փ৭࣭࠭シϧτで、นࡍ

のࣗવ่落土およびࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より中世陶器ᙈ（第 23 ਤ 1）が出

土した。ৗ࢈で外面に࿄状ԡ印が見られる。

　このほか、ଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ、ロク

ロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが出土した。土師器ᆀは内面に

ϔϥϛΨΩ調整を施すもの、ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲ

ཧを施すものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。須恵器ᙈは内面にແ文Φ

αΤ۩ࠟ、外面に平行λλΩが見られる。

ʲS%162 溝跡 （r第 23~24 ਤ、ࣸਅਤ൛ 3・8・55）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,183・S,201 ˠ S%162 ˠ S#359・S,200・S%161

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 東 西 方  に 直 線 的 に 延 び る。 長 さ

52.8m を確認した。西ଆは調査区外延びており、東

ଆはཚによってյされている。上෯ 210~350Dm、

ఈ෯ 62~230Dm、ਂさ 53~88Dm で、ԣஅ面形がٯ

形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで、東かってࣼし

ている。

ʤଯ積土ʥԼ部は࠭を含むࠇ৭シϧτ・೪࣭シϧτ、

৭࠭で、機時の水成ଯ積と考えられる。中部の

นࡍは地ࢁϒロοクを多量に含むࠇ৭シϧτ、にぶ

いԫ৭೪土で、นࡍのࣗવ่落土と考えられる。上

部は地ཻࢁをඍ量に含むࠇ৭シϧτ・೪࣭シϧτで

ࣗવྲྀ入土と考えられ、࠷上部にփന৭Րࢁփがଯ積

している。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ（第 24 ਤ ᆀߴ・（1

（第 24 ਤ 第）ࠋ・（7 24 ਤ 8）、ロクロ土師器ᆀ（第

24 ਤ 2~6）が出土した。

　第 24 ਤ 1 は半ٿ形のແஈؙఈᆀで、内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、外面の口縁部にϤコナσ調整・

体部にϔϥέズリ調整を施す。第 24 ਤ 7 はߴᆀの٭

部でീの字状をఄする。内面にナσˠϔϥέズリˠԼ

部にϤコナσ調整、外面にॎ方のϔϥέズリˠԼ

部にϤコナσ調整を施す。第 24 ਤ 8 はແఈ式のࠋ

のഁยで、内面にナσˠϔϥέズリ調整、外面にϔϥ

έズリ調整・Լ部にϔϥέズリ調整を施す。ロクロ

土師器ᆀはいͣれも内面に放射状ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施し、ճసࢳりによるఈ部のりし後に

外面の体部ԼҐ ~ ఈ部にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶

調整を施すもの（第 24 ਤ 5）、体部ԼҐにのΈ࠶調整

を施すもの（第 24 ਤ 調整を施さないもの（第࠶、（3

24 ਤ 4・6）、りしが不明で体部ԼҐ ~ ఈ部にख

調整を施すもの（第࠶ϔϥέズリによるͪ࣋ 24 ਤ 2）

がある。

　このほか、ଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・ᙈ、

ロクロ土師器大ܕᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ᙈが出土した。

土師器ᆀは内面にϛΨΩ調整、外面にέズリ調整を施

すもの、ᙈはٿ形で外面の部にϋέϝ調整を施す

ものがある。須恵器ᙈは外面に平行λλΩが見られる。

ʲS%166 溝跡 （r第 23 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ1 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に 直 線 的 に 延 び る。 長 さ

12.7m を確認し、調査区外の南北延びている。上෯

100~130Dm、 ఈ ෯ 55~60Dm、 ਂ さ 20~44Dm で、 ԣ

அ面形が̪字形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで、北

かってࣼしている。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭೪土で、

人ҝ的ຒ土のՄ性がある。中部は地ཻࢁを含むࠇ
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S%162 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥέズリ 10.6 ʖ 5.2 2�3 058 55-1

2 S%162 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ԣ方ϔϥϛΨΩˠ放射状ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ
付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （13.2） （6.1） 4.4 1�3 057 55-2

3 S%162 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ
内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）ロクロナσɼ

（体Լ）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整
˞内面：一部ണɼ༻によるຏ໓

15.2 7.0 5.4 2�3 055 55-3

4 S%162 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ԣ方ϔϥϛΨΩˠ放射状ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）
ճసࢳりˠແ調整 14.4 5.3 4.6 形ུ 056 55-4

5 S%162 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσ （ɣఈ付近）
खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）ճసࢳりˠखͪ࣋ϔϥέズリɼ˞内外面：ຏ໓ 14.4 6.6 4.6 形ུ 054 55-5

6 S%162 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ
内面：放射状ʁϔϥϛΨΩ（ਤ化不）ˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：
ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整
˞内面：ຏ໓ɼ内外面：మ分付ணɼ外面：ͩすき

13.6 5.2 4.5 2�3 085 55-6

7 S%162 ଯ積土 土師器 ᆀߴ
内面：ナσˠϔϥέズリˠϤコナσɼ外面：ϔϥέズリˠϤコナσ（部٭） ʖ 11.5 （5.2） 2�3 060 55-7

8 S%162 ଯ積土 土師器 ࠋ 内面：（体）ナσˠϔϥϛΨΩɼ（）ϔϥέズリɼ外面：ϔϥέズリ ʖ ʖ （4.8） 一部 059 55-8

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

9 S%185 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩɼ（ఈ）ϔϥέズリ （17.4） ʖ 4.8 1�4 079 55-9

৭೪࣭シϧτ、上部は࠭をϥϛナ状に含むࠇ৭೪࣭

シϧτで、ࣗવྲྀ入土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%177 溝跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南西ʵ北東方に直線的に延びる。長

さ 5.0 ̼を確認した。北ଆは調査区外延びており、

南ଆは平によりফࣦしている。上෯ 28~36Dm、ఈ

෯ 14~22Dm、ਂさ 9~15Dm で、ԣஅ面形が皿状をఄ

第 24 図　SD162・SD185 溝跡出土遺物

する。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁを含む҉৭シϧτで、ࣗવଯ積土

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀが出土した。内面に

ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すもの、外面に線を

施すものが見られる。

ʲS%179 溝跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南東ʵ北西方に直線的に延びる。長
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第 25 図　SD13・14・15・168・198・199・201 溝跡
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S%13 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S%14 溝跡  #-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S%15 溝跡  $-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S%168 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　細࠭を含む
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ 細࠭を多量に含む
3 10:34�1 փ ೪土 ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む　細࠭を多量に含む

S%198 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪土 ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む

S%199 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪土 ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む

S%201 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
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̎ɽ̎ ۠

　遺跡範囲の中ԝ部にҐ置し、東西 8m、南北 70m

の調査区である。調査区内はほぼ平ୱで、北部で

は北؇ࣼ面となる。遺構確認面はݱ地表面からਂ

さ 15~25Dm のᶚ ~ ᶛ上面である。遺構は竪穴住居

跡 1 軒、掘立柱建物跡 7 棟、柱列跡 2 条、溝跡 5 条、

土坑 8 基を確認した（第 27 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）。

ʢ̍ʣ୦݀ॅډ跡
ʲS*2 竪穴住居跡 （r第 28 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長ล 6.00m Ҏ上、ล 4.40m Ҏ上ʗ方

形ʗ調査区外西ଆ延びる

ʤ方ʥ東ล：/-18°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からほぼਨ直に立ͪ上が

る。ଘนߴは࠷大 14Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ一部のΈଘする。住居掘方ຒ土を

চとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土は地ࢁ・

ম土ཻを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積

土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上で 3 か所確認した。

南西ଆの 1 か所は調査区外にҐ置すると推定される。

柱穴掘方の平面形は長࣠ 35~43Dm、࣠ 33~39Dm の

ུ円形・ପ円形をఄする。ਂさは 33~41Dm で、11・

12 で柱材のൈきऔりࠟ跡、11・13 で平面形が直ܘ

13~21Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

㻮 㻮'
198.80m A A'

1

0 �m

S = 1/100
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ㄪᰝ༊እ
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ㄪᰝ༊እ

S㼄1㻢9

S㼄1㻢9

㼃-1㻡0
㻺-13㻡 㻺-132

㼃-1㻢8

0 1m

S = 1/�0

さ 4.0m を確認した。南東ଆは調査区外延びており、

北西ଆは平によりফࣦしている。上෯ 56~100Dm、

ఈ෯ 48~85Dm、ਂさ 1~11Dm で、ԣஅ面形は皿状を

ఄする。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁを多͘含む҉৭シϧτで、ࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%181 溝跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*163 ˠ S%181 ʵ S#358

ʤ規模・形状ʥ؇かなހを描いて南北方に延びる。

長さ 5.4m を確認した。 北ଆは調査区外延び、 南

ଆは平によりফࣦしている。上෯ 18~26Dm、ఈ෯

11~15Dm、ਂさ 6~10Dm で、ԣஅ面形が̪字形をఄ

する。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈが出土した。外面に

ϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS%185 溝跡 （r第 23~24 ਤ、ࣸਅਤ൛ 55）

ʤҐ置ʥ1 区東部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA28 ˠ S%185

ʤ規模・形状ʥ南西ʵ北東方に直線的に延びる。長

さ 1.9m を確認し、調査区外の南北に延びている。上

෯ 92~100Dm、ఈ෯ 64~68Dm で、ԣஅ面形がٯ形

をఄする。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭೪土、ࠇ

。৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ（第 24 ਤ 9）・ᙈが

出土した。ᆀは平ఈの盤状ᆀで、外面の体部Լにஈ

を࣋つ。体部から口縁部にかけて内ኪし、内面にϔϥ

ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、外面の体部から口縁部にϔϥ

έズリˠϔϥϛΨΩ調整、ఈ部にϔϥέズリ調整を施

す。ᙈは外面にϋέϝ調整を施す。

第 26 図　SX169 畝溝状遺構

S9169 畝溝状遺構　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
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ʤप溝・น材ʥ不明

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥ11 柱穴ଯ積土・柱材ൈきऔりࠟ跡、13

柱穴柱ࠟ跡、住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈが出土し

た。ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ

を施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡
ʲS#367 掘立柱建物跡 （r第 29 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#367 ˠ S%49 ʵ S#370

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.64m）・南北 3 間（総

長 5.43m）ʗ南北棟ଆ柱建物ʗ調査区外東ଆ延びる

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-15°-E

ʤ柱穴ʥ6 か所確認した。掘方の平面形は۱柱で長࣠

50~74Dm、  ࣠ 42~58Dm の ۱ ؙ 方 形 を ఄ し、 ਂ さ

30~38Dm、内柱で長࣠ 25~48Dm、࣠ 23~30Dm のུ

円形・ପ円形をఄし、ਂさ 9~22Dm である。掘方ຒ土

は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτである。۱

柱で柱材のൈきऔりࠟ跡、りऔりࠟ跡を各 1 か所、

3 か所で平面形が直ܘ 12~24Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ南ଆ柱列：西から（182）-（182）Dm

西ଆ柱列：北から（349：2 間分）-194Dm

ʤ出土遺物ʥ13 柱穴ଯ積土より土師器ᙈが出土した。

部の外面あるいは内外面にϋέϝ調整を施す。

ʲS#369 掘立柱建物跡 （r第 29 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#369 ˠ S,39・S,190

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.92m）・南北 3 間（総

長 4.67m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-10°-E

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

24~51Dm、࣠ 22~44Dm の不整ପ円形・ུ円形をఄ

し、ਂさ 20~33Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοク

を含むࠇ৭シϧτである。5 か所で平面形が直ܘ

14~18Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ南ଆ柱列：西から（195）-（197）Dm

東ଆ柱列：北から 160-151-（156）Dm

ʤ出土遺物ʥ13 柱穴掘方ຒ土より土師器ᙈが出土した。

外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS#370 掘立柱建物跡 （r第 30 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#370 ʵ S#367・S#371・SA368

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 2.16m）Ҏ上、南北 1 間（総
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長 3.40m）ʗଆ柱建物ʗ調査区外東ଆ一部延びるՄ

性がある。

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-7°-E

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

25~39Dm、࣠ 19~32Dm の不整ପ円形をఄし、ਂさ

10~30Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含

むࠇ৭・҉৭シϧτである。2 か所で平面形が直

第 28 図　SI2 竪穴住居跡

ܘ 10Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#371 掘立柱建物跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#371 ʵ S#365・S#366・S#370

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.68m）、南北 1 間（総

長 3.60m）ʗଆ柱建物

S*2 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ・ম土ཻを含む　（住ଯ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*2 竪穴住居跡　11　$-$`
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*2 竪穴住居跡　12　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ൈ）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*2 竪穴住居跡　13　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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第 29 図　SB367・369 掘立柱建物跡
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S#367 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱掘）

S#367 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#367 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻをগ量含む　（柱）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

58~78Dm、  ࣠ 48~51Dm の ۱ ؙ 方 形 を ఄ し、 ਂ さ

18~29Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ

৭シϧτである。3 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡を確

認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から（188）-（176）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣபྻ跡
ʲSA40 柱列跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA40 ˠ S#372

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総長 4.06m）ʗ調査区外東

ଆ延びる掘立柱建物跡のՄ性がある

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-6°-8

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

29~34Dm、࣠ 26~30Dm の不整ପ円形をఄし、ਂさ

12~30Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ

৭シϧτである。2҉・৭ か所で平面形が直ܘ

10~14Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ出土遺物ʥ14 柱穴ଯ積土より土師器ᙈが出土した。

外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS#372 掘立柱建物跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9・10）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA40 ˠ S#372

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 1.84m）Ҏ上、南北 2 間（総

長 3.64m）ʗ不明建物ʗ調査区外東ଆ延びる

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-9-°E

S#369 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱掘）

S#369 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

S#369 掘立柱建物跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをۃগ量含む　（柱掘）
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#369 掘立柱建物跡　18　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多͘含む　（柱掘）
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S#370 掘立柱建物跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱掘）

S#371 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜ・ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#371 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻ・ম土ཻをۃগ量含む　（柱ൈ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#372 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#372 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

第 30 図　SB370・371・372 掘立柱建物跡，SA40 柱列跡
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S#372 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA40 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを࣭ۉに含む　（柱掘）

SA40 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む（柱掘）

SA40 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 31 図　SB365・366 掘立柱建物跡

ʤ方ʥ/-10°-E

ʤ 柱 穴 ʥ 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠ 30~50Dm、  ࣠

35~44Dm の۱ؙ方形・ପ円形をఄし、ਂさ 13~64Dm

である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・փԫ

৭シϧτである。1 か所で平面形が直ܘ 16Dm の円

形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（160）-（246）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA368 柱列跡 （r第 32 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA368 ʵ S#370

ʤ規模・形状ʥ南北 3 間（総長 7.45m）Ҏ上ʗ調査区

外東ଆ延びるՄ性がある

ʤ方ʥ/-28°-E

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

31~39Dm、࣠ 29~37Dm のପ円形・ུ円形をఄし、

ਂさ 29~41Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτである。1 か所で平面形が直ܘ

14Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（252）-（243）-（250）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̐ʣ
ʲS,39 土坑 （r第 32 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#369 ˠ S,39

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 200Dm、࣠ 163Dm の

۱ؙ方形、அ面形はਂさ 30Dm のٯ形をఄする。ఈ

面はԜತが見られる。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、

人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈが出土した。外面の

部にϋέϝ調整を施す。

ʲS,41 土坑 （r第 32~34 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10・55・56）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 245Dm Ҏ上、࣠ 83Dm

の۱ؙ方形、அ面形はਂさ 62Dm のٯ形をఄする。

ఈ面は中ԝ部にஈをͪ࣋北部で 10Dm ͘、北東۱で

さらに 25m ͘۱ؙ方形に掘りࠐまれている。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭೪

࣭シϧτ、上部はম土ϒロοク・炭化物ཻを含Έ、遺

物を多͘含むࠇ৭シϧτである。

ʤ 出 土 遺 物 ʥ ଯ 積 土 1  よ り 須 恵 器 ᆀ（ 第 33 ਤ

5~8）・ᙈ（第 33 ਤ 10、第 34 ਤ 1~4）、ロクロ土師

S#365 掘立柱建物跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#366 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ম土ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#366 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
炭化物ཻを多量に含む　（柱ࠟ）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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第 32 図　SA368 柱列跡，SK39・41・44・47 土坑

SA368 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S,39 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（人ҝ  ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S,44 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S,47 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多͘含む
をগ量含む　（人ҝ）

S,41 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ম土ϒロοクを含む
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多͘含む
5 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
6 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・小ϒロοクを多͘含む
7 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをۃগ量含む
8 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,41 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ
付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ 13.3 6.7 4.0 形ུ 072 55-10

2 S,41 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ
（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリɼ˞ྼ化著しい （12.6） 5.5 4.2 3�4 074 55-11

3 S,41 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（体Լ）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）
りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （13.3） （6.4） （4.9） 1�2 075 55-12

4 S,41 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）έズリɼ（ఈ）ճస
ϔϥりˠखͪ࣋ϔϥέズリ （13.4） （6.8） 4.0 2�3 073 55-13

5 S,41 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసϔϥりˠແ調整 13.7 7.5 4.4 形ུ 086 55-14
6 S,41 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 14.0 6.7 5.0 3�5 070 55-15
7 S,41 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 13.6 6.6 4.8 2�3 064 56-2
8 S,41 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 （13.9） （7.4） 4.8 1�3 065 56-1

9 S,41 ଯ積土 ロクロ土師器 ു 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（体Լ）ճసϔϥέズリˠ（体
Լ）ॎ方ϔϥέズリɼ（ఈ）ճసϔϥέズリ （26.2） 10.2 18.4 1�2 071 56-8

10 S,41 ଯ積土 須恵器 ᙈ 内面：ロクロナσˠナσɼ外面：ロクロナσˠ状文 ʖ ʖ （14.4） 一部 068 56-7

第 33 図　SK41 土坑出土遺物（1）

1

4

7

8

65

3
2

9

10

0 10cm

S=1/3



第２અ　発見された遺構と遺物

4�

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,41 ଯ積土 須恵器 ᙈ 内面：ロクロナσˠナσɼ外面：ロクロナσɼ˞内外面：Ր前部にমけはじけ （17.1） ʖ （16.5） 1�2 081 56-4

2 S,41 ଯ積土 須恵器 ᙈ 内面：ϔϥナσˠ（ఈ付近）ナσɼ外面：平行λλΩˠέズリɼ（ఈ）りし
不明ˠナσɼ˞外面：ࣗવᬵによるࠇ৭ޫ面ɼ（ఈ）ણҡ状の付ண物ࠟ跡 ʖ 11.2 （20.1） 1�3 069 56-3

3 S,41 ଯ積土 須恵器 ᙈ 内面：ϔϥナσˠ（ఈ）ϢϏナσɼ外面：ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠナσ ʖ 8.9 （8.7） 1�2 066 56-5
4 S,41 ଯ積土 須恵器 ᙈ 内面：ϔϥナσɼ（ఈ）ナσɼ外面：平行λλΩˠϔϥέズリˠナσʁɼ線ࠁ༗ ʖ 12.4 （8.3）Լ半 067 56-6

第 34 図　SK41 土坑出土遺物（2）
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器ᆀ（第 33 ਤ 1~4）・ു（第 33 ਤ 9）が出土した。

　須恵器ᆀはいͣれも体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、

口縁部はそのまま外する。 ճసࢳり（第 33 ਤ

6~8）またはճసϔϥり（第 33 ਤ 5）によるఈ部

のりし後は外面に࠶調整を施さない。ᙈは平ఈで

体部が内ኪؾຯに立ͪ上がるもの（第 34 ਤ 2~4）、ᰍ

部から口縁部にかけて外するもの（第 33 ਤ 10）、

ᰍ部が直立し口縁部が外するもの（第 34 ਤ 1）が

あり、口縁部はஅ面֯ࡾ形状のಥ帯となる。第 34

ਤ 3 は部ԼҐの外面にϔϥέズリ調整、内面にϔ

ϥナσ調整、外ఈ面にナσ調整を施す。第 34 ਤ 4 は

部Լ半の外面に平行λλΩˠϔϥέズリˠ不明

ながらナσ調整、内面にϔϥナσ調整を施し、外面

に線ࠁがある。第 34 ਤ 2 は部の外面にロクロナσ

ˠ平行λλΩˠέズリ調整、内面にϔϥナσ調整、

外ఈ面にナσ調整を施し、外面にࣗવᬵが見られる。

また、外ఈ面に敷とΈられるѹࠟがある。第 33 ਤ

10 はᰍ部 ~ 口縁部の外面にロクロナσ調整ˠ状文、

内面にロクロナσˠナσ調整を施す。第 34 ਤ 1 は

部中Ґ ~ 口縁部の外面にロクロナσ調整、内面にロク

ロナσˠナσ調整を施す。

　ロクロ土師器ᆀはいͣれも内面にϔϥϛΨΩ調整ˠ

ຯに立ͪ上がり、口縁ؾ৭ॲཧを施す。体部が内ኪࠇ

部はそのまま外する。ఈ部のりし方๏はճసϔ

ϥりによるもの（第 33 ਤ 4）と、不明のもの（第

33 ਤ 1~3）とがあり、いͣれもりし後に外面の

体部ԼҐ ~ ఈ部にखͪ࣋ϔϥέズリ調整を施す。 （ു第

33 ਤ 9）は体部が内ኪしながら立ͪ上がるٯീの字状

をఄし、口縁部が͘外する。外面の体部ԼҐにճ

సϔϥέズリˠखͪ࣋ϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛ

ΨΩˠࠇ৭ॲཧ、外ఈ面にճసϔϥέズリ調整を施す。

　このほか、ଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ߴ付

ᆀ・小ܕᙈ・ᙈが出土した。土師器ᆀはؙఈで内面に

ナσ調整、外ఈ面に木葉ࠟˠέズリ調整を施すもの、

༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すも

のがある。ᙈは外面のᰍ部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ

調整を施すものがある。須恵器ᙈは内面にແ文・同心

円文ΦαΤ、外面に平行λλΩが見られる。

S,190 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S,191 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S,194 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S,192 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

第 35 図　SK190・191・192・194 土坑
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S%1 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S%49 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む

ʢ̑ʣߔ跡
ʲS%1 溝跡 （r第 36 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,47 ˠ S%1

ʤ規模・形状ʥ東西方に直線的に延びる。長さ 8.2m

を確認した。調査区外の東西延びており、北ଆで確

認した S%49 溝跡と接ଓしているՄ性がある。上෯

120~154Dm、ఈ෯ 73~100Dm、ਂさ 30~38Dm で、ԣ

அ面形はٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面よりロクロ土師器ᆀ・ߴ付

ᆀが出土した。いͣれも内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭

ॲཧを施し、ߴ付ᆀはճసࢳりによるఈ部のり
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S%193 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む

S%42 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む
ম土ϒロοクを多量に含む

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む

S%189 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む
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し後にߴ部付加ˠロクロナσ調整を施す。

ʲS%49 溝跡 （r第 36 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10）

ʤҐ置ʥ2 区ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#367 ˠ S%49 ʵ S#366

ʤ規模・形状ʥ東西方に直線的に延び、西で 108°

の֯で۶曲して南直線的に延びる。長さ 9.5m を

確認した。調査区外の南西ଆ・東ଆ延びており、南

ଆで確認した S%1 溝跡と接ଓしているՄ性がある。

上෯ 90~142Dm、ఈ෯ 70~216Dm、ਂさ 14~40Dm で、

ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで、۶曲

部付近にஈをͪ࣋東西方の溝が 30Dm い。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧ

τで、人ҝ的ຒ土のՄ性がある。上部は地ࢁϒロο

クをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗ વଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈが出土した。外面の

部にϋέϝ調整を施すものがある。

̏ɽ̏ ۠

　遺跡範囲の南西部にҐ置し、東西 105m、南北 66m

の範囲に෯ 8~17.5m で十文字形にల։する調査区で

ある。調査区内はほぼ平ୱで、南・西部ではچ河

ಓによる地形のਁ৯が見られた。北部では前ճのほ

場整備に伴う整地事による平が著し͘、遺構は

確認されなかった。遺構確認面はݱ地表面からਂさ

15~25Dm のᶚ ~ ᶜ上面である。遺構は竪穴住居跡

3 軒、掘立柱建物跡 12 棟、柱列跡 14 条、溝跡 14 条、

井戸跡 2 基、土坑 35 基、性格不明遺構 4 基を確認し

た（第 37 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10~12）。

ʢ̍ʣ୦݀ॅډ跡
ʲS*51 竪穴住居跡 （r第 39 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10~13・57）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*52・S,136・S,156・S,157・S,202・S,203・

S9135・S9137 ˠ S*51 ˠ SA325・SA326・S,119・S%38・S%114

ʤ規模・形状ʥ長ล：8.00m、ล 6.70m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-12°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 24Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。住居掘方ຒ土は࠭とന৭೪土を主体とし、ほ

ぼશ域でচ面のߗ化が確認された。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上で 4 か所（11~14）

を確認した。柱穴掘方の平面形は長࣠ 58~64Dm、

࣠ 46~50Dm の ۱ ؙ 方 形・ ପ 円 形 を ఄ す る。 ਂ さ は

38~80Dm で、4 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、11・13

で平面形が直ܘ 14~16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確

認した。

ʤ प 溝・ น 材 ʥ Χ Ϛ ド が 付 設 さ れ る 北 ล 中 ԝ 部 を

আ ͘ 住 居 น 面 に Ԋ っ て น 材 ࠟ 跡 を 確 認 し た。 上 ෯

8~13Dm、ఈ෯ 4~8Dm、ਂさ 5~13Dm でԣஅ面形が̪

字形をఄする。ଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτ

で、น材ࠟ跡に伴う溝状の掘方は確認されない。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝに付設する。೩ম部・Ԏಓ・

Ԏ出しϐοτがଘする。೩ম部は෯ 100Dm、Ԟ

行 76Dm で、ข口෯は 58Dm である。೩ম部ఈ面は

෯ 58Dm、Ԟ行 68Dm で、Ԟนにかって؇かに

立ͪ上がり、৭ߗ化面が形成されている。ଆนは

長さ 42~48Dm、෯ 21~23Dm、ଘߴ 31Dm である。

Ԟนは住居北นと一கする。ଆน構ங土はന৭೪土

ϒロοクを多͘含むにぶいԫ৭࣭࠭シϧτを༻い

ている。Ԏಓは೩ম部Ԟนから 2.1m 延び、ઌ部

にԎ出しϐοτがҐ置する。Ԏಓఈ面はઌ部

かって؇かに立ͪ上がり、Ԏ出しϐοτのఈ面は

Ԏಓఈ面より 30Dm ਂい。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤそのଞの施設ʥ溝跡 2 条（%1・%2）、柱穴 6 か所

（15~19）を確認した。住居内の間りなどに関

わる施設と考えられる。%1 は上෯ 11~36Dm、ఈ෯

6~23Dm、ਂさ 3~8Dm でԣஅ面形が̪字形をఄし、

住居西ลとほぼ平行に 5.2m 延びる。%1 と住居

西ลとのڑは 1.8~2.2m で、北は住居北ลと

接し、中ԝ部に 16、南部に 19 がҐ置する。%2

は上෯ 8~14Dm、ఈ෯ 4~6Dm、ਂさ 5Dm でԣஅ面

形が̪字形をఄし、12 から南ଆ 68Dm 延びる。

ଯ積土は %1・%2 ともにന৭೪土ཻ・࠭を含むࠇ

৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。柱穴のうͪ

18 では平面形が直ܘ 12~14Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ（第 39 ਤ 1）・ᙈ（第

39 ਤ 第）ࠋ・（2 39 ਤ 3）が出土した。

　ᆀ（第 39 ਤ 1）は༗ஈؙఈᆀのഁยで、体部が

内ኪし口縁部が外ؾຯに外する。外面の体部と

口縁部のڥにஈをͪ࣋、内面の対ԠするҐ置で۶曲

する。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、外面の口

縁部にϤコナσ調整、体部ԼҐにϔϥέズリˠૈい

ϛΨΩ調整を施す。ᙈ（第 39 ਤ 2）は口縁部 ~ 

部のഁยで、部が内ኪし口縁部が外する。外面

のᰍ部にஈを࣋たͣ、部にϋέϝ・口縁部にϤコ











第２અ　発見された遺構と遺物

�3

ナσ調整、内面にϔϥナσ調整を施す。ࠋ（第 39 ਤ 3）

は口縁部 ~ 体部のഁยで、口縁部が外し、外面の口

縁部と体部のڥにࠟ跡的なஈを࣋つ。外面の体部にϔ

ϥέズリ・ᰍ部にナσ・口縁部にϤコナσ調整、内面

にϤコナσˠϔϥナσˠϔϥϛΨΩ調整を施す。外面

の口縁部にϤコナσ調整にઌ行してࣼめ方に連ଓす

るࠁΈ状のࠟ跡が見られる。

　このほか、চ面・ΧϚド機時ଯ積土・ΧϚド構

ங土・ΧϚド่落土・Ԏಓ内ଯ積土・13・14・16・

18・110 ଯ積土・%1 ଯ積土・住居内ଯ積土・遺構確

認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、

須恵器ᆀ・ᙈが出土した。土師器ᆀは内外面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠ࠼を施すものがある。ロクロ土師器ᆀは

外ఈ面にճసࢳりࠟが見られる。須恵器ᆀは外ఈ面に

ճసϔϥりࠟ、ᙈは外面に平行λλΩが見られる。

ʲS*52 竪穴住居跡 （r第 38・41 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・14・57）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS9188・S9211 ˠ S*52 ˠ S*51

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.50m、࣠ 4.40m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-12°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 22Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοクを多量に含む

。৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられるࠇ

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される北ล中ԝ部をআ͘

住居น面にԊってน材ࠟ跡を確認した。上෯ 5~9Dm、

ఈ෯ 1~4Dm、ਂさ 2~12Dm でԣஅ面形が̪字形をఄ

する。ଯ積土は࣭ۉなࠇ৭シϧτで、น材ࠟ跡に伴う

溝状の掘方は確認されない。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝに付設する。೩ম部・Ԏಓ・

Ԏ出しϐοτがଘする。 ೩ম部は෯ 92Dm、 Ԟ行

65Dm で、 ข 口 ෯ は 50Dm で あ る。 ೩ ম 部 ఈ 面 は ෯

46Dm、Ԟ行 60Dm で、চ面より 3Dm ほど皿状にۼΈ、

৭ߗ化面が形成されている。ଆนは長さ 65~70Dm、

෯ 22~25Dm、ଘߴ 20Dm である。Ԟนは住居北น

と一கする。ଆนઌにそれͧれ֯柱状のڽփؠ石

がਾえられており、ข口部ではԼ面がඃにより৭

化した֯柱状のڽփؠ石が出土した。これらはΧϚ

ドのข口部を構成していた構ங材と考えられる。ଆน

構ங土はന৭೪土ϒロοクを多͘含むにぶいԫ৭೪

࣭シϧτを༻いている。Ԏಓは೩ম部Ԟนから 1.1m

延び、ઌ部にԎ出しϐοτがҐ置する。Ԏಓఈ面は

ほぼ平ୱで、Ԏ出しϐοτのఈ面はԎಓఈ面より

5Dm 。むۼ͘ਂ

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドࠨଆの住居北西۱で土坑 1 基（,1）、

ӈ ଆ の 北 東 ۱ で 土 坑 1 基（,2） を 確 認 し た。,1 は

平面形が長࣠ 53Dm、࣠ 47Dm のପ円形をఄし、அ

面形はਂさ 5Dm の皿状をఄする。,2 は平面形が長

࣠ 69Dm、࣠ 52Dm のପ円形をఄし、அ面形はਂさ

15Dm の皿状をఄする。ଯ積土はいͣれも地ࢁϒロο

ク・を含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᆀ（第 41 ਤ 2・3）・ു （第

41 ਤ 4）・ᆵ（第 41 ਤ 5）・ᙈ（第 41 ਤ 6）、ଯ積土

より土師器ᆀ（第 41 ਤ 1）、刀子（第 41 ਤ 8）、石製

紡錘車（第 41 ਤ 7）が出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀ（第 41 ਤ 1・2）とແஈのᆀ（第

41 ਤ 3）がある。第 41 ਤ 1 は体部が内ኪし口縁部が

直線的に外する。外面の体部と口縁部のڥにஈを࣋

ͪ、外面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥέズリ調整、

内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。第 41 ਤ 2

は体部が内ኪし口縁部がわͣかに内ኪؾຯに外す

る。外面の体部と口縁部のڥにஈをͪ࣋、外面の口縁

部にϤコナσˠ体部にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。第 41 ਤ 3 は体部から口

縁部にかけて内ኪし、外面にஈを࣋たない。外面の口

縁部にϤコナσˠ体部ԼҐにϔϥέズリ調整、内面に

ϔϥϛΨΩ調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。ു（第

41 ਤ 4）は平ఈで体部から口縁部にかけて内ኪؾຯ

にٯീの字状に外する。外面の体部にϋέϝˠナσ

ˠ口縁部にϤコナσ調整、内面の体部にϔϥナσˠ口

縁部にϤコナσ調整を施し、外ఈ面に木葉ࠟが見られ

る。ᆵ（第 41 ਤ 5）は平ఈで部にؙΈをͪ࣋、外

面にϋέϝ調整、内面に不明ながらナσ調整を施す

とΈられる。ম成が不ྑで器นのྼ化が見られ、外面

にはೋ次ඃによる器นのണが見られる。ᙈ（第

41 ਤ 6）は平ఈで部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、長形

をఄする。外面のᰍ部にஈをͪ࣋、外面の部にϋέ

ϝˠ口縁部にϤコナσ・部ԼҐにϔϥέズリ調整、

内面の部にϔϥナσ・口縁部にϤコナσˠ口縁部に

ϋέϝ調整を施し、外ఈ面に木葉ࠟが見られる。刀子

はਕ部のઌଆをܽଛする。石製紡錘車（第 41 ਤ 7）

はట࣭ؠ製でॎஅ面がଆ面と上面にらΈを࣋つ形

をఄし、ଆ面にྏを࣋つ。ݚຏによって上͛られ、

ఈ面に円文とࣃڒ文、ଆ面にࣃڒ文の線ࠁを施す。ま

た、ఈ面と上面のઠ部のप囲に放射状の線条ࠟが見

られる。線条ࠟはఈ面の円文の一部をຏ໓させている

ことから、༻によるࠟ跡のՄ性がある。
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*51 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体Լ～ఈ）ϔϥέズリˠ
ϛΨΩ ʖ ʖ （6.1） 一部 159 57-1

2 S*51 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσ ʖ ʖ （10.9） 一部 160 57-2

3 S*51 ଯ積土 土師器 ࠋ 内面：ϤコナσˠϔϥナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（体）ϔϥέズリɼ（ᰍ）ナσɼ（口）
ࣼめ方に連ଓするࠁ状ࠟ跡ˠϤコナσ ʖ ʖ （9.2） 一部 161 57-3

第 39 図　SI51 竪穴住居跡出土遺物

　このほか、চ面・ΧϚド೩ম部ఈ面・ΧϚド่落土・Ԏಓ

内ଯ積土・,1 ଯ積土・住居内ଯ積土・住居掘方ຒ土より土

師器ᆀ・ു・ᙈが出土した。ᆀはແஈؙఈで内外面にϔϥϛ

ΨΩ調整を施すものがある。ᙈは外面のᰍ部にࠟ跡的なஈを

。部にϋέϝ調整を施すものがある、ͪ࣋

ʲS*113 竪穴住居跡 （r第 40 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*113 ˠ S%114・S%115・S%116 ʵ S,212・S,217

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 2.20m Ҏ上、࣠ 2.10m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ北ล：E-16°-S

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。ଘน

大࠷はߴ 20Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居北東۱の͘͝一部のΈଘする。住居掘

方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒ

ロοクを多量に含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

第 40 図　SI113 竪穴住居跡

0 10cm

S=1/3

1

3

2

S*113 竪穴住居跡  A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
ম土ཻ・炭化物ཻをۃগ量含む　（人ҝ）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（人ҝ）

3 10:32�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（น材ࠟ）
4 10:32�3 ࠇ シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（น材掘）
5 10:34�3 にぶいԫ シϧτ ന৭೪土大ϒロοク・࠭を多量に含む　（住掘）

S*113 竪穴住居跡　11　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱ൈ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
3 10:34�4  ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*113 竪穴住居跡　12　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:3�1 Φリーϒࠇ ೪࣭シϧτ άϥΠ化した೪土ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 7.5:5�2 փΦリーϒ ೪࣭シϧτ άϥΠ化した೪土大ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*52 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体Լ）ϔϥέズリ （14.0） ʖ （3.7） 一部 090 57-4

2 S*52 চ面直上  
1PU.4 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体Լ）ϔϥέズリ （15.4） ʖ （4.7） 1�5 091 57-5

3 S*52 চ面直上 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体Լ）ϔϥέズリˠ一部ナσ （12.4） ʖ （2.4） 一部 158 57-6

4 S*52 চ面直上 土師器 ു 内面：（体）ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（体）ϋέϝˠナσˠ（口）Ϥコナσɼ
（ఈ）木葉ࠟ （11.2） 5.5 6.7 1�2 089 57-7

5 S*52 চ面直上  
1PU.2 土師器 ᆵ 内面：ナσʁɼ外面：ϋέϝɼ˞ম成不ྑɼྼ化ܹしい。外面：মけはじけ ʖ （7.5） （14.0） 2�5 088 57-8

6 S*52 চ面直上  
1PU.1 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥナσ・（口）Ϥコナσˠ（口）ϋέϝɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）

Ϥコナσ・（Լ）ϔϥέズリɼ（ఈ）木葉ࠟɼ˞外面（体Լ半）೪土付ண 17.1 5.6 27.7 形ུ 087 57-9

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

7 S*52 ଯ積土 紡錘車 ట࣭ؠ
ܘ 7.1~7.8mm　ଆ面：ࣃڒ状線ࠁ文ɼఈ面：円文・ࣃڒ状線ࠁ
文（一部ຎࡲによりফࣦ）ɼ上面・ఈ面：ઠ部のप縁部に放射
状ࠟࡲɼఈ面：同心円状ࠟࡲ

38.6 38.2 19.5 43.8 形 212 57-10

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 材࣭ 特徴
๏量（Dm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

8 S*52 ଯ積土 刀子 మ 1.2Dmɼਕ部྆面：木࣭部付ண：ްܪ෯：1.6Dmɼܪ （8.0） （1.5） （0.9） （14.4） 一部 291 57-11

第 41 図　SI52 竪穴住居跡出土遺物
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ʤ主柱穴ʥ2 か所確認した（11・12）。住居平面形の

対֯線上にҐ置するとΈられる。柱穴掘方の平面形は

長࣠ 27~39Dm、࣠ 27~33Dm の۱ؙ方形・ུ円形を

ఄする。ਂさは 22~32Dm で、いͣれも平面形が直ܘ

10~14Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。11 では

柱材のൈきऔりࠟ跡が見られる。

ʤप溝・น材ʥ住居น面にԊって上෯ 2~10Dm、ఈ෯

2~6Dm、ਂさ 5Dm でԣஅ面形が̪字形をఄするน材

ࠟ跡を確認した。 上෯ 12~13Dm、 ఈ෯ 8~10Dm、 ਂ

さ 4Dm でԣஅ面形が̪字形をఄするน材掘方を伴う。

น材ࠟ跡のଯ積土はന৭೪土ཻを含むࠇ৭シϧτ、掘方

ຒ土はന৭೪土ϒロοク・࠭を含むࠇ৭シϧτである。

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥ11 柱穴ଯ積土、住居掘方ຒ土より土師器

ᙈ、須恵器ᙈが出土した。須恵器ᙈは外面に平行λλ

Ωが見られる。

ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡
ʲS#106 掘立柱建物跡 （r第 42 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14・16）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#106 ʵ S#327・SA325・S%50

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 6.30m）・南北 1 間（総

長 3.00m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-12°-E

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

32~42Dm、࣠ 24~28Dm の۱ؙ方形・ପ円形をఄし、

ਂさ 17~38Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含

むࠇ৭シϧτである。3 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、

5 か所で平面形が直ܘ 10~17Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：東から 230-180-220Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#107 掘立柱建物跡 （r第 43 ਤ、ࣸਅਤ൛ 15）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#107 ʵ SA324

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 2.50m）・南北 2 間（総

長 2.70m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-36°-E

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

26~37Dm、࣠ 24~35Dm の۱ؙ方形・ପ円形をఄし、

ਂさ 36~48Dm である。すての柱穴で平面形が直ܘ

12~15Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ東ଆ柱列：北から 140-130Dm

ʤ出土遺物ʥ12・16 柱穴ଯ積土より土師器ᆀが出土

第 42 図　SB106 掘立柱建物跡

S#106 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#106 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#106 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

㻼4

S㻮10㻢

S-9
㼃-3

S-1㻡
E-㻢

A A'

㻮 㻮' 㻯 㻯'

D D'

㻼1 㻼2 㻼3

㻼4

㻼㻡㻼㻢

㻼7㻼8

ㄪᰝ༊እ

A A' 㻮 㻮' 㻯 㻯'

D D'

94.90m

94.90m

1
2

㻼1

1
2

2

㻼2

1 2
2

㻼3

1

2

E E'㻲 㻲'

㻳

㻳'㻴

㻴'

㻲 㻲'

1

2

2

㻼㻢

㻴 㻴'

1

㻼8

0 �m

S = 1/100

E E'

1

㻼㻡

㻳 㻳'94.90m

1 2

S

㻼7

0 1m

S = 1/�0

S#106 掘立柱建物跡　14　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ を多量に含む　（柱掘）

S#106 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ൈ）

S#106 掘立柱建物跡　16　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#106 掘立柱建物跡　17　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ൈ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#106 掘立柱建物跡　18　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量含む　（柱ൈ）
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第 43 図　SB107・138 掘立柱建物跡

した。内外面にϤコナσ調整を施す。

ʲS#138 掘立柱建物跡 （r第 43 ਤ、ࣸਅਤ൛ 15）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.10m）Ҏ上・南北 1 間（総

長 3.20m）Ҏ上ʗ不明建物ʗ調査区外北西ଆ延びる

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-13°-E

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 直 ܘ

98~118Dm のུ円形で、ਂさ 24~65Dm である。2 か

S#107 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#107 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#107 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#107 掘立柱建物跡　14　%-%�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱掘）

S#107 掘立柱建物跡　15　%-%�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

S#107 掘立柱建物跡　16　%-%�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

S#138 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）
4 10:36�4 にぶいԫᒵ ೪土 ৭シϧτをগ量含む　ཻ࠭を含む　（柱掘）ࠇ

S#138 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
3 10:34�2 փԫ ࠭ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
4 10:34�3 にぶいԫ ࠭ ৭土をগ量含む　（柱掘）ࠇ

S#138 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ主体　（柱掘）

所で平面形が直ܘ 36Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認

し、Լ部に柱材の一部がଘしていた。

ʤ柱材ੇ๏ʥ2 か所（11・2）で確認した。11 のもの

は෯ 28.0Dm、ްさ 27.8Dm、長さ 35.6Dm のׂ材（ਊ

材）で、ԣஅ面形は円形をఄする。12ڈ のものは࠷

大ܘ 35.0Dm、長さ 24.0Dm で、木औりは不明である。

ʤ出土遺物ʥ11・13 柱穴掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、

須恵器ᆀが出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調

整ˠࠇ৭ॲཧ、ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。
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第̐ষ　調査の結果
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ʲS#139 掘立柱建物跡 （r第 44 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14・16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ重複ʥS,131 ˠ S#139 ʵ S#344・SA337

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 6.14m）Ҏ上・南北 2 間（総

長 4.85m）ʗࡾ面廂（縁）付東西棟総柱建物ʗ廂（縁）

の出：東 1.24m・南 1.26m・北 1.24m ʗ調査区外西

ଆ延びる

ʤ方ʥࣷ東ଆ柱列：/-12°-E

ʤ柱穴ʥࣷで 9 か所、廂（縁）で 9 か所確認した。

掘方の平面形は長࣠ 26~60Dm、࣠ 20~50Dm のପ円

第 44 図　SB139 掘立柱建物跡
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S#139 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
3 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　

S#139 掘立柱建物跡　14　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　16　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱ࠟ）
2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　17　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　18　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱ࠟ）
2 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　19　*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
࠭をগ量含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　110　+-+�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　112　,-,�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　113　---�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　

S#139 掘立柱建物跡　116　M-M�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#139 掘立柱建物跡　117　/-/�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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形・۱ؙ方形をఄし、ਂさ 5~63Dm である。南西部

は平のӨڹがあるが、北東部で見るとࣷଆ柱・廂

（縁）۱柱で長࣠ 50~60Dm、࣠ 40~49Dm、そのଞ

の内柱で長࣠ 30~42Dm、࣠ 30~38Dm である。掘方

ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含む明ԫ৭೪࣭シϧτ、

৭シϧτである。ࣷ・廂（縁）の北東۱ࠇ・৭ࠇ

柱穴各 1 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、ࣷの 7 か所、

廂（縁）の 3 か所で平面形が直ܘ 8~19Dm の円形を

ఄする柱ࠟ跡を確認した。また、ࣷの 3 か所、廂（縁）

の 1 か 所 の 掘 方 ఈ 面 で 10~20Dm 大 の  を 確 認 し、

第 45 図　SB195・327 掘立柱建物跡
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S#195 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#195 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#195 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）

S#195 掘立柱建物跡　15　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#195 掘立柱建物跡　16　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　15　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　16　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　17　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　18　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　110　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#327 掘立柱建物跡　112　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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礎板石と考えられる。

ʤ柱間ੇ๏ʥࣷ東ଆ柱列：北から 249-236Dm

ࣷ北ଆ柱列：東から 302-312Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#195 掘立柱建物跡 （r第 45 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ重複ʥS#195 ʵ SA337・SA338

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.30m）・南北 2 間（総

長 4.30m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-14°-E

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

24~41Dm、࣠ 21~34Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

ਂさ 20~48Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτ・҉৭೪࣭シϧτである。す

ての柱穴で平面形が直ܘ 10~15Dm の円形をఄする柱

ࠟ跡を確認し、このうͪ 1 か所で柱材の一部がଘ

していた。

ʤ柱材ੇ๏ʥ1 か所（12）で確認した。෯ 9Dm、ްさ

7Dm、長さ 9Dm のׂ材（ਊڈ材）で、ԣஅ面形は

形をఄする。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から 205-225Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#327 掘立柱建物跡 （r第 45 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・15・16）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%105 ˠ S#327 ʵ S#106・SA325・S%50

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 1.64m）・南北 3 間（総

長 10.87m）ʗ西廂（縁）・ு出付南北棟ଆ柱建物（西

面北 2 間分に廂（縁）、西面南 1 間分にு出）ʗ廂（縁）

の出：0.50m ʗு出：1 間（1.90m）

ʤ方ʥࣷ東ଆ柱列：/-5°-E

ʤ柱穴ʥ ࣷで 8 か所、 ு出で 2 か所、 廂（縁） で

3 か所を確認した。 掘方の平面形は長࣠ 20~44Dm、

 ࣠ 18~33Dm の ۱ ؙ 方 形・ ପ 円 形 を ఄ し、 ਂ さ

11~45Dm で あ る。 掘 方 ຒ 土 は 地 ࢁ ϒ ロ ο ク を 多 ͘

含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτである。ࣷの 3 か所、廂

（縁）の 1 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、ࣷの 6 か

所、ு出の 2 か所、廂（縁）の 2 か所で平面形が直

ܘ 12~18Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥࣷ東ଆ柱列：北から 368-367-352Dm

ࣷ・ு出南ଆ柱列：東から 164-190Dm

ʤ出土遺物ʥ14・15・17・18・111 柱穴ଯ積土より

土師器ᆀ・ᙈなどが出土した。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ

調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲS#331 掘立柱建物跡 （r第 46 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11）

ʤҐ置ʥ3 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%105 ˠ S#331

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 1.96m）・南北 2 間（総

長 3.50m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-13°-E

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

18~38Dm、࣠ 18~33Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

ਂさ 15~28Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

第 46 図　SB331・342 掘立柱建物跡

S#331 掘立柱建物跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱掘）

S#331 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む
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S#342 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#342 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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͘含む҉৭シϧτである。1 か所で平面形が直ܘ

16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から（172）-（178）Dm

ʤ出土遺物ʥ12・13 柱穴ଯ積土よりロクロ土師器ᆀ

が出土した。ఈ部のりしはճసࢳりである。

ʲS#342 掘立柱建物跡 （r第 46 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 2.00m）・南北 1 間（総

長 1.80m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-17°-E

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

30~52Dm、  ࣠ 24~44Dm の ପ 円 形 を ఄ し、 ਂ さ

15~47Dm である。1 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、2 か

所で平面形が直ܘ 16~19Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を

確認した。

ʤ出土遺物ʥ11・13 柱穴ଯ積土より土師器ย、須恵

器ᙈが出土した。須恵器ᙈは外面に平行λλΩが見

られる。

ʲS#343 掘立柱建物跡 （r第 47 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 1.40m）・南北 2 間（総

長 3.58m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-11°-E

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

28~30Dm、࣠ 23~28Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂ

さ 15~27Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘

含むࠇ৭シϧτ・明ԫ৭೪࣭シϧτである。4 か

所で平面形が直ܘ 12~17Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を

確認した。また、2 か所の掘方ఈ面で 15~20Dm 大の

を確認し、礎板石と考えられる。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から 183-175Dm

ʤ出土遺物ʥ11・14 柱穴ଯ積土より土師器ยが出土した。

ʲS#345 掘立柱建物跡 （r第 47 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10・15・16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#345 ʵ SA336
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第 47 図　SB343・345 掘立柱建物跡

S#343 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:36�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#343 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む

S#343 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#343 掘立柱建物跡　14　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む

S#343 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#343 掘立柱建物跡　16　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#345 掘立柱建物跡　15　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
（柱ൈ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む
（柱ࠟ）

3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
（柱掘）
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ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 7.16m）・南北 1 間（総

長 2.44m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-15°-E

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

36~52Dm、࣠ 27~43Dm の۱ؙ方形・ུ円形をఄし、

ਂさ 5~44Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘

含むࠇ৭シϧτである。5 か所で柱材のൈきऔりࠟ

跡、1 か所で平面形が直ܘ 16Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（232）-（238）-（246）Dm

ʤ出土遺物ʥ13・15・17 柱穴ଯ積土より土師器ᆀ、

ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᆀが出土した。土師器・ロク

ロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʢ̏ʣபྻ跡
ʲSA111 柱列跡 （r第 49 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10・16）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA111 ʵ S#328

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.80m）

ʤ方ʥ8-11°-/

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

41~46Dm、࣠ 37~42Dm の۱ؙ方形・ପ円形をఄし、
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第 48 図　SB328・344 掘立柱建物跡

S#328 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#328 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱掘）

S#328 掘立柱建物跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#344 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#344 掘立柱建物跡　12　#-#�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを密に含む　（柱掘）
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ਂさ 29~39Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含む৭・փԫ৭೪࣭シϧτ、地ࢁϒロοクを含

む҉৭・ࠇ৭シϧτである。1 か所で柱材のൈき

औりࠟ跡、2 か所で平面形が直ܘ 22~24Dm の円形を

ఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から 200-（180）Dm

ʤ出土遺物ʥ13 柱穴ଯ積土より土師器ᆀが出土した。

༗ஈؙఈᆀで、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲSA324 柱列跡 （r第 49 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・15・16・58）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA324 ʵ S#107

ʤ規模・形状ʥ東西 4 間（総長 4.56m）

ʤ方ʥ8-6°-/

ʤ置ʥS#327 東ଆ柱列に直ަして中ԝを௨る線上

にҐ置し、置に関連性が窺える。柱列の東۱柱は

S#327 西廂（縁）柱列から西に 2.5m、ு出北西۱柱

穴から北に 2.9m のところにҐ置する。

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

23~46Dm、࣠ 21~38Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

ਂさ 15~42Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクをۃ
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第 49 図　SA111・324・326 柱列跡，SA324 柱列跡出土遺物

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 SA324 11 ൈऔࠟ跡 中世陶器 ᙈ ৗ࢈ɼ内面：ナσ、ࣗવᬵ　外面：ϔϥナσ　ఈ面：ϔϥέズリ、༹ղ物付ண Լ～ఈ 255 58-1

0 10cm

S=1/3
1

SA111 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ

2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱掘）

SA111 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）
3 10:34�3 にぶいԫ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA111 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ൈ）　

SA324 柱列跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　

SA324 柱列跡　15　#-#�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:34�3 にぶいԫ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）

SA326 柱列跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ
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第 50 図　SA325 柱列跡

SA325 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（柱掘）

SA325 柱列跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（柱掘）

SA325 柱列跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

SA325 柱列跡　16　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む
（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
（柱掘）



第２અ　発見された遺構と遺物
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めて多量に含むにぶいԫ৭シϧτである。2 か所で

柱材のൈきऔりࠟ跡、1 か所で平面形が直ܘ 14Dm の

円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（124）-（102）-（98）-（132）Dm

ʤ出土遺物ʥ13・14・15 柱穴ଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、

11 柱穴の柱材ൈきऔりࠟ跡より中世陶器ᙈ（第 49

ਤ 1）が出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整

ˠࠇ৭ॲཧを施す。中世陶器ᙈ（第 49 ਤ 1）はԼ

部 ~ ఈ部のഁยで、ৗ࢈である。

ʲSA325 柱列跡 （r第 50 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*51 ˠ SA325 ʵ・S#106・S#327・S%50

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（10.88m）・南北 4 間（12.09m）

Ҏ上、総長 7 間（22.94m）Ҏ上ʗ調査区外南ଆ延

びるՄ性がある。

ʤ方ʥ北ଆ柱列：8-40°-/

東ଆ柱列：/-41°-E

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

22~42Dm、࣠ 20~33Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

ਂさ 5~37Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτである。4 か所で平面形が直ܘ

12~28Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（380）-（356）-352Dm

東ଆ柱列：北から（274）-（316）-（304）-（315）Dm

ʤ出土遺物ʥ12・13・15 柱穴ଯ積土より土師器ᙈ、

陶器ᙈが出土した。

ʲSA326 柱列跡 （r第 49 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*51 ˠ SA326

ʤ規模・形状ʥ南北 3 間（総長 1.64m）

ʤ方ʥ/-8°-E

ʤ柱穴ʥ4 か所確認した。平面形は長࣠ 20~23Dm、

࣠ 19~22Dm のུ円形を基調とし、 ਂさ 17~25Dm で

ある。ଯ積土は࣭ۉなࠇ৭シϧτである。柱ࠟ跡は
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第 51 図　SA329・330・335 柱列跡

SA329 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物をগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱掘）

SA330 柱列跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

SA330 柱列跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む

SA335 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA335 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻをগ量含む　
（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
SA335 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 52 図　SA334・336・337・340・341 柱列跡

A

A'

㻮

㻮'

㻯

㻯'

㻼1

㻼2

㻼3

SA334

ㄪᰝ༊እ

㼃-㻡0
㻺-㻢

㼃-47
㻺-0-S

A A'9㻡.70m

1
2

㻼1

㻮 㻮'9㻢.㻡0m

12 2

㻼2

㻯 㻯'9㻢.㻡0m

1

2

2

㻼3

0 �m

S = 1/100

0 1m

S = 1/�0

0 �m

S = 1/100

A

A'

㻼1

㻼2

㻼3

㻺-0-S
㼃-39

S-㻢
㼃-3㻢

SA340

A A'9㻡.20m

12 2

㻼1

0 1m

S = 1/�0

SA341 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA341 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA341 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

SA336 柱列跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA340 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA334 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ࠭を含む　（柱掘）

SA334 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA334 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA337 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA337 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA337 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（56）-（52）-（56）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA329 柱列跡 （r第 51 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・16）

ʤҐ置ʥ3 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.86m）

ʤ方ʥ8-14°-/

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

37~40Dm、࣠ 37~38Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂ

さ 20~30Dm で あ る。 掘 方 ຒ 土 は 地 ࢁ ϒ ロ ο ク を 多

͘含む҉৭シϧτである。1 か所で平面形が直ܘ

16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（184）-（202）Dm

ʤ出土遺物ʥ13 柱穴ଯ積土より土師器ᙈが出土した。

ʲSA330 柱列跡 （r第 51 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・16）

ʤҐ置ʥ3 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%24・S%109 ˠ SA330

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.58m）

ʤ方ʥ8-13°-/

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

32~44Dm、  ࣠ 32~37Dm の ପ 円 形 を ఄ し、 ਂ さ

24~33Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含むࠇ

৭シϧτである。1 か所で平面形が直ܘ 14Dm の円

形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（176）-（182）Dm

ʤ出土遺物ʥ12 柱穴ଯ積土より土師器ᙈが出土した。

ʲSA335 柱列跡 （r第 51 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総長 3.17m）

ʤ方ʥ/-18°-E

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

25~31Dm、࣠ 20~28Dm の۱ؙ方形・ପ円形をఄし、

ਂさ 10~25Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

量に含むࠇ৭シϧτである。すての柱穴で平面形

が直ܘ 10~16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から 147-170Dm

ʤ出土遺物ʥ11 柱穴ଯ積土より土師器ᆀが出土した。

内面にナσ調整を施す。

ʲSA341 柱列跡 （r第 52 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総長 4.78m）

ʤ方ʥ/-18°-E 第 53 図　SA338・339 柱列跡
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SA338 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA338 柱列跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA339 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
SA339 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA339 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

24~28Dm、࣠ 24~27Dm の۱ؙ方形・ུ円形をఄし、

ਂさ 10~25Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτである。すての柱穴で平面形が直

ܘ 12~24Dm の円形・ପ円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から 232-246Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̐ʣҪށ跡
ʲSE36 井戸跡 （r第 54 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSE36 ˠ S,110

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 114Dm、࣠ 104Dm の

ུ円形をఄし、ਂさ 85Dm の円形で上部が࿙ే形に

։͘。

ʤଯ積土ʥԼ部にް 4~5Dm で࣭ۉなࠇ৭シϧτが

ଯ積し、機時のଯ積土と考えられる。上部は地ࢁϒ

ロοクを多͘含むࠇ৭・փԫ৭シϧτで、ഇઈ後

の人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀが出土した。

ʲSE144 井戸跡 （r第 54 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 120Dm、࣠ 96Dm Ҏ上

のུ円形、அ面形がਂさ 102Dm のٯ形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・ཻ、炭化物ཻ、を含むࠇ

ࣗ、৭・にぶいԫᒵ৭೪土で৭シϧτ、にぶいԫ

વଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器小ܕᙈ、須恵器ᙈが出

土した。土師器小ܕᙈはᰍ部にஈを࣋たͣ、外面の

部にϋέϝ調整を施す。須恵器ᙈは外面に平行λλΩ

が見られる。

ʢ̑ʣ
ʲS,101 土坑 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,102・S,103 ˠ S,101

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 204Dm、࣠ 134Dm の

不整ପ円形、ԣஅ面形はਂさ 78Dm の不整な̪字形を

ఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτ・փ

ԫ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈが出土した。

ʲS,102 土坑 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,103 ˠ S,102 ˠ S,101
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第 54 図　SE36・144 井戸跡，SK110 土坑
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S,110 土坑・SE36 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む

3 10:34�2 փԫ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む

4 10:33�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む

5 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（機時ଯ）࣭ۉ

SE144 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む　を含む
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む
5 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
6 10:35�3 にぶいԫ ೪土 土࣭ۉ
7 10:36�4 にぶいԫᒵ ೪土 ৭土をগ量含む　ཻ࠭を含むࠇ



第２અ　発見された遺構と遺物

��

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 186Dm、࣠ 122Dm Ҏ

上の不整形、ԣஅ面形はਂさ 52Dm の不整なٯ形を

ఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭・৭シϧ

τ、৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈが出土した。外面の

部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS,103 土坑 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,103 ˠ S,101・S,102

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 90Dm Ҏ上、࣠ 66Dm

の不整ପ円形、ԣஅ面形は不整なٯ形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτ、

৭・ࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,112 土坑 （r第 56~57 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17・58）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 53Dm、࣠ 44Dm の۱

ؙ方形、அ面形はਂさ 28Dm のٯ形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁ小ϒロοク・ཻ、小を含むࠇ

৭࣭࠭シϧτで、ࣗવଯ積土҉、৭シϧτ

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ（第 57 ਤ 4）

が出土した。体部が内ኪし口縁部が直線的に外

する༗ஈؙఈᆀであるが、外面の口縁部と体

部のڥがわͣかに۶曲し明ྎなஈを形成しな

い。外面の口縁部にϤコナσˠ体部 ~ ఈ部にϔ

ϥέズリ調整、内面の口縁部にϤコナσ、体部

にナσ調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。

ʲS,118 土坑 （r第 56 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 88Dm、࣠ 84Dm

のུ円形、அ面形はਂさ 19Dm でఈ部がい

形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、

人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈが出土し

た。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、ᙈ

は外面の部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS,125 土坑 （r第 56~57 ਤ、ࣸਅਤ൛ 58）

ʤҐ置ʥ3 区東部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%123 ˠ S,125

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 平 面 形 は 長 ࣠ 112Dm、  ࣠
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第 55 図　SK101・102・103 土坑

82Dm のପ円形、அ面形はਂさ 14Dm の皿状をఄする。

ʤଯ積土ʥ࣭ۉなࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ、中世陶器ᙈ（第 57

ਤ 5）が出土した。

ʲS,131 土坑 （r第 56 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,131 ˠ S#139・SA337

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 164Dm、࣠ 102Dm の

不整ପ円形、அ面形はਂさ 9Dm の皿状をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・࠭を多͘含む明ԫ৭࣭࠭

シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・ᙈが

出土した。ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧ、ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS,142 土坑 （r第 56 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,142 ˠ S,143・S%132

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 81Dm、࣠ 61Dm のପ円形、

S,101・102・103 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　小をগ量含む
（S,101 人ҝ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,101 人ҝ）
3 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,101 人ҝ）

4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　小をগ量含む
（S,102 人ҝ）

5 10:34�6  シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,102 人ҝ）

6 10:34�4  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　小を多量に含む
（S,102 人ҝ）

7 10:34�4  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・࠭を多量に含む　（S,103 人ҝ）
8 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,103 人ҝ）
9 10:32�3 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（S,103 人ҝ）
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S,112 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ന৭೪土小ϒロοクをগ量含む
2 10:33�3 ҉ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・小を多量に含む

S,125 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,118 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）

S,159 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S,131 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:36�6 明ԫ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・࠭を密に含む

S,142・143 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む　（S,143 ଯ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む　（S,143 ଯ）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S,142 ଯ）
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S,142 ଯ）
5 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（S,142 ଯ）

S,212 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む

S,117 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土小ϒロοクをগ量含む
2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）



第２અ　発見された遺構と遺物

��

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,212 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）έズリ ʖ ʖ （3.5） 一部 001 58-7

2 S,212 ଯ積土ɼ1PU.1 須恵器 ᆀ 内面：ロクロナσˠ（ఈ）ϔϥナσɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ）έズリ
内面：（ఈ）෯ 3.5Dmɼϔϥナσ（長さ 4Dm）による器形のΈ 9.8 ʖ 3.6 形ུ 003 58-9

3 S,212 ଯ積土ɼ1PU.2 土師器 小ܕᙈ 内面：（口）Ϥコナσˠ（）ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（）ϋέϝˠナ
σˠϔϥέズリɼ（ఈ）έズリ 9.9 5.4 11.3 形ུ 002 58-8

1 2

3

5

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

4 S,112 ଯ積土上 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσɼ（体）ナσɼ外面：Ϥコナσˠϔϥέズリ　7.5:38�4 ઙԫᒵ৭ 11.8 ʖ 3.8 形 004 58-2

0 10cm

S=1/3

4

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
5 S,125 ଯ積土 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ、ࣗવᬵ、積Έࠟݦ著　外面：ϔϥナσ 部 252 58-5

第 57 図　SK112・125・212 土坑出土遺物，SK128・136・152・154・156 土坑
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S,128 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む

S,136・S,156 土坑　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（S,136 ଯ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,156 ଯ）

S,152 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,154 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
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第 58 図　SK108・119・120・126・134・140・147・149・150・153 土坑
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S,108 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　（่）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
4 10:32�3 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,119 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻをগ量含む
炭化物を多量に含む　（人ҝ）

S,120 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）

S,126 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S,149 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,150 土坑　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,153 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,134 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む

S,140 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,147 土坑　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
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S,158 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,157 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,202・203 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（S,202 ଯ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S,203 ଯ）

S,160 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む

S,148 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

அ面形はਂさ 26Dm のٯ形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・ཻを含むࠇ৭シϧτで、

ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ土師器ᙈ、ロクロ土師器ᆀが出土した。

ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを

施し、ճసࢳりによるఈ部のりし後は外面に࠶

調整を施さない。  

ʲS,143 土坑 （r第 56 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,142 ˠ S,143

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 60Dm Ҏ上、࣠ 53Dm

の不整ପ円形、அ面形はਂさ 39Dm のᎬു形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ࢁ小ϒロοク・ཻを含むࠇ৭シϧτで、

ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ߴ付ᆀ、須恵

器小ܕ品が出土した。ロクロ土師器ߴ付ᆀは内面に

ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ճసࢳりによるఈ

部のりし後にߴ部付加ˠロクロナσ調整を施す。

ʲS,212 土坑 （r第 56~57 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17・58）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,212 ʵ S*113

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 24Dm、࣠ 20Dm の۱

ؙ方形、அ面形はਂさ 13Dm の̪字形をఄする。
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�4

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁを多͘含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的

ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ土師器ᆀ（第 57 ਤ 1）・小ܕᙈ（第 57 ਤ 3）、

須恵器ᆀ（第 57 ਤ 2）が出土した。小ܕᙈはఈ面にࣼ

Ґに置かれ、その上から須恵器ᆀと土師器ᆀが出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀのഁยで体部から口縁部にか

けて内ኪする。外面の体部にஈをͪ࣋、口縁部にϤコ

ナσ、体部にέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。小ܕᙈは平ఈで部中Ґに࠷大ܘを࣋

ͪ、部が内ኪし、口縁部が外する。外面のᰍ部に

ஈを࣋たͣ、口縁部にϤコナσ、部にϋέϝˠナσ

ˠ部ԼҐ ~ ఈ部にέズリ調整、内面の口縁部にϤコ

ナσˠ部にナσ調整を施す。須恵器ᆀはؙఈで体部

Լにྏをͪ࣋、体部 ~ 口縁部が内ኪする。内外面ロ

クロナσ調整の後、ఈ部の内面にナσ調整、外ఈ面に

έズリ調整を施す。

ʢ̒ʣߔ跡
ʲS%24 溝跡 （r第 60 ਤ・63 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・58）

ʤҐ置ʥ3 区東部 ~ 南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%50・S%109 ˠ S%24 ˠ SA330

ʤ規 模・ 形 状ʥ 南 北 方  に 直 線 的 に 延 び る。3 区 東

部 で 長 さ 10m、 南 部 で 長 さ 4.5m、 延 長 26.6m を 確

認 し、 さ ら に 調 査 区 外 の 南 北  延 び て い る。 上 ෯

112~137Dm、 ఈ ෯ 20~37Dm、 ਂ さ 36~52Dm で、 ԣ

அ面形がٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで南

かって؇かにࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・ཻ、炭化物ཻを含むࠇ৭・

。৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられるࠇ

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ、須恵器ᙈ・小ܕ品、

遺構確認面より石製紡錘車（第 63 ਤ 5）が出土した。

土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

須恵器ᙈは内面にແ文Ξテ۩ࠟ、外面に平行λλΩ

が見られる。石製紡錘車（第 63 ਤ 5）は৭ยຑؠ

製でॎஅ面が形をఄする。ݚຏによって上͛られ

ており、中ԝ部にઠがある。Լ部をܽଛする。

ʲS%38 溝跡 （r第 61 ਤ・63 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・58）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*51 ˠ S%38 ˠ S%116

ʤ規模・形状ʥऄ行しながら南北方に 6.9m 延び、

南部で۶曲して東 7.5m Ҏ上延びる。また、南ล

の中ԝ付近から分ذして南 3m Ҏ上延びている。確

認した延長は 17.4m である。南・北は平により

ফࣦし、東は調査区外延びている。北東ଆで確認

した S%155 溝跡と接ଓして東西 10m、南北 8.5m

の۱ؙ方形の区画を形成していたՄ性がある。上෯

19~39Dm、ఈ෯ 10~23Dm、ਂさ 7~15Dm で、ԣஅ面

形は皿状をఄする。ఈ面はԜತがΈられ、南かっ

てわͣかにࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ、ロクロ土師器ᙈ、

ম土器ᆀ（第 63 ਤ 2）が出土した。土師器ᆀは内

面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ম土器ᆀ（第

63 ਤ 2）は体部 ~ 口縁部が直線的に外する。内面

はロクロナσ調整の後、平に調整されており、整形

۩の༻が考えられる。ճసࢳりによるఈ部のり

し後は外面に࠶調整を施さない。

ʲS%50 溝跡 （r第 62~63 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16・18・58）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%50 ˠ S%24・S%109・S%155 ʵ S#106・S#327・SA325

ʤ規模・形状ʥ東西方にऄ行しながら 9m Ҏ上

延び、 東で 107°の֯で۶曲して南直線的に

9.5m 延 び、 南  で 103°の ֯  で ۶ 曲 し て 東  1m

Ҏ上延びる。確認した延長は 16m である。西ଆは調

査区外延び、東は S%109 にյされている。上෯

29~78Dm、ఈ෯ 17~54Dm、ਂさ 24~48Dm で、ԣஅ面

形は不整なٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで、

西かって؇かにࣼしている。

ʤଯ積土ʥԼ部にް 12~18Dm で࣭ۉなࠇ৭シϧ

τがଯ積し、機時のଯ積土と考えられる。上部はম

土・ന৭೪土ϒロοクを多͘含むࠇ৭・҉৭シϧ

τで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ、ଯ

積土上より須恵器֖（第 63 ਤ 1）が出土した。土

師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整を施す。ᙈは外面のᰍ

部にஈを࣋たないものと、ࠟ跡的なஈを࣋つものとが

ある。須恵器 （֖第 63 ਤ 1）は体部が直線的に外し、

口縁部を͘ંりฦす。外面のఱ井部にճసϔϥέ

ズリˠπϚϛ部औり付けˠナσ調整を施す。

ʲS%109 溝跡 （r第 60 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ3 区東部 ~ 南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%50 ˠ S%109 ˠ S%24・SA330

ʤ規模・形状ʥ南北方に直線的に延びる。3 区東部

で 10m、南部で 4.5m、延長 26.6m を確認し、さらに

調査区外の南北延びている。東ଆを S%24 溝跡にյ

されている。上෯ 60Dm Ҏ上、ఈ෯ 35Dm Ҏ上、ਂさ

29~50Dm で、ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面はほ

ぼ平ୱで、南かって؇かにࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ࢁ小ϒロοク・ཻを含むࠇ৭シϧτで、
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第 60 図　SD24・109・122・123 溝跡
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S%24・109 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物をগ量含む　（S%24 ଯ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S%24 ଯ）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（S%24 ଯ）
4 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S%24 ଯ）
5 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ を含む　（S%109 ଯ）

S%122・123 溝跡　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 土　（S%122࣭ۉ ଯ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ 土　（S%122࣭ۉ ଯ）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S%122 ଯ）

/P. 土৭ 土性 備考

4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ、炭化物をগ量含む
（S%122 ଯ）

5 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（S%123࣭ۉ ଯ）
6 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻ炭化物・をগ量含む　（S%123ଯ）
7 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻ炭化物をগ量含む　（S%123 ଯ）

8 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
炭化物ཻ・をগ量含む　（S%123 ଯ）

9 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ をগ量含む　（S%123 ଯ）
10 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ をগ量含む　（S%123 ଯ）

11 10:34�1 փ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　࠭を
গ量含む　（S%123 ଯ）
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第 61 図　SD38・155 溝跡
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ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%116 溝跡 （r第 62 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区南部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*113・S,158・S%38 ˠ S%116 ˠ S#328

ʤ規模・形状ʥ東西方に直線的に延びる。長さ 7.5m

を確認した。東ଆは調査区外延び、西ଆは平に

よりফࣦしている。上෯ 89~112Dm、ఈ෯ 66~76Dm、

ਂさ 16~22Dm で、ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面

はほぼ平ୱで東かって؇かにࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ᆀが出土した。

内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のり

しはճసࢳりである。

ʲS%122・123 溝跡 （r第 60・63 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・59）

ʤҐ置ʥ3 区東部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%123 ˠ S,125・S%122

ʤ規模・形状ʥS%122・123 溝跡は、重複して南北方

に直線的に延びる。長さ 10m を確認し、調査区外

の南北延びている。1 条の溝跡として掘りԼ͛を行

なったため、S%122 溝跡の西ଆ上は調査区นࡍの

2 か所をআいて確認できなかった。S%123 溝跡は上

෯ 136~180Dm Ҏ 上、 ఈ ෯ 20~75Dm、 ਂ さ 69~85Dm

で、ԣஅ面形はٯ形をఄする。東ଆを S%122 溝跡

にյされている。S%122 溝跡は上෯ 85~117Dm、ఈ෯

28~98Dm、ਂさ 10~35Dm で、ԣஅ面形はٯ形をఄ

する。いͣれもఈ面はԜತをͪ࣋、南かって

؇かにࣼしている。

ʤଯ積土ʥS%122 溝跡のଯ積土は࣭ۉなࠇ৭シϧτ、

地ࢁϒロοク・ཻ・炭化物をগ量含むࠇ৭シϧτ、

S%123 溝跡のଯ積土は地ࢁϒロοク・ཻ、࠭、炭

S%38 溝跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S%155 溝跡　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
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第 62 図　SD50・105・116 溝跡
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S%105 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:36�6 明ԫ ೪土 ৭土をগ量含む　（人ҝ）ࠇ

S%116 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S%50 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクগ量・ম土
ϒロοクを多量に含む

3 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（機時ଯ࣭ۉ  ）
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

2 S%38 ଯ積土 ম土器 ᆀ 内面：ロクロナσˠ平に調整ɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 14.1 6.6 3.3 形ུ 005 58-3

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S%50 ଯ積土上 須恵器 ֖ 内面：ロクロナσɼ外面：ロクロナσˠճసϔϥέズリˠπϚϛऔ付けˠナσ （15.6） ʖ （2.9） 1�2 165 58-6

0 10cm

S=1/3

1 2

3

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

5 S%24 確認面 紡錘車 ৭ยຑؠ ܘ 6.5 ～ 7.1 ̼̼ 42.3 41.3 14.1 33.8 213 58-4

0 �cm

S=�/3

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
3 S%123 ଯ積土 中世陶器 ᙈかു 内面：ナσ、ࣗવᬵ　外面：ϔϥナσ 部 253 59-1

4 S%122
S%123 ଯ積土 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ、ࣗવᬵ　外面：ϔϥナσ 部 254 59-2

4 5
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第 63 図　SD24・38・50・122・123 溝跡出土遺物，SD124・132 溝跡

S%132 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
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第 64 図　SD114・115・129 溝跡，SX135・137 性格不明遺構
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S%114・115 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む
　（S%114 ଯ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻ・炭化物ཻをগ量含む
　（S%115 ଯ）

S9135 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ম土ཻをগ量含む

2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（住掘  ）

S9137 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ম土をগ量含む

2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む（住掘ʁ）

S%115・129 溝跡　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（S%115 ଯ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（S%115 ଯ）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（基本ᶚ対Ԡ）
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ を多量に含む　（S%129 人ҝ）

化物ཻを含むࠇ৭シϧτ、փ৭೪࣭シϧτで、い

ͣれもࣗવྲྀ入土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥS%122・123 溝跡ଯ積土より土師器ᆀ・

ᙈ、中世陶器ᙈ（第 63 ਤ 、製の砥石のഁยؠփڽ、（4

S%123 溝跡ଯ積土より中世陶器ᙈまたはു（第 63 ਤ

3）が出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整を

施すもの、ϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すものがあ

る。ᙈは外面にϋέϝ調整を施す。
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　 遺 跡 範 囲 の 東 部 に Ґ 置 し、 東 西 に 186m、 南 北

10~23m の調査区である。調査区内はほぼ平ୱで、東

かって؇かにࣼする。中ԝ部から東部にかけ

ては前ճのほ場整備に伴う整地事による平が著し

͘、確認された遺構はগない。遺構確認面はݱ地表

面からਂさ 15~25Dm のᶚ ~ ᶜ上面である。遺構は

竪穴住居跡 7 軒、掘立柱建物跡 32 棟、柱列跡 11 条、

溝跡 8 条、井戸跡 6 基、土坑 23 基、水溜め状遺構 1 基、

畝溝状遺構 1 基を確認した（第 65 ਤ、ࣸਅਤ൛ 19）。

ʢ̍ʣ୦݀ॅډ跡
ʲS*4 竪穴住居跡 （r第 66~68 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・27・59）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.30m、࣠ 4.10m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-7°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 17Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοク・ཻを含むࠇ

৭・ࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積土と考え

られる。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上で 4 か所（11~14）

を確認した。柱穴掘方の平面形は長࣠ 40~48Dm、

࣠ 30~38Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を ఄ す る。 ਂ さ は

21~30Dm で、いͣれも平面形が直ܘ 16~24Dm の円形

をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤप溝・น材ʥΧϚド・ஷ蔵穴がҐ置する住居北東部

をআ͘住居น面にԊってน材ࠟ跡を確認した。上෯

8~22Dm、ఈ෯ 5~16Dm、ਂさ 2~8Dm でԣஅ面形が̪

字形をఄする。ଯ積土は地ࢁϒロοクをগ量含むࠇ৭

シϧτで、น材ࠟ跡に伴う溝状の掘方は確認されない。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝ東دりに付設する。෯

115Dm、 Ԟ 行 74Dm の ೩ ম 部 が  ଘ し、 ข 口 ෯ は

58Dm で あ る。 ೩ ম 部 ఈ 面 は ෯ 58Dm、 Ԟ 行 72Dm

で、 চ 面 よ り 3Dm ほ ど 皿 状 に ۼ む。 ଆ น は 長 さ

42~52Dm、෯ 32~40Dm、ଘߴ 16Dm である。Ԟน

は住居北นより 28Dm ுり出す。ӈଆนઌ付近のচ

面でඃにより৭化した֯柱状のڽփؠ石が出土

した。ΧϚドのข口部を構成していた構ங材と考えら

れる。ଆน構ங土は৭೪土を༻いている。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形が長࣠ 95Dm、࣠ 80Dm の۱ؙ

方形をఄし、அ面形はਂさ 28Dm のٯ形をఄする。

ଯ積土は地ࢁϒロοク・ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτ

で人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥচ面で 2 基（,2・,3）、住居掘方ఈ面で

4 基（,4~,7）の土坑を確認した。,2 は平面形が長

࣠ 135Dm、  ࣠ 100Dm の 不 整 ପ 円 形 を ఄ し、 அ 面

形はਂさ 24Dm のٯ形をఄする。,3 は平面形が長

࣠ 77Dm、࣠ 44Dm のପ円形をఄし、அ面形はਂさ

15Dm の箱形をఄする。ଯ積土はいͣれも地ࢁ・ম土

ϒロοクを多量に含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と

考えられる。住居掘方ఈ面で確認した ,4~,7 は、平

面形が長࣠ 51~110Dm、࣠ 35~80Dm のପ円形・不

整ପ円形・不整方形をఄし、அ面形はਂさ 11~22Dm

のٯ形・箱形をఄする。ଯ積土は地ࢁ・ম土ϒロο

クを多量に含むࠇ৭・ࠇ৭・҉৭シϧτで、人ҝ

的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᆀ（第 68 ਤ 1・3）、住

居内ଯ積土よりম成೪土մ（ࣸਅਤ൛ 59-8）、ΧϚド

内ଯ積土より土師器ᙈ（第 68 ਤ 6）、,1 ଯ積土より

土師器ᆀ（第 68 ਤ ・ߴ（2 ᆀ（第 68 ਤ ・ߴ（4 ᆀʁ（第

68 ਤ 5）・ᙈ（第 68 ਤ 7）、が出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀで体部から口縁部にかけて

内ኪするもの（第 68 ਤ 1・3）と、平ఈؾຯのແஈ

ؙఈᆀで体部が内ኪし口縁部がわͣかに外するも

の（第 68 ਤ 2）とがある。第 68 ਤ 1・3 は外面の体

部と口縁部のڥにわͣかにஈをͪ࣋、口縁部にϤコナ

σ・体部にϔϥέズリ調整を施す。内面にϔϥϛΨΩ

調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。たͩし、第 68 ਤ

1 は外面の体部 ~ ఈ部、内面のఈ部にඃによる器น

のണが認められることから、内面のࠇ৭ॲཧがೋ次

ඃによりফࣦしたՄ性もある。第 68 ਤ 2 は外面

の体部にナσˠ口縁部にϤコナσ調整、外ఈ面に木葉

ࠟˠ体部ԼҐ ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。外面の体部に೪土ඥのྠ

積Έࠟ跡を多͘す。ߴᆀ（第 68 ਤ 4）はᆀ部の体

部外面にஈをͪ࣋口縁部が外する。外面の口縁部に

Ϥコナσ、体部 ~ 部にϔϥέズリ調整を施し、ᆀ部٭

の内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。第 68 ਤ

5 はߴᆀのᆀ部のഁยと考えられる。体部外面に明ྎ

なஈは認められͣ、外面の口縁部にϤコナσ・体部に

ϋέϝˠ体部にナσ調整ˠ体部にϔϥέズリ調整、内

面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥナσˠ体部ԼҐに

ϔϥϛΨΩ調整を施す。ᙈ（第 68 ਤ 6・7）は平ఈ

で部中Ґ上半に࠷大ܘをもつ長形で外面のᰍ部に

ஈを࣋たない。外面の部にϋέϝˠ口縁部にϤコナ
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σ調整、内面の部にϔϥナσ・口縁部にϤコナσ調

整を施す。ম成೪土մ（ࣸਅਤ൛ 59-8）は長さ 4.9Dm、

෯ 4.0Dm、ްさ 1.8Dm で、土に২物ણҡがࠞ入し、

表面に෯ 4~5mm の溝状にฒ列するΠωՊ২物とΈら

れるѹࠟが見られる。

　このほか、চ面・,1・,2・,4・,6 ଯ積土・ΧϚド

内ଯ積土・住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ土

より土師器ᆀ・大ܕᆀ・ᙈが出土した。ᆀは༗ஈؙఈ

で内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。外面のஈ

に対ԠするҐ置の内面に۶曲を࣋つものと、࣋たない

ものとがある。大ܕᆀは内面にナσ調整、外面にϋέ

ϝˠナσ調整を施す。ᙈは外面のᰍ部にஈをͪ࣋、

部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS*5a 竪穴住居跡 （r第 69 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21）

ʤҐ置ʥ4 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*5a ˠ S*5C・S*5D

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.10m、࣠ 4.65m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-21°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 8Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ地ࢁをচとし、ほぼ平ୱである。চ

面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτ

で、S*5C চ面を構ஙする住居掘方ຒ土である。

ʤ主柱穴・प溝・น材ʥなし

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝに付設する。෯ 110Dm、Ԟ行

72Dm の೩ম部がଘし、ข口෯は 34Dm である。೩

ম部ఈ面は෯ 34Dm、Ԟ行 60Dm でচ面より 7Dm ほど

皿状にۼむ。ଆนは地ࢁをり出して構ஙされてお

り、長さ 52~70Dm、෯ 30~40Dm、ߴさ 16Dm である。

Ԟนは住居北นと一கする。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS*5C 竪穴住居跡 （r第 70・72 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・60）

ʤҐ置ʥ4 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*5a ˠ S*5C ˠ S*5D

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.74m、࣠ 4.74m ʗுり出し付

き方形ʗ S*5a とほぼ同規模の平面形をͪ࣋、北ล中ԝ

に෯ 1.75m、Ԟ行 0.70m のுり出し部を֦ுしている。

ʤ方ʥ東ล：/-21°-8

ʤน面ʥS*5D にյされておりଘしない。

ʤচ面・ଯ積土ʥS*5a চ面を掘方ຒ土により 20Dm Ҏ上

ਹ上͛している。চ面は S*5D にյされておりଘしない。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上で 4 か所（11~14）

を確認した。柱穴掘方の平面形は長࣠ 46~50Dm、

࣠ 38~45Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を ఄ す る。 ਂ さ は

32~43Dm で、すての柱穴で平面形が直ܘ 14~16Dm

の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される北ล中ԝ部をআ͘

住居น面にԊってप溝を確認した。上෯ 15~35Dm、

ఈ෯ 7~20Dm、ਂさ 5~7Dm でԣஅ面形が̪字形をఄ

する。ఈ面はほぼ平ୱである。ଯ積土は地ࢁϒロοク

を多͘含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えら

れる。น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝのுり出し部に೩ম部ఈ面と

ӈଆนのࠟ跡を確認した。೩ম部ఈ面には෯ 35Dm、

Ԟ行 20Dm の範囲で৭ߗ化面を形成している。ӈଆ

นのࠟ跡は長さ 38Dm、෯ 14Dm である。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形が長࣠ 115Dm、࣠ 80Dm のପ

円形をఄし、அ面形はਂさ 25Dm のٯ形をఄする。

ʤ出土遺物ʥ住居掘方ຒ土より土師器小ܕᙈ（第 72

ਤ 3）が出土した。平ఈで部上Ґに࠷大ܘをͪ࣋、

外面のᰍ部にஈを࣋たない。外面の部にϋέϝˠ口

縁部にϤコナσ調整、内面の部にϔϥナσ・ϋέϝ

ˠ口縁部にϤコナσ調整を施す。内面には೪土ඥのྠ

積Έࠟ跡を多͘す。外ఈ面に木葉ࠟが見られる。

ʲS*5D 竪穴住居跡 （r第 71~72 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・60）

ʤҐ置ʥ4 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*5a・S*5C ˠ S*5D

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 長 ࣠ 5.90m、  ࣠ 5.22m ʗ ு り 出

し 付 き 方 形 ʗ S*5C を 西 ଆ  0.40~0.50m、 南 ଆ 

0.20~0.30m ֦ுしている。北ล中ԝに෯ 1.75m、Ԟ

行 0.70m のுり出し部を࣋つ。

ʤ方ʥ東ล：/-21°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 9Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥS*5C 住居掘方ຒ土をচとする。西・

南部の֦ு部分では地ࢁをচとする。ほぼ平ୱͩが、

ΧϚドの付設される北ล中ԝのுり出し部は 10Dm ߴ

͘、ข口前面がࣼする。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒ

ロοク・ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後

のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ施設ʥ主柱穴・ΧϚド・ஷ蔵穴は S*5C のものをその

まま༻したと考えられる。प溝・น材ࠟ跡は確認さ

れていない。ஷ蔵穴（,1）のଯ積土は地ࢁ小ϒロο

クを含むࠇ৭シϧτ・ࠇ৭・փ৭೪࣭シϧτで、

住居ഇઈ後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᙈ（第 72 ਤ 2）、遺構確

認面より土師器ᆀ（第 72 ਤ 1）が出土した。

　土師器ᆀ（第 72 ਤ 1）は༗ஈؙఈᆀで体部が内ኪ
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S*4 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（住ଯ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住ଯ）
3 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ主体　（住น面่）

4 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
ম土ཻ・炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ）

5 7.5:34�4  シϧτ ম土ཻを含む　炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ）

6 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
ম土ཻ・炭化物ཻを多量に含む　（ᜱଯ）

7 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ）

8 5:34�8  シϧτ ম土ཻを多量に含む　（ᜱ機時ଯ）
9 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（น材ࠟ）

10 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）
S*4 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:34�4  ೪土 ৭土をগ量含む　（ᜱ構）ࠇ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*4 竪穴住居跡　,1　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
ম土ཻをগ量含む　（人ҝ）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（人ҝ）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　11　E-E`
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*4 竪穴住居跡　12　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*4 竪穴住居跡　13　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

第 67 図　SI4 竪穴住居跡（2）

し口縁部が直線的に外する。外面の体部と口縁部

のڥにஈをͪ࣋、内面の対ԠするҐ置で۶曲する。

内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、外面の口縁部に

Ϥコナσ調整、体部にϔϥέズリ調整を施す。ᙈ（第

72 ਤ 2）は平ఈで部中Ґに࠷大ܘを࣋つ長形の

もので、外面のᰍ部にࠟ跡的なஈを࣋つ。外面の

部にϋέϝˠ口縁部にϤコナσ調整を施し、内面の

部にϔϥナσ・口縁部にϋέϝˠϤコナσ調整を

施す。外ఈ面に木葉ࠟˠ不明ながらナσ調整を施

すとΈられる。

　このほか、住居内ଯ積土より土師器ᆀ・ു・ᙈ、ロ

クロ土師器ᙈが出土した。ുは内面にϤコナσ調整、

外面の口縁部にϤコナσ・体部にϋέϝ調整を施す。

ᙈは外面のᰍ部にஈを࣋つものと、࣋たないものとが

あり、部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS*6 竪穴住居跡 （r第 71~72 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・60）

ʤҐ置ʥ4 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 2.7m Ҏ上、࣠ 2.5m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥ不明

ʤଘ状گʥচ面の一部と住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤচ面・ଯ積土ʥ中ԝ部の一部のΈଘする。住居掘

方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土

は地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᙈ（第 72 ਤ ؠփڽ、（4

石が出土した。部中Ґに࠷大ܘを࣋つ長形で、

外面のᰍ部にஈを࣋たない。外面の部ԼҐにέズリ

ˠ口縁部 ~ 部にϋέϝˠ口縁部にϤコナσ・部に

ϔϥナσ調整、内面の部にϔϥέズリˠϔϥナσˠ

口縁部にϤコナσ調整を施す。

ʲS*9 竪穴住居跡 （r第 73~74 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・60・61）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS#312 ˠ S*9 ˠ S#305・S#308・S#311・

S#373・SA310・SE60・S%8・S%74

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 6.50m Ҏ上、࣠ 6.30m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-32°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 8Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ

৭シϧτ・೪࣭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積土

と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ֓ Ͷ住居平面形の対֯線上で 3 か所確認した。

北ଆの 1 か所は調査区外にҐ置すると推定される。柱

穴掘方の平面形は長࣠ 48~68Dm、࣠ 33~64Dm の۱

ؙ方形・ପ円形をఄする。ਂさは 64~78Dm で、いͣ

れも平面形が直ܘ 18~19Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を

確認した。11・12 では柱材のりऔりࠟ跡を確認した。

ʤप溝・น材ʥ住居北東・北西ଆの住居น面にԊって
S*4 竪穴住居跡　14　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:33�4 ҉ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱掘）

S*4 竪穴住居跡น材ࠟ跡　*-*�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
（น材ࠟ・住居主அ面 9 対Ԡ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（住掘・住居主அ面 10 対Ԡ）

S*4 竪穴住居跡　,2　　+-+�

/P. 土৭ 土性 備考

1 7.5:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む
ম土ཻを含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　,3　,-,�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土小ϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　,4　---�

/P. 土৭ 土性 備考

1 7.5:32�3 ҉ۃ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ম土ཻを含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　,5　M-M�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　,6　/-/�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻを含む　（人ҝ）

S*4 竪穴住居跡　,7　0-0�

/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ম土ϒロοクをগ量含む　（人ҝ）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）



第̐ষ　調査の結果
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*4 চ面直上  
1PU.2 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（体～ఈ）ϔϥέズリˠ（口）Ϥコナσ

˞内面（ఈ）・外面（体～ఈ）মけはじけ 11.6 ʖ 4.2 2�3 040 59-3

2 S*4 ,1 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（体）ナσˠ（口）Ϥコナσˠ（体Լ～ఈ）
ϔϥέズリɼ（ఈ）木葉ࠟ一部ଘ （14.2） 6.2 4.9 1�2 042 59-4

3 S*4 চ面直上 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体Լ～ఈ）ϔϥέズリ 16.0 ʖ 4.8 形ུ 039 59-5

4 S*4 ,1 ଯ積土 土師器 ᆀߴ 内面：（ᆀ）ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ（٭）ϔϥέズリɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（ᆀ
Լ～٭）ϔϥέズリ （11.7） （5.7） 5.9 2�3 041 59-6

5 S*4 ,1 ଯ積土 土師器 ᆀʁߴ 内面：（口）Ϥコナσ・（体）ϔϥナσˠ（体Լ）ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσ・
（体Լ）ϋέϝˠナσˠ（体）ϔϥέズリ （25.0） ʖ 5.2 一部 043 59-7

6 S*4 ΧϚド内ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ（ఈ）
木葉ࠟ ʖ 5.9 （24.7） 一部 045 59-10

7 S*4 ,1 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（口）Ϥコナσˠ（）ϔϥナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσ （16.3） ʖ （18.8） 一部 044 59-9

1
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S=1/3

第 68 図　SI4 竪穴住居跡出土遺物



第２અ　発見された遺構と遺物
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第 69 図　SI5a 竪穴住居跡

S*5 竪穴住居跡 a・C・D　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ、ന৭೪土ཻをগ量含む　（D 期住ଯ）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（D 期住ଯ）

3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（D 期住ଯ）

4 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（D 期住ଯ）

/P. 土৭ 土性 備考

5 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・小ϒロοクを多͘含む
（C 期प溝ଯ・人ҝ）

6 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ大ϒロοク・ϒロοクを多量に含む
（C 期住掘）

7 7.5:33�3 ҉ ೪土 ম土ཻを多量に含む　（a 期ᜱ่）



第̐ষ　調査の結果
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第 70 図　SI5b 竪穴住居跡

प溝を確認した。 上෯ 15~33Dm、 ఈ෯ 9~24Dm、 ਂ

さ 8~12Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。ఈ面はほぼ

平ୱである。ଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭

೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。น材ࠟ跡は

確認されなかった。

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᆵ（第 74 ਤ 7）、11 柱穴

の柱材ൈきऔりࠟ跡より土師器ു（第 74 ਤ 3）、住居

内ଯ積土より土師器ᆀ（第 74 ਤ 1）・ᙈ（第 74 ਤ 8）、

須恵器ᆀ（第 74 ਤ 5）、遺構確認面より土師器ᆀ（第

74 ਤ 2）、住居掘方ຒ土より土師器大ܕᆀʁ（第 74

ਤ 4）・ᙈ（第 74 ਤ 6）が出土した。

S*5 竪穴住居跡 C.D　,1　$-$`
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　
2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　
3 10:34�1 փ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　

S*5 竪穴住居跡 C.D　11　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
3 2.5:3�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク主体　（柱掘）
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S*5 竪穴住居跡 C.D　12　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを多͘含む　（柱掘）

S*5 竪穴住居跡 C.D　13　F-F`
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

3 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*5 竪穴住居跡 C.D　14　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱掘）
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第 71 図　SI5c・SI6 竪穴住居跡
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S*6 竪穴住居跡 A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住ଯ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（住掘）
3 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ を多量に含む　（住掘）

S*5 竪穴住居跡 C.D　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
2 10:33�1 ࠇ ೪性シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・小ϒロοクを含む
3 10:34�1 փ ೪性シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む



第̐ষ　調査の結果
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*5D 確認面 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（ఈ）ϔϥέズリ 15.1 ʖ 4.3 1�3 036 60-6

2 S*5D চ面直上  
1PU.1 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥナσ・ナσɼ（口）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（ɼ口）ϋ

έϝˠ（口）Ϥコナσɼ（ఈ）木葉ࠟˠナσʁ （16.9） 5.6 26.4 1�3 038 60-7

3 S*5C 住居掘方ຒ土 土師器 小ܕᙈ 内面：（）ϔϥナσ・ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ
（ఈ）木葉ࠟ 18.9 （6.2） 17.2 2�3 082 60-8

4 S*6 চ面直上  
1PU.1 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥέズリˠϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（Լ）έズリˠ（口

～）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ（）ϔϥナσ 18.8 ʖ （20.7） 一部 035 60-9

0 10cm

S=1/3
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第 72 図　SI5b・SI5c・SI6 竪穴住居跡出土遺物



第２અ　発見された遺構と遺物
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　土師器ᆀはいͣれも口縁部 ~ 体部のഁยで、内面

にࠇ৭ॲཧを施さない。外面の口縁部と体部のڥにஈ

を࣋つ。第 74 ਤ 2 は外面の口縁部にϤコナσ・体部

にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩ調整を施す。第

74 ਤ 1 は外面の体部にϋέϝˠϔϥέズリ・口縁部

にϤコナσˠϔϥϛΨΩ調整、内面の口縁部 ~ 体部

にϤコナσˠϔϥϛΨΩ調整を施す。ു（第 74 ਤ 3）

は外面の口縁部にϤコナσˠ体部にϋέϝ調整、内面

の口縁部にϤコナσˠ口縁部 ~ 体部にϔϥナσ調整

を施す。大ܕᆀ（第 74 ਤ 4）は体部と口縁部のڥに

۶曲をͪ࣋、体部が内ኪしい口縁部が直立ؾຯに外

のϋέϝˠ口縁部にԣ方する。外面の体部にॎ方

のϋέϝˠϤコナσˠ体部にナσ調整、内面の体部

Լ半にナσˠ口縁部にԣ方のϋέϝˠϤコナσˠ体
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第 73 図　SI9 竪穴住居跡

S*9 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住ଯ）
2 10:32�3 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（प溝ଯ）
3 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*9 竪穴住居跡　11　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・࠭をগ量含む　（柱）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
3 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）　

S*9 竪穴住居跡　12　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
3 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*9 竪穴住居跡　13　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*9 竪穴住居跡प溝　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

2 10:32�3 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（प溝ଯ・住居主அ面 2 対Ԡ）

3 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（住掘・住居主அ面 3 対Ԡ）



第̐ষ　調査の結果
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*9 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩɼ（体）ϋ
έϝˠϔϥέズリ ʖ ʖ （4.8） 一部 027 60-3

2 S*9 確認面 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）έズリ ʖ ʖ （3.8） 一部 024 60-4

3 S*9 11 ൈ 土師器 ു 内面：（口）Ϥコナσˠ（口～体）ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体）ϋέ
ϝˠ一部ナσ ʖ ʖ （4.0） 一部 025 60-2

4 S*9 住居掘方ຒ土 土師器 大ܕᆀ
内面：（ఈ付近）ナσˠ（口）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσˠ（体）ϔϥϛΨΩɼ外面：

（体）ॎ方ϋέϝ （ɣ口）ྏ 線を࡞り出すԣ方のϋέϝ （ɣ口）Ϥコナσ （ɣ体）
ナσɼ˞内外面：（ఈ）ຏ໓

（27.9） ʖ （6.7） 1�4 026 61-1

5 S*9 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσ （13.0） ʖ （2.5） 一部 028 60-1
6 S*9 住居掘方ຒ土 土師器 ᙈ 内面：同心円状当て۩ࠟˠナσɼ外面：平行λλΩˠナσ ʖ ʖ ʖ 一部 048 60-5

7 S*9 চ面直上  
1PU.2 土師器 ᆵ 内面：（）ϔϥナσˠ（ఈ）ϢϏナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（）ϋέϝɼ（ఈ付近）

ナσɼ（ఈ）έズリʁ ʖ （7.0） （20.0） 1�3 023 61-2

8 S*9 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσ・（
Լ）ϔϥϛΨΩ （18.8） ʖ （24.4） 部 022 61-3

第 74 図　SI9 竪穴住居跡出土遺物
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部にϔϥϛΨΩ調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。ᙈ

は部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、長形で外面のᰍ部にஈ

を࣋たないもの（第 74 ਤ 8）と、体部ഁยで外面に

平行λλΩˠϤコナσ調整、内面に同心円状当て۩

ࠟˠϤコナσ調整を施すもの（第 74 ਤ 6）とがある。

第 74 ਤ 8 は外面の部にϋέϝˠ口縁部にϤコナσ

ˠ部にૈいϔϥϛΨΩ調整、内面の部にϔϥナσ

ˠ口縁部にϤコナσ調整を施す。ᆵ（第 74 ਤ 7）は

平ఈで部にؙΈを࣋つ。外面の部にϋέϝ・部

ԼҐにナσ調整、外ఈ面に不明ながらέズリ調整、

内面の部にϔϥナσˠఈ部にϢϏナσ調整ˠϔϥϛ

ΨΩ調整を施す。

　このほか、11 柱穴の柱材ൈきऔりࠟ跡・住居内ଯ

積土・遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᙈが出土

した。外面のᰍ部にஈを࣋つものと、ࠟ跡的なஈを࣋

つものとがあり、部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*10 竪穴住居跡 （r第 75~76 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・22・62）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*10 ˠ S#295・S#373・S#374・S%63

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.00m、࣠ 4.30m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-1°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 7Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁ・炭化物ཻを含むࠇ

৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚドの付設される住居北ล中ԝ付近

をআ͘住居น面にԊってน材ࠟ跡を確認した。上෯

6~20Dm、ఈ෯ 4~11Dm、ਂさ 8Dm でԣஅ面形が̪字

形をఄする。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτ

で、น材ࠟ跡に伴う溝状の掘方は確認されない。

ʤΧϚドʥ住居北น中ԝ付近に付設する。෯ 80Dm Ҏ上、

Ԟ行 68Dm の೩ম部がଘし、ข口෯は 54Dm Ҏ上で

ある。೩ম部ఈ面は෯ 54Dm Ҏ上、Ԟ行 62Dm で、ඃ

による৭ߗ化面が形成されている。ଆนはࠨଆの

Έଘし、長さ 62Dm、෯ 21Dm、ଘߴ 12Dm である。

Ԟนは住居北นと一கする。ଆน構ங土には地ཻࢁ・

ന৭೪土ϒロοクを多͘含む҉৭೪࣭シϧτを༻

いている。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱と推定されるҐ置

で土坑 1 基（,1）を確認した。ཚによってচ面が

յされており、চ面より 10Dm いҐ置で確認した

ためচ面との関は不明であるが、Ґ置と形状からஷ

蔵穴としてѻう。平面形は長࣠ 80Dm、࣠ 65Dm の

不整ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 5~12Dm のٯ形を

ఄする。ଯ積土は 2 に細分され、1 は地ࢁ・ম土

ϒロοクを含むࠇ৭シϧτ、2 は地ࢁ・ম土ϒロο

クを多量に含むԫ৭೪࣭シϧτで、1 はࣗવଯ積

土、2 は人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᙈ（第 76 ਤ 6）・小ܕᙈ（第

76 ਤ 5）・刀子（第 76 ਤ 8）、,1 ఈ面より土師器ᆀ（第

76 ਤ 2）、住居内ଯ積土より土師器ᆀ（第 76 ਤ 1・3）・

第）ࠋ 76 ਤ 7）、遺構確認面より土師器 （ു第 76 ਤ 4）

が出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀ（第 76 ਤ 1・2）と、ແஈ

のᆀ（第 76 ਤ 3）とがある。第 76 ਤ 1 は外面の体

部Լにஈをͪ࣋、体部 ~ 口縁部が直線的に外

する。外面の体部 ~ 口縁部にϤコナσ調整、ఈ部にϔ

ϥέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施

す。第 76 ਤ 2 は体部から口縁部にかけて内ኪし、外

面の体部中Ґにஈを࣋つ。外面の口縁部にϤコナσ・

体部 ~ ఈ部にϔϥέズリˠナσ調整、内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。第 76 ਤ 3 は体部が内ኪし

口縁部が外する。外面の口縁部にϤコナσˠ体部に

ϔϥέズリ調整、内面の体部にϔϥナσˠ口縁部にϤ

コナσ調整を施し、ࠇ৭ॲཧを施さない。ു（第 76

ਤ 4）は内ኪする口縁部のഁยである。口縁部の内外

面にϤコナσ調整を施す。ᙈ（第 76 ਤ 6）は部中

Ґに࠷大ܘを࣋つ長形で、ఈܘが小さい。外面の

部にϋέϝˠ部ԼҐにϔϥέズリ調整、外ఈ面にナ

σ調整、内面にϢϏナσˠϔϥナσ調整を施す。内面

に೪土ඥのྠ積Έࠟ跡を多͘す。小ܕᙈ（第 76 ਤ

5）は部中Ґに࠷大ܘを࣋つٿ形で、外面のᰍ部

にࠟ跡的なஈを࣋つ。外面の部にϋέϝˠ口縁部に

Ϥコナσ調整、内面の部にϔϥナσ・口縁部にϤコ

ナσˠϔϥナσ調整を施す。内面に೪土ඥのྠ積Έࠟ

跡を多͘す。ࠋ（第 76 ਤ 7）はແఈ式のࠋのഁยで、

Լ部付近にԣ方のઠを施す。外面にϔϥέズリ

調整、内面 ~ Լ部にϔϥナσ調整を施す。刀子（第

76 ਤ 8）はਕ部のΈଘする。

　このほか、চ面・住居内ଯ積土・遺構確認面より土

師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᙈが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙ

ఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。外面の

ஈに対ԠするҐ置の内面に۶曲を࣋つものと、࣋たな

いものとがある。ᙈはٿ形のものと、長形のもの

とがある。外面のᰍ部にࠟ跡的なஈをͪ࣋、部にϋ

έϝ調整を施す。೪土ඥの積Έ上͛部でണしたٙࣅ

口縁の口৶部にΩβϛを施すものがあり、製࡞に関わ

るٕ๏と考えられる。
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第 75 図　SI10 竪穴住居跡

S*10 竪穴住居跡　A-A�,#-#�,$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ ・炭化物 ・ཻを含む　（住ଯ）

2 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ೪土ϒロοク・ম土ϒロοク・ཻを多量に含む
炭化物ཻをগ量含む　（ᜱ่）

3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（น材ࠟ）

4 10:38�6 ԫᒵ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・೪土ϒロοクを多量に
含む　（住掘）
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S*10 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 2.5:33�6 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻ೪土ϒロοクを多量に含む　（ᜱ構）

S*10 竪穴住居跡　,1　E-E`
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ϒロοクを含む

2 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
ম土ϒロοクを含む
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*10 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（ఈ）έズリ
˞外面：（ఈ）মけはじけ （11.4） ʖ 3.0 4�5 029 62-1

2 S*10 ,1 ఈ面 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体～ఈ）ϔϥέズリˠナσ 14.0 ʖ 4.5 形ུ 084 62-3

3 S*10 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：（体）ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体Լ）ϔϥέズリ
˞外面：（口）ࠇ৭付ண物 ʖ ʖ （4.0） 一部 031 62-6

4 S*10 確認面 土師器 ു 内面：（口）Ϥコナσ・ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ണで不明 ʖ ʖ （5.1） 一部 034 62-7

5 S*10 চ面直上  
1PU.1 土師器 小ܕᙈ 内面：（口）Ϥコナσˠ（）ϔϥナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσ 16.0 ʖ （12.7）上半部 032 62-4

6 S*10 চ面直上  
1PU.2 土師器 ᙈ 内面：ϢϏナσˠϔϥナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（ఈ付近）ϔϥέズリɼ（ఈ）ナσ

˞内面：೪土ඥのྠ積Έࠟ跡を多͘す ʖ （3.9） （23.5） 1�2 083 62-5

7 S*10 ଯ積土 土師器 ࠋ 内面：ϔϥナσɼ外面：ϔϥέズリɼ˞ແఈ式ɼ部Լ付近にઠ༗り ʖ ʖ （6.8） 一部 030 62-8

0 10cm

S=1/3

第 76 図　SI10 竪穴住居跡出土遺物

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 材࣭ 特徴
๏量（Dm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

8 S*10 চ面直上 刀子 మ ਕ部྆面：木࣭付ண物 （6.2） （0.9） （0.9） （5.4） 一部 281 62-2
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ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡
ʲS#20 掘立柱建物跡 （r第 77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 26）

ʤҐ置ʥ̐区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#20 ʵ S,348

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 4.80m）・南北 2 間（総

長 3.50m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-16°-E

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

46~62Dm、࣠ 34~50Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂ

さ 28~38Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多量

に含むࠇ৭シϧτ・࣭࠭シϧτ・೪࣭シϧτである。

1 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、6 か所で平面形が直ܘ

14~22Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北・南ଆ柱列：西から（160）-（130）-（190）Dm

東ଆ柱列：北から（170）-180Dm

ʤ出土遺物ʥ16 柱穴ଯ積土より土師器ᆀが出土した。

内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲS#21 掘立柱建物跡 （r第 79 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#295・S#304・S,67・S%63・S962 ˠ S#21 ʵ

S#298・S#299・S#301・S#302・S#373・SA297・

SA300・SA303・S,80・S,204

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 6.22m）・南北 2 間（総

長 3.97m）ʗ南北縁・廂付東西棟চଋ建物（南・北面に縁、

南面中ԝ1間分・北面東2間分に廂）ʗ縁の出：北1.36m・

南：（1.53）m ʗ廂の出：北 1.34m・南（0.74）m

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-7°-8

ʤ柱穴ʥ ࣷで 12 か所（うͪচଋ 4 か所）、 縁で 8

か所、廂で 5 か所を確認した。掘方の平面形は長࣠

24~70Dm、࣠ 22~56Dm のପ円形・ུ円形・۱ؙ方

形で、ਂさ 11~76Dm である。ࣷ北・南ଆ柱列では

長 ࣠ 34~70Dm、  ࣠ 32~54Dm と 規 模 が 大 き ͘、 こ

れにڬまれる中ԝのচଋ柱列では長࣠ 25~36Dm、

࣠ 20~28Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含む

৭೪࣭৭・明ԫࠇ、৭シϧτ҉・৭ࠇ・৭ࠇ

シϧτである。ࣷの 9 か所（うͪচଋ 2 か所）、縁

の 6 か所、廂の 5 か所で平面形が直ܘ 13~22Dm の円

形・ପ円形をఄする柱ࠟ跡を確認し、このうͪࣷの

4 か所、縁の 2 か所で柱材の一部、ࣷの 1 か所、縁

の 4 か所で礎板がଘしていた。

ʤ柱材ੇ๏ʥࣷの 4 か所（12~4・7）、廂の 2 か所（114・

15）で確認し、ܭ測できたのはࣷの 4 か所のもの

で あ る。 ෯ 14.5~17.0Dm、 ް さ 14.0~16.2Dm、 長 さ

25.6~49.9Dm のׂ材（ਊڈ材）で、ԣஅ面形は正方形・
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S#20 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む　（柱掘）

3 2.5:3�2 ࠇ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む
࠭をগ量含む　（柱掘）

S#20 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　࠭を含む　（柱掘）

S#20 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱ൈ）
2 10:33�2 ࠇ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　࠭を含む　（柱掘）

S#20 掘立柱建物跡　15　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 2.5:3�1 ࠇ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（柱掘）
3 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）
4 2.5:4�3 Φリーϒ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　࠭を含む　（柱掘）

S#20 掘立柱建物跡　16　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ を多量に含む　（柱掘）

S#20 掘立柱建物跡　17　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�1 ࠇ ೪土 ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　࠭を含む　（柱掘）
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S#21 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　14　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む　（柱掘）
3 10:36�8 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　17　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　112　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　113　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　115　*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　116　+-+�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　117　,-,�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　119　---�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　122　M-M�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#21 掘立柱建物跡　123　/-/�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
ম土ཻをۃগ量含む　（柱掘）
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֯形・ീ֯形をఄする。

ʤ柱間ੇ๏ʥࣷ北ଆ柱列：西から 224-204-194Dm

ࣷ東ଆ柱列：北から 163-234Dm

ʤ出土遺物ʥ11~5・17・111~15・121・125 柱穴ଯ積

土・14 柱穴掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈなどが出土した。

ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS#22 掘立柱建物跡 （r第 80 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS%8 ˠ S#22 ʵ S#304・S#305・S#306・S#309・

S#373・S#374・S,322・S%74

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 4.70m）・南北 1 間（総

長 3.80m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-2°-E

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

23~40Dm、࣠ 20~31Dm のପ円形・ུ円形・۱ؙ方

形で、ਂさ 17~35Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロο

クを多量に含むࠇ৭シϧτ・೪࣭シϧτである。5

か所で平面形が直ܘ 13~15Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を

確認し、このうͪ 1 か所で柱材の一部がଘしていた。

ʤ 柱 材 ੇ ๏ʥ1 か 所（14） で 確 認 し た。 直 ܘ 14Dm、

長さ 18Dm のؙ柱で、木औりは不明である。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から 220-250Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#23 掘立柱建物跡 （r第 81 ਤ、ࣸਅਤ൛ 22・25・63）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#23 ʵ S#285・S#286・S#287・S#290・S#364

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 2.50m）・南北 3 間（総

長 5.80m）ʗ࢛面廂（縁）付南北棟ଆ柱建物ʗ廂（縁）

の出：0.42~1.04m

ʤ方ʥࣷ東ଆ柱列：/-11°-E

廂（縁）東ଆ柱列：/-8.5°-E

ʤ柱穴ʥࣷで 8 か所、廂（縁）で 11 か所確認した。

掘方の平面形は長࣠ 22~40Dm、࣠ 20~34Dm のུ円

形・ପ円形で、ਂさ 15~50Dm である。ࣷ柱穴では

長࣠ 28~40Dm、࣠ 25~32Dm と規模が大き͘、

廂（縁）柱穴では長࣠ 25~30Dm、࣠ 20~30Dm である。

掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτ、ࠇ

৭೪࣭シϧτである。ࣷの৭・ԫ 7 か所、廂（縁）

の 10 か所で平面形が直ܘ 10~22Dm の円形をఄする

柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥࣷ東ଆ柱列：北から 190-210-180Dm

ʤ出土遺物ʥ113 柱穴ଯ積土より土師器ย、119 柱穴

ଯ積土よりమ釘（第 81 ਤ 1）が出土した。మ釘（第

81 ਤ 1）は٭部のஅ面が方形で頭部をંりฦす。

ʲS#283 掘立柱建物跡 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 25）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#283 ʵ S#281・S#284・S,3

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 3.15m）・南北 2 間（総

長 1.97m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-50°-E

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

25~37Dm、࣠ 24~32Dm のུ円形・ପ円形で、ਂさ

20~22Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含

むࠇ৭・ࠇ৭シϧτである。6 か所で平面形が直ܘ

12~21Dm の円形・ପ円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から 152-（163）Dm

東ଆ柱列：北から 104-93Dm

ʤ出土遺物ʥ13・16・17 柱穴ଯ積土より土師器ᆀ・
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第 80 図　SB22 掘立柱建物跡

S#22 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#22 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#22 掘立柱建物跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・࠭をগ量含む　（柱掘）

S#22 掘立柱建物跡　15　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S#22 掘立柱建物跡　16　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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ᙈが出土した。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ

を施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS#285 掘立柱建物跡 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23・25）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS#23・S#286・S#287・S#288・SA289 ʵ

S#285 ˠ S#364

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 1.36m）・南北 5 間（総

長 8.96m） Ҏ 上 ʗ 西 廂（ 縁 ） 付 南 北 棟 ଆ 柱 建 物 ʗ

廂（縁）の出：0.86m

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-8°-E

ʤ柱穴ʥࣷで 11 か所、廂（縁）で 5 か所確認した。

掘方の平面形は長࣠ 22~48Dm、࣠ 20~31Dm のପ円

形・ུ円形で、ਂさ 16~42Dm である。掘方ຒ土は地

・৭ࠇ、৭シϧτࠇ・৭ࠇϒロοクを多͘含むࢁ

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 材࣭ 特徴
๏量（Dm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

1 S#23 119 ଯ మ釘 మ 頭部෯：0.8Dmɼ頭部ް：1.0Dmɼ٭部அ面：方形ɼ木࣭付ண物 7.7 （0.7） （0.6） （8.2） 形 282 63-8
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第 81 図　SB23 掘立柱建物跡，出土遺物

S#23 掘立柱建物跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:34�6  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　木ยをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:34�6  ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　16　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　17　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　18　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　113　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　115　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　116　*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ཻを含む　（柱掘）

S#23 掘立柱建物跡　118　+-+�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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第 82 図　SB283・285・286 掘立柱建物跡
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S#283 掘立柱建物跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#283 掘立柱建物跡　15　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#285 掘立柱建物跡　17　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#285 掘立柱建物跡　18　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#285 掘立柱建物跡　19　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#285 掘立柱建物跡　110　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:35�4 にぶいԫ ೪土 ԫ৭ローϜϒロοク主体　ന৭೪土ϒロοク
を多量に含む　ࠇ৭シϧτཻを含む　（柱掘）

S#285 掘立柱建物跡　112　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 2.5:6�3 にぶいԫ ೪土 ന৭೪土 ৭シϧτϒロοクを多量に含む　（柱掘）ࠇཻ・

S#285 掘立柱建物跡　115　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#286 掘立柱建物跡　15　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 　土࣭ۉ

S#286 掘立柱建物跡　16　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 83 図　SB305・309 掘立柱建物跡

E-81
S-2

E-90
S-8

A

A'

㻮

㻮'

㻼1

㻼2 㻼3

㻼4

㻼㻡 㻼㻢

S㻮309

ㄪᰝ༊እ

A A'93.70m

12 2

㻼1

㻮 㻮'

1

2

3 3
4 4

㻼4

0 �m

S = 1/100

0 1m

S = 1/�0

S#305 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　16　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱掘）

S#309 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#309 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含
む　（柱ࠟ）

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

3 10:33�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۉ一に
含む　（柱掘）

4 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク主体　（柱掘）
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S#305 掘立柱建物跡　17　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　18　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む
П 15Dm ఔのを含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　111　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#305 掘立柱建物跡　112　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　113　*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#305 掘立柱建物跡　115　+-+�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#305 掘立柱建物跡　116　,-,�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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にぶいԫ৭೪࣭シϧτである。1 か所で柱材のൈき

औりࠟ跡、13 か所で平面形が直ܘ 10~16Dm の円形を

ఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から 190-187-185-170-（164）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#286 掘立柱建物跡 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 25）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#286 ʵ S#23・S#285・S#288・S#289

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 2.90m）・南北 2 間（総

長 3.32m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-4°-E

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

22~32Dm、࣠ 18~26Dm のུ円形・ପ円形で、ਂさ

16~26Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含

むࠇ৭・ࠇ৭シϧτである。6 か所で平面形が直ܘ

12~16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から 170-162Dm

北ଆ柱列：西から 136-154Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS#305 掘立柱建物跡 （r第 83 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24・26）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*9・S%8 ˠ S#305 ˠ S#373・SE60 ʵ S#22・S#304・

S#306・S#307・S#309・S#374・S,58・S,322・S%74

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 4.46m）・南北 3 間（総

長 7.55m）Ҏ上ʗ東西廂（縁）付চଋ建物ʗ廂（縁）

の出：西 1.15m・東 1.20m

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-5°-8

ʤ柱穴ʥ ࣷで 9 か所（うͪচଋ 1 か所）、 廂（縁）

で 7 か所確認した。掘方の平面形は長࣠ 28~56Dm、

 ࣠ 20~38Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 で、 ਂ さ 10~59Dm

である。চଋ・廂（縁）ではࣷଆ柱よりも規模

が小さい。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭

シϧτ、ࠇ৭・ࠇ৭・҉৭೪࣭シϧτである。

ࣷの 8 か所（うͪচଋ 1 か所）、廂（縁）の 4 か所で

平面形が直ܘ 12~20Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認

し、ࣷの 2 か所（うͪচଋ 1 か所）、廂（縁）の 1

か所で柱材の一部がଘしていた。

ʤ柱材ੇ๏ʥࣷのଆ柱（17）、চଋ（19）、廂（縁、

112）の各 1 か所で確認した。෯ 13.7~15.8Dm、ްさ

11.2~15.1Dm、長さ 26.7~52.5Dm のׂ材（ਊڈ材）で、

ԣஅ面形は֯ޒ形、֯形、ീ֯形をఄする。

ʤ柱間ੇ๏ʥ東ଆ柱列：北から（240）-（256）-259Dm

北ଆ柱列：西から 226-220Dm
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/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 S#313 14 ଯ積土 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ、ϔϥナσ　外面：ϔϥナσ、付ண物（మʁ） 部 259 63-1

第 84 図　SB313 掘立柱建物跡，出土遺物

0 10cm

S=1/3

1

S#313 掘立柱建物跡　15　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む

S#313 掘立柱建物跡　17　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻを含む
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ʤ出土遺物ʥ11・18・113 柱穴ଯ積土より土師器ᙈな

どが出土した。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS#309 掘立柱建物跡 （r第 83 ਤ、ࣸਅਤ൛ 25）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS%8 ˠ S#309 ˠ S,58 ʵ S#22・S#305・

S#313・SA310

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 4.62m）・南北不明ʗ北・

東廂（縁）付建物ʗ廂（縁）の出：北 1.90m・東 1.92m

ʤ方ʥ北ଆ柱列：8-6°-/

ʤ柱穴ʥࣷで 2 か所、廂（縁）で 4 か所を確認した。

掘方の平面形は長࣠ 25~57Dm、࣠ 25~44Dm の۱ؙ

方形・ପ円形で、ਂさ 21~40Dm である。廂（縁）で

はࣷよりも規模が小さい。掘方ຒ土は地ࢁϒロοク

を多͘含むࠇ৭シϧτ、ࠇ৭・明ԫ৭೪࣭シϧ

τである。ࣷの 1 か所で平面形が一ล 22Dm の۱ؙ

方形、廂の 3 か所で平面形が直ܘ 12Dm の円形をఄす

る柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（224）-（238）

ʤ出土遺物ʥ13・14 柱穴ଯ積土より土師器ᙈ、ロク

ロ土師器ᆀが出土した。ロクロ土師器ᆀは外ఈ面にճ

సࢳりࠟが見られる。

ʲS#313 掘立柱建物跡 （r第 84 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24・63）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#312 ˠ S#313 ˠ S#314 ʵ S#309・S#311

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 2.34m）・南北 2 間（総

長 2.08m）ʗ南北棟総柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-8°-E

ʤ柱穴ʥ7 か所確認した。平面形は長࣠ 20~46Dm、࣠

20~45Dm の۱ؙ方形をఄし、ਂさ 20~25Dm である。ଯ

積土は地ࢁϒロοク・炭化物ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτ、

。৭シϧτである。柱ࠟ跡は確認されなかったࠇな࣭ۉ

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（127）-（111）Dm
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第 85 図　SB373 掘立柱建物跡

S#373 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#373 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#373 掘立柱建物跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをۃগ量含む　（柱掘）

S#373 掘立柱建物跡　17　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻをۃগ量含む　（柱掘）

S#373 掘立柱建物跡　113　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#373 掘立柱建物跡　114　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）
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東ଆ柱列：北から（208）-（212）Dm

ʤ出土遺物ʥ14 柱穴ଯ積土より土師器ย、中世陶器ᙈ

（第 84 ਤ 1）が出土した。

ʲS#373 掘立柱建物跡 （r第 85 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS*9・S*10・S#305・S,68・S,80・

S%8 ˠ S#373 ʵ S#21・S#22・S#295・S#302・S#304・

S#306・S#307・S#308・S#374・SA303・S%74

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 8.31m）・南北 2 間（総

長 4.34m） ʗ 南・ 北 廂（ 縁 ） 付 東 西 棟 চ ଋ 建 物 ʗ

廂の出：北 1.24m・南 1.12m

ʤ方ʥ北ଆ柱列：付ண物 E-2°-S

ʤ柱穴ʥ ࣷで 9 か所（うͪচଋ 1 か所）、 廂（縁）

で 6 か所を確認した。掘方の平面形は長࣠ 20~40Dm、

 ࣠ 18~33Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を ఄ し、 ਂ さ

14~37Dm である。ଘ状گが一༷でないが、ࣷと

廂（縁）の柱穴規模に明ྎなࠩは見られない。掘方ຒ

土は地ࢁϒロοク・ম土ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτ

である。ࣷの 7 か所、廂（縁）の 3 か所で平面形

が直ܘ 12~27Dm の円形・ପ円形をఄする柱ࠟ跡を確

認した。また、このうͪ廂（縁）の 1 か所では掘方

ఈ面で礎板が確認された。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西ଆ柱列：北から（248）-186Dm

南ଆ柱列：西から 279-263-（289）Dm

ʤ出土遺物ʥ14・18 柱穴ଯ積土より土師器ยが出土した。

ʲS#374 掘立柱建物跡 （r第 86 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*10・S%8 ˠ S#374 ʵ S#22・S#304・S#305・

S#306・S#307・S#308・S#373・S,68・S,322・S%74

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 5.58m）・南北 3 間（総

長 8.38m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-35°-8

ʤ柱穴ʥ7 か所確認した。平面形は長࣠ 24~40Dm、

࣠ 18~30Dm のପ円形をఄし、ਂさ 12~34Dm である。

1 か所で平面形が長࣠ 15Dm、࣠ 11Dm のପ円形を

ఄする柱ࠟ跡を確認した。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを

গ量含むࠇ৭シϧτである。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（280）-（278）Dm

東ଆ柱列：北から（268）-（288）-（282）Dm

ʤ出土遺物ʥ11 柱穴ଯ積土より土師器ᆀが出土した。

内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。
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第 86 図　SB374 掘立柱建物跡

S#374 掘立柱建物跡　16　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを
গ量含む　（柱掘）
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第 87 図　SB281・284・287・288・290 掘立柱建物跡
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S#281 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#284 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�4 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#284 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#287 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#287 掘立柱建物跡　15　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#288 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#288 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
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第 88 図　SB291・294・295・298・302 掘立柱建物跡
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S#291 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻを含む
（柱掘）

3 10:33�1 ࠇ ࣭࠭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱掘）
S#291 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む
（柱ࠟ）

2 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（柱掘）

S#291 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 　土࣭ۉ

S#295 掘立柱建物跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#295 掘立柱建物跡　15　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱掘）

S#302 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 　土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#302 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

E-㻢8

㻺-1
E-74

S-㻡

A

A'

㻮

㻮'

㻼1

㻼2 㻼3

㻼4

㻼㻡

㻼㻢

S㻮29㻡
A A'93.70m

93.70m

1
2

2

㻼4

㻮 㻮'

12
2

㻼㻡

S㻮21-㻼1㻡

0 1m

S = 1/�0

0 �m

S = 1/100



第２અ　発見された遺構と遺物

���

S-㻡

E-㻢9

A

A'

S㻮299
㻼1

㻼2

㻼3

㻼4

㻼㻡

㻼㻢

㻼7

S-11

E-7㻡

A A'93.70m

12

㻼4

0 �m

S = 1/100

0 1m

S = 1/�0

A

A'

S-㻡
E-㻢9

S-11
E-7㻡

㻼1

㻼2

㻼3

㻼4

㻼㻡

㻼㻢

S㻮301

A A'93.70m

1

SA300-㻼3

㻼1

0 �m

S = 1/100

0 1m

S = 1/�0

0 �m

S = 1/100

A

A'
㻼1

㻼2

㻼3

㻼4
㻼㻡

S㻮308

E-77
㻺-㻢

E-80
㻺-0-S

ㄪᰝ༊እ

A A'93.80m

1

㻼2

㻮 㻮䇻

1

2

㻼3

㻮

㻮䇻

0 1m

S = 1/�0

第 89 図　SB299・301・304・308 掘立柱建物跡
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S#301 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#299 掘立柱建物跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#304 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 　土࣭ۉ

S#304 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#308 掘立柱建物跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S#308 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 90 図　SB306・311・314・364 掘立柱建物跡

S#306 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#314 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#314 掘立柱建物跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ম土ཻをશ体的に含む

S#314 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#311 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#311 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#364 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#364 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 91 図　SB307・312 掘立柱建物跡，SA282・297・289・303 柱列跡，SA282 柱列跡出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 SA282 15 確認面 土師器 ᆀ 内面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（口）ϤコナσˠϔϥϛΨΩɼ（体～ఈ）
ϔϥϛΨΩ ʖ ʖ （4.4） 一部 162 62-9
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S#307 掘立柱建物跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#307 掘立柱建物跡　15　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク主体　（柱掘）

S#312 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

SA303 掘立柱建物跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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第 92 図　SA292・293・296・300・310 柱列跡

SA292 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA300 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

SA293 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA296 柱列跡　11   A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

SA310 柱列跡　14　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む　（柱掘）
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ʢ̏ʣபྻ跡
ʲSA282 柱列跡 （r第 91 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23・25・62）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA282 ʵ S#281

ʤ規模・形状ʥ東西 4 間（総長 7.05m）

ʤ方ʥ8-11°-/

ʤ柱穴ʥ5 か所確認した。未ਫ਼査である。掘方の平面

形は長࣠ 24~42Dm、࣠ 22~31Dm のପ円形をఄする。

4 か所で平面形が直ܘ 12~24Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から 152-200-198-155Dm

ʤ出土遺物ʥ15 柱穴確認面より土師器ᆀ（第 91 ਤ 1）、

13・4 柱穴確認面より土師器ยが出土した。土師器ᆀ

（第 91 ਤ 1）は体部が内ኪし口縁部が直線的に外す

る༗ஈؙఈᆀのഁยで、外面の口縁部と体部のڥにஈ

を࣋つ。内外面の口縁部にϤコナσˠ口縁部 ~ 体部に

ϔϥϛΨΩ調整を施し、内面にࠇ৭ॲཧを施さない。

ʢ̐ʣࡐญ跡
ʲSA76 材木塀跡 （r第 94 ਤ、ࣸਅਤ൛ 27・28）

ʤҐ置ʥ4 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に 直 線 的 に 延 び る。 長 さ

14.0m を確認し、調査区外の南北に延びている。上෯

27~58Dm、ఈ෯ 20~40Dm、ਂさ 20~40Dm の布掘の掘

方の中に、平面形が直ܘ 13~43Dm の円形・ପ円形を

ఄする柱ࠟ跡を列状に確認した。掘方のԣஅ面形は西

นの中Ґにஈをͪ࣋、上部が։̪͘字形をఄする。柱

ࠟ跡は東นにԊって確認した。柱ࠟ跡は 31 か所を確

認した。直ܘ 15~20Dm 前後のものを主体として、一

部をআいて 5~20Dm 間ִで連ଓする。このうͪ南ଆの

長さ 5.5 ̼（柱ࠟ跡 16 か所）をਫ਼査し、2 か所（ᶃ・

ᶄ）で柱ࠟ跡のԼ部に柱材の一部がଘしていた。柱

ࠟ跡には掘方ఈ面にୡしないものがあり、間ִの։い

ている部分は平によって柱ࠟ跡がࣦわれたՄ性が

ある。また、柱ࠟ跡のうͪ 2 か所（⡉・⡊）は平面

形が直ܘ 30~40Dm 前後と規模が大き͘、⡉では掘方

ఈ面の南北྆ଆに地ࢁをし、ಠ立柱としてのڧを

たせる構造となっている。⡉࣋ - ⡊間のڑは 3.9m

である。掘方ఈ面は南ଆではほぼ平ୱであるが、北ଆ

ではԜತが見られる。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘

含むࠇ৭೪࣭シϧτである。

ʤ柱材ੇ๏ʥ2 か所確認した。෯ 14.4~16.7Dm、ްさ

12.3~13.5Dm、長さ 18.6~24.3Dm のׂ材（ਊڈ材）で、

ԣஅ面形は֯ࡾ形・形をఄする。

ʤ方ʥ/-25°-E

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̑ʣҪށ跡
ʲSE11 井戸跡 （r第 94 ਤ、ࣸਅਤ൛ 63）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS,346 ˠ SE11

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 2.63m、࣠ 2.10m の不

整ପ円形をఄする。未ਫ਼査であるが、中ԝ部で長࣠

1.20m、࣠ 1.10m の方形に板状・状の木材の小口

面が࿐出しており、井戸ଆと考えられる。

ʤଯ積土ʥ確認面で؍察できるଯ積土は、井戸ଆの外

ଆが地ࢁϒロοクを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、掘方ຒ

第 93 図　SA34・315 柱列跡

SA34 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA34 柱列跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ࠟ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

SA34 柱列跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
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第 94 図　SA76 材木塀跡，SE11・57 井戸跡，SE11 井戸跡出土遺物
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㻺-㻢

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 SE11 井戸ଆ内確認面 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ　外面：ϔϥナσ 部 257 63-2

0 10cm

S=1/3

1

SA76 材木塀跡　A-A�,#-#�,$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量、炭化物ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
4 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱掘）
5 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
6 10:32�1 ࠇ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱掘）

SE57 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ఈ面に人頭大のを含む　（機時ଯ）
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ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

1 SE59 1  不明石製品 ట࣭ؠ ྆面・ଆ縁：ݚຏࠟɼ上半部ંଛ 43.00 31.80 5.80 12.6 一部 211 62-11
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第 95 図　SE59・60・65 井戸跡，SE59 井戸跡出土遺物

土と考えられる。井戸ଆの内ଆは࣭ۉなࠇ৭シϧτ

で、ഇઈ後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ井戸ଆの内ଆの遺構確認面より中世陶器

ᙈ（第 94 ਤ 1）が出土した。

ʲSE59 井戸跡 （r第 95 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28・62）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 1.07m、࣠ 1.05m の۱

ؙ方形で、ਂさ 87Dm の箱形をఄする。

ʤଯ積土ʥ২物遺体・木ย・࠭・地ࢁϒロοクを含む

৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えࠇ、৭೪࣭シϧτࠇ

られる。

1

SE59 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　木材・২物遺体を含む

3 2.5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ࠭・ԫ৭ローϜϒロοクを含む

SE60 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　২物遺体を含む　（人ҝ）
3 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）
4 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（機時ଯ）

SE65 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ২物遺体を含む　
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　木材を多量に含む　（人ҝ）
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第 96 図　SE66 井戸跡

ʤ出土遺物ʥଯ積土より不明石製品（第 95 ਤ 1）、土

師器ᙈが出土した。石製品は੨փ৭をఄする細ཻڽփ

。上͛られているຏによって方形の板状にݚ製でؠ

ʲSE60 井戸跡 （r第 95 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28・63）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*9・S#305・S#312 ˠ SE60 ˠ S#311

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 1.80m、࣠ 1.40m の不整ପ

円形をఄし、ਂさ 1.08m の円形で上部が࿙ే形に։͘。

ʤଯ積土ʥԼ部が地ࢁϒロοクを含むࠇ৭೪࣭シϧτ

で、機時のଯ積土と考えられる。上部は地ࢁϒロο

ク・২物遺体を含むࠇ৭シϧτ、ࠇ৭・҉৭೪࣭

シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、種実遺体が出

土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ

を施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。種実遺

体はϞϞの֩（長࣠ 2.2Dm、ࣸਅਤ൛ 63-7）である。

ʲSE65 井戸跡 （r第 95 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 1.45m、࣠ 1.02m の۱

ؙ方形で、ਂさ 1.22m の箱形をఄする。

ʤଯ積土ʥ২物遺体・木ย・地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・

。৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられるࠇ

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSE66 井戸跡 （r第 96 ਤ、ࣸਅਤ൛ 29）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 5.50m、࣠ 3.60m のପ

円形をఄし、ਂさ 1.25m の不整な円形で上部が࿙

ే形に։͘。

ʤଯ積土ʥԼ部の 6・7 は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・

৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。上部ࠇ

の 1~5 は地ཻࢁ・ϒロοク、小、২物遺体を含

むࠇ৭೪࣭シϧτ、ࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考

えられる。ଯ積土 4 に多量の木製品を含Έ、3 に

は本ྨの২物遺体が 20~30Dm のްさでଯ積してい

た。また、ఈ面付近のଯ積土中より人頭大の河原石 2

。が出土したݸ

SE66 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・গをগ量含む
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・২物遺体をগ量含む
3 7.5:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ২物遺体を多量に含む　
4 2.5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　木製遺物แ含

/P. 土৭ 土性 備考
5 5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量、২物遺体をগ量含む
6 2.5:3�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

7 5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
人頭大の河原石を含む

S

S
S
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2
3

4㻡

㻢

7

A92.80m A䇻

0 �m

S = 1/�0
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S-7

E-14㻢

SE㻢㻢

A䇻
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ʤ出土遺物ʥଯ積土 4 より木製品 189 点、種実遺体

1 点、ఈ面より木製品 1 点が出土した。4 出土の木

製品は挽物未製品（ܕߥ）180 点、उ文字 1 点、ฑ 1 点、

箆 1 点、状製品 3 点、不明部材 2 点、不明品 1 点

があり、ఈ面出土の木製品はԼବのࣃである。種実遺

体はϞϞの֩（長࣠ 2.6Dm）である。挽物未製品（ߥ

から椀ߴと器ܘは上部・ఈ部（ܕ 21 点、小皿 158 点、

皿 1 点に分ྨできる。

　このほか、ଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᙈが出

土した。土師器ᆀは内外面の口縁部にϤコナσ調整を

施す。ᙈは外面にϋέϝ調整を施すもの、外ఈ面に木

葉ࠟを࣋つものがある。須恵器ᙈは外面に状文を施

文する。これらはいͣれも小ยであり、ઌ行する遺構

ଯ積土などからのࠞ入と考えられる。

　なお、本遺構については上ड़のとおり多量の木製

品が出土しているため、別（h 十郎田遺跡２ʵ SE66

井戸跡 出土木製遺物 編ʵ ）ɦで出土木製品を中心とし

た詳細な報告と考察を行なうこととする。

ʢ̒ʣ
ʲS,58 土坑 （r第 97~98 ਤ、ࣸਅਤ൛ 29・62・67）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS#309 ˠ S,58 ʵ S#305

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 79Dm、࣠ 72Dm の不

整۱ؙ方形、அ面形はਂさ 45Dm のٯ形をఄする。

ఈ面は東ଆで皿状にۼむ。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・木ยを含むࠇ৭シϧτ、

。৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられるࠇ

第 97 図　SK3・55・58・71 土坑

A

A'
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㻺-0-S
E-4㻡
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S,71 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:32�1 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ

S,55 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S,3 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S,58 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　木ยをۃগ量含む
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/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

1 S,58 ଯ積土 砥石 ؠ࠭ 砥面数 4ɼ྆面：溝状ݚຏࠟɼ上半部ંଛ 95.90 70.00 22.00 181.0 一部 210 62-10

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ܘߴ 器ߴ

2 S,58 ఈ面 漆器 椀 木製ɼ内外面：調整ˠࠇ漆ృɼ外面：（ఈ）漆付ணなしɼロクロ௺ࠟ̒か所ଘ - （7.8） （1.7） 一部 494 67-2

0 10cm

S=1/3

2

3

1

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
ܘ ް

3 S,71 ଯ積土２ 曲物 ฑउのఈ板  木製（ຝऔ）ɼ上面・ଆ面：調整ɼଆ面：釘穴なしɼଆ板：אൽ௲じ（ਤ化不） 9.1~9.4 0.8 一部 495 67-1

第 98 図　SK58・71 土坑出土遺物，SK64・67・68・80 土坑
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S,64 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ 細࠭をϥϛナ状にগ量含む
2 10:32�1 ࠇ ೪土 ԫ৭ローϜをϥϛナ状にۃগ量含む

S,80 土߅　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ϒロοクをۃগ量含む

S,67 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 10:34�4  シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S,68 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
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第 99 図　SK69・70・78・322・348 土坑

ʤ出土遺物ʥଯ積土より砥石（第 98 ਤ 1）、ఈ面より

漆器皿（第 98 ਤ 2）が出土した。砥石は࠭ؠ製で板

状をఄし、上部をંଛする。྆面と྆ଆ面に砥面を࣋

ͪ、ཪ面中ԝ部はઙ͘ۼむ。྆面に溝状・線状のݚຏ

ࠟが見られ、ӈଆ面には砥面より৽しいᏏଧࠟが見ら

れる。漆器皿は上部をܽଛするが、内外面漆ృで外ఈ

面にロクロ௺ࠟが؍察される。

ʲS,71 土坑 （r第 97~98 ਤ、ࣸਅਤ൛ 67）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 1.06m、࣠ 0.90m の不整

ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 0.65m の̪字形をఄする。

ʤଯ積土ʥ地ཻࢁをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土 2 より曲物（第 98 ਤ 3）が出土した。

ʢ̓ʣߔ跡
ʲS%8 溝跡 （r第 100 ਤ、ࣸਅਤ൛ 63）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥS*9 ˠ S%8 ˠ S#22・S#305・S#306・S#307・

S#309・S#373・S#374・S,322

ʤ規模・形状ʥऄ行しながら南北方に延びる。

長さ 11.0m を確認し、調査区外の南北延びている。

上෯ 1.25~1.82m、ఈ෯ 0.94~1.16m、ਂ さ 50~58Dm で、

ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多͘含むփ৭シϧ

S,69 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻ・২物遺体を含む
2 10:31.7�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ২物遺体を含む
3 10:32�1 ࠇ ࣭࠭シϧτ ࠭を含む

S,70 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・木ย・২物遺体を含む
炭化物細ยをϥϛナ状に含む

S,78 土坑　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S,322 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む

S,348 土߅ A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ২物遺体を多量に含む
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

2 S%8 ଯ積土 ロクロ土師器 ᙈ 内面：ロクロナσˠナσɼ外面：ロクロナσˠ（Լ）खͪ࣋ϔϥέズリ （28.0） ʖ （19.7） 一部 021 63-3

3 S%8 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧ（ຏ໓著しい）ɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳ
りˠແ調整 （13.6） 5.2 3.9 1�3 020 63-5

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 S%8 ଯ積土 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ　外面：ϔϥナσ 部 256 63-4
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第 100 図　SD8・74 溝跡、SD8 溝跡出土遺物

2

3

1

S%8 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ 土࣭ۉ
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

4 10:34�1 փ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜཻを含む　

5 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜとのޓ
6 10:35�1 փ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（่）

S%74 溝跡　#-#�,$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む
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第 101 図　SD63・72・75 溝跡
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S%75 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをۃগ量含む

S%72 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ཻをগ量含む

S%63 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
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τと、ࠇ৭೪࣭シϧτと地ࢁ土のޓで、前者はนࡍ

の่落土、後者は機時のଯ積と考えられる。中部

は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭・փ৭シϧτで、

人ҝ的ຒ土と考えられる。上部は地ཻࢁを含むࠇ৭

シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第 100 ਤ 3）・

ᙈ（第 100 ਤ 2）、土師器ᙈ、中世陶器ᙈ（第 100 ਤ 1）

が出土した。

　ロクロ土師器ᆀ（第 100 ਤ 3）は体部が内ኪؾຯ

に立ͪ上がり、口縁部が外する。内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ճసࢳりによるఈ部の

りし後は外面に࠶調整を施さない。ᙈ（第 100

ਤ 2）は部上Ґに࠷大ܘをͪ࣋、口縁部が͘外

する。外面の部ԼҐにϔϥέズリ調整、内面の部

にナσ調整を施す。土師器ᙈは外面にϋέϝ調整を施

すものがある。

ʲS%75 溝跡 （r第 101 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区中ԝʗ平ୱ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北方に延びる。長さ 4.3m を確認した。

北ଆは調査区外延びており、南ଆは平によりফࣦ

している。上෯ 1.40~2.20m、ఈ෯ 1.10~1.50m、ਂさ

0.42m で、ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平

ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ࢁ・炭化物ཻをগ量含むࠇ৭シϧτで、

ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̔ʣͦのଞの遺ߏ
ʲS953 水溜め状遺構 （r第 103 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23・31・63）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ重複ʥSA293・SA296・SA300・SE57・S%63 ˠ S953

ʤ規 模・ 形 状ʥ 平 面 形 が 長 ࣠ 5.2m、  ࣠ 4.3m の 不

整ପ円形をఄする水溜め状部分の南東۱に、南延

びる上෯ 76~100Dm の溝が接ଓする。溝部分は長さ

4.00m を確認し、 南ଆはཚによりফࣦしている。

水溜め状部分の一部と溝部分の南部は未ਫ਼査である。

水溜め状部分はਂさ 56Dm で、அ面形はٯ形をఄ

する。北ଆ中ԝ部ではఈ面が皿状に 15Dm む。溝ۼ

部分はਂさ 45Dm で、水溜め状部分との接ଓ部に長

さ 110Dm、ߴさ 21Dm の形をఄするߴまりをͪ࣋、

ԃを形成している。

第 102 図　SX62 畝溝状遺構

A

A'

E-㻢㻢
S-1

S-7
E-72

S㼄㻢2

A A'93.80m
11 1 1

0 �m

S = 1/�0

S962 畝溝状遺構　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
ԫ৭ローϜ小ϒロοクをগ量含む
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第 103 図　SX53 水溜め状遺構，出土遺物

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 S953 2  中世陶器 ᙈ ৗ࢈ɼ内面：ナσ、ྠ積Έࠟ跡ଘ　外面：ϔϥナσ、٠Ֆ文ԡ印 部 258 63-6
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0 �m

S = 1/100

1

S953　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
ম土ཻ・炭化物ཻを含む

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻ・炭化物ཻを含む
3 10:33�2 ࠇ シϧτ 炭化物細ยを多量に含む　ম土ϒロοクを含む
4 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む

5 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　মࠎยを含む
Լ部に২物遺体を多量に含む

6 10:33�1 ࠇ ೪土 ԫ৭ローϜϒロοクを含む
7 7.5:32�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む
8 10:34�1 փ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・࠭を多量に含む
9 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
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ʤଯ積土ʥ水溜め状部分の北ଆ中ԝ部のఈ面の皿状の

փ৭シϧτがଯϒロοクを多量に含むࢁΈには地ۼ

積し、人ҝ的にຒめされている。これより上Ґのଯ

積土はম土ཻ、炭化物・মࠎย、地ࢁϒロοクを含む

৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯࠇ、৭シϧτ҉・৭ࠇ

積土と考えられる。ଯ積土Լ部の 5 には本ྨの

২物遺体が 4Dm のްさでଯ積していた。溝部分のఈ

面には地ࢁϒロοクを多量に含むࠇ৭೪࣭シϧτが

10Dm のްさでଯ積し、人ҝ的ຒ土と考えられる。こ

れより上Ґのଯ積土は水溜め状部分と連ଓしている。

ʤ出土遺物ʥ ଯ積土より土師器ᙈ、 中世陶器ᙈ（第

103 ਤ 1）が出土した。土師器ᙈは内外面あるいは

外面にϋέϝ調整を施す。中世陶器ᙈ（第 103 ਤ 1）

はৗ࢈で外面に٠Ֆ状ԡ印が見られる。

ʲS962 畝溝状遺構 （r第 102 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区西部ʗ平ୱ面

ʤ 重 複 ʥS,67・S%63 ˠ S962 ˠ S#21・S#295・

SA300・SA303

ʤ規模・形状ʥ上෯ 35~53Dm、ఈ෯ 26~42Dm、ਂさ

6Dm でԣஅ面形が皿状をఄする溝 7 条が東西 4.7m、

南北 2.7m の範囲にฒ列する。溝は長さ 0.8~2.3m で、

中࣠線で 0.64~0.75m 間ִでฒΜでいる。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクをগ量含むࠇ৭シϧτである。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀなどが出土した。ᆀ

は内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

̑ɽ̑ ۠

　 遺 跡 範 囲 の 南 東 部 に Ґ 置 し、 東 西 161m、 南 北

8~14m の調査区である。調査区内はほぼ平ୱで、東

かって؇かにࣼしている。調査区中ԝ部南ଆ

と西部南西ଆではچ河ಓによる地形のਁ৯が見られ

た。西部では前ճのほ場整備に伴う整地事による

平が及Μでおり、遺構のଘ状گはྑでない。遺構

確認面はݱ地表面からਂさ 15~25Dm のᶛ ~ ᶜ上面

である。遺構は竪穴住居跡 28 軒、掘立柱建物跡 6 棟、

柱列跡 6 条、溝跡 6 条、井戸跡 1 基、土坑 12 基を確

認した（第 104 ਤ、ࣸਅਤ൛ 31~37）。

ʢ̍ʣ୦݀ॅډ跡
ʲS*205a 竪穴住居跡 （r第 105~106 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38・39）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS#256・S*207 ˠ S*205a ˠ S*205C・S,257

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.88m、࣠ 3.58m ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-8°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面から外ؾຯに立ͪ

上がる。ଘนߴは࠷大 7Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとする。চ面は中

ԝ部で͘、南東部でߴい。চ面を෴うଯ

積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭೪࣭シϧτで、

S*205C চ面を構ஙする住居掘方ຒ土である。

ʤ主柱穴・प溝・น材ʥなし

ʤΧϚドʥ住居北ล東دりに付設する。೩ম部ఈ面の

ࠟ跡とΈられる৭ߗ化範囲のΈがଘする。೩ম部

は S*205C চ面構ங時にյされ、Ԏಓはܧଓしてわ

れたՄ性がある。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤচԼ土坑ʥ住居中ԝ南دりの掘方ఈ面で土坑

1 基（,1） を 確 認 し た。%1a ҉ ڎ 溝 に յ さ れ て い

る。平面形が長࣠ 115Dm、࣠ 100Dm の不整ପ円形

をఄし、அ面形はਂさ 12Dm のٯ形をఄする。ଯ積

土は地ࢁϒロοクを主体とするփ৭೪࣭シϧτ、地ࢁ

ϒロοク・炭化物ཻを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ

的ຒ土と考えられる。

ʤ҉ڎ溝ʥ住居中ԝ部から南西۱̮字形に延びる溝

跡（%1a・%2）を確認した。%1a はচԼ土坑 ,1 と重

複 す る（,1 ˠ %1a）。%1a は 北 西 か ら 南 東  ހ 状 に

2.5m 延び、中ԝ部から南西直線的に 0.8m 延びて

%2 接ଓする。 上෯ 40~75Dm、 ఈ෯ 26~15Dm、 ਂ

さ 8~10Dm でԣஅ面形が̫字形をఄする。ఈ面はԜ

ತが見られる。ଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ

৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。%2 は %1a の

延長上をさらに 1.5m 延びて住居南西۱にࢸる。上෯

25~45Dm、ఈ෯ 9~15Dm、ਂさ 8Dm でԣஅ面形が皿

状をఄする。ఈ面は %1a より 7~8Dm ઙ͘、ほぼ平ୱ

である。ଯ積土はম土・炭化物・地ཻࢁを多量に含む

৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。ଯ積土のࠇ

状گから、%1a はচ面と平ୱにຒめされた҉ڎであ

り、%2 は҉ڎからのഉ水機を࣋つ溝と考えられる。

ʤ外延溝ʥ住居南西۱で %2 と接ଓして住居外延び

る溝跡（%3）を確認した。%2 の延長上を南西 8.1m

Ҏ上延びている。 上෯ 18~33Dm、 ఈ෯ 6~30Dm、 ਂ

さ 12~33Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。ఈ面はほ

ぼ平ୱで、南西かってࣼしている。%2 との接

ଓ部にஈを2%、ͪ࣋ のఈ面より 8Dm ਂい。ଯ積土は

ম土・炭化物ཻを多͘含Έ、地ࢁ・ന৭೪土ϒロοク

を含むࠇ৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられ

る。なお、住居南東۱から 70Dm はଯ積土上に地ࢁ
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第 105 図　SI205a 竪穴住居跡（1）
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ϒロοクを主体とする҉৭೪࣭シϧτがΈられるこ

とから、住居内の %2 との接ଓ部は地ࢁをτンωϧ状

に掘りൈいて構ஙされ、後にఱ井部が่落したものと

考えられる。

ʤ出土遺物ʥ,1 ଯ積土・%1a ଯ積土・住居掘方ຒ土よ

り土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆵが出土した。土師器ᙈは外

面の部にϋέϝ調整を施すもの、ఈ部に木葉ࠟを࣋つ

ものがある。須恵器ᙈは外面に平行λλΩが見られる。

ʲS*205C 竪穴住居跡 （r第 107~108 ਤ、ࣸਅਤ൛ 36・38・39）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*205a・S*207・S#256 ˠ S*205C ˠ S,257

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.88m、࣠ 3.58m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-12°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。
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第 106 図　SI205a 竪穴住居跡（2）

S*205a 竪穴住居跡　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む
（住居主அ面 15 対Ԡ）

2 փ 10:36�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク主体

S*205a.C 竪穴住居跡　A-A�,#-#�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　ম土ཻをۃগ量含む
（Ԏಓ内ଯ）

2 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻを含む　（Ԏಓ内ଯ）
3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ম土ཻを含む　（Ԏಓ内ଯ）
4 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ փ　（Ԏಓ内ଯ）
5 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻম土ϒロοクを含む  （ΧϚド内ଯ）

6 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　炭化物ཻをগ量含む
（住ଯ・ΧϚドԣஅ面 1 対Ԡ）

7 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻ・ম土ϒロοクを含む
（C 期ᜱఈ面構・ΧϚドԣஅ面 2 対Ԡ）

8 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻを多͘含む　（น材ࠟ）

9 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・炭化物ཻを含む
（%1a.C・1 対Ԡ）

10 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多͘含む　（%1a.C・2 対Ԡ）

11 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・П 1~2Dm ఔの炭化物
ཻを含む　（น材掘）

12 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（C 期住掘）

13 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　上面がඃによ
り৭ߗ化　（C 期ᜱ構・ΧϚドԣஅ面 3 対Ԡ）

14 ҉ 7.5:33�3 ೪࣭シϧτ փ　（a 期ᜱ機時ଯ・ΧϚドԣஅ面 5 対Ԡ）
15 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む　（,1・1 対Ԡ）

16 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・炭化物ཻを含む
（a 期住掘）

17 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多͘含む
（a 期ᜱఈ面構・ΧϚドԣஅ面 6 対Ԡ）

S*205a.C 竪穴住居跡　 ΧϚドԣஅ面　$-$�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 3�3 10:3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻを含む

2 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻ・ম土ϒロοクを含む
（C 期ᜱఈ面構・住居主அ面 7 対Ԡ）

3 10:36�1 փ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
（C 期ᜱ構・住居主அ面 13 対Ԡ）

4 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（a 期ᜱ構）

/P. 土৭ 土性 備考

5 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ 化したԫ৭ローϜϒロοクを含む
（a 期ᜱ機時ଯ・住居主அ面 14 対Ԡ）

6 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻを含む
（a 期住掘・住居主அ面 17 対Ԡ）

S*205C 竪穴住居跡　น材ࠟ　%-%�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 土（น材ࠟ）࣭ۉ
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ ・炭化物ཻを含む（น材掘）

S*205a.C 竪穴住居跡　%3　E-E�,F-F�,(-(�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ཻ・炭化物ཻを含む
（外延溝ଯ）

S*205a.C 竪穴住居跡　%3　)-)�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοク・ম
土ཻを含む　炭化物ཻを多量に含む　（外延溝ଯ）

2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻを含む
炭化物ཻをগ量含む　（外延溝ଯ）

S*205a.C 竪穴住居跡　%2　*-*�（第 105 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻを含む
小を多量に含む　
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第 107 図　SI205b 竪穴住居跡（1）



第̐ষ　調査の結果
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大࠷はߴଘน 6Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱであ

る。住居นࡍのচ面直上に炭化木ยの散布が見られる。

চ面を෴うଯ積土は地ࢁ・炭化物ཻを含むࠇ৭೪࣭

シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される北ล中ԝと、南西

۱पลをআ͘住居น面にԊって上෯ 5~10Dm、ఈ෯

3~6Dm、ਂさ 5~11Dm でԣஅ面形が̪字形をఄするน

材ࠟ跡を確認した。上෯ 20~42Dm、ఈ෯ 16~36Dm、

ਂさ 6~8Dm でԣஅ面形がٯ形をఄするน材掘方を

伴う。น材ࠟ跡のଯ積土は炭化木ยを多͘含むࠇ৭

೪࣭シϧτ、掘方ຒ土は地ࢁϒロοク・炭化物ཻを含

むࠇ৭೪࣭シϧτである。

ʤΧϚドʥ 住居北ล東دりに付設する。 ೩ম部・Ԏ

ಓ・Ԏ出しϐοτがଘする。೩ম部は෯ 92Dm、Ԟ

行 52Dm で、ข口෯は 58Dm である。೩ম部ఈ面は෯

58Dm、Ԟ行 52Dm で、চ面より 3Dm ほど皿状にۼΈ、

Ԟน近͘の一部に৭ߗ化面が形成されている。ଆน

は長さ 32~54Dm、෯ 18~21Dm、ଘߴ 10Dm である。

Ԟนは住居北นと一கする。ଆน構ங土はന৭೪土ϒ

ロοクを主体とするփ৭೪࣭シϧτを༻いている。

Ԏಓは೩ম部Ԟนから 1.3m 延び、ઌ部にԎ出しϐο

τがҐ置する。Ԏಓఈ面はઌ部にかってわͣかに

ࣼし、Ԏ出しϐοτのఈ面はԎಓఈ面より 10Dm ਂい。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤ҉ڎ溝ʥ住居中ԝ部東دりに不整方形に延びる溝跡

（%1C・%2） を確認した。%1C の南西部分および %2

は S*205a のものを౿ऻする。%1C は %1a の南東を

Ｌ字形に延長させて̪字形とし、ΧϚドข口部付近ٯ

に一文字形の溝を加している。ٯＬ字形の延長部

分は長さ 2.6m、上෯ 16~32Dm、ఈ෯ 8~16Dm、ਂさ

12Dm でԣஅ面形が̫字形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱ

である。一文字部分は長さ 2.2m で̪字形部分の྆

とは接ଓしない。上෯ 20~34Dm、ఈ෯ 15~18Dm、ਂ

さ 6Dm でԣஅ面形がٯ形をఄする。ఈ面は東

かってࣼしている。ଯ積土はいͣれも地ࢁϒロο

ク、炭化物ཻを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土

と考えられる。ଯ積土の状گから、চ面と平ୱにຒめ

された҉ڎと考えられる。

第 108 図　SI205b 竪穴住居跡（2）

S㻵20㻡㼎

E-237
S-10㻡

A

A'

㻮

㻮'

0 �m

S = 1/�0
S-111

E-231

D1㼎



第２અ　発見された遺構と遺物

�3�

第 109 図　SI206 竪穴住居跡（1）

ʤ外延溝ʥ住居南西۱で %2 と接ଓして住居外延び

る溝跡（%3）を確認した。%3 は S*205a のものを౿

ऻする。

ʤ出土遺物ʥΧϚド೩ম部ఈ面・住居内ଯ積土・遺構

確認面より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ᙈが出土した。

土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲS*206 竪穴住居跡 （r第 109~110 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38・39・64）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*206 ˠ S#256・S#259・S,255

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.92m、࣠ 3.80m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-7°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面から外して立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 12Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοク・炭化物ཻを

含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥ ΧϚド・ஷ蔵穴がҐ置する住居北東

ଆ を আ ͘ 住 居 น 面 に Ԋ っ て प 溝 を 確 認 し た。 上 ෯

8~28Dm、 ఈ෯ 5~13Dm、 ਂさ 8~22Dm で、 ԣஅ面形

が̪字形をఄする。ఈ面は南東かってࣼしてい

る。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、人

S*206 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻを含む　（住ଯ・人ҝ）
2 ࠇ 10:33�1 シϧτ 炭化物ཻを多量に含む　（ᜱ内ଯ）

3 ҉ 10:33�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む
炭化物ཻをগ量含む　（Ԏಓ内ଯ）

4 ҉ 10:33�3 シϧτ ന৭೪土小ϒロοクを含む　（प溝ଯ）

5 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む
（ᜱఈ面構・ΧϚドԣஅ面 1 対Ԡ）

S*206 竪穴住居跡 ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む　（ᜱఈ面構）

2 ࠇ 10:32�3 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む
（住掘・住居主அ面 5 対Ԡ）

3 10:36�4 にぶいԫᒵ ೪土 ന৭೪土主体　（ᜱଆน構）
4 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む　（ᜱଆน構）

S*206 竪穴住居跡　 ,1　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻ・炭化物ཻを多量に含む　（人ҝ）
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第̐ষ　調査の結果
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0 �m

S = 1/�0
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1
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E-237
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㻷2

E
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S㻵20㻢

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*206 চ面直上  
1PU.1 土師器 ു 内面：（口）Ϥコナσɼ（体）ナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥέズリɼ（ఈ）

έズリɼ˞器形のΏがΈڧɼ口ܘ 8.1 ～ 10.8Dmɼ器ߴ 9.5 ～ 10.6Dm 10.8 4.8 10.6 4�5 142 64-1

0 10cm

S=1/3

ҝ的ຒ土と考えられる。น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝ東دりに付設する。೩ম

部・Ԏಓがଘする。೩ম部は෯ 76Dm、Ԟ行 50Dm で、

ข口෯は 36Dm である。೩ম部ఈ面は෯ 36Dm、Ԟ行

42Dm で、৭ߗ化面が形成されている。চ面からほ

ぼ平ୱである。ଆนは長さ 48~51Dm、෯ 22Dm、ଘ

ߴ 8Dm である。Ԟนは住居北นと一கする。ଆน構

ங土はന৭೪土ϒロοクを主体とするにぶいԫᒵ৭೪

࣭シϧτを༻いている。Ԏಓは೩ম部Ԟนから 1.6m

延びている。Ԏಓఈ面はほぼ平ୱである。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形は長࣠ 80Dm、࣠ 65Dm の不整

ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 5Dm の皿状をఄする。

ଯ積土はന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻを多͘含むࠇ

৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥ住居北東部の掘方ఈ面で土坑 1 基（,2）

を確認した。平面形が長࣠ 82Dm、࣠ 70Dm の不整

ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 34Dm の̪字形をఄする。

ଯ積土はന৭೪土ϒロοクを多͘含むࠇ৭೪࣭シϧ

τで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ു（第 110 ਤ 1）が出土

した。平ఈで体部が内ኪし口縁部が͘外する。外

第 110 図　SI206 竪穴住居跡（2），出土遺物

1

S*206 竪穴住居跡　 ,2　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�3 
ࠇ

೪࣭
シϧτ

ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪
土ϒロοクを含む　（住掘）

2 10:32�2 
ࠇ

೪࣭
シϧτ

ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
炭化物ཻをۃগ量含む　（人ҝ）
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第 111 図　SI207 竪穴住居跡（1）

面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥέズリ調整、外ఈ

面にέズリ調整、内面の口縁部にϤコナσ・体部にナ

σ調整を施す。

　このほか、住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ

土より土師器ᙈ、須恵器ᙈが出土した。また、ΧϚド

೩ম部ఈ面よりম成೪土մが出土した。土師器ᙈは外

面の部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS*207 竪穴住居跡 （r第 111~112 ਤ、ࣸਅਤ൛ 36・38・39・64）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS%264 ˠ S*207 ˠ S*205a・S,257 ʵ S*208

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.44m、࣠ 3.54m ʗ長方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-9°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面から外して立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 9Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοク、炭化物ཻを

多͘含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ主柱穴・प溝・น材ʥなし

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝに付設する。෯ 90Dm、Ԟ行

56Dm の೩ম部がଘし、ข口෯は 55Dm である。೩

ম部ఈ面は෯ 55Dm、Ԟ行 52Dm で、চ面より 3Dm ほ

ど皿状にۼΈ、ඃによる৭ߗ化面が形成されて

S*207 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻ ・炭化物ཻを含む　（住ଯ・人ҝ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土 ・ཻ炭化物ཻを多量に含む　（住ଯ・人ҝ）
3 5:34�3 にぶい シϧτ փ・炭化物 ・ཻম土ϒロοクを含む　（ᜱ機時ଯ）
4 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（ᜱఈ面構）
5 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（住掘）
6 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*207 竪穴住居跡 ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）

2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
（ᜱఈ面構・住居主அ面 4 対Ԡ）

3 10:34�2 փԫ シϧτ ന৭೪土主体　（ᜱଆน構）

4 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む
（住掘・住居主அ面 5 対Ԡ）
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第 112 図　SI207 竪穴住居跡（2），出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*207 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϛΨΩʁˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσˠナσɼ（体）ϔϥέズリ ʖ ʖ （3.3） 一部 144 64-2

2 S*207 ΧϚド೩ম部
ఈ面 土師器 ᆀ

内面：ナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（体）έズリˠ（口）Ϥコナσ
内面：2.5:36�8 ᒵ৭ ~10:35�4 にぶいԫ৭ɼ
外面：2.5:36�4 にぶいᒵ৭ ~10:35�4 にぶいԫ৭

ʖ ʖ （3.5） 一部 143 64-3

0 10cm

S=1/3

21

い る。 ଆ น は 長 さ 42~46Dm、 ෯ 16~22Dm、  ଘ ߴ

15Dm である。Ԟนは住居北นより 10Dm ほどுり出

す。ଆน構ங土にはന৭೪土ϒロοクを主体とするփ

ԫ৭シϧτ࣭೪土を༻いている。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤ চ Լ 土 坑 ʥ 住 居 掘 方 ఈ 面 で 土 坑 3 基（,1~,3） を

確認した。,1 は住居北西۱にҐ置し、平面形が長࣠

235Dm、࣠ 223Dm の不整形をఄする。அ面形はਂ

さ 20Dm の皿状で、ఈ面にஈԜತが見られる。,2

は住居中ԝ東دりにҐ置し、平面形が長࣠ 126Dm、

 ࣠ 86Dm の ۱ ؙ 長 方 形 を ఄ す る。 அ 面 形 は ਂ さ

26Dm の皿状で、ఈ面にԜತが見られる。,3 は住居

南西部にҐ置し、平面形が長࣠ 156Dm、࣠ 143Dm

の不整円形をఄする。அ面形はਂさ 13Dm の皿状で、

ఈ面にԜತが見られる。ଯ積土は地ࢁのന৭೪土ϒ

ロοクを多͘含むࠇ৭・҉৭೪࣭シϧτで、人ҝ

的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥΧϚド೩ম部ఈ面より土師器ᆀ（第 112

ਤ 2）、住居内ଯ積土より土師器ᆀ（第 112 ਤ 1）が

出土した。

　いͣれも༗ஈؙఈᆀのഁยで、口縁部 ~ 体部にかけ

て内ኪする。第 112 ਤ 1 は外面の口縁部にϤコナσ

ˠナσ・体部にϔϥέズリ調整、内面に不明ながら

ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すとΈられる。第 112 ਤ

2 は外面の体部にέズリˠ口縁部にϤコナσ調整、内

面にナσˠ口縁部にϤコナσ調整を施す。

　このほか、চ面・ΧϚド೩ম部ఈ面・,3 ଯ積土・

住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器

ᙈ、ロクロ土師器ᆀ・ᙈが出土した。土師器ᙈは外面

のᰍ部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ調整を施すもの、外

S*207 竪穴住居跡　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 2.5:3�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む

S*207 竪穴住居跡　,2　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土小ϒロοクを多量に含む

S*207 竪穴住居跡　,3　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
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第 113 図　SI208 竪穴住居跡

ʤচ面・ଯ積土ʥ一部のΈଘする。住居掘方ຒ土を

চとし、ۇかに南ࣼする。চ面を෴うଯ積土は地

৭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવࠇを含む࠭、ཻࢁ

ଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ4 か所確認した。11・12 は住居北部のচ面に、

13・14 は住居南ลにҐ置する。柱穴掘方の平面形は

長࣠ 24~28Dm、࣠ 20~28Dm のུ円形をఄする。ਂさ

は 37~58Dm で、13 で柱材のൈきऔりࠟ跡、12~14 で平

面形が直ܘ 8~24Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ఈ面に木葉ࠟを࣋つものがある。ロクロ土師器ᆀは内

面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のり

し後に外ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施す。

ʲS*208 竪穴住居跡 （r第 113 ਤ、ࣸਅਤ൛ 36・38・40）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*208 ˠ S,257 ʵ S*207

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.80m、࣠ 3.33m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-6°-E

ʤน面ʥଘしない

S*208 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ཻ࠭を含む　（住ଯ）

2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ཻ࠭を含む
炭化物ཻをগ量含む　（प溝ଯ）

3 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）
S*208 竪穴住居跡　12　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）
2 փ 10:34�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*208 竪穴住居跡　13　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを含む　（柱）
2 ࠇ 2.5:3�1 シϧτ ന৭೪土小ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
3 2.5:4�2 ҉փԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S*208 竪穴住居跡　14　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土小ϒロοクを含む　（柱掘）

S*208 竪穴住居跡　%1　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・࠭を含む　炭化物ཻをগ量含む
（外延溝ଯ・住居主அ面 2 対Ԡ）

2 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
（外延溝掘・住居主அ面 3 対Ԡ）



第̐ষ　調査の結果
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ʤप溝・น材ʥ平をडけている東ลをআ͘住居外

प に Ԋ っ て प 溝 を 確 認 し た。 上 ෯ 10~22Dm、 ఈ ෯

4~14Dm、ਂさ 8Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。ఈ

面は南西かってࣼしている。ଯ積土は地ࢁ・炭

化物ཻ、࠭を含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考え

られる。น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤ外延溝ʥ住居西ล南付近のप溝から住居外延

び る 溝 跡（%1） を 確 認 し た。 上 ෯ 12~24Dm、 ఈ ෯

6~16Dm、ਂさ 8Dm でԣஅ面形がٯ形をఄし、西方

直線的に 2.5m 延びている。ఈ面は西方ۇか

にࣼしている。ଯ積土は 2 に細分され、1 は地ࢁ・

炭化物ཻ、࠭を含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考

えられる。2 は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧ

τで住居掘方ຒ土とྨࣅし、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・

ᙈ、須恵器ᙈが出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施すもの、ᙈは外面にϋέϝ調整

を施すものがある。須恵器ᙈは外面に平行λλΩが

見られる。

ʲS*209a 竪穴住居跡 （r第 114~115 ਤ、ࣸਅਤ൛ 40）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥSA235・S*209a ˠ S*209C ʵ SA280

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.30m、࣠ 2.90m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：E-21°-/

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてほぼਨ直に立ͪ上がる。ଘ

นߴは࠷大 20Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。

চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒロοク、炭化物ཻを含むࠇ

৭೪࣭シϧτで、S*209C চ面を構ஙする住居掘方

ຒ土である。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される住居東ล中ԝ付近

をআ͘住居น面にԊってน材ࠟ跡を確認した。上෯

5~11Dm、ఈ෯ 2~8Dm、ਂさ 5~15Dm でԣஅ面形が෯

ࠇϒロοクを含むࢁな̫字形をఄする。ଯ積土は地ڱ

৭೪࣭シϧτで、น材ࠟ跡に伴う溝状の掘方は確認

されない。

ʤΧϚドʥ住居東ล中ԝ南دりに付設する。೩ম部・

Ԏಓ・Ԏ出しϐοτがଘする。೩ম部は෯ 92Dm、
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第 114 図　SI209a 竪穴住居跡（1）

S*209a 竪穴住居跡　,1・,2　%-%`
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ย・小を多͘
含む　5Dm 大の炭化材をۃগ量含む　（,1 人ҝ）

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを多量に含む
（,2 人ҝ）

3 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（,2 人ҝ）

4 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
炭化物ཻをۃগ量含む　（,2 人ҝ）



第２અ　発見された遺構と遺物
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Ԟ行 78Dm で、ข口෯は 68Dm である。೩ম部ఈ面は

෯ 68Dm、Ԟ行 78Dm で、চ面より 3Dm ほど皿状にۼむ。

ଆนは長さ 20~43Dm、෯ 22~35Dm、ଘߴ 6~7Dm で

ある。Ԟนは住居東นより 35Dm ுり出す。ଆน構ங

土はന৭೪土ϒロοクを多͘含むԫ৭೪࣭シϧτを

༻いている。Ԏಓは೩ম部Ԟนから 60Dm 延び、ઌ

部にԎ出しϐοτがҐ置する。Ԏಓఈ面は平ୱで、Ԏ

出しϐοτのఈ面はԎಓఈ面より 6Dm ਂい。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居南東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形が長࣠ 90Dm、࣠ 56Dm の不整

ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 10Dm の皿状をఄする。

ଯ積土は地ࢁϒロοク・炭化木ยを多͘含むࠇ৭೪

࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥ住居南東۱の掘方ఈ面で土坑 1 基（,2）

を確認した。ஷ蔵穴（,1）の直ԼにҐ置する。平面

形が長࣠ 60Dm、࣠ 50Dm の不整ପ円形をఄし、அ

面形はਂさ 31Dm のٯ形をఄする。ଯ積土は地ࢁϒ

ロοク、炭化物ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭೪࣭シϧτで、

人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS*209C 竪穴住居跡 （r第 116~117 ਤ、ࣸਅਤ൛ 36・38・40・64）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥSA235・S*209a ˠ S*209C ʵ SA280

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.30m、࣠ 2.90m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：E-21°-/

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてほぼਨ直に立ͪ上がる。ଘ

นߴは࠷大 6Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥS*209a চ面を 8Dm ਹ上͛した掘方ຒ

土をচとし、南かってわͣかにࣼする。চ面を

෴うଯ積土は地ࢁϒロοク、炭化物ཻを含むࠇ৭೪

࣭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥS*209a のน材を౿ऻする。住居北ลで

น材のൈきऔりࠟ跡を確認した。

ʤΧϚドʥS*209a のΧϚドを౿ऻし、೩ম部ఈ面を

4Dm ਹ上͛している。೩ম部ఈ面には৭ߗ化面が

形成されている。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤ外 延 溝ʥ 住 居 南 西 ۱ で %2 と 接 ଓ し て 住 居 外  延

び る 溝 跡（%3） を 確 認 し た。%2 の 延 長 上 を わ ͣ

かに子を描きながら南西 4.2m 延びている。 上෯

14~45Dm、ఈ෯ 5~24Dm、ਂさ 10~21Dm でԣஅ面形

がٯ形をఄする。ఈ面は南西かってࣼしてお

り、一部ਂ͘掘りԼ͛られた後に人ҝ的にຒめされ

ている。ଯ積土は上部が地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シ

ϧτ、にぶいԫ৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考え

られる。Լ部は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭・҉

৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤそのଞの施設ʥ柱穴 1 か所（11）、溝跡 2 条（%1・

%2）を確認した。11 と %1 は住居内の間りなど

に関わる施設、%2 は住居内のഉ水をҙਤした施設と

考えられる。11 は住居中ԝ南西دりにҐ置し、

平面形が長࣠ 27Dm、࣠ 18Dm の۱ؙ方形をఄし、

ਂさ 32Dm である。%1 は上෯ 8~12Dm、ఈ෯ 4~7Dm、

ਂさ 9Dm でԣஅ面形がٯ形をఄする。住居西ลと

ほぼ平行に 1.95m 延び、北は住居北ล西دり

にҐ置し、南は 11 と重複する。ଯ積土は地ཻࢁを

まらに含むࠇ৭೪࣭シϧτで、ࣗવଯ積土と考え

ら れ る。%2 は 上 ෯ 20~26Dm、 ఈ ෯ 10~20Dm、 ਂ さ

12Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。住居中ԝ南دり

のҐ置から南西۱かってわͣかにހを描きながら

2.1m 延びる。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シ

ϧτで、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第 117 ਤ 1）

が出土した。体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、口縁部が

外する。内面の調整は不明ながら、ϛΨΩ調

整ˠࠇ৭ॲཧを施すとΈられる。

　このほか、চ面・ΧϚド่落土・น材ࠟ跡・,1 ଯ積土・

住居内ଯ積土・遺構確認面より土師器ย、ロクロ土師

器ᆀ、須恵器ᆀ・ᙈ・小ܕ品が出土した。須恵器ᆀは

ճసࢳりによるఈ部のりし後に外面の体部ԼҐ

~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリ調整を施す。ᙈは内面に同

心円文Ξテ۩ࠟ、外面に平行λλΩが見られる。第 115 図　SI209a 竪穴住居跡（2）
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第 116 図　SI209a・b 竪穴住居跡

S*209 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・炭化物ย・小を含む
（C 期住ଯ）

2 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ඃしたڽփؠย・炭化物ཻを含む
（C 期Ԏಓ่）

3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ・ম土 ・ཻ炭化物ཻ、ന৭೪土ϒロο
クを含む　（C 期ᜱ่）

4 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻ、փを含む　（C 期ᜱ機時ଯ）

5 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（C 期 %1 ଯ）

6 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土小ϒロοクを含む
（C 期 %2 ଯ）

7 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（C 期น材ൈ）

8 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（a・C 期น材ࠟ）

9 5:34�8  ೪࣭シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻ・ന৭೪土ཻを含む
上面がඃにより৭ߗ化　（C 期ᜱఈ面構）

10 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ম土 ・ཻന৭೪土 ・ཻ炭化物ཻを含む　（C 期ᜱఈ面構）

11 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・炭化物ཻ・ന৭೪
土ϒロοクを含む　（C 期住掘）

12 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻ・炭化物ཻを含む
（C 期ᜱఈ面構）

13 2.5:5�4 ԫ ೪࣭シϧτ ম土ཻを含む　（C 期ᜱఈ面構）

14 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻ・炭化物ཻを含む
（a 期ᜱ機時ଯ）

15 10:35�8 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（a 期住掘）

S*209 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοク・
炭化物ཻを含む　（C期住ଯ・住居主அ面1対Ԡ）

2 5:34�8  ೪࣭シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻ・ന৭೪土を含む
（C 期ᜱఈ面構・住居主அ面 9 対Ԡ）

3 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻ・ম土ཻを含む
（C 期ᜱఈ面構・住居主அ面 10 対Ԡ）

4 2.5:5�4 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ を多量に含む　（a・C期ᜱଆน構）

5 10:35�8 ԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（a 期住掘・住居主அ面 15 対Ԡ）

S*209 竪穴住居跡  11  %-%� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　

S*209 竪穴住居跡  %1  E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（ࣗવ）

S*209 竪穴住居跡น材ࠟ　F-F�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（น材ൈ）
2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（a・C 期น材ࠟ）

S*209 竪穴住居跡  %2・%3　(-(�,)-)�,*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ന৭೪土ϒロοク含む　
2 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクをۃগ量含む　
3 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοクを多量に含む　
4 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　



第２અ　発見された遺構と遺物
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ʲS*213 竪穴住居跡 （r第 118~119 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・41・64）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*213 ˠ S,243

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.32m Ҏ上、࣠ 4.94m ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-14°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 12Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ中ԝ部のΈଘする。住居掘方ຒ土

をচとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土は࠭・

地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積

土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上で 3 か所（11~13）

を確認した。南東ଆの 1 か所は৽しい土坑（S,243）

によってյされたと考えられる。柱穴掘方の平面形

は長࣠ 46~62Dm、࣠ 43~60Dm の۱ؙ方形・ପ円形

をఄする。 ਂさは 32~36Dm で、13 で平面形が直ܘ

16Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤप溝・น材ʥ ΧϚド・ஷ蔵穴がҐ置する住居北東

部 を আ ͘ 住 居 น 面 に Ԋ っ て प 溝 を 確 認 し た。 上 ෯

6~40Dm、ఈ෯ 4~23Dm、ਂさ 2~8Dm でԣஅ面形が̪

字形をఄする。ఈ面はԜತが見られる。ଯ積土は地ࢁ

ཻを含むࠇ৭シϧτでࣗવଯ積土と考えられる。น材

ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝにന৭೪土ϒロοクを主体と

するԫ৭೪࣭シϧτが分布し、ΧϚド೩ম部ఈ面の

構ங土と考えられる。ଆนはଘしない。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で重複する土坑

2 基（,2 ˠ ,1） を 確 認 し た。,1 は 平 面 形 が 長 ࣠

78Dm、  ࣠ 54Dm の 不 整 ପ 円 形 を ఄ し、 அ 面 形 は

ਂ さ 12Dm の ٯ  形 を ఄ す る。,2 は 平 面 形 が 長 ࣠

62Dm、࣠ 50Dm Ҏ上のପ円形をఄし、அ面形はਂ

さ 8Dm の皿状をఄする。ଯ積土はいͣれも地ࢁϒロο

ク・࠭を含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考

えられる。

ʤচԼ土坑ʥচ面で 1 基（,3）、住居掘方ఈ面で 1 基

（,4）の土坑を確認した。,3 は平面形が長࣠ 62Dm、

࣠ 54Dm の不整ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 12Dm

のᎬു状をఄする。ଯ積土は地ࢁ・ম土・炭ཻとന৭

೪土ϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考

えられる。,4 は平面形が長࣠ 154Dm、࣠ 94Dm の

不整ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 22Dm のٯ形をఄ

する。ଯ積土はന৭೪土ϒロοクを多͘含むࠇ৭シ

ϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ҉ڎ溝ʥ住居掘方ఈ面で溝 1 条（%1）を確認した。

চԼ土坑 ,4 と一部重複する（,4 ˠ %1）。住居中ԝ

  東 د り に Ґ 置 し、 東 西 0.9 ̼、 南 北 2.0m Ҏ 上

の 長 さ で ٯ Ｌ 字 形 に 延 び る。 上 ෯ 12~20Dm、 ఈ ෯

2~10Dm、ਂさ 8Dm でԣஅ面形が̪字形をఄする。ఈ

面は南かってࣼしている。ଯ積土はന৭೪土ϒ

ロοクを含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられ

る。ଯ積土の状گから、চ面と平ୱにຒめされた҉

。と考えられるڎ

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ു（第 119 ਤ 2）・ᙈ（第

119 ਤ 4）、住居内ଯ積土より小ܕᙈ（第 119 ਤ 3）、

遺構確認面より土師器ᆀ（第 119 ਤ 1）が出土した。

　土師器ᆀ（第 119 ਤ 1）は༗ஈؙఈᆀのഁยで体

部から口縁部にかけて内ኪし、外面の体部と口縁部の

つ。外面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥ࣋にஈをڥ

έズリˠϔϥϛΨΩ調整、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。外面の体部にࠇ৭付ண物が見られる。

ു（第 119 ਤ 2）は平ఈで体部から口縁部にかけて

内ኪしながらٯീの字状に外する。外面の体部にナ

σ・口縁部にϤコナσ調整、外ఈ面に木葉ࠟˠナσ調

整、内面の体部にϔϥナσ・口縁部にϤコナσ調整を

施す。小ܕᙈ（第 119 ਤ 3）は部 ~ 口縁部のഁย

で部が内ኪし口縁部が外ؾຯに外する。外面の

ᰍ部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ・口縁部にϤコナσ調

整、内面にϔϥϛΨΩ調整を施す。ᙈ（第 119 ਤ 4）

は外面のᰍ部にஈをͪ࣋、口縁部にϤコナσ・部に

ϋέϝ調整、内面の口縁部にϤコナσˠ部にナσ調

整を施す。

　このほか、11・13 柱穴柱材ൈきऔりࠟ跡・住居内

ଯ積土・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師

器ᆀ、須恵器ᙈが出土した。土師器ᙈは外ఈ面に木葉

ࠟを࣋つものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ఈ部のりしはճసϔ

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*209C ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϛΨΩˠࠇ৭ॲཧʁɼ外面：ロクロナσɼ内外面：ೋ次ඃ・ຏ໓ （14.8） ʖ （3.5） 1�6 101 64-4

0 10cm

S=1/3

第 117 図　SI209b 竪穴住居跡出土遺物
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第̐ষ　調査の結果
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第 118 図　SI213 竪穴住居跡（1）

S*213 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜۃ小ཻを含む　ཻ࠭を含む　（住ଯ）
2 ࠇ 7.5:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（प溝ଯ）

3 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜ・ম土ཻを含む
ന৭೪土ϒロοクを含む　（,3 人ҝ）

4 ࠇ 10:33�1 シϧτ 炭ཻ・ന৭೪土ཻを含む　（,3 人ҝ）
5 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ৭土を含む　（ᜱఈ面構）ࠇ
6 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）
7 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（%1 人ҝ）
8 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（,4 人ҝ）

S*213 竪穴住居跡　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ཻ・・ཻ࠭
を含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοク・・ཻ࠭を含む　（,2 人ҝ）

S*213 竪穴住居跡　,2　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土 ・ཻ࠭ ・ཻを含む　（人ҝ）

S*213 竪穴住居跡　11　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S*213 竪穴住居跡　12　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 7.5:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土 ・ཻ࠭ ཻを含む　（柱ൈ）

S*213 竪穴住居跡　13　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱ࠟ）

3 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）



第２અ　発見された遺構と遺物
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*213 確認面 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσ・（体）ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ
˞外面ࠇ৭付ண物 （18.4） ʖ （4.1） 1�6 103 64-5

2 S*213 চ面直上  
1PU.2 土師器 ു 内面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ナσɼ（ఈ）

木葉ࠟˠナσ 11.5 5.5 7.5 形 102 64-7

3 S*213 ଯ積土 土師器 小ܕᙈ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（）ϋέϝɼ˞内外面ڞにຏ໓ ʖ ʖ （5.6） 一部 104 64-6

4 S*213 চ面直上  
1PU.1 土師器 ᙈ 内面：（口）Ϥコナσˠ（）ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（）ϋέϝ 20.9 ʖ （12.3）上半部 128 64-8

0 10cm

S=1/3

第 119 図　SI213 竪穴住居跡（2），出土遺物
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第̐ষ　調査の結果
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ϥりで、りし後に外面の体部ԼҐにճసϔϥέ

ズリ調整による࠶調整を施すものと、ճసࢳりで外

面に࠶調整を施さないものとがある。須恵器ᙈは内面

に同心円文Ξテ۩ࠟ、外面に平行λλΩが見られる。

ʲS*214 竪穴住居跡 （r第 120 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面ʗ部分ਫ਼査

ʤ重複ʥS*216 ˠ S*214

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.80m Ҏ上、࣠ 3.20m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-4°-8

ʤน面ʥଘしない。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居北西部のΈଘする。住居掘方

ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。

ʤ主柱穴ʥ不明

ʤ प 溝・ น 材 ʥ 住 居 西 ล の 一 部 で 上 ෯ 20Dm、 ఈ ෯

6Dm でԣஅ面形が̪字形をఄするप溝を確認した。

ଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考

えられる。น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居南東部の東นに接する長࣠ 50Dm、࣠

30Dm の範囲でඃによる৭化が認められた。চ面

は平をडけており、ΧϚドとの関は不明である。

ʤஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥচ面・住居内ଯ積土・遺構確認面より土

師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが出土した。

土師器・ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。須恵器ᙈはఈ部のりしがճసϔϥ

りで、りし後に外面の部ԼҐにճసϔϥέズ

リによる࠶調整を施す。

ʲS*215 竪穴住居跡 （r第 121~122 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・41・64）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.32m、࣠ 3.28m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-84°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 7Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土は地ࢁ小ϒロοク、ന৭೪土
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第 120 図　SI214 竪穴住居跡

S*214 竪穴住居跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

/P. 土৭ 土性 備考
3 ҉ 10:33�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
4 փ 10:34�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ大ϒロοクを含む
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第 121 図　SI215 竪穴住居跡（1）

ཻ、࠭を含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ

積土と考えられる。

ʤ主柱穴・प溝・น材ʥなし

ʤΧϚドʥ住居東ล中ԝ北دりに付設する。೩ম

部ఈ面とࠨଆนの一部がଘする。೩ম部ఈ面は෯

50Dm、Ԟ行 70Dm で、চ面より 3Dm 皿状にۼむ。Ԟ

นは住居東นから 40Dm ுり出す。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドࠨଆの住居北東۱で土坑 1 基（,2）

を確認した。平面形は長࣠ 60Dm、࣠ 58Dm のུ円

形をఄし、அ面形はਂさ 16Dm のٯ形をఄする。ଯ

積土はന৭೪土ϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτで、人

ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥ住居南東۱の掘方ఈ面で重複する土坑 3

基（,4 ˠ ,5 ˠ ,3） を 確 認 し た。,3 は 平 面 形 が 長

࣠ 64Dm、࣠ 58Dm のུ円形をఄし、அ面形はਂさ

16Dm のᎬു状をఄする。,4・,5 は ,3 にյされてお

りશ体の形状は不明であるが、,3 より小さい。ଯ積

土はいͣれもന৭೪土ϒロοクを含むࠇ৭・ࠇ৭シ

ϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤそのଞの施設ʥচ面で土坑 1 基（,1）、柱穴 1 か所（11）

を確認した。,1 はΧϚドข口部付近にҐ置し、長࣠

56Dm、࣠ 54Dm、ਂさ 30Dm の円形をఄする。ఈ

面からഁࡅされた֯柱状のڽփؠ石と土師器ᙈが出

土した。ڽփؠ石は一ଆ面にඃによる৭化が認

められ、ΧϚドข口部の構ங材であったՄ性が考え

られる。ଯ積土は地ࢁϒロοク・ന৭೪土ཻ・࠭を含

むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。11 は

住居南部中ԝ付近にҐ置し、平面形が長࣠ 24Dm、࣠

20Dm のପ円形をఄし、ਂさ 12Dm である。ଯ積土は地

。৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられるࠇを含むཻࢁ

ʤ出土遺物ʥΧϚド่落土より土師器ᆀ（第 122 ਤ 2）、

,1 ଯ積土より土師器ᙈ（第 122 ਤ 5）、,3 ଯ積土よ

り土師器ᆀ（第 122 ਤ 1・3）、遺構確認面より小ܕᆵ（第

122 ਤ 4）が出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀで体部から口縁部にかけて内

ኪするもの（第 122 ਤ 2）と、体部が内ኪし口縁部

が外ؾຯに外するもの（第 122 ਤ 1・3）がある。

第 122 ਤ 1 は外面の体部中Ґにஈをͪ࣋、口縁部に

Ϥコナσ・体部ԼҐにϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。外面の体部ԼҐにೋ次ඃ

S*215 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜ小ϒロοク・ന৭೪土ཻ・ཻ࠭を
含む　（住ଯ）

2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ম土ཻ・ന৭೪土ཻ・փを含む　（ᜱଯ）

3 ࠇ 7.5:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含
む　（住掘）
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S*215 竪穴住居跡　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ࠭を含む　（人ҝ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（人ҝ）
3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　ڽփؠยを含む　（人ҝ）

S*215 竪穴住居跡　,2　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 7.5:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
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第 122 図　SI215 竪穴住居跡（2），出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*215 ,3 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体Լ）ϔϥέズリ （10.6） ʖ （3.6） 1�4 131 64-10

2 S*215 ΧϚド่落土 土師器 ᆀ 内面：ナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体～ఈ）ϔϥέズリ
˞内面 2.5:35�8 明ɼ外面 2.5:3 4�8  （10.7） ʖ （4.4） 一部 130 64-11

3 S*215 ,3 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσɼ（口～体）ナσɼ（体）ϛΨΩʁɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）
ϔϥϛΨΩɼ˞内面 5:3 6�6 ᒵɼ外面 5:3 5�4 にぶい ʖ ʖ （3.7） 一部 129 64-12

4 S*215 確認面 土師器 小ܕᆵ 内面：（口）Ϥコナσʁɼ（体）ϔϥナσɼ（体Լ～ఈ）ϔϥέズリɼ外面：（口）
Ϥコナσʁɼ（体）ຏ໓ɼ（ఈ）木葉ࠟˠ（体Լ～ఈ付近）ϔϥέズリ （12.0） 5.2 （7.7） 一部 132 64-13

5 S*215 ,1 ଯ積土 
3  土師器 ᙈ 内面：ϔϥナσɼ外面：ϋέϝˠϔϥέズリɼ（ఈ）木葉ࠟ ʖ （6.2） （17.9） 一部 133 64-9

0 10cm

S=1/3

1
2

3

4 5

S*215 竪穴住居跡　,3　A-A�　
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土ϒロοクを含む　（人ҝ）

S*215 竪穴住居跡　,4・,5　#-#�　
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む、ന৭೪土ཻ・ম土
ཻを含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土ϒロοクを含む　（人ҝ）
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S*217 竪穴住居跡　A-A�,#-#�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻにぶい৭土ཻを含む　（住ଯ）

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（住ଯ）

3 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　҉৭の
しまりのない土を部分的に含む（住ଯ）

4 10:37�6 明ԫ৭ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク主体　（Ԏಓ่）

5 10:36�4 にぶいԫᒵ ೪࣭シϧτ ৭土を含む　（ᜱ่）ࠇ

6 10:35�4 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ඃしたԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻ・炭化
物ཻなどを含む　（ᜱ่）

7 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻを含む　（ᜱଯ）

8 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（प溝ଯ）

9 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（15 ଯ）

10 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ম土ཻ・炭化物ཻを多量に含む　（住機時ଯ）

11 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ
ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻ・ম土ཻを含む　
上面がඃにより৭ߗ化

（ᜱఈ面構・ΧϚドԣஅ面 1 対Ԡ）

12 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ম土ཻと炭化物ཻを含む
（ᜱఈ面構・ΧϚドஅ面 2 対Ԡ）

13 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ম土ཻを含む
（ᜱఈ面構・ΧϚドஅ面 3 対Ԡ）

14 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土 ・ཻ炭化物ཻを含む（,3 人ҝ）

15 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（%1 人ҝ）

16 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを部分的に含む　炭化物
ཻ・ম土ཻを含む　（住掘・ΧϚドஅ面 5 対Ԡ）

17 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む　（,4 人ҝ）

18 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（,4 人ҝ）

S*217 竪穴住居跡　%1　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（人ҝ）

S*217 竪穴住居跡　,3　$-$�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土 ・ཻ炭化物ཻを含む　（人ҝ）

S*217 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面　$-$�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ
ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻ・ম土ཻを含む
上面がඃにより৭ߗ化

（ᜱఈ面構・住居主அ面 11 対Ԡ）
2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻを含む　（ᜱఈ面構・住居主அ面12対Ԡ）

3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ম土ཻを含む
（ᜱఈ面構・住居主அ面 13 対Ԡ）

4 10:37�6 明ԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土主体　ࠇ৭土ཻを含む　（ᜱଆน構）

5 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻ・ম土ཻを含む
（住掘・住居主அ面 16 対Ԡ）

S*217 竪穴住居跡　,1　%-%�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ম土・炭化物 ・ཻ小を含む　（人ҝ）
2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（人ҝ）
3 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（人ҝ）

S*217 竪穴住居跡　,2　E-E�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　ۃগ量のম土ཻを含む　（人ҝ）
2 10:35�4 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土・փ・ࠇ৭土ϒロοクを含む　（人ҝ）

S*217 竪穴住居跡　11・12・14　F-F�,(-(�,)-)�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 土࣭ۉ

S*217 竪穴住居跡　16　*-*�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*217 竪穴住居跡　%2　+-+�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　

S*217 竪穴住居跡　%3　,-,�（第 123 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　
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による器นのണが認められる。第 122 ਤ 2 は外

面の体部ԼҐにஈを࣋つ。口縁部にϤコナσ・体部 ~

ఈ部にϔϥέズリ調整、内面にナσ調整を施し、ࠇ৭

ॲཧを施さない。土が৭をఄする。第 122 ਤ

3 は外面の口縁部と体部のڥにஈをͪ࣋、口縁部にϤ

コナσ・体部にϔϥϛΨΩ調整、内面の口縁部にϤコ

ナσ・体部にナσˠ不明ながらϛΨΩ調整を施すと

Έられる。土がᒵ৭をఄし、器นがബい。ᆵ（第

122 ਤ 4）は外面口縁部に不明ながらϤコナσ調整

ˠ体部ԼҐからఈ部付近にかけてϔϥέズリ調整、内

面口縁部に不明ながらϤコナσˠ体部にϔϥナσ

ˠ体部ԼҐからఈ部にかけてϔϥέズリ調整を施す。

外ఈ面は木葉ࠟˠ外पにϔϥέズリ調整を施す。ᙈ（第

122 ਤ 5）は平ఈで部中Ґに࠷大ܘを࣋つ長形で、

Լ半部のΈଘする。外面にϋέϝˠϔϥέズリ調整、

内面にϔϥナσ調整を施し、外ఈ面に木葉ࠟが見られる。

　このほか、,1・,3 ଯ積土・住居内ଯ積土・住居掘

方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᙈが出土した。土師

器ᆀはແஈؙఈで内面にナσ調整を施すものがある。

須恵器ᙈは内面に同心円文Ξテ۩ࠟが見られる。

ʲS*217 竪穴住居跡 （r第 123~125 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・42・64）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*220a・S*221・S*222・S*228・S%234 ˠ S*217

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.60m、࣠ 4.36m ʗ方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-7°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 26Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ 住居掘方ຒ土をচとし、 ほぼ平ୱ

で あ る が、 住 居 北 東 ۱ に 接 す る 長 ࣠ 238Dm、  ࣠

210Dm の不整方形の範囲が一ஈ͘掘りۼめられて

いる。চ面とのൺࠩߴは 8Dm ఔである。なお、চ

面直上にম土・炭化物ཻを含むࠇ৭೪࣭シϧτがബ͘

ଯ積し、চ面機時のଯ積土と考えられる。これを෴

うଯ積土は地ࢁϒロοク・ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭೪࣭

シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤน柱穴ʥ住居北ลで 2 か所（11・12）、南ลで 2 か

所（13・14） 確 認 し た。11・12 は 住 居 北 ล の 東 西

۱からそれͧれ 0.2m、13・14 は住居南ลの東西۱

か ら そ れ ͧ れ 1.0~1.2m に Ґ 置 す る。 平 面 形 は 長 ࣠

12~15Dm、࣠ 10~16Dm のུ円形・ପ円形をఄし、

ਂさは 15~30Dm である。

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される住居北ล中ԝをআ

͘住居น面にԊってप溝を確認した。上෯ 8~30Dm、

ఈ෯ 6~18Dm、ਂさ 3~8Dm でԣஅ面形が̪字形をఄす

る。ఈ面は南ล中ԝにかってわͣかにࣼしている。

ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、ࣗ

વଯ積土と考えられる。น材ࠟ跡は確認されなかった。

ʤΧϚドʥ住居北ล中ԝ東دりに付設する。೩ম

部とԎಓがଘする。೩ম部は෯ 108Dm、Ԟ行 90Dm

で、ข口෯は 70Dm である。೩ম部ఈ面は෯ 70Dm、

Ԟ 行 74Dm で、 চ 面 よ り 5Dm ほ ど 皿 状 に ۼ Έ、 ඃ

による৭ߗ化面が形成されている。ଆนは長さ

54~71Dm、෯ 20~25Dm、ଘߴ 15Dm である。Ԟน

は住居北นよりுり出す。ଆน構ங土にはന৭೪

土ϒロοクを主体とする明ԫ৭೪࣭シϧτを༻いて

いる。Ԏಓは೩ম部Ԟนから 0.7m Ҏ上延びており、

Ԏಓఈ面はઌ部かってわͣかにࣼする。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で土坑 1 基（,1）、

住居南東۱で土坑 1 基（,2）を確認した。,1 は平面

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*217 চ面直上　
1PU.1 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ

（ఈ）ճసࢳりˠखͪ࣋ϔϥέズリ 12.4 6.9 5.0 4�5 134 64-16

2 S*217 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ
（ఈ）ճసࢳりˠखͪ࣋ϔϥέズリ ʖ 7.8 （3.8） 一部 135 64-14

3 S*217 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసϔϥりˠແ調整ɼ˞内外面ͩすき༗り （13.2） （6.5） 3.6 2�5 137 64-17

4 S*217 ,1 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内面：ロクロナσɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）り
し不明ˠϔϥέズリɼ˞内外面（口）一部ܽଛˠ༉Ԏ付ண （13.2） （6.9） 3.7 1�3 136 64-15
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第 125 図　SI217 竪穴住居跡出土遺物
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第 126 図　SI218 竪穴住居跡（1）

S*218 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住ଯ）
2  7.5:34�4 シϧτ ম土
3 ࠇ 10:32�1 シϧτ 炭　
4 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ཻを含む　（住ଯ）
5 ࠇ 10:32�1 シϧτ 炭　
6 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ཻを含む　（住ଯ）
7 7.5:35�6 明 シϧτ ম土
8 ࠇ 10:33�2 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻম土 ・ཻ炭化物ཻを含む　（ᜱ่）
9 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（ᜱଯ）

10 ҉ 10:33�4 シϧτ փ・ম土ཻ・ന৭೪土ཻを含む　（ᜱଯ）
11 ࠇ 10:33�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（住機時ଯ）
12 ࠇ　10:32�1 ೪࣭シϧτ 炭　（住機時ଯ）
13  7.5:34�4 ೪࣭シϧτ ম土　（住機時ଯ）
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/P. 土৭ 土性 備考
14 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（पଯ）
15 ࠇ 7.5:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（,2 人ҝ）
16 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ 土　（,2࣭ۉ ࣗવ）
17 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土 ・ཻ২物遺体を含む　（住掘）
18 ࠇ 7.5:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（住掘）

S*218 竪穴住居跡 ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�4 シϧτ ম土 ・ཻ炭化物 ・ཻփ・ম土ϒロοクを含む　（ᜱ構）

2 ࠇ 7.5:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む
（住掘・住居主அ面 18 対Ԡ）

S*218 竪穴住居跡 %1　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　
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形が長࣠ 120Dm、࣠ 80Dm の۱ؙ方形をఄし、அ

面形はਂさ 30Dm のٯ形をఄする。ଯ積土はম土・

地ࢁϒロοク、炭化物ཻを含むࠇ৭・ࠇ৭೪࣭シ

ϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。,2 は平面形が長

࣠ 50Dm、࣠ 46Dm のུ円形をఄし、அ面形はਂさ

16Dm の̪字形をఄする。ଯ積土は 2 に細分される。

1 はম土・地ཻࢁをগ量含むࠇ৭೪࣭シϧτ、2

は地ࢁϒロοクを含むにぶいԫ৭೪࣭シϧτで、

1 はࣗવଯ積土、2 は人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥ住居南部中ԝ付近で重複する土坑２基

（,4 ˠ ,3）を確認した。いͣれもଯ積土上面をচ面

機時のଯ積土が෴っている。,3 は住居掘方ຒ土よ

り ৽ し ͘、 平 面 形 が 長 ࣠ 220Dm、  ࣠ 200Dm の 不

整ପ円形をఄする。அ面形はਂさ 20Dm の皿状をఄ

し、ఈ面にԜತが見られる。ଯ積土は地ࢁϒロοク、

炭化物ཻを含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考え

られる。,4 は住居掘方ຒ土より古͘、平面形が長࣠

102Dm、࣠ 100Dm の不整۱ؙ方形をఄし、அ面形

はਂさ 13Dm のٯ形をఄする。ଯ積土は地ࢁ・ম土

ϒロοク、炭化物ཻを含むࠇ৭೪࣭シϧτで人ҝ的

ຒ土と考えられる。

ʤ҉ڎ溝ʥஷ蔵穴（,1）南西۱からΧϚド前面をӌճ

するようにހを描きながら延び、住居西ล南部延び

る溝跡（%1）を確認した。住居চ面から掘りࠐまれ、

ଯ積土上面をচ面機時のଯ積土が෴っている。上

෯ 14~23Dm、ఈ෯ 3~8Dm、ਂさ 4~12Dm でԣஅ面形

が̪字形をఄする。ఈ面は南西にかってࣼしてい

る。ଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ

的ຒ土と考えられる。ଯ積土の状گから、চ面と平ୱ

にຒめされた҉ڎと考えられる。

ʤ外延溝ʥ住居西ล南部で %1 と接ଓして住居外延

びる溝跡（%2）と、住居南ล中ԝ西دりのҐ置

でप溝と接ଓして住居外延びる溝跡（%3）を確認

し た。%2 は %1 の 延 長 上 に 2.1m 延 び て 南  ં れ、

さらに 4.1m Ҏ上延びている。 上෯ 16~47Dm、 ఈ෯

8~28Dm、ਂさ 20Dm でԣஅ面形は̪字形をఄする。

ఈ面は南ଆかって؇かにࣼする。ଯ積土は地

৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考えられࠇを含むཻࢁ

る。%3 は南東方に直線的に 5.5m Ҏ上延びている。

上 ෯ 18~30Dm、 ఈ ෯ 10~18Dm、 ਂ さ 17~20Dm で ԣ

第 127 図　SI218 竪穴住居跡（2）
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S*218 竪穴住居跡　,1　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 7.5:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
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அ面形は̪字形をఄする。ఈ面は南東かって؇

かにࣼする。ଯ積土は地ཻࢁを多͘含むࠇ৭シϧτ

で、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤそのଞの施設ʥ住居中ԝ南部で 1 か所（15）、北東

部で 1 か所（16）の小柱穴を確認した。15 は平面形

が直ܘ 10Dm のུ円形をఄし、ਂさ 15Dm である。16

は平面形が長࣠ 40Dm、࣠ 32Dm のପ円形をఄし、

ਂさ 12Dm である。

ʤ出土遺物ʥচ面よりロクロ土師器ᆀ（第 125 ਤ 1）、

,1 ଯ積土より須恵器ᆀ（第 125 ਤ 4）、住居内ଯ積

土よりロクロ土師器ᆀ（第 125 ਤ 2）・須恵器ᆀ（第

125 ਤ 3）が出土した。

　ロクロ土師器ᆀ（第 125 ਤ 1・2）は、いͣれも内

面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ճసࢳりに

よるఈ部のりし後に外面の体部ԼҐ ~ ఈ面にख࣋

ͪϔϥέズリによる࠶調整を施す。体部が内ኪؾຯに

立ͪ上がり、第 125 ਤ 1 は口縁部がわͣかに外ؾ

ຯに外する。須恵器ᆀは体部が内ኪؾຯに立ͪ上が

り、口縁部が直線的に外するもの（第 125 ਤ 4）と、

口縁部がわͣかに外ؾຯに外するもの（第 125

ਤ 3）とがある。第 125 ਤ 4 はఈ部のりし後に

外面の体部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調

整を施す。口縁部の内外面に༉Ԏの付ணが見られる。

第 125 ਤ 3 はճసϔϥりによるఈ部のりし後

は外面に࠶調整を施さない。

　このほか、住居内ଯ積土より土師器ᙈ、ロクロ土師

器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᙈが出土した。土師

器ᙈは外ఈ面に木葉ࠟを࣋つものが見られる。ロクロ

土師器ᆀはఈ部のりしがճసϔϥりによるもの

と、੩ࢳࢭりによるものとがあり、ఈ部のりし

後に外面の体部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリまたは

ճసϔϥέズリによる࠶調整を施す。

ʲS*218 竪穴住居跡 （r第 126~128 ਤ、ࣸਅਤ൛ 35・43・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*225・S*231・S%273 ˠ S*218 ˠ S#247

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.05m、࣠ 3.74m ʗ不整方形

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-71°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面から外ؾຯに立ͪ上が

る。ଘนߴは࠷大 20Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*218 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ上部ຏ໓ɼ外面：（体）ロクロナσɼ（ఈ付近）έズリɼ
（ఈ）ճసࢳりˠέズリʁɼ˞内面（口）༉Ԏ付ண （16.0） （9.0） 4.2 1�4 139 65-1

2 S*218 ଯ積土 須恵器 ᆀ 内面：ロクロナσɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）り
し不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （13.6） （7.2） 3.6 1�3 138 65-2

3 S*218 住居掘方ຒ土 土師器 ു 内面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥナσɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体）ϋέϝˠナσ ʖ ʖ （5.0） 一部 140 65-3
4 S*218 住居掘方ຒ土 ロクロ土師器 ᙈ 内面：ロクロナσˠナσˠ一部ϔϥέズリɼ外面：ロクロナσˠϔϥέズリ （24.2） ʖ （15.4） 一部 168 65-5
5 S*218 ଯ積土 ロクロ土師器 小ܕᙈ 内面：ロクロナσʁɼ外面：ロクロナσ （12.6） ʖ （8.3） 一部 141 65-4

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 特徴
๏量（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް

6 S*218 住居掘方ຒ土 羽口 ઌଆɼઌ ~ 外面：༹ணᕥɼ内面：༻時のೋ次ඃによるม৭（ؐࢎ・ݩ化） （3.8） （3.0） （0.9） 一部 243 65-6
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第 128 図　SI218 竪穴住居跡出土遺物
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ある。চ面直上にന৭೪土ϒロοクを含むࠇ৭シϧ

τがബ͘ଯ積し、Լしたচ面のਹ上͛土もし͘はচ

面機時のଯ積土と考えられる。これを෴うଯ積土は

地ࢁ・ന৭೪土ཻを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、住居ഇ

ઈҎ߱のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される住居東ลをআ͘住

居น面にԊってप溝を確認した。上෯ 10~34Dm、ఈ

෯ 3~13Dm、ਂさ 9~18Dm でԣஅ面形は不整な̪字形

をఄする。ఈ面は西かってࣼしている。住居西

ลと東ลの一部では住居น面より外ଆ 10Dm ఔு

り出している。ଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ৭೪࣭シϧτ

で、ࣗવଯ積土と考えられる。น材ࠟ跡は確認されな

かった。

ʤΧϚドʥ住居東ล中ԝ北دりに付設する。೩ম

部ఈ面のࠟ跡とΈられる৭ߗ化範囲と、Ԏಓ部が

ଘする。Ԏಓは෯ 22~45Dm、長さ 64Dm である。Ԏ

ಓఈ面はઌかって؇かに立ͪ上がる。Ԏಓ部

は住居東ลから෯ 82Dm、Ԟ行 45Dm の範囲を方形に

ுり出させ、住居掘方ຒ土およびম土ϒロοク・炭化

物ཻ・փを含む҉৭シϧτでຒめした後に掘りൈ

いて構ஙしている。

ʤஷ蔵穴ʥなし

ʤচԼ土坑ʥ住居南東部で土坑 3 基（,1~,3）を確認

した。,1 は平面形が長࣠ 114Dm、࣠ 98Dm の不整

ପ円形をఄし、அ面形はਂさ 24Dm のٯ形をఄする。

,2 は平面形が長࣠ 48Dm、࣠ 44Dm のུ円形をఄし、

அ面形はਂさ 20Dm の̪字形をఄする。,3 は平面形

が長࣠ 150Dm、࣠ 86Dm の不整ପ円形をఄし、அ

面形はਂさ 20Dm の不整なٯ形をఄする。ଯ積土は

いͣれも地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭・ࠇ৭೪࣭シ

ϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ外延溝ʥ住居南西۱でप溝と接ଓして住居外延

び る 溝 跡（%1） を 確 認 し た。 上 ෯ 20~33Dm、 ఈ ෯

9~15Dm、ਂさ 25Dm でԣஅ面形が̫字形をఄし、南

西方直線的に 2.7m Ҏ上延びている。ఈ面は南
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第 129 図　SI219 竪穴住居跡

S*219 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ম土ཻを含む　（住ଯ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（住掘）
3 ࠇ 5:2�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（住掘）
4 փ 10:35�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*219 竪穴住居跡प溝　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　
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する。また、住居南西۱からࣼかって 40Dm は

地ࢁをτンωϧ状に掘りൈいており、ԣஅ面形は෯

40Dm、ߴさ 15Dm のತϨンズ形をఄする。τンωϧ

状部分の南から 70Dm は溝の上෯が 50Dm まで

がっており、τンωϧ掘の࡞業によるものと考えら

れる。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、

ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第 128

ਤ 1）・小ܕᙈ（第 128 ਤ 5）、須恵器ᆀ（第 128 ਤ 2）、

住居掘方ຒ土よりロクロ土師器ᙈ（第 128 ਤ 4）、土師

器ു（第 128 ਤ 3）、羽口（第 128 ਤ 6）が出土した。

　ロクロ土師器ᆀ（第 128 ਤ 1）は体部が内ኪؾຯ

に立ͪ上がり、口縁部が外する。内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ճసࢳりによるఈ部の

りし後に外面の体部ԼҐ ~ ఈ部に不明ながらέ

ズリによる࠶調整を施すとΈられる。口縁部の内面に

༉Ԏの付ணが見られる。小ܕᙈ（第 128 ਤ 5）は

部上Ґに࠷大ܘをͪ࣋、口縁部が͘外する。ᙈ（第
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第 130 図　SI220a・b 竪穴住居跡

S*220a・C 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�4 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（C 期住掘）

2 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
（a 期住掘）

3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（,2 人ҝ）
S*220a 竪穴住居跡　12　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量、ԫ৭ローϜཻをۃ
গ量含む　（柱ࠟ）

S*220a・C 竪穴住居跡西น֦ு部　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（C 期住掘）
2 ҉ 10:33�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ ・ന৭೪土ཻを含む　（a期住掘）

S*220 竪穴住居跡　,1　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*220 竪穴住居跡　,2　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*220 竪穴住居跡　,3　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）

3 10(:5�1 փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土を多量に含む　（人ҝ）
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128 ਤ 4）は部上に࠷大ܘをͪ࣋、口縁部が͘

外する。内外面にロクロナσ調整の後、外面の部

上Ґ・ԼҐにϔϥέズリ調整、内面の部ԼҐにナσ

ˠϔϥέズリ調整を施す。土師器ു（第 128 ਤ 3）は

口縁部が内ኪする。外面の口縁部にϤコナσˠ体部に

ϋέϝˠナσ調整、内面の口縁部にϤコナσ、体部に

ナσ調整を施す。須恵器ᆀ（第 128 ਤ 2）は体部が内

ኪؾຯに立ͪ上がり、口縁部がわͣかに外ؾຯに外

する。ఈ部のりし後に外面の体部ԼҐ ~ ఈ面に

खͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施す。羽口（第 128

ਤ 6）はઌ部ଆのഁยで、༻時のೋ次ඃによる

ม৭が見られる。なお、土師器ു（第 128 ਤ 3）はܕ

式ֶ的に見てଞの出土土器よりも古い༷૬をࣔしてお

り、ઌ行する遺構ଯ積土などからのࠞ入と考えられる。

　このほか、ΧϚド่落土・,1 ଯ積土・住居内ଯ積

土・遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、ロ

クロ土師器ᙈ、須恵器ᆀ・ߴ付ᆀが出土した。土師

器ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを

施す。ᙈは外面のᰍ部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ調整

を施す。外ఈ面に木葉ࠟを࣋つものがある。ロクロ土

師器ᙈは内面に同心円文Ξテ۩ࠟ、外面に平行λλΩ

が見られる。須恵器ߴ付ᆀは外ఈ面にճసϔϥ

りࠟが見られる。

ʲS*219 竪穴住居跡 （r第 129 ਤ、ࣸਅਤ൛ 45）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS,253 ˠ S*219 ˠ S#277・S,252・S%242

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.10m Ҏ上、࣠ 3.90m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ北ล：/-88°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面から外ؾຯに立ͪ上が

る。ଘนߴは࠷大 5Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ北東部の一部のΈଘする。住居掘

方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土

はম土ཻ・ന৭೪土ϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、住

居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ不明

ʤप溝・น材ʥ住居北นにԊってप溝を確認した。上

෯ 9~18Dm、ఈ෯ 5~14Dm、ਂさ 6Dm でԣஅ面形は̫

字形をఄする。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧ

τで、ࣗવଯ積土と考えられる。น材ࠟ跡は確認され

なかった。

ʤΧϚドʥ住居南東部の東นに接する長࣠ 44Dm、࣠

32Dm の範囲でඃによる৭化が認められた。চ面

は平をडけており、ΧϚドとの関は不明である。

ʤஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ

土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・

ᙈが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施すものと、ແஈؙఈで内面にϤ

コナσ調整を施すものとがある。土師器ᙈは外面のᰍ

部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ調整を施すものがある。

ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを

施し、ճసࢳりによるఈ部のりし後に外面の体

部ԼҐにखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施すものが

ある。須恵器ᆀは外ఈ面にճసϔϥりࠟが見られる。

ʲS*220a 竪穴住居跡 （r第 130~131 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ 重 複 ʥS*220a ˠ S*217・S*220C・S*228・S*229・

S#262・SA279

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.80m、࣠ 3.50m ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-9°-8

ʤน面・চ面・ଯ積土ʥଘしない

ʤ主柱穴ʥなし

ʤ น 柱 穴 ʥ 住 居 北 東 ۱ で 1 か 所（11）、 南 東 ۱ で

1 か 所（12） 確 認 し た。 柱 穴 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

20~30Dm、  ࣠ 20~24Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を ఄ す

る。ਂさ 36~44Dm でいͣれの柱穴でも平面形が直ܘ

12~14Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤप溝・น材ʥ不明

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤচԼ土坑ʥ住居北東部で土坑 1 基（,1）、南西部で

重複する土坑 2 基（,3 ˠ ,2） を確認した。 いͣれ

も住居掘方ఈ面から掘りࠐまれている。,1 は平面形

が長࣠ 102Dm、࣠ 80Dm の不整ପ円形をఄし、அ

面形はਂさ 35Dm の̪字形をఄする。ଯ積土はന৭೪

土ϒロοクを多量に含むࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的

ຒ土と考えられる。,2 は平面形が長࣠ 88Dm、࣠

68Dm の不整ପ円形をఄする。அ面形はਂさ 46Dm の

・ࢁ形をఄし、ఈ面にԜತが見られる。ଯ積土は地ٯ

ന৭೪土ϒロοクを多量に含むࠇ৭・ࠇ৭の೪࣭シ

ϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。ଯ積土中に一ଆ面

がඃした࠭ؠの小ยを多͘含む。,3 は平面形が長࣠

118Dm、࣠ 66Dm の۱ؙ長方形をఄし、அ面形はਂさ

33Dm の̪字形をఄする。ଯ積土は地ࢁϒロοクを含む

。৭・փ৭೪࣭シϧτで人ҝ的ຒ土と考えられるࠇ

ʤ出土遺物ʥ,3 ଯ積土より土師器ࠋ（第 131 ਤ 4）、

住居掘方ຒ土より土師器ᆀ（第 131 ਤ 1・2）・大ܕᆀ（第

131 ਤ 3）が出土した。

　土師器ᆀは༗ஈؙఈᆀで口縁部が内ኪするもの（第

131 ਤ 1）と、体部と口縁部のڥに۶曲をͪ࣋、体

部が外し口縁部が外するもの（第 131 ਤ 2）
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とがあり、いͣれもࠇ৭ॲཧを施さない。第 131 ਤ

1 は外面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥέズリ調整、

内面にϔϥϛΨΩ調整を施す。第 131 ਤ 2 は内外面

の口縁部にϤコナσ調整を施す。大ܕᆀ（第 131 ਤ

3）は体部中Ґにஈをͪ࣋、体部が外し口縁部が内

ኪؾຯに外する。外面の体部にϋέϝˠナσˠ口縁

部にϤコナσ調整、内面にϤコナσˠϔϥϛΨΩˠࠇ

৭ॲཧを施す。（第 131 ਤ 4）はແఈ式のࠋのഁยで、

外面にϔϥέズリ調整、内面にϔϥέズリˠナσ調

整を施す。

　このほか、遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・

ᙈが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部にஈを࣋た

ͣ、部にϋέϝ調整を施すものがある。

ʲS*220C 竪穴住居跡 （r第 130 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*220a ˠ S*220C ˠ S*228・S*229・S#262・SA279

ʤ規模・形状ʥS*220a 竪穴住居跡を西ଆ 60Dm ֦

ுʗ長࣠ 4.10m、࣠ 3.80m ʗ方形

ʤ方ʥ西ล：/-9°-8

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

１ S*220a 住居掘方ຒ土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥέズリ ʖ ʖ （3.3） 一部 108 65-7
２ S*220a 住居掘方ຒ土 土師器 ᆀ 内外面：（口）Ϥコナσ ʖ ʖ （5.4） 一部 106 65-8

３ S*220a 住居掘方ຒ土 土師器 大ܕᆀ 内面：（口）Ϥコナσˠ（口～体）ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（体）ϋέϝˠ
ナσˠ（口）Ϥコナσ ʖ ʖ （9.0） 一部 105 65-9

̐ S*220a ,3 ଯ積土 土師器 ࠋ 内面：ϔϥέズリˠナσɼ外面：ϔϥέズリ ʖ ʖ （5.1） 一部 107 65-10

0 10cm

S=1/3

1

2

3

4

第 131 図　SI220a・221・222 竪穴住居跡出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

5 S*221 確認面 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（ఈ）ϔϥέズリɼ˞内外面ڞにຏ໓ 15.3 10.1 3.3 2�3 109 65-12

0 10cm

S=1/3
5

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 特徴
๏量（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް

6 S*222 内ଯ積土 羽口 ઌ付近ɼઌଆ外面：༹ணᕥɼ内外面：༻時のೋ次ඃによるม৭（ؐࢎ・ݩ化） （7.2） （3.3） （1.2） 一部 245 65-15

0 10cm

S=1/3

6
༹ணᕥ
ೋ次ඃ（ࢎ化）
ೋ次ඃ（ؐݩ）
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ʤଘ状گʥ住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS*221 竪穴住居跡 （r第 104・131 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面ʗ未ਫ਼査

ʤ重複ʥS*222 ˠ S*221 ˠ S*217・S*223

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.30m Ҏ上、࣠ 2.50m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-7.3°-E

ʤ施設ʥ未ਫ਼査のため住居内の施設については不明。

ʤ外延溝ʥ住居南東۱から住居外延びる溝跡を確認

した。上෯ 15~23Dm で南東方直線的に 5.75m Ҏ

上延びている。

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面より土師器ᆀ（第 131 ਤ 5）

が出土した。平ఈで体部から口縁部にかけて内ኪす

る。外ఈ面にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩ調整

ˠࠇ৭ॲཧを施す。

　このほか、住居内ଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・

ᙈが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙఈ・ແஈؙఈで内面

にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部

にஈを࣋たͣ、部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*222 竪穴住居跡 （r第 104・131 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面ʗ部分ਫ਼査

ʤ重複ʥS*222 ˠ S*217・S*221

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.60m、࣠ 2.30m Ҏ上

ʤ方ʥ東ล：/-2.3°-E

ʤ施設ʥ未ਫ਼査のため住居内の施設については不明。

ʤʥ住居南部中ԝ部で跡を確認した。平面形は長

0 2m

S = 1/60
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*223 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりʁ
˞内外面：（体Լ～ఈ部）ຏ໓ （16.4） （10.6） （4.8） 一部 110 65-13

第 132 図　SI223 竪穴住居跡，出土遺物

0 10cm

S=1/3

1

S*223 竪穴住居跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住ଯ）
2 10:35�3 にぶいԫ シϧτ փ　炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ  ）
3 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 炭化物ཻを多量に含む　（ᜱଯ  ）
4 10:35�3 にぶいԫ シϧτ փ　炭化物ཻ・ম土ཻをগ量含む　（ᜱଯ  ）
5  7.5:34�4 ೪࣭シϧτ ম土　炭化物ཻをগ量含む　（ᜱଯ  ）
6 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（11 ଯ）

/P. 土৭ 土性 備考
7 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（12 ଯ）
8 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住掘）
9 10:37�8 ԫᒵ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*223 竪穴住居跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻを含む
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࣠ 45Dm、࣠ 28Dm のପ円形をఄし、அ面形はਂさ

8Dm のᎬു状をఄする。ఈ面にඃによる৭ߗ化

が見られる。

ʤ出土遺物ʥ内ଯ積土より羽口（第 131 ਤ 6）が出

土した。ઌ部付近のഁยで、༻時のೋ次ඃによ

るม৭と外面に༹ணᕥが見られる。

　このほか、চ面・内ଯ積土・遺構確認面より土師

器ᆀ・ᙈが出土した。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*223 竪穴住居跡 （r第 132 ਤ、ࣸਅਤ൛ 65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面ʗ部分ਫ਼査

ʤ重複ʥS*221 ˠ S*223 ˠ S#275

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.63m Ҏ上、࣠ 3.54m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥ不明

ʤน面ʥ地ࢁをนとする。

ʤচ面・ଯ積土ʥ北部のΈଘする。住居掘方ຒ土をচ

とし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土は地ཻࢁを含

むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴・प溝・น材ʥ不明

ʤΧϚドʥ住居東ล中ԝ付近の住居主அ面で地ࢁ・ম

土・炭化物ཻ、փを含むଯ積を確認した。ΧϚド内

ଯ積土のՄ性があるが、詳細は不明である。

ʤஷ蔵穴ʥ不明

ʤ そ の ଞ の 施 設 ʥ 住 居 চ 面 中 ԝ 付 近 で 柱 穴 3 か 所

（11~13）を確認した。11・12 はচ面から掘りࠐまれ

ており、13 も同༷であったと推定される。

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第

132 ਤ 1）が出土した。外部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、

口縁部がわͣかに外する。内面にϔϥϛΨΩˠࠇ৭

ॲཧを施し、ఈ部のりしは不明ながらճసࢳ

りとΈられる。

　このほか、住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ

土より土師器ᆀ・ᙈが出土した。ᙈは外面のᰍ部にஈ

を࣋たͣ、部にέズリ調整またはϋέϝ調整を施す

ものがある。

ʲS*224 竪穴住居跡 （r第 104 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南き؇ࣼ面ʗ未ਫ਼査

ʤ重複ʥS*224 ˠ S*225・S*244

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.80m Ҏ上、࣠ 3.00m Ҏ上ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-3.3°-E

ʤ施設ʥ未ਫ਼査のため住居内の施設については不明。

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・

ᙈが出土した。ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整

ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部にஈを࣋たͣ、

部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*225 竪穴住居跡 （r第 133~136 ਤ、ࣸਅਤ൛ 35・44・66）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*224・S*226・S*231・S#277 ˠ S*225 ˠ S*218・

S*244・S#247

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 4.86m、࣠ 3.82m ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-10°-E

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 34Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ地ࢁおよび住居掘方ຒ土をচとし、

ほぼ平ୱである。なお、চ面直上に地ࢁϒロοクを含

むࠇ৭シϧτがബ͘ଯ積し、চ面機時のଯ積土と考

えられる。これを෴うଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含

むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、住居ഇઈҎ߱のࣗવଯ積土

と考えられる。

ʤ主柱穴ʥなし

ʤน柱穴ʥ住居นԊいに 14 か所（11~114）確認した。

東西・南北のほぼ対ԠするҐ置に置されている。平

面形は長࣠ 10~26Dm、࣠ 8~14Dm で住居内外方

に長࣠を࣋つପ円形またはུ円形をఄする。住居চ面

からのਂさは 9~38Dm である。

ʤप溝・น材ʥΧϚドが付設される住居北ล中ԝ東د

りपลをআ͘住居น面にԊってน材ࠟ跡を確認した。

上෯ 4~20Dm、ఈ෯ 2~10Dm、ਂさ 6~9Dm で、ԣஅ面

形は̪字形をఄする。ଯ積土は地ཻࢁを含むࠇ৭シ

ϧτで、住居北西部の一部で෯ 12Dm のน材掘方を確

認した。

ʤΧϚドʥ住居北ล東دりに付設する。೩ম部・Ԏಓ

が  ଘ す る。 ೩ ম 部 は ෯ 90Dm、 Ԟ 行 82Dm で、 ข

口 ෯ は 45Dm で あ る。 ೩ ম 部 ఈ 面 は ෯ 45Dm、 Ԟ 行

62Dm で、চ面より 3Dm ほど皿状にۼむ。ଆนは長さ

30~42Dm、෯ 15~32Dm、ଘߴ 23Dm である。Ԟน

は住居北นに一கする。ଆน構ங土はന৭೪土ϒロο

クを主体とする҉৭シϧτを༻いている。

ʤஷ蔵穴ʥΧϚドӈଆの住居北東۱で土坑 1 基（,1）

を確認した。平面形が長࣠ 80Dm、࣠ 73Dm の۱ؙ

方形をఄし、அ面形はਂさ 24Dm の̪字形をఄする。

ଯ積土は 2 に細分され、1 は࣭ۉなࠇ৭シϧτ、

2 は地ࢁϒロοク、炭化物ཻ、মࠎย、փを含むࠇ

৭シϧτで、1 はࣗવଯ積土、2 は人ҝ的ຒ土

と考えられる。

ʤচԼ土坑ʥ住居北西部の住居掘方ఈ面で重複する土

坑 2 基（,3 ˠ ,2）、中ԝ部で 1 基（,4）を確認した。

,2 は平面形が長࣠ 85Dm、࣠ 59Dm の۱ؙ長方形を

ఄし、அ面形はਂさ 32Dm の不整形をఄする。ଯ積土

は地ࢁϒロοク・ཻを多͘含むࠇ৭シϧτで、人ҝ
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的ຒ土と考えられる。,3 は平面形が長࣠ 48Dm、࣠

39Dm のପ円形をఄし、அ面形はਂさ 27Dm の箱形を

ఄする。ଯ積土は地ࢁϒロοク・ཻを多͘含むࠇ৭・

փ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。,4 は平

面形が長࣠ 72Dm、࣠ 65Dm の不整۱ؙ方形をఄし、

அ面形はਂさ 26Dm のٯ形をఄする。ଯ積土は地ࢁ

ϒロοクを多͘含むΦリーϒࠇ৭೪࣭シϧτである。

人ҝ的ຒ土と考えられ、住居掘方ຒ土とྨࣅしている。

ʤ҉ڎ溝ʥ住居掘方ఈ面で溝一条（%1）を確認した。

চԼ土坑 ,2 と一部重複する（%1 ˠ ,2）。住居北ล

西ଆから南東۱にかって֓Ͷ直線的に 5.1m 延びる。

上෯ 23~43Dm、ఈ෯ 12~18Dm、ਂさ 9~15Dm でԣஅ

面形が̪字形をఄする。ఈ面は南東かってࣼす

る。ଯ積土は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭・փԫ৭

シϧτ ~ ೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられる。ଯ

積土の状گから、চ面と平ୱにຒめされた҉ڎと考

えられる。

ʤ外延溝ʥ住居南東۱で %1 と接ଓして住居外延び

る溝跡（%2）を確認した。%1 の延長上からހを描͘

ように南 8.16m Ҏ上延びている。上෯ 19~36Dm、

ఈ෯ 8~18Dm、ਂさ 9~15Dm で、ԣஅ面形は̪字形を

ఄする。ఈ面は住居内の %1 より 10Dm ఔ͘、Ԝ

ತが見られる。また、住居南東۱から 75Dm Ҏ上が地

ܘをτンωϧ状に掘りൈいており、ԣஅ面形は直ࢁ

20~22Dm のུ円形をఄする。ଯ積土はന৭೪土ϒロο

ク・ཻをগ量含むࠇ৭シϧτで、ࣗવଯ積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᆀ（第 135 ਤ 3~6）・ᆵ（第

136 ਤ 9）・ᙈ（第 136 ਤ 第）ࠋ・（7 136 ਤ 8）、,1

ଯ積土より土師器ᆀ（第 135 ਤ 1）、,2 ଯ積土より土

師器ᆀ（第 135 ਤ 2）が出土した。

　土師器ᆀは内面にࠇ৭ॲཧを施す༗ஈؙఈᆀ（第

135 ਤ 2・3）とࠇ৭ॲཧを施さないແஈあるいは体

部が۶曲するؙఈᆀ（第 135 ਤ 1・4~6）がある。第

135 ਤ 3 は体部から口縁部にかけて直線的に外す

る。外面の体部ԼҐにஈをͪ࣋、口縁部にϤコナσ・

ఈ部にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧ

を施す。第 135 ਤ 2 は体部が内ኪし口縁部が直線的

に外する。外面の体部と口縁部のڥにஈをͪ࣋、口

縁部にϤコナσ・体部 ~ ఈ部にϔϥέズリˠϔϥϛΨ

Ω調整、内面にϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧを施す。第 135

ਤ 1 は体部が内ኪし口縁部が内ኪؾຯに外する。

外面の体部と口縁部のڥに۶曲をͪ࣋、口縁部にϤコ

ナσ・体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、内面にϤコナσ

ˠϔϥϛΨΩ調整を施す。第 135 ਤ 4 は平ఈؾຯの

ؙఈで体部が内ኪし口縁部が外する。外面の口縁部

にϤコナσ・体部ԼҐ ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、内面

にナσˠϤコナσ調整を施す。第 135 ਤ 5 は体部が

内ኪし口縁部が外する。外面の口縁部にϤコナσˠ

体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、内面の口縁部にϤコナ

σˠ体部 ~ ఈ部にϔϥナσˠϔϥϛΨΩ調整を施す。

第 135 ਤ 6 は平ఈؾຯのؙఈで体部が内ኪؾຯに立

ͪ上がり口縁部がそのまま外する。外面の口縁部に

Ϥコナσˠ体部 ~ ఈ部にϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ調

整、内面の口縁部にϤコナσ・体部にϔϥϛΨΩ調整

を施す。ᆵ（第 136 ਤ 9）は平ఈで部にؙΈを࣋

つ。外面の部にナσˠϔϥέズリ調整、外ఈ面に木

葉ࠟˠέズリ調整、内面にϔϥナσ調整を施す。ᙈ（第

136 ਤ 7）は部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、長形をఄす

る。外面のᰍ部にஈを࣋たͣ、部にϔϥナσˠ口縁

部にϤコナσ・部ԼҐにϔϥέズリ調整、内面の口

縁部にϤコナσˠ部にϔϥナσ調整を施す。ࠋ（第

136 ਤ 8）は部が内ኪؾຯに外し、口縁部が外

する。外面の口縁部と部のڥにஈをͪ࣋、口縁

部にϤコナσ調整、内面の口縁部にϤコナσ・部

にナσˠϔϥϛΨΩ調整を施す。

　このほか、চ面・ΧϚド่落土・प溝内ଯ積土・

14 柱穴ଯ積土・%2 ଯ積土・,1・,2 ଯ積土・住居内

ଯ積土より土師器ᆀ・ᙈが出土した。

ʲS*226 竪穴住居跡 （r第 137 ਤ、ࣸਅਤ൛ 42・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*226 ˠ S*225・S,274

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 2.50m Ҏ上、࣠ 2.08m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥΧϚド中࣠線：/-87.8°-E

ʤน面ʥ東ลの一部のΈଘする。地ࢁをนとしてほ

ぼਨ直に立ͪ上がり、ଘนߴは࠷大 10Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ一部のΈଘする。住居掘方ຒ土を

চとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ積土は地ࢁϒ

ロοクを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積

土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ不明

ʤप溝・น材ʥ不明

ʤΧϚドʥ住居東ลに付設する。೩ম部・Ԏಓ・Ԏ出

しϐοτがଘする。೩ম部は෯ 91Dm、Ԟ行 50Dm

で、ข口෯は 43Dm である。೩ম部ఈ面は෯ 45Dm、

Ԟ 行 50Dm で、  ৭ ߗ 化 面 が 形 成 さ れ て い る。 চ

面 か ら ほ ぼ 平 ୱ で あ る。 ଆ น は 長 さ 52~54Dm、 ෯

19~24Dm、ଘߴ 12Dm である。Ԟนは住居東นと

一கする。ଆน構ங土はന৭೪土ϒロοクを主体と

するփ৭シϧτを༻いている。Ԏಓは೩ম部Ԟน
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第 134 図　SI225 竪穴住居跡（2）

S*225 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む　（住ଯ）
2 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（住ଯ）
3 փ 10:34�1 シϧτ ೪土ϒロοクを多量に含む　（ᜱ่）
4 5:33�6 ҉ シϧτ փ、೪土ϒロοクを含む　（ᜱ่）

5 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ম土ཻ・փを含む
（Ԏಓ機時ଯ）

6 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ম土ཻ・փ・মࠎ
ยを含む　（ᜱଯ）

7 ࠇ 2.5:2�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクཻを含む　（住居機時ଯ）
8 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクཻを含む　（น材ࠟ）
9 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（%1ᶃ1対Ԡ）

10 ࠇ 2.5:3�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（住掘・ΧϚドԣஅ面 2 対Ԡ）

S*225 竪穴住居跡ΧϚドԣஅ面　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 փ 10:34�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（ᜱ構）

2 ࠇ 2.5:3�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（住掘・主அ面 10 対Ԡ）

S*225 竪穴住居跡　,1　%-%� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:33�1 シϧτ փを多量に含む　ԫ৭ローϜϒロοク・炭化
物ཻを含む　上部にমࠎยを含む　（人ҝ）

S*225 竪穴住居跡　11　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ 上部にԫ৭ローϜཻを多量に含む
2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S*225 竪穴住居跡　12　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む

S*225 竪穴住居跡　13　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む

S*225 竪穴住居跡　14　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S*225 竪穴住居跡　15　*-*�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S*225 竪穴住居跡　16　+-+�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*225 竪穴住居跡　17　,-,�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む

S*225 竪穴住居跡　18　---�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*225 竪穴住居跡　19　M-M�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S*225 竪穴住居跡　110　/-/�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 ࠇ 2.5:3�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱掘）

S*225 竪穴住居跡　111　0-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む

S*225 竪穴住居跡　112　1-1�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*225 竪穴住居跡　113　2-2�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S*225 竪穴住居跡　114　3-3�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S*225 竪穴住居跡　115　S-S�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S*225 竪穴住居跡　116　5-5�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*225 竪穴住居跡प溝　6-6�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む
2 7.5(:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S*225 竪穴住居跡प溝　%�-7
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

S*225 竪穴住居跡　%2　:-:�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

2 2.5(:4�1 
҉Φリーϒփ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む（人ҝ）
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第 135 図　SI225 竪穴住居跡（3），出土遺物（1）
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S*225 竪穴住居跡　,2　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（人ҝ）
2 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*225 竪穴住居跡　,3　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（人ҝ）
2 փ 10:34�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*225 竪穴住居跡　,4　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 7.5:2�2 Φリーϒࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S*225 竪穴住居跡　%1　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
（住居主அ面 9 対Ԡ）

S*225 竪穴住居跡　%1　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む
2 7.5:6�1 փ シϧτ ৭土ϒロοクをগ量含む　（人ҝ）ࠇ
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*225 ,1 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσˠ（口～体）ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体～ఈ）
ϔϥέズリɼ˞内面 5:3 6�6 ᒵ৭ （17.0） ʖ （3.2） 1�8 113 66-1

2 S*225 ,2 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ԣ方ϔϥϛΨΩˠɼ（ఈ）ॎ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ
（体～ఈ）ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ ʖ ʖ （3.6） 一部 112 66-2

3 S*225 চ面直上  
1PU.6 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（ఈ）ϔϥέズリ （18.2） ʖ （4.2） 一部 111 66-3

4 S*225 চ面直上 土師器 ᆀ 内面：（体～ఈ）ナσˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体～ఈ）ϔϥέズリ （13.6） （8.3） 4.2 1�3 114 66-4

5 S*225 চ面直上 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσˠ（体～ఈ）ϔϥナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体
～ఈ）ϔϥέズリ （12.9） ʖ 5.6 1�2 115 66-5

6 S*225 চ面直上 土師器 ᆀ 内面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσˠ（体～ఈ）ϔϥ
έズリˠϔϥϛΨΩ 15.9 ʖ 8.4 2�3 116 66-7

7 S*225 চ面直上  
1PU.5 土師器 ᙈ 内面：（口）Ϥコナσˠ（）ナσ・ϔϥナσɼ外面：（）ϔϥナσˠ（口）Ϥコナσɼ

（Լ）έズリɼ˞内外面：ຏ໓ɼࢎ化మ付ண 18.6 ʖ （24.1） 4�5 117 66-9

8 S*225 চ面直上  
1PU.2 土師器 ࠋ 内面：（口）Ϥコナσ・（）ナσˠϔϥϛΨΩɼ外面：（口）Ϥコナσ （26.0） ʖ （25.0） 一部 126 66-6

9 S*225 চ面直上  
1PU.3 土師器 ᆵ 内面：ϔϥナσɼ外面：ナσˠϔϥέズリɼ（ఈ）木葉ࠟˠέズリ ʖ 11.3 （15.9） 一部 127 66-8

0 10cm
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第 136 図　SI225 竪穴住居跡出土遺物（2）
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ᙈ、ロクロ土師器ߴ付ᆀ、須恵器小ܕ品が出土した。

土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ᙈは外面のᰍ部にஈをͪ࣋、部にϋέϝ調整を施す

ものがある。須恵器小ܕ品は内面に同心円文Ξテ۩ࠟ

が見られる。

ʲS*230 竪穴住居跡 （r第 139 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・43・67）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*230 ˠ S*229・S#262・S#275・SA279・S%234

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 6.12m、࣠ 3.47m ʗ長方形

ʤ方ʥ西ล：/-5°-8

ʤน面ʥ地ࢁをนとしてচ面からਨ直に立ͪ上がる。

大࠷はߴଘน 4Dm である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱで

ある。চ面を෴うଯ積土はന৭೪土ཻをগ量含むࠇ৭

೪࣭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴・प溝・น材・ΧϚド・ஷ蔵穴ʥなし

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᙈ（第 139 ਤ 1）・砥石（第

139 ਤ 2）、遺構確認面よりロクロ土師器ᆀ（第 138

ਤ 2）が出土した。

　土師器ᙈ（第 139 ਤ 1）は平ఈで外面にϋέϝˠナ

σ調整、外ఈ面にέズリ調整、内面に不明ながらϛ

ΨΩ調整を施すとΈられる。ロクロ土師器ᆀ（第 138

ਤ 2）は体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、ճసࢳりに

よるఈ部のりし後は外面に࠶調整を施さない。内

面にϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧを施す。砥石（第 139 ਤ 2）

はڽփؠ製で֯柱状をఄする。各ଆ面を砥面とし、線

状のݚຏࠟが認められる。一を正面ଆからのিܸに

よりંଛし、ંଛ面にも線状のݚຏࠟが認められる。

　このほか、住居内ଯ積土・遺構確認面・住居掘方ຒ

土より土師器ᆀ・ᙈが出土した。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ

調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部にஈを࣋つもの

と࣋たないものとがあり、部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*231 竪穴住居跡 （r第 140~141 ਤ、ࣸਅਤ൛ 35・45・67）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*231 ˠ S*218・S*225・S%273

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 5.28m、࣠ 4.66m ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-6°-E

ʤน面ʥ住居北東۱पลのΈଘする。地ࢁをนとし

てচ面からਨ直に立ͪ上がる。ଘนߴは࠷大 15Dm

である。

ʤচ面・ଯ積土ʥ住居北東۱の一部のΈଘする。住

居掘方ຒ土をচとし、ほぼ平ୱである。চ面を෴うଯ

積土は地ཻࢁを含むࠇ৭シϧτで、住居ഇઈ後のࣗ

વଯ積土と考えられる。

ʤ主柱穴ʥ住居平面形の対֯線上に 4 か所（11~14）

から 1.2m 延び、ઌ部にԎ出しϐοτがҐ置する。

Ԏಓఈ面は中ほどまで؇かに立ͪ上がり、Ԝ

ತをͪ࣋ながらઌଆはԎ出しϐοτにかって

ࣼする。Ԏ出しϐοτのఈ面はԎಓઌ部のఈ面よ

り 18Dm ਂい。

ʤஷ蔵穴ʥ不明

ʤ出土遺物ʥΧϚド่落土よりロクロ土師器小ܕᙈ（第

137 ਤ 1）が出土した。部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、ճ

సࢳりによるఈ部のりし後は࠶調整を施さない。

　このほか、ΧϚド่落土・住居内ଯ積土・住居掘方

ຒ土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ߴ付ᆀが出土

した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを

施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。ロクロ土

師器ߴ付ᆀはճసࢳりによるఈ部のりし後に

。部付加ˠロクロナσ調整を施すߴ

ʲS*227 竪穴住居跡 （r第 104 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 6.50m Ҏ上、࣠ 3.50m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥ不明

ʤଘ状گʥ住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤ出土遺物ʥ住居内ଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・

ᙈが出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施す。

ʲS*228 竪穴住居跡 （r第 138 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・65）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ 重 複 ʥS*220a・S*220C ˠ S*228 ˠ S*217・S*229・

S#262・S%234

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.12m、࣠ 1.72m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥ西ล：/-4°-8

ʤଘ状گʥ住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・

ᙈが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ

調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面にϋέϝ調整を施す。

ʲS*229 竪穴住居跡 （r第 138 ਤ、ࣸਅਤ൛ 67）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*220a・S*220C・S*228・S*230 ˠ S*229 ˠ

S#262・S#275・S%234

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.35m、࣠ 2.84m ʗ方形

ʤ方ʥ東ล：/-16°-E

ʤଘ状گʥ住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面よりロクロ土師器ᆀ（第 138

ਤ 1）が出土した。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ

を施し、ఈ部のりしはճసࢳりˠແ調整である。

　このほか、遺構確認面・住居掘方ຒ土より土師器ᆀ・
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を 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠ 40~56Dm、  ࣠

36~50Dm のུ円形をఄする。ਂさは 50~70Dm で、い

ͣれも平面形が直ܘ 16~18Dm の円形をఄする柱ࠟ跡

を確認した。また、11~13 の柱ࠟ跡Լ部に柱材の一

部がଘしていた。

ʤ柱材ੇ๏ʥ3 か所（11~3）で確認した。෯ 20.0~20.1Dm、

ްさ 6.7~10.0Dm、長さ 18.1~34.3Dm の板状をఄする。

いͣれもׂ材で、木औりはຝ、ຝのਊ࣋、板の

ล材がある。

ʤप溝・น材ʥなし

ʤΧϚド・ஷ蔵穴ʥ不明

ʤচԼ土坑ʥ住居南東۱で土坑 1 基（,1）を確認した。

平面形は長࣠ 98Dm、࣠ 94Dm のུ円形をఄし、அ

面形はਂさ 18Dm の皿状をఄする。ଯ積土はന৭೪土

ϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考

えられる。また、住居掘方ຒ土とྨࣅする。

ʤそのଞの施設ʥ 住居東ลにԊって柱穴 2 基（15・

16） を 確 認 し た。 平 面 形 は 長 ࣠ 90~74Dm、  ࣠

36~44Dm の不整ପ円形をఄする。ਂ さは 30~34Dm で、

15 で平面形が直ܘ 10Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確

認した。16 は柱材がൈきऔられたと見られる。

ʤ出土遺物ʥচ面より土師器ᆵ（第 141 ਤ 3）、12 ଯ

積土より土師器ߴᆀ（第 141 ਤ 1）、,1 ଯ積土より土

師器ᙈ（第 141 ਤ 2）、住居掘方ຒ土より土師器ᙈ（第

0 �m

S = 1/�0
S㻵22㻢

E-13㻡
S-102

S-10㻡
E-132

ᗋ㠃ṧᏑ⠊ᅖ

ᇼ᪉ᇙᅵṧᏑ⠊ᅖ

㉥Ⰽ◳⠊ᅖ

ㄪᰝ༊እ

A

A'

1

2
3 4

㻡

㻢

90.30m
A A'

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*226 ΧϚド่落土 ロクロ土師器 小ܕᙈ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 ʖ （7.0） （10.3） 一部 118 65-14

0 10cm

S=1/3

第 137 図　SI226 竪穴住居跡，出土遺物

1

S*226 竪穴住居跡 　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（住ଯ）
2 փ 10:34�1 シϧτ 10:37�4 ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
3 2.5:33�6 ҉ シϧτ ম土　（ᜱ機時ଯ）
4 ࠇ 10:33�1 シϧτ 炭化物を多量に含む　（ᜱ機時ଯ）
5 7.5:35�8 明 シϧτ ম土　（Ԏಓ機時ଯ）
6 փ 10:35�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（Ԏಓ機時ଯ）
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1

第 138 図　SI228・229 竪穴住居跡，SI229 竪穴住居跡出土遺物

S*228 竪穴住居跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*228・229 竪穴住居跡　#-#�,$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（S*229 住掘）
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（S*228 住掘）

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*229 確認面 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 ʖ （6.8） （3.3） 一部 120 67-7

141 ਤ 4）が出土した。

　土師器ߴᆀ（第 141 ਤ 1）はᆀ部のഁยで、外面

にϔϥέズリ調整、内面にϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧを

施す。ᆵ（第 141 ਤ 3）は平ఈで部にؙΈをͪ࣋、

部ԼҐدりに࠷大ܘを࣋つ。外面の部にϋέϝˠ

口縁部にϤコナσ・Լ部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、

内面にϔϥナσ調整を施す。ᙈ（第 141 ਤ 2・4）は

いͣれも外面のᰍ部にࠟ跡的なஈをͪ࣋、部中Ґに

つ長形をఄする。第࣋をܘ大࠷ 141 ਤ 2 は外面の

部にϋέϝˠ口縁部にϤコナσ調整、内面の部に

ϔϥナσˠ一部ϋέϝˠ口縁部にϤコナσ調整を施

す。第 141 ਤ 4 は外面の部にϋέϝˠ口縁部にϤ
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㼜㼕㼠
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㻮
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㼜㼛㼠1

ᇼ᪉ᇙᅵṧᏑ⠊ᅖ

コナσˠ部にϔϥϛΨΩ調整、内面の部にϔϥナ

σ・口縁部にϤコナσ調整を施す。

　このほか、,1 ଯ積土・住居内ଯ積土・住居掘方ຒ

土より土師器ᆀ・ᙈが出土した。ᆀは内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外ఈ面に木葉ࠟを࣋つ

ものがある。

ʲS*244 竪穴住居跡 （r第 142 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*224・S*225 ˠ S*244 ˠ S#247

ʤ規模・形状ʥ長࣠ 3.05m Ҏ上、࣠ 1.16m Ҏ上ʗ方形ʁ

ʤ方ʥ北ล：/-66°-8

ʤଘ状گʥ住居掘方ຒ土のΈଘする。

ʤ出土遺物ʥ住居掘方ຒ土・遺構確認面より土師器ᆀ・

ᙈ、須恵器ᆀが出土した。土師器ᆀは༗ஈؙఈで内面

にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面の部

にϋέϝ調整を施す。

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*230 চ面直上  
1PU.1 土師器 ᙈ 内面：ϛΨΩʁຏ໓により不明ɼ外面：ϋέϝˠナσɼ（ఈ）έズリ ʖ （8.3） （5.8） 一部 121 67-8

0 10cm

S=1/3

第 139 図　SI230 竪穴住居跡，出土遺物

1

S*230 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（住ଯ）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（住掘）

2

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

2 S*230 চ面直上 砥石 ؠփڽ 砥面数 5ɼԼ半部ંଛˠݚຏࠟ 110.1 66.8 43.9 367.0 一部ܽ 202 67-9
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第 140 図　SI231 竪穴住居跡（1）

S*231 竪穴住居跡　A-A�,#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（住ଯ）

2 7.5:32�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（12 柱）

3 10:34�1 փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ࠇ৭土を含む　（12 柱ࠟ）

4 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（12 柱ࠟ）

5 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（12 柱掘）

6 10:33�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（13 柱掘）

7 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク主体　（13 柱掘）

8 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（16 柱掘）

9 ࠇ 10:31.7�1 シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（16 柱掘）

10 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（住掘）

S*231 竪穴住居跡　11　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
2 7.5(:5�1 փ ೪࣭シϧτ 10:33�1 のࠇ৭土を含む　（柱掘）

S*231 竪穴住居跡　13　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク主体　（柱掘・住居主அ面 7 対Ԡ）

S*231 竪穴住居跡　14　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク主体　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク主体　（柱掘）

S*231 竪穴住居跡　15　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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第 141 図　SI231 竪穴住居跡（2），出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S*231 12 ଯ積土 土師器 ᆀߴ 内面：（ᆀ）ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ（٭）ϔϥέズリɼ外面：ϔϥέズリ ʖ ʖ （4.5） 一部 122 67-4

2 S*231 ,1 ଯ積土 土師器 ᙈ 内面：（）ϔϥナσˠ一部ϋέϝˠ（口）Ϥコナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）
Ϥコナσ （17.3） ʖ （8.1） 一部 123 67-5

3 S*231 চ面直上  
1PU.1 土師器 ᆵ 内面：ϔϥナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσ・（Լ）ϔϥέズリɼ（ఈ）

ϔϥέズリ ʖ 7.0 （18.9） 3�5 125 67-3

4 S*231 住居掘方ຒ土 土師器 ᙈ 内面：（口）Ϥコナσɼ（）ϔϥナσɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）Ϥコナσˠ（）
ϔϥϛΨΩ （20.4） ʖ （20.5） 一部 124 67-6

0 10cm

S=1/3

ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡
ʲS#247 掘立柱建物跡 （r第 143 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・35・46）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*218・S*225・S*244・S#275 ˠ S#247 ʵ SA254

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 4.50m）・南北 2 間（総

長 3.20m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-1°-E

ʤ柱穴ʥ8 か所確認した。東・西ଆ柱列では掘方の平

面形が長࣠ 48~75Dm、࣠ 44~52Dm の۱ؙ方形を基

調とし、ਂさ 28~60Dm である。南・北ଆ柱列の内柱

では掘方の平面形が長࣠ 22Dm、࣠ 20Dm のུ円形

をఄし、ਂ さ 13~28Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロο

クを多量に含むࠇ৭・ࠇ৭・փԫ৭೪࣭シϧτで

ある。5 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、4 か所で平面形

が直ܘ 12~30Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（200）-240Dm

西ଆ柱列：北から（176）-144Dm

0 �m

S = 1/�0
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S*231 竪穴住居跡　,1　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
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ʤ出土遺物ʥ12・17 柱穴ଯ積土より土師器ᆀ、ロク

ロ土師器ᙈが出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ

調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲS#256 掘立柱建物跡 （r第 144~145 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38・46・47・68）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*206・S#259 ˠ S*205 ʵ S,255

ʤ規模・形状ʥ東西 4 間（総長 6.81m）・南北 2 間（総

長 5.07m）ʗ西・南柱列付属東西棟চଋ建物（建物西・

南面にほぼ平行して各 2 間分の柱列が付属）

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-24°-E

ʤ 柱 穴 ʥ 建 物 で 15 か 所（ う ͪ চ ଋ 3 か 所 ）、 柱 列

で 6 か 所 を 確 認 し た。 建 物 の 柱 穴 は、 南・ 北 ଆ 柱

列 の ྆  各 1 間 分 は 2 か 所 の 掘 方 が 連 結 し、 長 ࣠

220~308Dm、࣠ 52~92Dm の布掘状をఄする。柱材

のൈきऔりが行なわれており平面形は不整なପ円形を

ఄするが、掘方は۱ؙ長方形を基調としている。ਂさ

は中ԝ部で 6~50Dm、྆の柱Ґ置で 18~85Dm であ

る。中ԝ部がઙ྆͘の柱Ґ置がਂいことから、あら

かじめ溝状に掘りԼ͛た後に柱Ґ置पลをさらに掘り

Լ͛たと考えられる。東・西ଆ柱列中ԝの柱穴掘方は

平面形が長࣠ 102Dm、࣠ 48~58Dm の۱ؙ長方形を

ఄし、ਂさ 50~55Dm である。南・北ଆ柱列中ԝの柱

穴各 1 か所は平面形が長࣠ 38~55Dm、࣠ 30~38Dm

のପ円形をఄし、ਂさ 8~12Dm である。ଞのଆ柱と

ൺֱして規模が小さ͘、ਂさも͘͝ઙい。চଋの柱穴

掘方は平面形が長࣠ 52~64Dm、࣠ 45~48Dm のུ円

形をఄし、ਂさ 20~28Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒ

ロοクを多͘含むࠇ৭・ࠇ৭・ԫ৭・明ԫ৭೪

࣭シϧτなどである。12 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、

9 か所で平面形が直ܘ 16~42Dm の円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。また、1 か所で柱ࠟ跡Լ部に柱材の一

部がଘしていた。このほか、2 か所の柱材ൈきऔり

ࠟ跡でそれͧれ柱材・礎板の一部とΈられる木ยが

ଘしていた。付属柱列は建物西・南ଆ柱列から 0.80m

のҐ置にそれͧれ平行して 2 間分を確認した。いͣ

れも 3 か所の掘方が連結し、長࣠ 121~145Dm、࣠

20~44Dm の۱ؙ長方形を基調とした布掘状をఄし、

ਂさ 30~48Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多

͘含むࠇ৭シϧτ、にぶいԫ৭೪࣭シϧτなどで

ある。4 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、3 か所で平面形

が 13~23Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱材ੇ๏ʥ2 か所（11・13）で確認した。このうͪ、

13 柱材は直ܘ 24.3Dm、長さ 28.3Dm で、ਊ࣋材のؙ

柱である。

ʤ柱間ੇ๏ʥ東ଆ柱列：北から 222-285Dm

北ଆ柱列：西から 182-182-（182）-（135）Dm

西ଆ付属柱列：北から（96）-（112）Dm

南ଆ付属柱列：西から（106）-142Dm

ʤ出土遺物ʥ南ଆ付属柱列（116~18）の柱穴掘方ຒ土

より土師器ᆵ（第 145 ਤ 1）が出土した。部にؙ

Έをもͪ外面のᰍ部にஈを࣋つ。外面の部にϋέϝ

ˠ口縁部にϤコナσ調整、内面の部にϔϥナσ・口

縁部にϤコナσˠᰍ部にϋέϝ調整を施す。

　このほか、11・15~7・116~21 柱穴柱材ൈきऔりࠟ跡・

16 柱穴柱ࠟ跡・118 柱穴ଯ積土・18 柱穴遺構確認面・

116~18 柱穴掘方ຒ土より土師器ᙈが出土した。

ʲS#259 掘立柱建物跡 （r第 143 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38・46・48）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*206 ˠ S#259 ˠ S#256 ʵ S,255

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 4.6m）・南北 2 間（総長 3ɽ

6m）ʗ東西棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-23°-E

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

40~76Dm、࣠ 34~50Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂ

さ 34~50Dm で あ る。 掘 方 ຒ 土 は 地 ࢁ ϒ ロ ο ク を 多

量に含むࠇ৭・ԫ৭೪࣭シϧτなどである。5

か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、3 か所で平面形が直ܘ

14~28Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。また、

1 か所の掘方ఈ面で礎板を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ南ଆ柱列：西から（244）-（216）Dm

西ଆ柱列：北から（174）-（186）Dm

ʤ出土遺物ʥ15・18 ଯ 積 土・15 柱 ࠟ 跡 よ り 土 師 器

0 �m

S = 1/�0

S㻵244

ᇼ᪉ᇙᅵṧᏑ⠊ᅖ

A
A䇻

A A䇻1S91.20m

S-107

S-10㻡
E-13㻡

E-139

1

第 142 図　SI244 竪穴住居跡

S*244 竪穴住居跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（住掘）



第２અ　発見された遺構と遺物
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第 143 図　SB247・259 掘立柱建物跡
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S#247 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

S#247 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱掘）

S#247 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
2 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

S#247 掘立柱建物跡　14　%-%� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱ൈ）
2 10:34�2 փԫ ೪土 ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#247 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#247 掘立柱建物跡　16　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む　（柱ࠟ）
3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#247 掘立柱建物跡　17　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#247 掘立柱建物跡　18　)-)�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む

S#259 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοク・
炭化物ཻを含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）
3 10:35�4 にぶいԫ ೪࣭土 ന৭೪土をۃめて多量に含む　（柱掘）

S#259 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土ϒロοク・ཻ を含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土をۃ々গ量含む　（柱ࠟ）

S#259 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻ・炭化物ཻを含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ཻを含む　（柱ൈ）

3 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

S#259 掘立柱建物跡　14　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοク・
ཻ・炭化物ཻを含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
炭化物ཻを含む　（柱ൈ）

3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む　（柱掘）

4 10:36�6 明ԫ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）
S#259 掘立柱建物跡　15　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοク・
ཻ・炭化物ཻを含む　（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοク・炭化物ཻを含む　（柱掘）

3 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　炭化物ཻをগ量含む　（柱掘）
4 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃগ量含む　（柱掘）

S#259 掘立柱建物跡　16　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む
ന৭೪土ཻ・ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ൈ）

2  10:34�4 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）

4 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜཻを含む　（柱掘）



第̐ষ　調査の結果
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第 144 図　SB256 掘立柱建物跡（1）

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.00m）、南北 1 間（総

長 3.00m）ʗଆ柱建物

ʤ方ʥ西ଆ柱列：/-5°-E

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

45~56Dm、࣠ 28~40Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂさ

54~57Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含む

ᙈ が 出 土 し た。 外 面 の  部 に ϋ έ ϝ 調 整 を 施 す も

のがある。

ʲS#262 掘立柱建物跡 （r第 146 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・48）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*220a・S*220C・S*228・S*229・S*230・SA279・

S%234 ˠ S#262



第２અ　発見された遺構と遺物

���

৭・փ৭೪࣭シϧτである。2ࠇ か所で柱材の

りऔりࠟ跡、4 か所で平面形が直ܘ 14Dm の円形または

長࣠ 22~34Dm、࣠ 6~10Dm の長ପ円形をఄする柱ࠟ

跡を確認した。柱ࠟ跡のԼ部には柱材の一部がଘし、

いͣれも掘方ఈ面から 8~24Dm ଧͪࠐまれていた。

ʤ柱材ੇ๏ʥ4 か所（11~4）で確認した。෯ 16.1~22.2Dm、

ްさ 5.0~7.4Dm、長さ 7.8~23.6Dm の板状をఄする。い

ͣれもׂ材で木औりは板・ຝがある。

ʤ出土遺物ʥ14 柱穴ଯ積土よりロクロ土師器ᆀが出土

した。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ʲS#275 掘立柱建物跡 （r第 146 ਤ、ࣸਅਤ൛ 34・48）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

第 145 図　SB256 掘立柱建物跡（2），出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S#256 116 ～ 18 掘
方ຒ土 土師器 ᆵ 内面：（）ϔϥナσ・（口）Ϥコナσˠ（ᰍ）ϋέϝɼ外面：（）ϋέϝˠ（口）

Ϥコナσ （19.0） ʖ （9.5） 一部 145 68-7

0 10cm

S=1/3

1

S#256 掘立柱建物跡　11・12　A-A�　（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ 炭化物・ന৭೪土小ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 2.5:3�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
3 ࠇ 10:32�1 シϧτ 土　（11࣭ۉ 柱ࠟ）
4 2.5:3�3 ҉Φリーϒ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（11 柱掘）
5 2.5:3�3 ҉Φリーϒ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（12 柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　13　#-#�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土小 ~ 大ϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�3 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）
3 ࠇ 10:33�1 シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
4 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
5 2.5:3�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　14・15　$-$�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻ
を含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）
3 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
4 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）
5 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

6 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
炭化物ཻを͘͝গ量含む　（柱ൈ）

7 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
8 10:36�6 明ԫ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　16・17　%-%� （第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻを含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）

3 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻ・ന৭೪土ϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）

4 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）
5 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

6 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοク・炭
化物ཻを含む　（柱ൈ）

7 10:36�4 にぶいԫᒵ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱ൈ）
8 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻを含む　（柱ൈ）
9 10:35�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

10 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

11 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）
12 10:36�3 にぶいԫᒵ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　18　E-E�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土小ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを含む　（柱掘）

3 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土小ϒロοクをগ量含む　（柱掘）

4 5:4�2 փΦリーϒ シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
࠭を多量に含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　19・110　F-F�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
炭化物ཻを含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱ࠟ）
3 փ 10:34�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　111　(-(�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（柱ࠟ）

2 10:36�8 明ԫ ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　112　)-)�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
3 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#256 掘立柱建物跡　113　*-*�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻ
をগ量含む　（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻをগ量含む　（柱掘）

3 ࠇ 10:35�6 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）
S#256 掘立柱建物跡　114　+-+�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む　ԫ৭ローϜ
ཻ・ന৭೪土ཻ・炭化物ཻをۃগ量含む　（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
炭化物を͘͝গ量含む　（柱掘）

3 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
S#256 掘立柱建物跡　115　,-,�　（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱ൈ）

S#256 掘立柱建物跡　116・117・118　---�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ന৭೪土小ϒロοク・炭化物ཻを多量に含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻを含む　（柱ൈ）
3 ࠇ 10:32�1 シϧτ ന৭೪土小ϒロοクۃগ量含む　（柱ൈ）
4 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土大ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
5 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土・炭化物ཻを含む　（柱ࠟ）
6 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土小ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
7 ࠇ 10:33�2 シϧτ ന৭೪土小ϒロοク・ཻを含む　（柱掘）
8 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱掘）
9 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

10 փ 10:34�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）
S#256 掘立柱建物跡　119・120・121　M-M�（第 144 ਤ）
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む
炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）
3 փ 10:35�1 ೪土 ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む　（柱ൈ）
4 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）

5 10:35�4 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）



第̐ষ　調査の結果
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ʤ重複ʥS*223・S*229・S*230 ˠ S#275 ˠ S#247 ʵ S%234

ʤ規模・形状ʥ東西 1 間（総長 3.85m）・南北 2 間（総

長 3.50m）ʗ南北棟ଆ柱建物

ʤ方ʥ東ଆ柱列：/-11°-E

ʤ柱穴ʥ6 か所を確認し、このうͪ 5 か所をਫ਼査した。

掘方の平面形は長࣠ 34~48Dm、࣠ 25~44Dm の۱ؙ

方形・ପ円形をఄし、ਂさ 28~52Dm である。掘方ຒ

土は地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτ、ࠇ৭・ࠇ৭

೪࣭シϧτである。2 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、2

か所で平面形が直ܘ 14~23Dm の円形をఄする柱ࠟ跡

を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ東ଆ柱列：北から 140-（210）Dm

ʤ出土遺物ʥ11・13・15 柱穴ଯ積土・12 柱穴掘方ຒ

土より土師器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᙈが出土した。ᆀは内面

にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面の部

にϋέϝ調整を施す。

ʲS#277 掘立柱建物跡 （r第 147 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ 重 複 ʥS*219 ˠ S#277 ˠ S*225・S#277・SA278・

S,253・S%242
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第 146 図　SB262・275 掘立柱建物跡

S#262 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10(:5�1 փ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#262 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクগ量含む　（柱ࠟ）
2 10(:4�1 ҉փ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　（柱掘）

S#262 掘立柱建物跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む（柱）
2 10(:4�1 ҉փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
3 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ 土　（柱掘）࣭ۉ
4 10(:4�1 ҉փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻϒロοクを多量に含む　（柱掘）

S#262 掘立柱建物跡　14　%-%� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱）
2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 土　（柱ࠟ）࣭ۉ
3 10(:4�1 ҉փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
4 10(:4�1 ҉փ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱掘）

S#275 掘立柱建物跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 上部にԫ৭ローϜཻ・Լ部にԫ৭ロー
Ϝϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ϒロοクを含む　（柱掘）
3 10:32�3 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ϒロοクを含む　（柱掘）

S#275 掘立柱建物跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ 上部にԫ৭ローϜཻ・Լ部にԫ৭ロー
Ϝϒロοクを含む　（柱ࠟ）

2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）
S#275 掘立柱建物跡　14　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:31.7�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻをগ量含む　（柱ൈ）

S#275 掘立柱建物跡　15　%-%�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ൈ）

2 10:35�2 փԫ ೪土 ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱掘）



第２અ　発見された遺構と遺物
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ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総長 4.70m）・南北 2 間（総

長 4.88m）ʗ東西棟総柱建物

ʤ方ʥ北ଆ柱列：E-0°-8

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

28~42Dm、࣠ 24~40Dm の۱ؙ方形を基調とし、ਂ

さ 16~49Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘

含むࠇ৭・҉৭・ԫ৭೪࣭シϧτ、にぶいԫᒵ

৭೪土である。2 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、2 か所で

平面形が直ܘ 12Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北ଆ柱列：西から（150）-（160）-（160）Dm

東ଆ 1 間柱列：（244）-（244）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣபྻ跡
ʲSA246 柱列跡 （r第 147 ਤ、ࣸਅਤ൛ 48）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし
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第 147 図　SB277 掘立柱建物跡，SA246 柱列跡

S#277 掘立柱建物跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S#277 掘立柱建物跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S#277 掘立柱建物跡　15　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ཻを含む　（柱ࠟ）
2 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱掘）

S#277 掘立柱建物跡　16　%-%� 
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　炭化物ཻをগ量含む　（柱ൈ）

S#277 掘立柱建物跡　17　E-E�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ཻ・炭化物ཻをগ量含む　（柱ࠟ）
2 10:35�6 ԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
3 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱掘）
4 10:37�4 にぶいԫᒵ ೪土 ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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S#277 掘立柱建物跡　18　F-F�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
ന৭೪土ཻをগ量含む　（柱ൈ）

2 ҉ 10:33�3 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱ൈ）
S#277 掘立柱建物跡　19　(-(�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　

SA246 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ Լ部にۃগ量のന৭೪土ཻを含む　（柱ࠟ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA246 柱列跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃগ量含む　（柱ൈ）

2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA246 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜ ・ཻന৭೪土ϒロοクを含む　（柱ൈ）
2 10:31.7�1 ࠇ シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱ൈ）

3 10:34�4  シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ϒロοクを͘͝গ量含む　（柱掘）



第̐ষ　調査の結果

��4

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総長 2.90m）

ʤ方ʥE-0°-S

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は 長 ࣠

46~58Dm、  ࣠ 44~50Dm の ۱ ؙ 方 形 を ఄ し、 ਂ さ

24~50Dm である。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを多͘含

むࠇ৭・৭シϧτ、҉৭・にぶいԫ৭೪࣭シ

ϧτである。2 か所で柱材のൈきऔりࠟ跡、1 か所で

平面形が直ܘ 15Dm の円形をఄする柱ࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（140）-（150）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA254 柱列跡 （r第 148 ਤ、ࣸਅਤ൛ 49）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥSA254 ʵ S#247

ʤ規模・形状ʥ南北 4 間（総長 6.00m）Ҏ上

ʤ方ʥ/-5°-8

ʤ柱穴ʥ4 か所確認し、このうͪ 2 か所をਫ਼査した。

掘方の平面形は長࣠ 40~48Dm、࣠ 26~38Dm の۱ؙ

方形を基調とし、ਂさ 38~40Dm である。掘方ຒ土は

地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭シϧτである。2 か所

で柱材のൈきऔりࠟ跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（180）-（220）-（200）Dm

ʤ出土遺物ʥ13 柱穴掘方ຒ土より土師器ยが出土した。

外面にϋέϝ調整を施す。

ʢ̐ʣࡐญ跡
ʲSA235 材木塀跡 （r第 151 ਤ、ࣸਅਤ൛ 35~38・49・50）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥSA235 ˠ S*209

ʤ規模・形状ʥ東西方に直線的に 41.8m 延び、東

で 90°の֯で۶曲して北直線的に 13.0m 延びる。

延長 54.8m を確認し、調査区外の西・北ଆ延びて

いる。上෯ 35~42Dm、ఈ෯ 18~28Dm、ਂさ 10~80Dm

の布掘の掘方の中に、平面形が直ܘ 10~28Dm の円形・

ପ円形をఄする柱ࠟ跡を列状に確認した。掘方のԣஅ

面形は̪字形をఄし、柱ࠟ跡はその中ԝにҐ置する。

柱ࠟ跡は東ลで 21 か所、南ลで 70 か所のܭ 91 か所

を確認し、このうͪ 25 か所（ᶃ ~ ᶕ・ᾛ ~ ᾪ）でԼ

部に柱材の一部がଘしていた。また、一か所（ᶖ）

で掘方ఈ面に板材がଘしていた。柱ࠟ跡は 3~15Dm
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第 148 図　SA254・278 柱列跡

SA278 柱列跡　11　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 ҉ 10:33�3 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱ࠟ）
3 ࠇ 10:33�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA278 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（柱ࠟ）

2 ҉ 10:33�4 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（柱掘）

SA278 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　（柱ࠟ）
2 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA254 柱列跡　13　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）

SA254 柱列跡　14　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻをগ量含む　（柱ൈ）
2 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
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間ִで連ଓする部分と、22~45Dm 間ִとなる部分が

ある。柱ࠟ跡には掘方ఈ面にୡしないものがあり、間

ִの։いている部分は平によって柱ࠟ跡がࣦわれた

Մ性がある。掘方ఈ面は֊ஈ状のԜತが見られる。

掘方ຒ土はԼ部が地ࢁϒロοクを主体とするࠇ৭೪

࣭シϧτ、上部が地ࢁϒロοクを含むࠇ৭・҉৭シ

ϧτ、ࠇ৭೪࣭シϧτなどである。

ʤ柱材ੇ๏ʥ25 か所で確認し、ܭ測できたものは 23

点 で あ る。 ෯ 4.3~21.0Dm、 ް さ 0.5~13.5Dm、 長 さ

5.3~36Dm のׂ材（ਊڈ材）22 点、直ܘ 9.2Dm、長さ

5.3Dm のؙ柱（ਊ࣋材）1 点で、ԣஅ面形は円形・半

円形・֯ࡾ形・形をఄするものがある。

ʤ方ʥ東ล：/-21°-E ʗ南ล：8-23°-/

ʤ出土遺物ʥ遺構確認面・掘方ຒ土より土師器ᙈ、須

恵器ᙈが出土した。土師器ᙈは外面の部にϋέϝ調

整を施すものがある。

ʢ̑ʣҪށ跡
ʲSE258 井戸跡 （r第 150 ਤ、ࣸਅਤ൛ 50・68）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 148Dm、࣠ 144Dm の

۱ؙ方形をఄする掘方内の北ลに井戸ଆ材の一部が

ଘしていた。掘方のԣஅ面形はਂさ 109Dm のٯ形

をఄする。ఈ面は長࣠ 64Dm、࣠ 52Dm の不整ପ円

形をఄし、平ୱである。掘方ຒ土は地ࢁϒロοクを含

むࠇ৭シϧτである。

ʤଯ積土ʥԼ部は࣭ۉなࠇ৭シϧτ、上部は地ࢁϒロο

クをগ量含むࠇ৭・҉৭シϧτで、井戸ଆൈきऔ

り後のࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土 2 よりロクロ土師器ᆀ（第 150

ਤ 1）、須恵器ᙈが出土した。体部が内ኪؾຯに

立ͪ上がり、口縁部はそのまま外する。内面にϔϥ
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第 149 図　SA279・280 柱列跡

SA279 柱列跡　12　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃগ量含む
ԫ৭ローϜཻを多量に含む　（柱ൈ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（柱掘）
4 5:5�4 Φリーϒ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む　（柱掘）

SA279 柱列跡　13　$-$�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

SA279 柱列跡　14　%-%� 
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

SA280 柱列跡　12　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む

SA280 柱列跡　13　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む



第̐ষ　調査の結果

���

0 2m

S = 1/60

㪈

㪉

㪊

㪋 㪋

㪋

䊨䉪䊨土Ꮷེ᧰㪐㪇㪅㪈㪇㫄 㪘 㪘㩾

㪪㪜㪉㪌㪏

㪜㪄㪉㪋㪐
㪪㪄㪈㪇㪐

㪜㪄㪉㪌㪉
㪪㪄㪈㪈㪉

調査区外

㪘

㪘㩾

ᚭ᧚

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1

SE258 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 12.7 6.5 4.4 形ུ

146 68-8器面調整 ・特徴
内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（体Լ）
खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）書「本」
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第 150 図　SE258 井戸跡，SK243・249・252 土坑，SE258 井戸跡出土遺物

SE258 井戸跡　A-A�　　
/P. 土৭ 土性 備考
1 ҉ 10:33�3 シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む　（井戸ଆൈ）
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（井戸ଆൈ）
3 ࠇ 2.5:2�1 シϧτ 土　（井戸ଆൈ）࣭ۉ
4 ࠇ 2.5:3�1 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを含む　（井戸ଆ掘）

S,243 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ཻ࠭を含む
2 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοク・ཻ࠭を含む

S,249 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻをগ量含む
2 5:3�1 Φリーϒࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
3 ࠇ 5:2�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む

S,252 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ 炭化物ཻ・ম土ཻを含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:32�1 シϧτ 炭化物ཻ・ম土ϒロοク・ඃしたڽփؠยを
多量に含む　（人ҝ）

3 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
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ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のりし後に体

部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施

す。また外ఈ面に書「本」がΈられる。須恵器ᙈは

外面に平行λλΩが見られる。

ʢ̒ʣ
ʲS,243 土坑 （r第 150 ਤ、ࣸਅਤ൛ 51）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*213 ˠ S,243

ʤ規模・形状ʥ平面形は長࣠ 190Dm、࣠ 112Dm の

不整方形、ԣஅ面形はਂさ 41Dm のٯ形をఄする。

ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・࠭を含むࠇ৭・ࠇ৭シϧ

τで、ࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器

ᆀ、須恵器小ܕ品が出土した。土師器ᆀは内面にϔϥ

ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部にஈを

৭ࠇつ。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠ࣋

ॲཧを施し、ఈ部のりし後に外面の体部ԼҐにख

品はܕ調整を施す。須恵器小࠶ϔϥέズリによるͪ࣋

外面にճసϔϥέズリ調整を施すもの、平行λλΩ

が見られるものがある。

ʲS,249 土坑 （r第 150 ਤ、ࣸਅਤ൛ 51）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 110Dm、࣠ 78Dm のପ

円形、அ面形はਂさ 54Dm の椀形をఄする。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多量に含むࠇ৭೪࣭

シϧτ、上部は地ࢁϒロοクをগ量含むࠇ৭シϧτ

などで、ࣗવ่落土およびࣗવଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ᆀ・ᙈが出土し

た。ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ

部のりし後に外面の体部ԼҐにखͪ࣋ϔϥέズリ

による࠶調整を施す。

ʲS,252 土坑 （r第 150 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*219 ˠ S,252 ˠ S%242 ʵ S#277

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 168Dm、࣠ 80Dm の不

整ପ円形、அ面形はਂさ 55Dm の̪字形をఄする。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭೪࣭シ

ϧτ、上部は炭化物・ম土ཻ、ඃしたڽփؠยを

含むࠇ৭・ࠇ৭シϧτで、いͣれも人ҝ的ຒ土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、

須恵器ᆀが出土した。土師器ᙈは内外面にϋέϝ調整

を施すものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のりし後に外面の

体部ԼҐにճసϔϥέズリによる࠶調整を施す。須恵

器ᆀは外ఈ面にճసϔϥりࠟが見られる。

ʲS,253 土坑 （r第 152 ਤ、ࣸਅਤ൛ 67）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS#277 ˠ S,253 ˠ S*219・S%242

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 92Dm、࣠ 76Dm の不

整方形、அ面形はਂさ 23Dm のٯ形をఄする。ఈ面

は平ୱである。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク、փ、ম土・炭化物ཻ、ඃ

したを含むࠇ৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考え

られる。
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第 152 図　SK253 土坑，出土遺物

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,253 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ
（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （13.0） （6.5） 4.7 1�4 147 67-10

2 S,253 ଯ積土 ロクロ土師器 付ߴ
ᆀ

（ᆀ部）内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠߴऔ付ˠロクロナσɼ
内面：ロクロナσɼ外面：ロクロナσ　内外面：ຎ໓（部ߴ） （15.5） 7.4 6.7 1�3 148 67-11

0 10cm

S=1/3
1 2

S,253 土߅　A-A�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ম土ཻ・炭化物ཻ・ম・փを含む
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/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 S,257 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ
（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （12.7） （6.4） 3.8 1�4 149 68-6

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 特徴
๏量（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް

2 S,267 ଯ積土 羽口 ઌଆɼઌ ~ 外面：༹ணᕥɼ内面：༻時のೋ次ඃによるม৭（ؐࢎ・ݩ化） （3.3） （3.2） （0.9） 一部 244 68-4
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第 153 図　SK257・267 土坑，出土遺物

ʤ出土遺物ʥଯ積土よりロクロ土師器ᆀ（第 152 ਤ 1）・

付ᆀ（第ߴ 152 ਤ 2）が出土した。ᆀは内面にϔ

ϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のりし後に

外面の体部ԼҐにखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施

す。ߴ付ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施

し、ఈ部にീ字形に։͘ߴを付加する。

　このほか、ロクロ土師器ᙈが出土した。内外面にロク

ロナσ調整を施し、口縁部がड口状となるものがある。

ʲS,257 土坑 （r第 153 ਤ、ࣸਅਤ൛ 51・68）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*205a・S*205C・S*207・S*208 ˠ S,257

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 128Dm、࣠ 100Dm の

不整ପ円形、அ面形はਂさ 35Dm の不整な̪字形をఄ

する。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・を含むࠇ৭೪࣭シϧτ

で、人ҝ的ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈ、ロクロ土師器ᆀ（第

153 ਤ 1）が出土した。土師器ᙈは外面のᰍ部にஈを

部にϋέϝ調整を施す。ロクロ土師器ᆀ（第、ͪ࣋

153 ਤ 1）は外部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、口縁部は

そのまま外する。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ

を施し、ఈ部のりし後に外面の体部ԼҐ ~ ఈ面に

खͪ࣋ϔϥέズリ調整を施す。

ʲS,267 土坑 （r第 153 ਤ、ࣸਅਤ൛ 51・68）

ʤҐ置ʥ5 区東部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が長࣠ 262Dm、࣠ 228Dm Ҏ

上の不整ପ円形で、北ଆが調査区外延びる。அ面形

はਂさ 43Dm のٯ形をఄする。ఈ面はほぼ平ୱで東

かってࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοク・・炭化木ยを含むࠇ৭・

。৭೪࣭シϧτで、人ҝ的ຒ土と考えられるࠇ

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᙈ、須恵器ᙈ、羽口（第

153 ਤ 2）が出土した。土師器ᙈは外面のᰍ部にஈを࣋

たͣ、部にϋέϝ調整を施すものがある。須恵器ᙈは

内面に同心円文Ξテ۩ࠟ、外面に平行λλΩが見ら

S,257 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクとを含む

S,267 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
П 4Dm~12Dm ఔのをۃগ量含む

2 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・炭化物ཻを含む

3 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ཻを多量に含む
ന৭೪土ཻをۃগ量含む　П 5Dm ఔのを含む

0 �m

S = 1/�0
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第 154 図　SK248・255・265・268・269・274 土坑

S,265 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ҉ 10:33�3 シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む
炭化物ཻをগ量含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:32�1 シϧτ 炭化物　ম土ཻを多量に含む
3 փ 10:34�1 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをগ量含む　（人ҝ）

S,269 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:33�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む
ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む　（人ҝ）

2 10:34�2 փԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοク・炭
化物ཻをগ量含む　（人ҝ）

S,248 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをগ量含む
ম土ཻ・փ・炭化物ཻを含む　（人ҝ）

2 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　（人ҝ）
3 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクをۃめて多量に含む　（人ҝ）

S,255 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ന৭೪土ϒロοク・炭化物ཻをগ量含む

2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクをۃめて多量に含む

S,268 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻをۃগ量含む

S,274 土߅　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む　（人ҝ）
2 5(:7�1 明Φリーϒփ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを多量に含む　
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れる。羽口（第 153 ਤ 2）はઌ部付近のഁยで、

༻時のೋ次ඃによるม৭と外面に༹ணᕥが見られる。

ʢ̓ʣߔ跡
ʲS%234 溝跡 （r第 155 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ 重 複 ʥS*228・S*229・S*230 ˠ S%234 ˠ S*217・

S#262・S#275・SA279

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方؇かにހを描き

ながら延びる。長さ 11.1m を確認した。北西は

平によりফࣦしたՄ性もあるが、S#246 東ଆ柱列

中ԝ付近にҐ置し、南東ଆはچ河によるਁ৯をडけ

てফࣦしている。 上෯ 18~47Dm、 ఈ෯ 8~34Dm、 ਂ

さ 23Dm で、ԣஅ面形はٯ形をఄする。ఈ面は平ୱ

で、南東方かってࣼしている。

ʤଯ積土ʥ地ࢁϒロοクを含むࠇ৭シϧτで、ࣗવ

ଯ積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥଯ積土より土師器ᆀ・ᙈ、須恵器小ܕ品

が出土した。土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭

ॲཧを施す。ᙈは外面の部にϋέϝ調整を施し、外

ఈ面に木葉ࠟが見られるものがある。

ʲS%242 溝跡 （r第 155 ਤ、ࣸਅਤ൛ 52）

ʤҐ置ʥ5 区西部ʗ南؇ࣼ面

ʤ重複ʥS*219・S#277・S,252・S,253 ˠ S%242

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方ऄ行しながら延

びる。長さ 20.0m を確認した。西ଆはچ河ಓによる

ਁ৯をडけ、一部をফࣦしているが、調査区外の北

西・ 南 東 ଆ  延 び て い る。 上 ෯ 120~260Dm、 ఈ ෯

26~52Dm、ਂさ 62~85Dm で、ԣஅ面形はٯ形をఄ

する。ఈ面はほぼ平ୱである。

ʤଯ積土ʥԼ部は地ࢁϒロοクを多͘含むࠇ৭೪࣭

シϧτ、地ཻࢁをগ量含むࠇ৭࣭࠭シϧτで、นࡍ

0 5m

S = 1/200

0 2m

S = 1/60
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㪍
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調査区外

旧河川堆積土

第 155 図　SD234・242 溝跡

S%242 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 2.5:5�3 ԫ シϧτ ࠭・シϧτのϥϛナ状ଯ積（چ河ଯ）
2 2.5:6�2 փԫ シϧτ ࠭・シϧτのϥϛナ状ଯ積（چ河ଯ）
3 ࠇ 2.5:2�1 シϧτ （河ଯچ）土࣭ۉ
4 ࠇ 2.5:3�1 ࣭࠭シϧτ ന৭೪土ཻをগ量含む（S%242 ଯ）
5 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ന৭೪土ϒロοクを多量に含む（S%242 ଯ）
6 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ࠭・ന৭೪土ϒロοクを多量に含む（چ河ଯ）

S%234 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む
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第 156 図　SD233・264・270・273 溝跡

のࣗવ่落土およびࣗવྲྀ入土と考えられる。上部は

ԫ৭・փԫ৭の࠭・シϧτのޓ、࣭ۉなࠇ৭シϧ

τで、چ河ಓ跡と一連のଯ積土である。

ʤ出土遺物ʥଯ積土・遺構確認面より土師器ᆀ・ᙈ、

ロクロ土師器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ᙈが出土

した。土師器ᆀはແஈؙఈで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠ

たͣ、部࣋৭ॲཧを施す。ᙈは外面のᰍ部にஈをࠇ

にϋέϝ調整を施すもの、外ఈ面に木葉ࠟを࣋つもの

がある。ロクロ土師器ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施し、ճసࢳりによるఈ部のりし後に

外面の体部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調

整を施すものと、外ఈ面にナσ調整を施すものとがあ

る。ߴ付ᆀは内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施

し、੩ࢳࢭりによるఈ部のりし後にߴ部付加

ˠロクロナσ調整を施す。須恵器ᆀはճసࢳりによ

るఈ部のりし後に࠶調整を施さないものと、外ఈ

面にナσ調整を施すものとがある。

̒ɽͦのଞのग़遺

ʢ̍ʣΈ߹Θないப݀跡（第 157 ਤ、ࣸਅਤ൛ 68・69）

　1 区 160 柱穴跡ଯ積土より種実遺体（ϞϞの֩、長

࣠ 2.4Dm、ࣸਅਤ൛ 69-2）が出土した。

　3 区 1304 柱穴跡ଯ積土より須恵器ᙈ（第 157 ਤ 7）

S%233 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�1 シϧτ ԫ৭ローϜϒロοクを含む

S%264 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考

1 ࠇ 10:32�2 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοク・炭
化物ཻを含む

2 10:34�3 にぶいԫ ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを多
量に含む　（人ҝ）

S%264 溝跡　#-#�
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:33�1 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜཻ・ന৭೪土ϒロοクをগ量含む
2 փ 10:35�1 ೪土 ന৭೪土ϒロοクを多量に含む　（人ҝ）

S%270 溝跡　A-A�　
/P. 土৭ 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 ೪࣭シϧτ ԫ৭ローϜϒロοク・ന৭೪土ϒロοクを含む　（人ҝ）

S%273 溝跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 　ࠇ 10:32�2 シϧτ ԫ৭ローϜཻを含む　
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が出土した。部のഁยで内面に状Ξテ۩ࠟ、外面

に平行λλΩˠ平行線を施文する。また、1366

柱穴ఈ面より須恵器ᙈが出土した。内面に同心円文Ξ

テ۩ࠟ、外面に平行λλΩが見られる。礎板として

స༻されたՄ性がある。

　4 区 1128 柱穴跡確認面より砥石（第 157 ਤ 10）、

1131 柱穴跡ଯ積土よりロクロかわらけ皿（第 157 ਤ

6）、1159 柱穴跡ଯ積土よりస༻砥（第 157 ਤ 8）が

出土した。157 ਤ 10 はڽփؠを素材とし、各ଆ面

を砥面とする。砥面には溝状・線状のݚຏࠟが認めら

れる。また、上ԼにᏏଧࠟが認められ、Լଆから

の加ܸによって一ଆ面をܽଛしている。第 157 ਤ 6

は平ఈで口縁部 ~ 体部が͘外する。内外面にロク

ロナσ調整ˠ内面に不明ながらナσ調整を施す。外

ఈ面には不明ながらճసࢳりࠟがΈられ、ఈ部の

りし後は࠶調整を施さない。第 157 ਤ 8 は中世

陶器ᙈのഁยを素材とする。

　5 区 1384 柱穴跡ଯ積土・1417 柱穴跡確認面より

土師器ᆀ（第 157 ਤ 1~2）、1385 柱穴跡ଯ積土より

ロクロ土師器ᆀ（第 157 ਤ 3）、1449 柱穴跡柱ࠟ跡・

1483 柱穴跡ଯ積土よりম土器ᆀ（第 157 ਤ 4・5）

が出土した。土師器ᆀのうͪ第 157 ਤ 1 は平ఈの盤

状ᆀで、外面の体部Լにஈを࣋つ。体部から口縁

部にかけて内ኪし、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲ

ཧ、外面の口縁部にϤコナσ調整、ఈ部にέズリ調整

を施す。体部外面に೪土ඥのྠ積Έࠟ跡を多͘す。

第 157 ਤ 2 は༗ஈؙఈᆀのഁยで、体部が内ኪし口

縁部が内ኪؾຯに直立する。外面の体部と口縁部のڥ

にஈをͪ࣋、内面の対ԠするҐ置で۶曲する。外面の

口縁部にϤコナσ、体部にϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ調

整、内面の口縁部 ~ 体部にϤコナσ調整を施し、ࠇ৭

ॲཧを施さない。ロクロ土師器ᆀ（第 157 ਤ 3）は

体部から口縁部まで直線的に外する。内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のりし後に外面

の体部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリ調整を施す。

ম土器ᆀは体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、口縁部がそ

のまま外するもの（第 157 ਤ 4）と、外するも

の（第 157 ਤ 5）とがある。内外面にロクロナσ調

整を施し、ճసࢳりによるఈ部のりし後は調整

を施さない。第 157 ਤ 4 は外ఈ面にϔϥ書きと書

がある。

　5 区 1483 柱穴跡ଯ積土より砥石（第 157 ਤ 9）が

出土した。ڽփؠ製で形状をఄし、各ଆ面を砥面と

する。正面・ཪ面ଆの砥面に線状のݚຏࠟが見られる。

ʢ̎ʣ遺ߏ֎ग़遺（第 158~162 ਤ、ࣸਅਤ൛ 69~73）

　 土 器 ྨ で は 土 師 器 ᆀ（第 158 ਤ 1~2）・ ߴ ᆀ（第

158 ਤ 9）・ᙈʁ（第 158 ਤ 10）、ロクロ土師器ᆀ（第

158 ਤ 3~7）、ম土器ᆀ（第 158 ਤ 8）、須恵器༗ࣖ

ᆵ（第 158 ਤ 11）、縄文土器（第 161 ਤ 1）、陶磁器

ྨでは中世陶器ു（第 159 ਤ 1~3・6）・ᙈ（第 159

ਤ 4・7~9）・ᆵ（第 159 ਤ 5）、陶器皿（第 160 ਤ 4）・

（第 160 ਤ 5~6）・ ା 物（第 160 ਤ 8）・ Ꭼ ു（第

160 ਤ 9）、磁器皿（第 160 ਤ 3・7）・（第 160 ਤ

1~2）、੨磁皿（第 159 ਤ 10）、土製品ྨでは羽口（第

162 ਤ 4~5）、 金属製品ྨでは刀子（第 160 ਤ 12）、

మ釘（第 160 ਤ Ӭ௨ๅ（第、（11 160 ਤ 10）、石

製品ྨでは石製模造品（）（第 162 ਤ 1）、砥石（第

162 ਤ 2~3）、石器ྨでは石鍬（第 161 ਤ 6~7）、石鏃（第

161 ਤ 2~3）、 石 匙（第 161 ਤ 4~5）、 ണ ย、 ຏ 石 が

出土した。

　土師器ᆀはいͣれも༗ஈؙఈᆀで、内面にϔϥϛΨ

Ω調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。第 158 ਤ 2 は体部から口

縁部が内ኪؾຯに外する。外面の体部にϔϥナσˠ

体部 ~ 口縁部にϤコナσˠఈ部にϔϥέズリ調整を施

す。第 158 ਤ 1 はఈ部から口縁部まで内ኪする。外

面の体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ、口縁部にϤコナσ調整

を施す。ߴᆀ（第 158 ਤ 9）はീの字形に外Լ方に

のびる٭部で、٭部は平ୱな接地面をもつ。ᆀ部内

面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧ、٭柱状部の内外面に

ϔϥέズリ調整、٭部の上面にϤコナσˠϔϥέズ

リ調整を施す。ᙈʁ（第 158 ਤ 10）は外する口縁

部から口৶部が直立して立ͪ上がる。外面の口縁部に

ϋέϝʁˠϤコナσ調整、内面の口縁部にϤコナσ調

整を施す。

　ロクロ土師器ᆀは体部から口縁部まで内ኪؾຯに立

ͪ上がるもの（第 158 ਤ 3）と、体部が内ኪؾຯに

立ͪ上がるもの（第 158 ਤ 7）、体部が内ኪؾຯに立

ͪ上がり、口縁部がそのまま外するもの（第 158

ਤ 4）、体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、外する

もの（第 158 ਤ 5~6）とがある。いͣれも内面にϔ

ϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、ఈ部のりし後は

外面に࠶調整を施さないもの（第 158 ਤ 5・7）と、

外面の体部ԼҐ ~ ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリ調整を施す

もの（第 158 ਤ 3~4・6）とがある。ఈ部のりし

は第 158 ਤ 4・5・7 がճసࢳりで、第 158 ਤ 7 は

外ఈ面にϔϥ書き「ʷ」がある。

　ম土器ᆀ（第 158 ਤ 8）は体部が内ኪؾຯに立

ͪ上がり、口縁部が外する。ճసࢳりによるఈ部

のりし後は外面に࠶調整を施さない。
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　須恵器༗ࣖᆵ（第 158 ਤ 11）は部上Ґのഁยで

内外面にロクロナσ調整の後、外面の部にԣ方の

ࣖを付加する。外面にࣗવᬵが見られる。

　縄文土器（第 161 ਤ 1）はਂുの体部ഁยで外面

に縄文（3-）を施文する。

　中世陶器はു（第 159 ਤ 1~3・6）・ᆵ（第 159 ਤ

5）・ᙈ（第 159 ਤ 4・7~9）がある。陶器皿（第 160

ਤ 4）は大ງ૬അ࢈、（第 160 ਤ 6）は小૬അ࢈、

ା物（第 160 ਤ 8）はං前࢈である。磁器皿はࠐ

またはං前࢈（第 160 ਤ 3）、中国੨Ֆ（第 160 ਤ 7）

があり、（第 160 ਤ 1~2）は戸ඒೱ࢈、੨磁皿（第

159 ਤ 10）は中国੨磁である。

　羽口（第 162 ਤ 4~5）は内外面にέズリ・ナσ調

整を施し、ઌଆに༻時のೋ次ඃによるม৭が認

められる。第 162 ਤ 4 はؾٵ部付近のഁยで、外面

にϔϥέズリ調整、内面にナσ調整を施す。

　刀子（第 160 ਤ 12）はਕ部のઌをܽଛする。

　石製模造品（第 162 ਤ 1）は石製で、྆面と྆

ଆ縁にݚຏによる調整が加えられているが、未製品の

Մ性がある。砥石はいͣれもڽփؠ製で֯柱状をఄ

するもの（第 162 ਤ 2）と、ࣗ વを素材とするもの（第

162 ਤ 3）とがある。第 162 ਤ 2 は྆をંଛする。

各ଆ面に線状のݚຏࠟが見られる。第 162 ਤ 3 は一

部にണによる整形を施し、各ଆ面を砥面とする。正

面・ཪ面ଆの砥面は中ԝ部がઙ͘ۼΈ、溝状のݚຏࠟ

が見られる。

　石鍬（第 161 ਤ 6~7）はいͣれもፏ平な安ؠࢁ製

で基部ଆをંଛしている。྆面のਕ部 ~ ྆ଆ縁にണ

によるप縁加を施す。ਕ部の平面形状は第 161 ਤ

6 が円ਕ、第 161 ਤ 7 が直ਕをఄし、正面؍はいͣ

れも平ਕである。第 161 ਤ 7 はਕ部にຎが見られる。

　石鏃（第 161 ਤ 2~3）はいͣれも࣭ܔทؠ製である。

第 161 ਤ 2 はತ基༗ܪで、ઌ部とܪ部をંଛする。

第 161 ਤ 3 は平基ແܪの未製品で製࡞中のണ事ނ

によってઌ部をܽଛしている。

　石匙（第 161 ਤ 4~5）はいͣれもണยを素材とす

るॎܕ石匙である。第 161 ਤ 4 はۄ製で、素材ണ

ยのप縁に྆面からԡѹണによる調整を施し、ଧ

面ଆに基部を࡞出する。第 161 ਤ 5 は࣭ܔทؠ製で、

素材ണยのෲ面ଆのଆ縁に施した急֯ണ面をଧ面

として、എ面ଆに平ୱなԡѹണを施し、ଧ面ଆに基

部を࡞出する。ਕ部ઌଆをંଛ後にෲ面ଆから࠶加

を施している。また、基部ଆのӈଆ縁をඃによる

মけϋδέでܽଛする。

　ണยは༵ࠇ石製、ຏ石は安ؠࢁ製である。

　このほか、土師器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᆵ・ᙈ・ࠋ、ロク

ロ土師器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ߴ付ᆀ・ᆵ・

ᙈ、ম土器ᆀ・ߴ付ᆀ、中世陶器ു・ᙈ、近世陶

器֖または小皿・皿またはു・・ା物・ു・ᙈ・ᆵ・

Ꭼു、磁器小ᆀ・皿・ྠՖ皿・、土師࣭土器ᖿᖻ・

ᙈ・不明品が出土した。近世陶器・ା物は大ງ૬അ

ʁ、磁器小ᆀは戸ඒ࢈؛ʁ、Ꭼുは࢈ʁ、ᙈはఅ࢈

ೱ࢈、皿・はං前࢈のものがある。
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/P. 調査区 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 5 区 1384 ଯ積土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（ఈ）έズリ （14.0） （8.0） 3.6 1�4 077 68-3
2 5 区 1417 確認面 土師器 ᆀ 内面：（口～体）Ϥコナσɼ外面：（口）Ϥコナσɼ（体）ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ ʖ ʖ （3.9） 一部 151 68-2

3 5 区 1385 ଯ積土 ロクロ土師器 ᆀ 内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ
（ఈ付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ϔϥέズリ （14.6） （7.8） 3.9 1�3 152 68-5

4 5 区 1449 柱ࠟ跡 ম土器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ
外面：（ఈ）ճసࢳりˠແ調整ɼ（ఈ）ϔϥ書き「ʷ」ɼ書「人人」 14.2 7.7 3.6 1�2 150 68-1

5 5 区 1483 ଯ積土 ম土器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ外面：（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 12.8 5.2 4.1 形 153 68-9

6 4 区 1131 ଯ積土 ロクロかわらけ 皿 内面：ロクロナσˠナσʁɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりʁ
˞内外面 5:3 6�6 ᒵ৭ （9.0） （7.0） 1.7 1�8 163 69-1

7 3 区 1304 ଯ積土 須恵器 ᙈʁ 内面：状Ξテ۩ࠟɼ外面：平行λλΩˠ平行線 ʖ ʖ ʖ 一部 166 69-3

/P. 調査区 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

9 5 区 1483 ଯ積土 砥石 ؠփڽ 砥面数 4 96.00 80.50 42.10 420.0 形 203 69-4

10 4 区 1128 確認面 砥石 ؠփڽ 砥面数 3ɼ円素材ɼ྆にᏏଧࠟɼ
Լଆからのিܸによりཪ面ଆのଆ面をܽଛ 143.00 67.00 61.40 764.0 一部ܽ 207 68-10

/P. 調査区 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ

8 4 区 1159 ଯ積土 中世陶器
（స༻砥） ᙈ 内面：ロクロナσ　外面：ݚຏࠟɼ྆ଆ縁：༻後のંଛ ᰍ部～体部 260 69-5

第 157 図　柱穴跡出土遺物

0 10cm

S=1/3

1 2

9

8

7

6

54

3

10



第２અ　発見された遺構と遺物

���

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴
๏量　（Dm）

ଘ ొ ࣸਅ
口ܘ ఈܘ 器ߴ

1 2 区 表土 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（口）Ϥコナσ・（体～ఈ）ϔϥέズリ （14.2） ʖ 4.1 3�4 164 69-6

2 4 区 ཚ 土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：（体）ϔϥナσˠ（口～体）Ϥコナσɼ（ఈ）
ϔϥέズリ 14.0 ʖ 4.5 4�5 033 69-7

3 5 区 表࠾ ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩɼ外面：ロクロナσˠ（体Լ）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）り
し不明ˠέズリɼ（ఈ）書「大」 （14.4） （9.1） 4.2 1�4 157 69-10

4 1 区 ཚ ロクロ土師器 ᆀ 内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠ（ఈ
付近）खͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）ճసࢳりˠϔϥέズリ 13.7 6.0 5.3 2�3 062 69-13

5 1 区 確認面 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ԣ方ϔϥϛΨΩɼ（ఈ）放射状ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσɼ
（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 15.3 7.3 5.0 1�2 061 69-9

6 1 区 ཚ ロクロ土師器 ᆀ 内面：放射状ϔϥϛΨΩˠԣ方ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσˠख
ϔϥέズリͪ࣋ϔϥέズリɼ（ఈ）りし不明ˠखͪ࣋ 14.8 7.0 4.6 形ུ 063 69-8

7 5 区 確認面 ロクロ土師器 ᆀ 内面：ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整ɼ（ఈ）
ϔϥ書き「ʷ」 ʖ 5.9 （3.3） 一部 167 69-14

8 5 区 確認面 ম土器 ᆀ 内外面：ロクロナσɼ（ఈ）ճసࢳりˠແ調整 12.7 5.3 4.1 1�2 119 65-11

9 5 区 確認面 土師器 ᆀߴ 内面：（ᆀ部）ϔϥϛΨΩˠࠇ৭ॲཧɼ（٭柱状部）ϔϥέズリɼ外面：（٭部）
Ϥコナσˠ（٭柱状部）ϔϥέズリ ʖ （10.9） （7.5） 2�3 155 69-11

10 5 区 確認面 土師器 ᙈʁ 内面：Ϥコナσɼ外面：（口）ϋέϝʁˠϤコナσ ʖ ʖ （4.4） 一部 154 69-12
11 5 区 確認面 須恵器 ༗ࣖᆵ 内外面：ロクロナσɼ外面：ࣖ部ష付　˞外面：上部にࣗવᬵ ʖ ʖ （8.1） 一部 156 69-15

第 158 図　遺構外出土遺物（1）
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/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ ొ ࣸਅ
1 4 区 ཚ 中世陶器 ു 内面：ナσ、ࣗવᬵ　外面：ナσ 口縁部 270 70-1
2 4 区 ཚ 中世陶器 ു 内面：ナσ、口৶部一部ࣗવᬵ　外面：ロクロナσ 口縁部 271 70-2
3 4 区 表土 中世陶器 ു 内面：ロクロナσ、ϔϥ書き　外面：ロクロナσ　 口縁部 273 70-5
4 4 区 ཚ 中世陶器 ᙈ ৗ࢈ɼ内外面：ナσ、ࣗવᬵ　ৗ編年 5 式期ܕ 口縁部 269 70-9
5 4 区 ཚ 中世陶器 ᆵ ৗ࢈ɼ༗ےᆵɼ内面：ロクロナσ　外面：ロクロナσ、線一条、ࣗવᬵ 体部（ݞ） 272 70-4
6 4 区 遺構確認面 中世陶器 ു 内面：ロクロナσ、ࣗવᬵ、一部ຏ໓　外面：ロクロナσ、ճసϔϥέズリ、ຏ໓　స༻か 体部～ߴ部 266 70-3
7 3 区 遺構確認面 中世陶器 ᙈ ৗ࢈ɼ内面：ナσ、積Έࠟݦ著　外面：ࣗવᬵ ᰍ部～体部 265 70-7
8 4 区 遺構確認面 中世陶器 ᙈ 内面：ナσ　外面：ϔϥナσ 部 267 70-8
9 4 区 遺構確認面 中世陶器 ᙈ ৗ࢈ɼ内面：ナσ（ճసによる）、ࣗવᬵ　外面：ϔϥナσ ఈ部 268 70-6

10 4 区 遺構確認面 ੨磁 皿 中国੨磁ɼ内面：ᬵ　見ࠐΈにӄࠁ　Ֆ文か　外面：ఈ面ແᬵ　ロクロり ఈ部 277 70-11

第 159 図　遺構外出土遺物（2）
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/P. 遺構 Ґ 種ྨ 器種 特徴 部Ґ 口ܘ ఈܘ 器ߴ ొ ࣸਅ
1 1 区 表土 磁器  戸ඒೱ࢈ɼ内面：口৶部છ付、ݍ線、見ࠐΈに「ण」字文　外面：よろけࣶ文 形ུ （9.70） （3.55） （4.30） 262 71-1

2 1 区 表土 磁器  戸ඒೱ࢈ɼ内面：口縁部に格子状文、見ࠐΈ文༷不明　外面：Ֆ文 口縁～ఈ
1�2 （11.00） （4.10） （5.75） 263 71-2

3 1 区 表土 磁器 皿 ࠐまたはං前࢈ɼ内面：見ࠐΈにࠛ文か　外面：ಁ明ᬵ、ऄのԜߴ 口縁～ఈ
1�2 （13.40） （8.25） （3.55） 264 71-3

4 1 区 表土 陶器 皿 大ງ૬അ࢈ɼ内面：փᬵ、見ࠐΈに「দ樹文」　外面：փᬵ　ۄ縁皿 口縁～体 （13.00） ʖ （2.50） 276 71-4
5 5 区 ཚ 陶器  内外面：ᬵ 体～ߴ ʖ （5.60） （2.50） 279 71-5
6 5 区 ཚ 陶器  小૬അ࢈ɼ内外面：୶੨৭ᬵ 体～ߴ ʖ ʖ ʖ 280 71-6
7 4 区 表土 磁器 皿 中国੨Ֆɼ内面：ಁ明ᬵ、છ付、見ࠐΈに「ण」字文　外面：ಁ明ᬵ、ߴཪにΧンナࠟ ఈ部 ʖ ʖ ʖ 274 71-8
8 5 区 遺構確認面 陶器 ା物 ං前࢈ɼ陶છ付ɼ内面：ロクロ　外面：ಁ明ᬵ、છ付、Ֆ文 体部 ʖ ʖ （2.45） 278 71-7
9 5 区 表土 陶器 Ꭼു 内面：۳ 1 条 7 本　外面：మᬵ、重Ͷমきのಓ۩ࠟʁ、ఈ部：ճసࢳり Լ～ఈ ʖ（13.30） （5.70） 275 71-9

第 160 図　遺構外出土遺物（3）

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 材࣭ 特徴
๏量（Dm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

10 1 区 表土 Ӭ௨ሞ 銅 4.5 4.5 1.2 2.8 形 284 70-12
11 3 区 確認面 釘 మ （5.5） （0.7） （0.6） （2.9）一部ܽ 288 73-1
12 4 区 確認面 刀子 మ Dm（0.2）：ްܪ෯：（0.6）Dmɼܪ （9.4） （1.2） （0.1） （7.0）一部ܽ 292 73-2

0 10cm

S=1/3

6

5

4

1 2 3

7

10

8

9

12

11

0 �cm

S=�/3

0 �cm

S=1/1



第̐ষ　調査の結果

���

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

2 S*51E ଯ積土 石鏃 ؠท࣭ܔ ತ基༗ܪɼԡѹണ調整（྆ଆ縁ˠ基部）ɼઌ・ܪ部ંଛ 25.8 13.4 3.6 0.9 形ུ 215 72-1

3 S*217 ଯ積土 石鏃 ؠท࣭ܔ 未製品ɼ平基ແܪɼԡѹണ調整（ଆ縁ˠ基部）ɼ྆面に素材面置ɼണ
事ނによりઌ部ܽଛ（ཪ面ࠨଆ縁上部からの加ѹによる）ˠ࠶加 18.4 14.3 2.7 1.0 一部ܽ 201 72-2

4 4 区 確認面 石匙 ۄ ॎܕ石匙ɼԡѹണ調整ɼ素材ണยଧ面ଆにπϚϛ部࡞出ɼ平ୱଧ面 65.5 35.7 10.6 22.6 形 216 72-3

5 S*205 ଯ積土 石匙 ؠท࣭ܔ ॎܕ石匙ɼԡѹണ調整ɼ素材ണยଧ面ଆにπϚϛ部࡞出ɼ線ଧ面ɼԼ
部ંଛ後࠶加ɼඃによるমけϋδέで正面ӈଆ縁上部ܽଛ 56.2 35.3 5.0 9.0 一部ܽ 206 72-4

6 1 区 表土 石鍬 安ؠࢁ અཧׂれによる板状素材ɼਕ部平面形：円ਕɼ基部ંଛ 141.2 111.4 16.1 423.0 1�2 208 72-5
7 S%162 ଯ積土 石鍬 安ؠࢁ અཧׂれによる板状素材ɼਕ部平面形：直ਕɼ基部ંଛɼ྆面：ਕ部ຏ໓ 103.6 105.6 22.8 355.0 1�2 209 72-6

/P. 遺構名 Ґ 種ྨ 器種 器面調整 ・特徴 ଘ ొ ࣸਅ
1 S%162 ଯ積土 縄文土器 ਂു 口縁部ɼ外面：縄文（-3）ɼ内面：ナσ 一部 231 70-10

第 161 図　遺構外出土遺物（4）
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第２અ　発見された遺構と遺物

���

1

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 石材 特徴
๏量（mm・H）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް 重

1 3 区 表土 石製造品（） 石 未製品かɼ྆面・྆ଆ縁：ݚຏࠟɼ྆面：અཧよるണ落 56.9 16.5 10.5 11.4 形 214 73-3
2 5 区 遺構確認面 砥石 ؠփڽ 砥面数 4ɼ྆ંଛ 61.1 28.6 21.6 46.0 一部ܽ 204 73-4
3 5 区 表土 砥石 ؠփڽ 砥面数 4ɼ྆面：溝状ݚຏࠟɼԼ部ંଛ 116.0 80.5 45.8 538.0 一部ܽ 205 73-5

/P. 遺構 Ґ 種ྨ 特徴
๏量（mm）

ଘ ొ ࣸਅ
長 ෯ ް

4 5 区 遺構確認面 羽口 外面：ϔϥέズリɼ内面：ナσ （5.5） （3.6） （1.5） 一部 249 73-6

5 5 区 遺構確認面 羽口 2.5）：ܘ部ଆɼ内外面：ϔϥέズリˠナσɼઌ部ଆ内ؾٵ ～ 2.7）Dmɼઌଆ外面：༹ ணᕥ・
（化ࢎ）時のೋ次ඃによるม৭༺：ɼઌଆ内面（ݩؐ）時のೋ次ඃによるม৭༺ （9.8） （8.0） （2.2） 1�3 242 73-7

第 162 図　遺構外出土遺物（5）
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第̐ষ　調査の結果
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���

区
遺
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名
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方
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）
柱
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๏
（

北
・

西
よ
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Dm
）
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（
Dm

）
出

土
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物
重

複
関


時

期
ਤ

平
面
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࣠


࣠
ਂ

さ
柱

ࠟ
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1
区

SA
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ୱ
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（
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）
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ୱ
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形
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ୱ
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（
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・
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～
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～
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～
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ୱ
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西
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・
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第̐ষ　調査の結果
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区 遺構名 Ґ置
形状 規模（m）

出土遺物 重複関 時期 ਤ
平面 ԣஅ面 ఈ面 長 ෯ ਂ

1 区

S,12 北東؇ࣼ面 - 皿状 Ԝತあり （0.90）（0.55） 0.06 なし なし - 20
S,16 北東؇ࣼ面 溝状 形ٯ 平ୱ 1.66 0.16 0.12 なし なし - 20
S,17 北東؇ࣼ面 ପ円形 皿状 平ୱ 0.95 0.90 0.10 なし なし - 20
S,19 平ୱ面 溝状 皿状 皿状 2.40 0.30 0.19 なし なし - 20
S,26 平ୱ面 円形 形ٯ 平ୱ 0.78 0.72 0.55 なし S,45 より৽ - 20
S,27 平ୱ面 溝状 形ٯ 平ୱ（ஈ༗） 1.92 0.32 0.21 なし なし - 20
S,29 北東؇ࣼ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 0.95 0.65 0.25 なし なし - 21
S,30 北東؇ࣼ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 0.69 0.60 0.30 なし なし - 21
S,32 北東؇ࣼ面 ପ円形 皿状 皿状 0.63 0.42 0.11 なし なし - 21
S,33 北東؇ࣼ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 0.90 0.50 0.17 なし なし - 21
S,45 平ୱ面 溝状 7 字ܕ 皿状 1.98 0.47 0.33 なし S,26 より古 - 21

S,164 平ୱ面 不整ପ円形 形ٯ Ԝತあり 2.16 1.97 0.50 土師器・ロクロ土師器 S#360・S,172 より৽ 平安 19
S,170 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ 1.66 1.55 0.40 なし なし - 21
S,172 平ୱ面 ପ円形 ઙい皿状 平ୱ （1.20） 0.89 0.08 土師器・ロクロ土師器 S,164 より古 平安 ʖ
S,173 平ୱ面 - 形ٯ 平ୱ 1.40 （0.60） 0.70 なし なし - 21
S,174 平ୱ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 1.36 1.02 0.85 なし なし - 21
S,175 平ୱ面 不整円形 形ٯ 皿状 0.61 0.60 0.34 なし なし - 22
S,176 平ୱ面 ପ円形 皿状 平ୱ 0.68 0.55 0.15 なし なし - 22
S,178 平ୱ面 ۱ؙ方形 6 字状 皿状 0.66 0.56 0.22 土師器 なし - 22
S,180 平ୱ面 - 皿状 Ԝತあり （0.80） 0.91 0.16 土師器 なし ᶘ期 20
S,183 平ୱ面 - 皿状 平ୱ （0.85）（0.48）（0.21） なし S%162 より古 - 22
S,184 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ（ஈ༗） 1.08 0.86 0.72 なし なし - 22
S,186 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ 0.82 0.42 0.40 なし S*163 より古 - 22
S,187 平ୱ面 溝状 - - 2.64 0.30 - - S*163・S#358 より古 - 22
S,196 平ୱ面 ۱ؙ方形 皿状 平ୱ 1.20 0.70 0.13 なし S9169 より古 - 22
S,197 平ୱ面 ପ円形 皿状 形ٯ 0.90 0.70 0.10 なし なし - 22
S,200 平ୱ面 ପ円形 皿状 平ୱ 0.66 0.55 0.12 なし S%162・S%201 より৽ - 22
S,362 平ୱ面 溝状 - - 3.40 0.30 - なし - ʖ
S,363 平ୱ面 ۱ؙ方形 - - 1.10 1.10 - なし なし - -

2 区

S,39 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ Ԝತあり 2.00 1.63 0.30 土師器 S#369 より৽ ᶛ期 32
S,41 平ୱ面 - 形ٯ Ԝತあり （2.45） 0.83 0.62 ロクロ土師器・須恵器 なし ᶛ期 32
S,44 平ୱ面 不整方形 箱形 平ୱ （0.86） 0.86 0.50 土師器 なし ᶛ期 32
S,47 平ୱ面 ପ円形 形ٯ 皿状 8.20 4.10 0.38 なし S%1 より古 ᶘ期 32

S,190 平ୱ面 ۱ؙ方形 皿状 平ୱ 2.39 1.74 0.30 なし S#369 より৽、S,191 より古 ᶛ期 35
S,191 平ୱ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 0.91 0.76 0.46 なし S,190 より৽ - 35
S,192 平ୱ面 不整ପ円形 形ٯ 平ୱ 1.43 1.13 0.43 なし なし - 35
S,194 平ୱ面 ۱ؙ方形 皿状 平ୱ 2.04 0.94 0.28 なし なし - 35

3 区

S,101 平ୱ面 不整ପ円形 6 字状 平ୱ（ஈ༗） 2.04 1.34 0.78 土師器 S,102・S,103 より৽ 古代 55
S,102 平ୱ面 - 形ٯ 東に؇ࣼ͘ （1.86）（1.22） 0.52 土師器 S,103 より৽、S,101 より古 古代 55
S,103 平ୱ面 - 形ٯ 西に؇ࣼ͘ 0.66 （0.90） 0.63 なし S,101・S,102 より古 古代 55
S,108 平ୱ面 溝状 ࿙ే状 皿状（ஈ༗）（2.44） 0.49 0.60 なし なし - 58
S,110 平ୱ面 - - - （0.49）（0.27）（0.08） なし SE36 より৽ - ʖ
S,112 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ 0.53 0.44 0.28 土師器 なし ᶘ期 56
S,117 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ（ஈ༗） 0.57 0.51 0.19 なし S*113 と重複 - 56
S,118 平ୱ面 不整円形 形 中ԝ部がߴい 0.88 0.84 0.19 土師器・中世陶器 なし - 56
S,119 平ୱ面 不整方形 ઙい皿状 平ୱ 1.15 0.76 0.09 土師器 S*51・S9137 より৽、S#328 より古 - 58
S,120 平ୱ面 ۱ؙ方形 箱形 平ୱ 0.77 0.61 0.47 土師器 なし - ʖ
S,125 平ୱ面 不整ପ円形 皿状 東に؇ࣼ͘ 1.12 0.82 0.14 土師器・中世陶器 S%123 より৽ ᶝ期 56
S,126 平ୱ面 不整方形 皿状 東に؇ࣼ͘ 0.82 0.38 0.06 土師器 なし - 58
S,128 平ୱ面 - 形ٯ 皿状（ஈ༗）（1.05）（0.53） 0.48 土師器 なし - 58
S,131 南西؇ࣼ面 不整ପ円形 ઙい皿状 平ୱ 1.64 1.02 0.09 土師器 S#139・SA337 より古 - 56
S,133 平ୱ面 不整方形 - - 0.59 0.41 - なし なし - -
S,134 平ୱ面 不整形 皿状 皿状 0.89 0.65 0.10 土師器・須恵器 なし - 58
S,136 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ （0.86） 0.68 0.35 土師器 S,156 より৽、S*51 より古 ᶘ期 57
S,140 南西؇ࣼ面 ۱ؙ方形 箱形 平ୱ 0.70 0.58 0.19 なし なし - 58
S,142 南西؇ࣼ面 ۱ؙ方形 形ٯ 平ୱ 0.81 0.61 0.26 土師器・ロクロ土師器 S,143・S%132 より古 平安 56
S,143 南西؇ࣼ面 不整形 7 字ܕ 皿状 （0.60） 0.53 0.39 ロクロ土師器・須恵器 S,142 より৽ 平安 56
S,147 南西؇ࣼ面 ପ円形 形ٯ 平ୱ 1.10 0.76 0.09 なし なし - 58
S,148 平ୱ面 ۱ؙ方形 形ٯ 北に؇ࣼ͘ 0.79 0.62 0.15 なし なし - 59
S,149 平ୱ面 不整方形 皿状 平ୱ 0.62 0.34 0.09 なし なし - 58
S,150 平ୱ面 ۱ؙ方形 ઙい皿状 平ୱ 0.55 0.44 0.06 なし なし - 58
S,152 平ୱ面 ପ円形 箱形 平ୱ 0.73 0.27 0.34 なし S%114・S%115・S%129 より古 - 57
S,153 平ୱ面 円形 形ٯ 平ୱ 0.87 0.80 0.33 なし なし - 58
S,154 平ୱ面 不整方形 形ٯ 平ୱ 0.92 0.64 0.14 なし なし - 57
S,156 平ୱ面 - 皿状 皿状 （1.21）（0.85） 0.15 なし S*51・S,136 より古 ᶘ期 57
S,157 平ୱ面 不整方形 皿状 南ଆۼむ 1.26 0.79 0.21 なし S,202 より৽、S*51・S%114・S%115 より古 ᶘ期 59
S,158 平ୱ面 不整形 6 字状 皿状 （1.96） 0.58 0.32 なし S%116 より古 - 59
S,159 平ୱ面 - 皿状 皿状 0.72 0.38 0.15 なし なし - ʖ
S,160 平ୱ面 不整円形 皿状 皿状 0.58 0.56 0.25 なし なし - 59
S,202 平ୱ面 - 6 字状 皿状 （0.63）（0.61） 0.36 なし S,203 より৽、S*51・S,157・S%115 より古 ᶘ期 59
S,203 平ୱ面 - 形ٯ 平ୱ （0.93）（0.37） 0.56 なし S*51・S,202 より古 ᶘ期 59
S,212 平ୱ面 ۱ؙ方形 6 字状 皿状 0.24 0.20 0.13 土師器・須恵器 ᶘ期 56

4 区

S,3 平ୱ面 ପ円形 皿状 平ୱ 0.65 0.53 0.12 土師器 - 97
S,7 平ୱ面 ପ円形 - - 0.84 0.50 - 土師器 なし - ʖ

S,55 平ୱ面 ۱ؙ方形 皿状 平ୱ 1.15 0.39 0.05 土師器 なし - 97
S,58 平ୱ面 不整方形 形ٯ 平ୱ（ஈ༗） 0.79 0.72 0.45 砥石・漆器 S#309 より৽ ᶝ期 97
S,64 平ୱ面 円形 円形 皿状 0.75 0.69 0.58 土師器 なし - 98
S,67 平ୱ面 不整方形 形ٯ 平ୱ（ஈ༗） 2.54 1.00 0.45 なし S#21・S,80・S962 より৽ - 98
S,68 平ୱ面 不整方形 形ٯ 平ୱ　　 1.60 0.84 0.44 なし S#373・SA303 より古 - 98
S,69 平ୱ面 不整ପ円形 形ٯ 平ୱ 2.60 1.70 0.85 土師器 なし - 99
S,70 平ୱ面 ପ円形 円形 皿状 0.89 0.69 0.74 なし なし - 99
S,71 平ୱ面 ۱ؙ方形 6 字状 皿状 1.06 0.90 0.65 曲物 なし - 97
S,78 東؇ࣼ面 ପ円形 皿状 皿状 0.75 0.65 0.18 なし なし - 99

第 7 表　遺構観察表　土坑（１）



第２અ　発見された遺構と遺物

���

区 遺構名 Ґ置
形状 規模（m）

出土遺物 重複関 時期 ਤ
平面 ԣஅ面 ఈ面 長 ෯ ਂ

4 区

S,80 平ୱ面 ପ円形 皿状 皿状 0.89 0.56 0.08 なし S,67 より৽、S#373 より古 - 98
S,204 平ୱ面 ۱ؙ方形 - - 1.22 1.18 - 土師器 S#298 より古 - ʖ
S,319 平ୱ面 - - - （0.62） 0.68 - なし なし - ʖ
S,320 平ୱ面 - - - 0.76 （0.26） - なし なし - ʖ
S,321 平ୱ面 - - - 1.18 （0.52） - なし なし - ʖ
S,322 平ୱ面 不整円形 皿状 平ୱ　　 0.68 0.58 0.15 なし S%8 より৽ - 99
S,323 平ୱ面 ۱ؙ方形 - - 0.72 0.66 - なし - ʖ
S,346 平ୱ面 - - - （1.76）（1.42） - なし SE11 より古 - ʖ
S,347 平ୱ面 溝状 - - 2.66 0.46 - なし なし - ʖ
S,348 平ୱ面 円形 形ٯ 北に؇ࣼ͘ 0.66 0.60 0.28 なし - 99
S,349 平ୱ面 - - - 2.02 （1.10） - なし なし - ʖ
S,350 平ୱ面 円形 - - 1.08 1.08 - なし なし - ʖ

5 区

S,243 南؇ࣼ面 不整方形 形ٯ 平ୱ　　 1.90 1.12 0.41 土師器・ロクロ土師器・須恵器 S*213 より৽ 平安 150
S,248 南؇ࣼ面 ۱ؙ方形 6 字状 皿状 0.72 0.68 0.29 ロクロ土師器 なし 平安 ʖ
S,249 南؇ࣼ面 ପ円形 6 字状 皿状 （1.10） 0.78 0.54 ロクロ土師器 なし - 150
S,252 南؇ࣼ面 不整ପ円形 6 字状 皿状（ஈ༗） 1.68 0.80 0.55 土師器・ロクロ土師器・須恵器 S*219 より৽、S%242 より古 平安 150

S,253 南؇ࣼ面 不整形 形ٯ 平ୱ　　 0.92 0.76 0.23 ロクロ土師器 S*219・S%242 より古 ᶜ期 152

S,255 南؇ࣼ面 不整ପ円形 形ٯ Ԝತあり 1.28 0.88 0.28 なし S*206 より৽ - 154

S,257 南؇ࣼ面 不整ପ円形 形ٯ 北に؇ࣼ͘
 （ஈ༗） 1.28 1.00 0.35 土師器・ロクロ土師器 S*205a・S*205C・S*207・S*208 より৽ ᶙ期 153

S,265 南؇ࣼ面 不整方形 皿状 皿状 1.20 0.70 0.21 なし なし - 154
S,267 南؇ࣼ面 不整形 形ٯ 東に؇ࣼ͘ 2.62 （2.28） 0.43 土師器・須恵器・鞴羽口 なし 古代 153
S,268 南؇ࣼ面 ପ円形 6 字状 皿状（ஈ༗） 0.64 （0.32） 0.31 なし なし - 154
S,269 南؇ࣼ面 不整円形 皿状 皿状 0.96 0.94 0.21 なし なし - 154
S,274 南؇ࣼ面 不整円形 形ٯ 西に؇ࣼ͘ 1.18 1.10 0.48 なし S*226 より৽   - 154

第 8 表　遺構観察表　土坑（２）・溝跡（１）

区 遺構名 Ґ置 方
規模（m）

அ面形 出土遺物 重複関 時期 ਤ
出長ݕ 上෯ Լ෯ ਂ

1 区

S%13 北東؇ࣼ面 S-/ 4.10 0.20 ～ 0.30 0.08 ～ 0.10 0.06 皿状 なし S%14 より৽ - 25
S%14 北東؇ࣼ面 /8-SE 2.20 0.22 ～ 0.25 0.08 ～ 0.12 0.02 ～ 0.04 皿状 なし S%13 より古 - 25
S%15 北東؇ࣼ面 S-/ 1.30 0.18 ～ 0.28 0.09 ～ 0.20 0.05 皿状 なし なし - 25

S%161 平ୱ面 E-8・S-/
（- 字ܕ）

東西：21.60
南北：8.50 0.55 ～ 1.07 0.24 ～ 0.82 0.20 ～ 0.50 形ٯ 中世陶器・ロクロ土

師器・須恵器 S%162 より৽ ᶝ期 23

S%162 平ୱ面 E-8 52.80 2.10 ～ 3.50 0.62 ～ 2.30 0.53 ～ 0.88 形ٯ 土師器・ロクロ土
師器

S,183・S%201 より৽、S#359・
S,200・S%161 より古 ᶘ期 23

S%166 平ୱ面 S-/ 12.70 1.00 ～（1.30）0.55 ～（1.15） 0.20 ～ 0.44 形ٯ なし なし 古代 23
S%168 平ୱ面 /8-SE 12.50 0.20 ～ 0.35 0.08 ～ 0.10 0.04 ～ 0.12 形ٯ なし SA167・S9169 より古 - 25
S%177 平ୱ面 /E-S8 5.00 0.28 ～ 0.36 0.14 ～ 0.22 0.09 ～ 0.15 皿状 土師器 なし - 23
S%179 平ୱ面 /8-SE 4.00 0.56 ～ 1.00 0.48 ～ 1.00 0.01 ～ 0.11 皿状 なし なし - 23
S%181 平ୱ面 S-/ 5.40 0.18 ～ 0.26 0.11 ～ 0.15 0.06 ～ 0.10 6 字状 土師器 S*163 より৽ - 23
S%185 平ୱ面 /E-S8 1.90 0.92 ～ 1.00 0.64 ～ 0.68 0.36 ～ 0.50 形ٯ 土師器 SA28 より৽ ᶘ期 23
S%198 平ୱ面 S-/ 3.80 0.18 ～ 0.28 0.09 ～ 0.13 0.02 ～ 0.04 皿状 なし なし 古代 25
S%199 平ୱ面 S-/ 1.60 0.20 ～ 0.40 0.15 ～ 0.20 0.04 ～ 0.10 皿状 なし なし - 25
S%201 平ୱ面 /E-S8 2.60 0.22 ～ 0.36 0.08 ～ 0.15 0.10 ～ 0.11 皿状 なし S%162・S,200 より古 - 25

2 区

S%1 平ୱ面 E-8 8.20 1.20 ～ 1.54 0.73 ～ 1.00 0.30 ～ 0.38 皿状 ロクロ土師器 S,47 より৽               ᶘ期 36
S%42 平ୱ面 /E-S8 1.20 0.32 ～ 0.40 0.22 ～ 0.26 0.35 6 字状 土師器 なし - 36

S%49 平ୱ面 E-8・S-/
（- 字ܕ）

東西：7.00
南北：2.50 0.90 ～ 1.42 0.70 ～ 2.16 0.14 ～ 0.40 形ٯ 土師器 S#367 より৽ ᶘ期 36

S%189 平ୱ面 E-8 2.40 0.44 ～ 0.52 0.20 ～ 0.26 0.07 ～ 0.24 6 字状 なし なし - 36
S%193 平ୱ面 E-8 3.70 0.31 ～ 0.38 0.15 ～ 0.18 0.04 ～ 0.13 皿状 なし なし - 36

3 区

S%24 平ୱ面 S-/ 10.00�4.50 1.12 ～ 1.37 0.20 ～ 0.37 0.36 ～ 0.52 形ٯ 土師器・須恵器・
紡錘車

S%50・S%109 より৽
SA330 より古 ᶝ期 60

S%38 平ୱ面 東西：4.00�3.50
南北：6.90�0.30 0.19 ～ 0.39 0.10 ～ 0.23 0.07 ～ 0.15 皿状 土師器・ロクロ土

師器・ম土器 S*51 より৽、S%116 より古 ᶜ期 ʖ

S%50 平ୱ面 東西：9.00�1.50
南北：2.50�4.00 0.29 ～ 0.78 0.17 ～ 0.54 0.24 ～ 0.48 形ٯ 土師器・須恵器 S%24・S%109・S%155 より古 ᶘ期 ʖ

S%105 平ୱ面 /8-SE 11.00 0.26 ～ 0.41 0.19 ～ 0.28 0.09 ～ 0.21 形ٯ 土師器 S#327・S#331 より古 - ʖ

S%109 平ୱ面 S-/ 10.00�4.50 0.32 ～ 0.60 0.13 ～ 0.35 0.29 ～ 0.50 形ٯ なし S%50 より৽
SA330・S%24 より古 ᶝ期 60

S%114 平ୱ面 S-/ 5.50 0.14 ～ 0.27 0.06 ～ 0.17 0.05 ～ 0.09 皿状 土師器 S*51・S*113・S,152・
S,157・S%115・S%129 より৽ - ʖ

S%115 平ୱ面 S-/ 6.00 0.20 ～ 0.30 0.10 ～ 0.20 0.05 ～ 0.20 皿状 土師器
S*113・S,152・S,157・
S,202・S%129 より৽、
S%114 より古

- ʖ

S%116 平ୱ面 E-8 7.50 0.89 ～ 1.12 0.66 ～ 0.76 0.16 ～ 0.22 形ٯ ロクロ土師器 S*113・S,158・S%38 より৽、
S#328 より古 ᶜ期 ʖ

S%122 平ୱ面 S-/ 10.00 1.17 0.28 ～ 0.98 0.10 ～ 0.35 形ٯ 土師器・中世陶器・
砥石

S%123 より৽ ᶝ期 60
S%123 平ୱ面 S-/ 10.00 1.36 ～ 1.80 0.20 ～ 0.75 0.69 ～ 0.85 形ٯ S,125・S%122 より古 ᶝ期 60
S%124 平ୱ面 S-/ 10.00�4.50 1.12 ～ 1.37 0.02 ～ 0.37 0.36 ～ 0.52 形ٯ 土師器 なし ᶝ期 ʖ

S%129 平ୱ面 E-8 1.70 0.36 ～ 0.40 0.22 ～ 0.32 0.10 ～ 0.15 形ٯ なし S,152 より৽、S%114・
S%115 より古 - ʖ

S%132 南西؇ࣼ面 E-8 4.80 0.18 ～ 0.30 0.08 ～ 0.22 0.08 ～ 0.10 皿状 土師器 S,142 より৽ - ʖ
S%155 平ୱ面 /8-SE 4.50 0.13 ～ 0.29 0.10 0.03 ～ 0.08 皿状 なし S%50 より৽ ᶜ期 ʖ

4 区

S%8 平ୱ面 S-/ 11.00 1.25 ～ 1.82 0.94 ～ 1.16 0.50 ～ 0.58 形ٯ 土師器・ロクロ土
師器

S*9 より৽、S#22・S#305・
S#306・S#307・S#309・
S#373・S#374・S,322 より古

ᶝ期 100

S%63 平ୱ面 /E-S8 17.40 0.19 ～ 0.98 0.13 ～ 0.68 0.06 ～ 0.17 皿状 なし

S*10 より৽、S#21・S#294・
S#295・SA293・SA296・
SA300・SA303・SE57・
S%318・S953・S962 より古

- 101

S%72 平ୱ面 S-/ 3.10 0.16 ～ 0.26 0.11 ～ 0.18 0.02 ～ 0.04 皿状 なし なし - 101

S%74 平ୱ面 S-/ 8.88 0.22 ～ 0.43 0.12 ～ 0.33 0.03 ～ 0.14 皿状 なし
S*9 より৽、S#22・S#305・
S#306・S#307・S#373・
S#374 より古

- 100

S%75 平ୱ面 S-/ 4.30 1.40 ～ 2.20 1.10 ～ 1.50 0.42 形ٯ なし なし - 101
S%316 平ୱ面 S-/ 4.24 0.20 ～ 0.32 - - - なし なし - ʖ



第̐ষ　調査の結果
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第 9 表　遺構観察表　溝跡（２）・井戸跡・性格不明遺構

区 遺構名 Ґ置 種別
形状 規模（m）

出土遺物 重複関 時期 ਤ
平面 ԣஅ面 ఈ面 長 ෯ ਂ

1 区 SE18 平ୱ面 井戸跡 ପ円形 ࿙ేܕ 皿状 1.08 0.90 0.80 土師器 なし ᶝ期 19

3 区
SE36 平ୱ面 井戸跡 円形 ࿙ేܕ 平ୱ 1.14 1.04 0.85 土師器 S,110 より古 ᶝ期 54

SE144 南西؇ࣼ面 井戸跡 ପ円形 形ٯ 平ୱ 1.20 （0.96） 1.02 土師器・須恵器 なし ᶝ期 54

4 区

SE11 平面 井戸跡 不整ପ円形 - - 2.10 2.63 - 中世陶器 S,346 より৽ ᶝ期 94
SE57 平ୱ面 井戸跡 円形 円形 平ୱ 0.27 1.17 1.00 なし S%63 より৽、S953 より古 ᶝ期 94
SE59 平ୱ面 井戸跡 ۱ؙ方形 箱形 平ୱ 1.07 1.05 0.87 土師器・石製品 なし ᶝ期 95

SE60 平ୱ面 井戸跡 不整方形 ࿙ేܕ 皿状 1.80 1.40 1.08 土師器・種子 S*9・S#305・S#312 より৽、
S#311 より古 ᶝ期 95

SE65 平ୱ面 井戸跡 ۱ؙ方形 箱形 平ୱ 1.45 1.02 1.22 なし なし ᶝ期 95
SE66 平面 井戸跡 不整ପ円形 ேإ形 平ୱ（ஈ༗） 5.50 3.60 1.25 木製品・種子 なし ᶝ期 96

5 区 SE258 南؇ࣼ面 井戸跡 ۱ؙ方形 ࿙ేܕ 平ୱ 1.48 1.44 1.09 ロクロ土師器・須恵器 なし ᶙ期 ʖ

区 遺構名 Ґ置 種別
形状 規模（m）

出土遺物 重複関 時期 ਤ
平面 ԣஅ面 ఈ面 長

෯
ਂ

上෯ Լ෯

1 区 S9169 平ୱ面 畝溝状遺構 溝状 ബい皿状 皿状 1.20
～ 3.90

0.13
～ 0.25

0.07
～ 0.14

0.03
～ 0.09 土師器 S,196・S%168 より৽ - 26

3 区

S9135 平ୱ面 竪穴住居跡ʁ 方形ʁ 形ٯ 平ୱ （0.63） （0.32） 0.40 なし S*51 より古 ᶘ期 ʖ
S9137 平ୱ面 竪穴住居跡ʁ 方形ʁ 形ٯ 平ୱ （0.76） （0.36） 0.38 土師器 S*51・S,119 より古 ᶘ期 ʖ
S9188 平ୱ面 竪穴住居跡ʁ 不整方形ʁ - - （3.20） （1.80） - なし S*51・S*52 より古 ᶘ期 ʖ
S9211 平ୱ面 溝状遺構ʁ 溝状ʁ - Ԝತあり （0.36） （0.24） 0.12 なし S*51・S*52 より古 ᶘ期 ʖ

4 区

S953 平ୱ面 水溜め状遺構 北ଆ：不整円形 
南ଆ：溝状

北ଆ：皿状 
南ଆ：　-

北ଆ：中ԝ部ۼむ 
南ଆ：平ୱ（ஈ༗）

北ଆ：4.57 
南ଆ：（4.50）

北ଆ：3.50 
南ଆ：0.90

～ 2.50

北ଆ：0.69 
南ଆ：0.48

土師器・
中世陶器

SA293・SA296・SA300・
SE57・S%63 より৽ ᶝ期 103

S962 平ୱ面 畝溝状遺構 溝状 形ٯ
ബい皿状 平ୱ 4.70 0.35

～ 0.53
0.26

～ 0.42
0.01

～ 0.06 土師器
S,67・S%63 より৽、
S#21・S#295・SA300・
SA303 より古

- 102

区 遺構名 Ґ置 方
規模（m）

அ面形 出土遺物 重複関 時期 ਤ
出長ݕ 上෯ Լ෯ ਂ

4 区
S%317 平ୱ面 S-/ 2.20 0.18 ～ 0.26 - - - なし S#281 より古 - ʖ

S%318 平ୱ面 /E-S8 3.36 0.46 ～ 0.76 - - - なし S%63 より৽、S#294・
SA293・SA296 より古 - ʖ

5 区

S%233 南؇ࣼ面 S-/ 1.72 0.44 ～ 0.22 0.16 ～ 0.10 0.02 ～ 0.15 皿状 土師器 なし - 156

S%234 南؇ࣼ面 S-/ 11.13 0.18 ～ 0.47 0.08 ～ 0.34 0.01 ～ 0.23 形ٯ 土師器・須恵器 S*228・S*229・S*230 より৽、
S*217・S#262・SA279 より古 ᶙ期 155

S%242 南؇ࣼ面 S-/ 20.04 2.60 ～ 1.20 0.52 ～ 0.26 0.62 ～ 0.85 形ٯ 土師器・ロクロ土
師器・須恵器

S*219・S#277・S,252・
S,253 より৽ 平安 155

S%264 南؇ࣼ面 S-/ 6.16 0.14 ～ 0.22 0.06 ～ 0.08 0.09 ～ 0.30 6 字状 なし S*207 より古 古代 156
S%270 南؇ࣼ面 S-/ 2.30 0.14 ～ 0.26 0.10 ～ 0.18 0.04 ～ 0.08 皿状 なし なし - 156
S%273 南؇ࣼ面 S-/ 0.96 0.10 ～ 0.16 0.08 ～ 0.12 0.06 ～ 0.26 箱形 土師器 S*231 より৽、S*218 より古 古代 156
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第５章　考　　察

　第 4 ষで記ࡌした本遺跡の発掘調査結果を౿まえて、あらためて遺構と遺物についてݕ౼を加え、

遺構の時期とมભ、遺跡の性格などについて考察する。なお、ࠓճの発掘調査で出土した遺構と遺物は

縄文時代から近世までのものがあるが、主体となるのは古墳時代中期から中世にかけてのものである。

ୈ̍અɹ遺のಛͱฤతҐஔͮけ
　出土した遺物は、古墳時代中期から平安時代にかけての土器ྨ（土師器・ロクロ土師器・須恵器）が

主体をめる。このほか、中世の土器・陶磁器、木製品、近世陶磁器、縄文土器、石器、石製品、土製

品、金属製品などがある。ここでは、出土状گなどからあるఔの一ׅ性が認められる遺構出土土器に

ついてݕ౼し、編年的なҐ置ͮけを試Έることとする。

　なお、宮城県内ではこれまでの調査・ڀݚによって各時期の土器編年がఏࣔされている。本遺跡出土

土器に関連するものとして、古墳時代中期についてはڮߴ明࠺ޗ・（1999）ࢯढ़య（2003）ࢯによる

宮城県の編年、古墳時代後期 ~ ಸྑ時代については௰ल人ࢯをڀݚ代表者とする域編年（௰編 2007、

ம 1）のうͪ村田ߊ一（2007）ࢯによる宮城県中・南部の編年、ੁ原ࢯ（2007a~E）による福島県

の編年、平安時代については村田ߊ一（1995・1994）ࢯ・༄ᖒ明（1994）ࢯによる多լ城पลの編

年などが͛ڍられる。これらのઌ行ڀݚに基ͮいて本遺跡の各遺構出土土器の特徴をݕ౼し、第 1~8

群の土器群を設定した。ҎԼ、各土器群の特徴と編年的Ґ置ͮけについてड़る。

̍ɽୈ̍܈ث

　S*163 竪穴住居跡出土土器で構成され、土師器ᆀ・ു・小ܕᙈ・ᙈ・ϛχνϡΞ土器がある（第 163

ਤ 1~17）。ᆀはいͣれもؙఈで、体部から口縁部にかけて内ኪするもの（1・4）、体部と口縁部のڥに

۶曲をͪ࣋、体部が内ኪして口縁部が外するもの（2・3）、体部と口縁部のڥに۶曲をͪ࣋、体部が

内ኪしてい口縁部が直立または外するもの（5~8）がある。いͣれも内面にϤコナσˠϔϥϛΨΩ

調整、外面にϤコナσ・ϔϥέズリˠϔϥϛΨΩ調整を施す。（9）は体部から口縁部にかけてٯീの

字状に։͘ുで、内面の体部にϢϏナσ・口縁部にϤコナσˠ体部 ~ 口縁部にૈいϔϥϛΨΩ調整、外

面の口縁部にϤコナσˠ体部にॎ方のϔϥέズリˠૈいϔϥϛΨΩ調整を施す。小ܕᙈ（10）は平

ఈで部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、部࠷大ܘと器ߴがほぼしい。外面の口縁部にϔϥナσˠϤコナσ調

整、体部にॎ方のϔϥナσˠԣ方のϔϥナσ調整を施す。ᙈは平ఈで部中Ґに࠷大ܘをٿ、ͪ࣋

状のもの（15・16）と、長ؾຯのもの（11・14・17）とがある。いͣれも内面にϔϥナσˠϔϥ

ϛΨΩ調整、外面にϔϥナσまたはέズリˠϔϥϛΨΩ調整を施す。

　これらは器種構成とその形ଶ的特徴から古墳時代中期の引田式（ࢯՈ 1957）の範ᙝに含まれる。な

お、引田式についてはઌ行ܕ式の南小ઘ式৽ஈ֊にแׅされるとする見ղもある（加౻ ڮߴ。（1989

明ࢯの編年（1999）では、1・4 はᆀ E1、2・3 はᆀ #2、5~8 はᆀ (、15・16 はᙈ A、11・14・17 は

ᙈ $ にそれͧれ該当し、その形ଶ的特徴などからᶘʵ 2 ஈ֊にҐ置ͮけられる。࠺ޗढ़యࢯによる編

年（2003）では土器成 3 とされた土器群であり、南小ઘ式৽ஈ֊とされたݩࢁ町߹ઓ原遺跡第 2 群

土器（ؠ見 1991）の一部、౻ರࢯによる編年（1992）で引田式৽ஈ֊とされた土器群にほぼ対Ԡす
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̎ɽୈ̎܈ث

ʢ̍ʣثのྨͱͦのಛ
　本遺跡において主体をめる土器群であり、S*4・S*5C・S*5D・S*6・S*9・S*10・S*51・S*52・S*206・

S*207・S*218・S*213・S*215・S*220・S*225・S*230・S*231 竪穴住居跡、S#256 掘立柱建物跡、SA282

第 163 図　第１群土器

SI163 竪穴住居跡

1 2

16

17

1514

1312

11

109

8765

43

る。これらのྨྫは߹ઓ原遺跡第 4 号住居跡出土土器（宮城県教育委員会 1991a）、ઋ市౻田৽田遺

跡 S*245 住居跡出土土器（宮城県教育委員会 1994C）、Լノ内遺跡 S*16 住居跡出土土器（ઋ市教育委

員会 1990）などがあり、須恵器ڞ伴ྫ（5,208~5,23 などから౼ݕ式）とのܕ 5 世紀中頃 ~ 後半とさ

れている。このことから、本群土器は 5 世紀中頃 ~ 後半にҐ置ͮけられる。

柱列跡、SA28 材木塀跡、S,112・S,180・S,212 土坑、S%162・S%185 溝跡出

土土器などで構成される（第 169~171 ਤ）。土師器ᆀ・ߴᆀ・ു・小ܕᙈ・ᙈ・

小形ᆵ・ᆵ・ࠋ、須恵器ᆀがあり、ҎԼのように分ྨできる（第 164~168 ਤ）。

＜土師器＞

ᆀ 1 ྨ：第 169 ਤ 4-2・6-1・7-2・8-1、第 170 ਤ 2-1・5-1・8-3、第 171 ਤ 5-2・6-1

ؙఈで体部が۶曲し、口縁部が外あるいは外する༗ஈؙఈᆀ。

口縁部と体部のڥの外面にஈを形成し、内面の対ԠするҐ置が۶曲

する。口縁部は内ኪؾຯに外するものが多͘、内面の۶曲は明ྎ

なものと不明ྎなものとがある。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭

ॲཧを施し、外面の口縁部にϤコナσ調整、体部 ~ ఈ部にϔϥέズ

リ調整を施す。

ᆀ 2 ྨ：第 169 ਤ 1-3・6-2・7-1、第 170 ਤ 4-1・8-2、第 171 ਤ 5-1

ؙఈで体部が۶曲して口縁部が内ኪする༗ஈؙఈᆀ。ᆀ 1 ྨと同

坏 1類

坏 2類

第164図　第２群土器分類図（1）

（,4 ଯ）

（,4 ଯ）

（,4 ଯ） （,2 ଯ）

（,4 ଯ）（,4 ଯ） （,4 ଯ）

（,4 ଯ）（,4 ଯ）（,4 ଯ）

（,2 ଯ）

（,4 ଯ）

（,4 ଯ）

（住ଯ）

（,4 ଯ）

（,1 ଯ） （,1 ଯ）
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༷に口縁部と体部のڥの外面にஈを形成するが、内面に۶曲が認め

られない。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、外面の口縁

部にϤコナσ調整、体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整を施す。なお、内

面がϔϥϛΨΩ調整で上͛られࠇ৭ॲཧを施さないもの（第 169

ਤ 1-3）がগ数認められる。

ᆀ 3 ྨ：第 170 ਤ 13、第 171 ਤ 2

平ఈで外面の体部Լにஈを形成する盤状ᆀ。内面にϔϥϛΨΩ調

整ˠࠇ৭ॲཧを施し、外面の口縁部にϤコナσ調整、体部 ~ ఈ部に

ϔϥέズリ調整を施すもの（第 170 ਤ 13）、外面の口縁部 ~ ఈ部

にϔϥέズリ調整ˠૈいϔϥϛΨΩ調整を施すもの（第 171 ਤ 2）

がある。

ᆀ 4 ྨ：第 170 ਤ 12

ፏ平なؙఈで体部が۶曲し、口縁部が͘直立ؾຯに外する༗ஈ

ؙఈᆀ。口縁部と体部のڥの外面にஈを形成し、内面の対ԠするҐ

置が۶曲する。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、外面の口

縁部にϤコナσ調整、体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整を施す。

ᆀ 5 ྨ：第 169 ਤ 5-1、第 170 ਤ 2-2・5-2・5-3・6-1・14

ᆀ 1・2 ྨと同༷の༗ஈؙఈᆀで、内面がϤコナσ調整（第 170 ਤ

2-2・5-2・5-3・14）あるいはϔϥϛΨΩ調整（第 169 ਤ 5-1、第

170 ਤ 6-1）で上͛られࠇ৭ॲཧを施さない。外面の口縁部にϤ

コナσ調整、体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整を施すものが主体ͩが、

体部 ~ ఈ部にϔϥϛΨΩ調整を施すもの（第 170 ਤ 5-2・14）がある。

土が明৭をఄするもの（第 170 ਤ 5-2・5-3）がある。

ᆀ 6 ྨ：第 169 ਤ 1-1、第 170 ਤ 8-6、第 171 ਤ 1・4-1

ؙఈで体部が内ኪし口縁部が外するແஈؙఈᆀ。内面にϔϥϛ

ΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すもの（第 171 ਤ 4-1）と、内面がϔϥϛ

ΨΩ調整で上͛られࠇ৭ॲཧを施さないもの（第 169 ਤ 1-1、第

170 ਤ 8-6）とがある。外面は口縁部にϤコナσ調整、体部 ~ ఈ部

にϔϥέズリ調整を施す。器นがްखで外面に೪土ඥのྠ積Έ

ࠟ跡をすもの（第 169 ਤ 1-1）がある。

ᆀ 7 ྨ：第 169 ਤ 1-2・6-3、第 170 ਤ 6-2・8-4・8-5

ؙ ఈ（ 第 170 ਤ 8-5） あ る い は 平 ఈ ؾ ຯ の ؙ ఈ（ 第 169 ਤ 1-2・

6-3、第 170 ਤ 8-4）で、体部が内ኪし口縁部が外するແஈؙఈ

ᆀ。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施すもの（第 169 ਤ 1-2）

と、内面がϤコナσ調整で上͛られࠇ৭ॲཧを施さないもの（第

169 ਤ 6-3、第 170 ਤ 6-2・8-4・8-5）とがある。外面は口縁部に

Ϥコナσ調整、体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整を施す。器นがް

खで外面に೪土ඥのྠ積Έࠟ跡をすもの（第 169 ਤ 1-2、第 170

ਤ 8-4）がある。

ᆀ 8 ྨ：第 169 ਤ 5-2・7-3、第 170 ਤ 8-1・11、第 171 ਤ 3

平ఈؾຯのؙఈで、体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり口縁部が外する

坏 3類

坏 4類

坏 5類

坏 6類

坏 7類

坏 8類

第165図　第２群土器分類図（2）
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ແஈؙఈᆀ。外面の口縁部と体部のڥにྏを形成する。

内面がϤコナσ調整（第 171 ਤ 3） あるいはϔϥϛΨ

Ω調整（第 169 ਤ 7-3、第 170 ਤ 8-1・11）で上͛られ、

৭ॲཧを施さない。外面は口縁部にϤコナσ調整、体ࠇ

部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整を施すもの（第 169 ਤ 7-3、

第 170 ਤ 8-1、第 171 ਤ 3）、ϔϥϛΨΩ調整を施すも

の（第 170 ਤ 11）がある。土がઙԫᒵ৭をఄするも

の（第 171 ਤ 3）がある。

大ܕᆀ 1 ྨ：第 170 ਤ 6-3

体部から口縁部にかけて内ኪؾຯに外する༗ஈؙఈ

ᆀ。外面の口縁部と体部のڥにஈを形成し、内面の対Ԡ

するҐ置が۶曲する。内面の口縁部にϤコナσ調整ˠ体

部 ~ 口縁部にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。外面は

体部にϋέϝ調整ˠϔϥナσ調整ˠ口縁部にϤコナσ

調整を施す。

大ܕᆀ 2 ྨ：第 169 ਤ 5-4

体部が内ኪし口縁部が͘直立ؾຯに外するແஈؙఈ

ᆀ。外面の口縁部と体部のڥにྏを形成し、内面の対Ԡす

るҐ置が۶曲する。内面の口縁部がϤコナσ調整、体部が

෯のϔϥϛΨΩ調整で上͛られ、ࠇ৭ॲཧを施さない。

外面は口縁部にϤコナσ調整、体部にϋέϝ調整を施す。

ᆀߴ 1 ྨ：第 169 ਤ 1-4

ᆀ 1 ྨをせる。٭部は中ۭで外Լ方ϋ字状に։き、

部ががらない。

ᆀߴ 2 ྨ：第 171 ਤ 4-2・5-3

ᆀ部は不明。٭部は中ۭで外Լ方ീ字状に։き、部

ががる。

ᆀߴ 3 ྨ：第 169 ਤ 1-5

大ܕᆀ 2 ྨをせる。٭部は不明。

ു 1 ྨ：第 169 ਤ 5-3・6-4、第 170 ਤ 3

ఈ部は不明。体部から口縁部にかけて内ኪする。内外面

の口縁部にϤコナσ調整、外面の体部にϋέϝ調整ある

いはナσ調整を施す。

ു 2 ྨ：第 170 ਤ 1

平ఈで体部が内ኪし口縁部が͘͘͝直立する。内外面

の口縁部にϤコナσ調整、外面の体部にϔϥέズリ調整

を施す。

ു 3 ྨ：第 169 ਤ 7-4、第 170 ਤ 4-3

平ఈで体部が内ኪؾຯに立ͪ上がり、口縁部がそのまま

外する。内外面の口縁部にϤコナσ調整、体部にナσ

調整を施す。外ఈ面に木葉ࠟが見られる。

大型坏 1類

大型坏 2類

高坏 1類 高坏 2類

高坏 3類

鉢 1類

鉢 2類

鉢 3類

小型甕 1類

小型甕 2類

第166図　第２群土器分類図（3）
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小ܕᙈ 1 ྨ：第 169 ਤ 3

部上半が直立して口縁部が外する。外

面の口縁部にϤコナσ調整、部にϋέϝ

調整を施し、ᰍ部のஈは不明ྎである。

小ܕᙈ 2 ྨ：第 169 ਤ 6-5、第 171 ਤ 6-3

部中Ґに࠷大ܘをͪ࣋、口縁部が͘外

または外する。外面の口縁部にϤコナ

σ調整、部にϋέϝ調整を施し、ᰍ部の

ஈは不明ྎである。

ᙈ 1 ྨ：第 169 ਤ 4-1

長で部にؙΈのあるପ円形をఄする。

口ܘと部࠷大ܘがほぼ同じで、口縁部は

͘外する。外面のᰍ部にஈを形成し、

口縁部にϤコナσ調整、部にϋέϝ調整

を施す。

ᙈ 2 ྨ：第 170 ਤ 4-4・9-2・9-4

長で部ԼҐのؙΈが͘ڧԼれ形を

ఄする。口ܘと部࠷大ܘがほぼ同じか

部ܘが大き͘、口縁部は͘外あるいは

外する。外面のᰍ部にஈを形成し、口縁

部にϤコナσ調整、部にϋέϝ調整ある

いはϋέϝ調整ˠϔϥϛΨΩ調整を施す。

ᙈ 3 ྨ：第 169 ਤ 1-6・2・5-8・7-6、第 170 ਤ 5-5・8-7

長で部上半のؙΈがऑ͘円形をఄ

し、Լ半がすぼまる。外面のᰍ部にஈを形

成せͣ、口縁部にϤコナσ調整、部にϋ

έϝ調整を施す。

ᙈ 4 ྨ：第 169 ਤ 1-7・6-6

長で部上ҐのؙΈが͘ڧԼ半がすぼ

まるཛ形をఄする。外面のᰍ部にஈを形

成せͣ、口縁部にϤコナσ調整、部にϋ

έϝ調整を施す。

甕 1類 甕 2類

甕 3類

甕 4類

甕 5類

第 167 図　第２群土器分類図（4）

ᙈ 5 ྨ：第 171 ਤ 5-4

ᰍ部が۶ંして外し口縁部が内ኪしてड口状に立ͪ上がる。部ҎԼは不明。口縁部内面

にϤコナσ調整、外面にϋέϝ調整ˠϤコナσ調整を施す。

小ܕᆵ：第 170 ਤ 5-4

平ఈで部ԼҐに࠷大ܘを࣋つ。外面のᰍ部にऑいஈを形成し、口縁部にϤコナσ調整、

部にナσ調整を施す。

ᆵ：第 169 ਤ 5-7・7-5、第 170 ਤ 8-9・9-3・10

平ఈで部のؙΈがٿ͘ڧ状をఄする。部中ҐからԼҐに࠷大ܘを、ͪ࣋口で口縁部

は͘外する。外面のᰍ部にஈを形成し、口縁部にϤコナσ調整、部にϋέϝ調整を施す。
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ࠋ 1 ྨ：第 170 ਤ 8-8

ఈ部は不明。部がٯϋ字状に立ͪ上がり、口縁部は͘外する。外面のᰍ部にஈを形成

し、口縁部の内外面にϤコナσ調整、部の内面にϔϥϛΨΩ調整を施す。

ࠋ 2 ྨ：第 169 ਤ 8-2

ఈ部は不明。体部上半は直線的で口縁部が͘外する。外面の口縁部と体部のڥにࠟ跡的

なஈを形成する。内面の口縁部にϤコナσ調整、体部にϔϥϛΨΩ調整を施し、外面は口縁

部にϤコナσ調整、体部にϔϥέズリ調整を施す。外面の口縁部に連ଓするࠁ状ࠟ跡が見

られる。

ࠋ 3 ྨ：第 169 ਤ 6-7、第 170 ਤ 6-4、第 171 ਤ 4-3

ແఈ式で内面にϔϥナσ調整、外面にϔϥέズリ調整を施す。体部Լに複数の؏௨をઠ

つもの（第 169 ਤ 6-7、第 171 ਤ 4-3）がある。

＜須恵器＞

ᆀ 1 ྨ：第 171 ਤ 6-2

ؙఈ෩平ఈのఈ部から͘ڧ内ኪして立ͪ上がり、口縁部が直立する。外ఈ面にϔϥέズリ調

整を施す。口ܘ 9.8Dm。

ᆀ 2 ྨ：第 169 ਤ 5-5

ఈ部は不明。体部ԼҐが۶曲して口縁部が外する。口ܘ 13.0Dm。

小型壺 壺

甑 3類

須恵器 坏 1類

須恵器 坏 2類

ʢ̎ʣ܈ثの༷૬ͱͦのฤతҐஔͮけ
　第 2 群土器は土師器ᆀ 1~8 ᆀߴ・ྨ 1~3 ྨ・ു 1~4 ྨ・小ܕᙈ 1~2 ྨ・ᙈ 1~6 ྨ・小形ᆵ・ᆵ・ࠋ、

須恵器ᆀ 1~2 ྨで構成される。土師器ᆀ・ᙈ・ᆵを安定的に成し、ᆀに多༷性が認められることが

特徴的である。須恵器はۇগである。第 2 群土器には、製ٕ࡞๏と形ଶ的特徴から大き͘ೋつのまと

まりがࣝ別できる。一つは、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧٕ๏を༻いる༗ஈؙఈᆀと、外面にϋέ

甑 2類甑 1類

第 168 図　第２群土器分類図（5）
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ϝ調整ٕ๏を༻いる長ᙈを主要器種として構成される統的な在地の土師器であり、もう一つは、こ

れとはҟなる製ٕ࡞๏あるいは形ଶ的特徴を༗する外དྷの土師器である。ҎԼに、そのまとまりと特徴、

編年的Ґ置についてݕ౼する。

৭ॲཧٕ๏を༻いる༗ஈؙఈᆀ（ᆀࠇ内面にϔϥϛΨΩ調整ˠ　ثࢣのࡏ 1・2 ྨ）、平ఈで体部

Լにஈを形成する盤状ᆀ（ᆀ 3 ྨ）と、外面にϋέϝ調整ٕ๏を༻いる長ᙈ（ᙈ 1~4 ྨ）によっ

て特徴ͮけられる。これらはその製ٕ࡞๏と形ଶ的特徴から、栗囲式（ࢯՈ 1957）の範ᙝに含まれる

ものである。

　分ྨしたܕ式のうͪ、在地の土師器はᆀ 1~3 ྨ、大ܕᆀ 1 ᆀߴ、ྨ 1・2 ྨ、ു 1・2・3 ྨ、小ܕᙈ 1・

2 ྨ、ᙈ 1~4 ྨ、小形ᆵ、ᆵで構成される。村田ߊ一（2007）ࢯによる宮城県中・南部の編年におけ

る細別器種分ྨでは、ᆀ 1 ྨがᆀ #、ᆀ 2 ྨがᆀ $、ᆀ 3 ྨがᆀ F、大ܕᆀ 1 ྨがു A、ߴᆀ 1・2 ྨ

がߴᆀ #、ു 1・2・3 ྨがു #、小ܕᙈ 1 ྨがᙈ $1、小ܕᙈ 2 ྨがᙈ $2、ᙈ 1 ྨがᙈ A2、ᙈ 2 ྨが

ᙈ A3、ᙈ 3 ྨがᙈ A4、ᙈ 4 ྨがᙈ A5、小形ᆵ・ᆵがᆵ %1 にそれͧれ該当する。

　村田編年では古墳時代後期 ~ ಸྑ時代の土器群を 8 ஈ֊のมભでଊえている。ᆀ 1 ྨにΈられる༗

ஈؙఈᆀは村田編年 1 ஈ֊Ҏ前の古墳時代中期から認められ、2~4 ஈ֊でᆀの主要器種となり、5 ஈ֊

Ҏ߱はݮগするが 7 ஈ֊まで認められる。体部外面のஈあるいはྏの形ଶにணすると、1~3 ஈ֊がݦ

著で、4 ஈ֊Ҏ߱は前者ほど立たな͘なる。また、これに対Ԡする体部内面の۶曲は、3 ஈ֊までほ

とΜどのものに認められるが、4 ஈ֊になると۶曲を࣋つものと࣋たないものがڞଘし、5 ஈ֊Ҏ߱は

۶曲が認められな͘なる。このように村田編年において明らかにされている各ܕ式の形ଶม化から、本

群土器の形ଶ的特徴は村田編年 4 ஈ֊とのڞ௨性がߴい。また、༗ஈؙఈᆀにおける内面のྏ、長

ᙈにおけるᰍ部のஈの不明ྎ化などから、4 ஈ֊の中でも後出的な༷૬をࣔしていると考えられる。

　ྨྫとしては蔵王町Ԙ北遺跡第 1・2 号住居跡（宮城県教育委員会 1980a）、 多լ城市ࢁ王遺跡

S%2050 河跡第 1 （宮城県教育委員会 2001）、東দ島市井遺跡 S*263 住居跡（本町教育委員会

2001）、ઋ市郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙に伴う S*1870 住居跡（ઋ市教育委員会 2001）、S92093 遺構（ઋ

市教育委員会 2004）出土土器などが͛ڍられる（ம 2）。

֎来のثࢣ　在地の土師器とはҟなる製ٕ࡞๏あるいは形ଶ的特徴を༗するものとして、ᆀ 4・5・6・7・

8 ྨ、大ܕᆀ 2 ᆀߴ、ྨ 3 ྨ、ᙈ 2・5 ྨ、小形ᆵ、ࠋ 1~3 ྨがある。これらは在地の土師器の栗囲式

の範ᙝには含まれないものであり、外དྷの土師器と考えられる。

　分ྨしたܕ式のうͪ、ᆀ 4 ྨは関東地方における当該期のَߴ式土師器にྨࣅする形ଶ的特徴が見

られるが、内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧٕ๏を༻いる点で在地化した特徴がࢦఠできる。蔵王町

遺跡（蔵王町教育委員会 2005）、東দ島市井遺跡 S*292 住居跡（本町教育委員会 2001）、大崎市名

ੜؗ官衙遺跡 S,1529 土坑（古市教育委員会 2000）、福島県ت多方市内屋敷遺跡第 4 号方形区画・第

72 号住居跡（Ԙ町教育委員会 2004）出土土器などにྨྫが見られる（ம 3）。

　ᆀ 5 ྨは在地の栗囲式にྨࣅする༗ஈؙఈを基調とした形ଶであるが、内面がϤコナσ調整で上

͛られ、東北地方に統的なϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧٕ๏を༻いない。こうした調整ٕ๏は在地の栗

囲式土師器には認められないものであり、関東地方の当該期土師器のӨڹԼにあるものと考えられる。

外面のஈはऑいஈあるいは۶曲となるものが多い。井遺跡 S*292・293・263 住居跡（本町教育委

員会 2001）、大町一ཬ௩遺跡 S*36 住居跡（宮城県教育委員会 1999）出土土器などにྨྫが見られる。

　ᆀ 6・7 ྨはਂの半ٿ形をఄするແஈؙఈᆀで、在地の栗囲式土師器には認められない形ଶであ

る。銅椀などの金属器を模฿したものと考えられ、関東地方に͘分布することから関東地方の当該

期土師器のӨڹԼにあるものと考えられる。ᆀ 6 ྨは井遺跡 S*265・292 住居跡（本町教育委員会

2001）、福島県本宮市ߴ木遺跡ᶟ区 85 号住居跡（福島県教育委員会 2002）出土土器など、ᆀ 7 ྨは
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8ɽSI51 竪穴住居跡

7ɽSI52 竪穴住居跡

1．SI4 竪穴住居跡

3ɽSI5b 竪穴住居跡 4ɽSI5c 竪穴住居跡2．SI6 竪穴住居跡

5ɽSI9 竪穴住居跡

6ɽSI10 竪穴住居跡

第 169 図　第２群土器（１）
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11ɽSA282 柱列跡

1ɽSI206 竪穴住居跡 2ɽSI207 竪穴住居跡

4ɽSI213 竪穴住居跡 5ɽSI215 竪穴住居跡

6ɽSI220 竪穴住居跡

3ɽSI218 竪穴住居跡

12ɽSA28 材木塀跡

8ɽSI225 竪穴住居跡

7ɽSI230 竪穴住居跡

9ɽSI231 竪穴住居跡 13ɽP384 柱穴跡 14ɽP417 柱穴跡

10ɽSB256 掘立柱建物跡

第 170 図　第２群土器（２）
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1ɽSK180 土坑 2ɽSD185 溝跡

4ɽSD162 溝跡

3ɽSK112 土坑

6ɽSK212 土坑5ɽ遺構外

第 171 図　第２群土器（３）
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蔵王町ງの内遺跡 11 号住居跡（蔵王町教育委員会 1997）、戸ノ内遺跡 S*24 住居跡（蔵王町教育委員

会 2009、ம 4）、֯遺跡 S*753 住居跡（蔵王町教育委員会 2008）、大町一ཬ௩遺跡 S*11 住居跡（宮

城県教育委員会 木遺跡ᶟ区ߴ、（1999 85 号住居跡などにྨྫが見られる。

　ᆀ 8 ྨはፏ平なແஈؙఈᆀで、ᆀ 6・7 ྨと同༷に在地の栗囲式土師器には認められない形ଶで

あり、関東地方の当該期土師器のӨڹԼにあるものと考えられる。井遺跡 S*263 住居跡、大町一ཬ

௩遺跡 S*15 住居跡（宮城県教育委員会 木遺跡ᶟ区ߴ、（1999 16 号住居跡（福島県教育委員会 2002）

などにྨྫが見られる。

　大ܕᆀ 2 、ߴྨ ᆀ 3 ྨはᆀ部の形ଶと調整ٕ๏がڞ௨し、在地の栗囲式土師器には認められない。また、

内面がϤコナσ調整ˠϔϥϛΨΩ調整で上͛られ、ࠇ৭ॲཧٕ๏を༻いていないこと、ᆀ 5・6・7

ྨなどとڞ伴していることから、関東地方の当該期土器のӨڹԼにあるものと考えられる。

　ᙈ 2 ྨは外面の体部中ҐからԼҐにかけてॎ方のϔϥϛΨΩ調整を施すもので、東北地方北部の

当該期土師器の調整ٕ๏にྨࣅするが、外面にஈを形成しない。

　ᙈ 5 ྨはᰍ部が۶ંして外し口縁部が内ኪしてड口状に立ͪ上がるもので、在地の栗囲式土師器に

は認められない形ଶである。東北地方北部の当該期土師器の形ଶにྨࣅするが、ᰍ部ҎԼが不明である。

ࠋ　 1~3 ྨは体部の内面にϔϥϛΨΩ調整、外面にϔϥέズリ調整を施すもので、体部Լに複数の

؏௨をઠつものがある。体部外面にϋέϝ調整を施す在地の栗囲式土師器とは調整ٕ๏がҟなり、関

東地方の当該期土師器のӨڹԼにあるものと考えられる。井遺跡 S*263 住居跡にྨྫが見られる。

　Ҏ上のように、本群土器において外དྷの土師器として認ࣝしたものの中には、関東地方の土師器とྨ

শされている土器群にแׅさݺつものが多͘、これらは東北地方南部で関東系土師器と࣋した特徴をࣅ

れるものと考えられる。たͩし、本群土器の関東系土師器についてはҎԼのことがࢦఠできる。ᶃᆀが

主体で、ᙈなどのࣽਬ۩は在地の土師器を基本としている。ᶄ形ଶ的特徴と製ٕ࡞๏などに当該期の関

東地方の土師器とのڞ௨点が多͘認められるものの、関東地方の中で特定の地域の土師器とݸ別にൺ定

できるものはない。ᶅᆀの内面調整に在地のٕ๏であるࠇ৭ॲཧٕ๏をऔり入れているものが見られ

る。ᶆ؍؟察のݶり、土の特徴が在地の土師器とҟなる関東系土師器は͘͝গ数であり、基本的に

はڞ௨している。このことから、本群土器の関東系土師器は関東地方から直接ൖ入されたものであるՄ

性は͘、関東地方に出ࣗを࣋つ集ஂが在地化して製࡞したか、在地の集ஂが関東地方のᆀなどを模

฿して製࡞したと考えられる。

　なお、ઋ平Ҏ北の関東系土師器の多͘は、関東地方における統的な土師器であるَߴ式土師器

と、ـ内࢈土師器のӨڹのもとに出ݱする৽ܕ土師器ᆀである北蔵҉ܕ文ᆀ、北蔵ܕᆀにྨࣅす
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る半ٿ形のᆀにྨࣅする特徴を࣋つものであり、東関東から北関東地域に出ࣗがٻめられている（ڮߴ

2009・長島 2009・村田 2009）。一方、本群土器の関東系土師器にはَߴ式土師器との関が窺えるも

のが͘͝গ数ଘ在するものの、ほとΜどは上ड़のとおり関東地方の中で特定の地域の土師器とݸ別にൺ

定できないものである。このような関東系土師器は、宮城県域では本遺跡पลをআけ見のݶり東দ

島市井遺跡（本町教育委員会 2001）、栗原市ۨޚಊ遺跡（宮城県教育委員会 1982）、大町一ཬ

௩遺跡（宮城県教育委員会 1999）に見られるのΈであり、各遺跡の関東系土師器の中にめるׂ߹は

大き͘ない。本遺跡はѨ۾水系の小河に面した立地環ڥにあるが、福島県本宮市のѨ۾ӈ؛

に立地するߴ木遺跡群（福島県教育委員会 2002、ம 5）では、本群土器のᆀ 6・7・8 ྨにྨࣅする関

東系土師器が安定的に認められ、本遺跡との密接な関連が窺われる（ம 6）。

ਢثܙ　本群土器における須恵器はᆀ 1・2 ྨが各 1 点と、 分ྨできない小ย数点があるのΈで あ

り、ۃめてۇগである。このうͪᆀ 1 ྨは、福島県૬അ市ળޫࣉ遺跡 2# 号༼跡（福島県教育委員会

1988）、大町一ཬ௩遺跡 S*14C・S*54 住居跡（宮城県教育委員会 1999）などにྨྫが見られる。中

村（2001・1978）ࢯߒによる大ࡕ府陶༢༼跡群の編年でᶙܕ式 1 ஈ֊にΈられ、ๅच形のつまΈを

。つ֖とΈ߹う平ఈ෩ؙఈのᆀと特徴が一கする࣋ 田ลতࢯࡾによる陶༢༼跡群の編年ではᶙ期

5,217 。による飛鳥編年では飛鳥ᶘ期に૬当すると考えられる（1986）ࢯւ߂式に、西ܕ

ୈ � つものであ࣋の代　本群土器における在地の土師器は栗囲式土師器の後半期の特徴をث܈

り、村田編年 4 ஈ֊にҐ置ͮけられる。村田編年 4 ஈ֊は蔵王町Ԙ北遺跡 1 号住居跡ઋ市王ノ

ஃ遺跡 S*201 住居跡（ઋ市教育委員会 2000）、ར府町ീ഼崎̗遺跡ᶙ一ׅࢿ料（ར府町教育委員

会 1988）で陶༢ 5,217 ௨するઋ市ڞ伴していること、土器༷૬がڞ式にҐ置ͮけられる須恵器がܕ

郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙の年代が 7 世紀中頃 ~680 年代前半頃（ઋ市教育委員会 2005）にҐ置ͮけられて

いることから、7 世紀中頃 ~ 後半と考えられている。本群土器にڞ伴する須恵器はۇগであるが、陶༢

5,217 式あるいは飛鳥ᶘ期にҐ置ͮけられる。5,217ܕ 式は西暦ܕ 616 年Ҏ後 ~7 世紀後半中頃、飛鳥

ᶘ期は西暦 640~660 年代と考えられており、福島県૬അ市ળޫࣉ遺跡 2# 号༼跡は̓世紀後葉にҐ置ͮ

けられている。Ҏ上のことから、本群土器の年代は 7 世紀中頃 ~ 後半と考えられる。

̏ɽୈ̏܈ث

　S%50 溝跡出土須恵器֖がある（第 172 ਤ）。ఱ井部から口縁部にかけて内ኪし、口縁部が͘内

ંして直立する。器นがް͘器ߴがある。つまΈ部の形ଶは不明であるが、村田町北日ノ崎 2 号

༼跡（村田町教育委員会 1988）、ར府町ݛ༼跡 # 地区 3・10・16 号༼跡（宮城県教育委員会 1987）

SD50 溝跡

第 172 図　第３群土器

（ଯ）

などがྨྫと考えられる。北日ノ崎 2 号༼跡は 7 世紀 ~8 世紀初頭、ݛ

 # 地区 3・10・16 号༼跡は 8 世紀第 1 半期࢛ ~ 第 2 半期頃と考えら࢛

れており、本群土器の年代は֓Ͷ 7 世紀 ~8 世紀前半頃と考えられる。 ˔ 須恵器

˔

̐ɽୈ � ث܈

　S*209C・S*217・S*218・S*221・S*223 竪穴住居跡、SE258 井戸跡、S,257 土坑出土土器で構成され、

土師器ᆀ、ロクロ土師器ᆀ・小ܕᙈ・ᙈ、須恵器ᆀがある（第 173 ਤ 1~7）。土師器ᆀ（3）は平ఈで

ఈܘが大き͘、体部が外し口縁部が内ኪする。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。ロクロ土師

器ᆀは体部から口縁部にかけてわͣかに内ኪしながら外するもの（6・7）、体部から口縁部にかけて

内ኪするもの（4）、体部が内ኪし口縁部がわͣかに外するもの（1-1・2-1・5）がある。ఈ部のり
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しと࠶調整はճసࢳりˠ体Լ部にखͪ࣋ϔϥ

έズリによる࠶調整を施すもの（1-1~2）、ճసࢳ

りˠ࠶調整不明のもの（2-1・3）、りし不

明ˠ外ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を

施すもの（6・7） がある。 いͣれも内面にϔϥ

ϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。小ܕᙈ（2-3）は

体部にؙΈを࣋つ。ᙈ（2-4）は体部上半がわͣ

かに内ኪしながら外する。 須恵器ᆀ（1-3~4・

2-2）は体部から口縁部にかけてわͣかに内ኪす

る。ఈ部のりしと࠶調整はճసϔϥりˠ࠶

調整不明のもの（1-3）、りし不明ˠ外ఈ面に

खͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施すもの（1-4・

2-2）がある。

　これらのうͪ土師器・ロクロ土師器は器種構

成と形ଶ的特徴、 製ٕ࡞๏から表杉ノ入式（ࢯ

Ո 1957）の範ᙝに含まれる。表杉ノ入式期はほ

ぼ平安時代શൠに対Ԡするものと考えられている

が、主にᆀྨの形ଶと製ٕ࡞๏からい͘つかのஈ

֊が設定されている。本群土器の土師器・ロクロ

3ɽSI221 竪穴住居跡

（確）

第 173 図　第４群土器

2ɽSI218 竪穴住居跡

4ɽSI223 竪穴住居跡

7ɽSK257 土坑

1ɽSI217 竪穴住居跡

6ɽSE258 井戸跡5ɽSI209b 竪穴住居跡

1

1

2

2

4

4

3

3

（চ面）

（,1 ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）（ଯ） （ଯ）

（ଯ） （ଯ）

（住掘）

土師器ᆀは、ઌ行ܕ式の国分ࣉԼ式৽ஈ֊における平ఈの土師器ᆀと形ଶがྨࣅしていることから、

表杉ノ入式の初期にҐ置ͮけられる。宮城郡の 9~11 世紀代を 7 ஈ֊に細分する村田ߊ一（1994）ࢯの

編年では 1 群土器ஈ֊（8 世紀第 4 半期࢛ ~9 世紀第 1 から౼ݕ半期前半）、多լ城内の土器の࢛ 9~10

世紀代を 9 ஈ֊に細分する༄ᖒ明（1994）ࢯの編年では 9 世紀第 1 、半期頃にҐ置ͮけられる。また࢛

須恵器ᆀはར府町大༼跡 1・16 号༼跡（ར府町教育委員会 町北名ੜ東༼跡（宮城県教ݩࢁ、（2004

育委員会 1991）などにྨྫが見られる。大 1・16 号༼跡は 8 世紀 ~9 世紀初頭、北名ੜ東༼跡は

8 世紀第 4 半期にҐ置ͮけられている。Ҏ上のことから、本群土器の年代は࢛ 8 世紀 ~9 世紀初頭と

考えられる。

˔ 須恵器

˔

˔

˔

第 174 図　第５群土器

1ɽSI165 竪穴住居跡

2ɽSD162 溝跡

1

1

2

2 3

（,1 ଯ）
（,1 ଯ）

（ଯ）
（ଯ）

（ଯ）

̑ɽୈ̑܈ث

　S*165 竪穴住居跡、S%162 溝跡出土土器で構成

され、ロクロ土師器ᆀがある（第 174 ਤ）。体部

から口縁部にかけてわͣかに内ኪしながら外

するもの（2-3）、体部から口縁部にかけて内ኪす

るもの（1-1・2-1~2）、体部が内ኪし口縁部がわ

ͣかに外するもの（1-2）がある。ఈ部のり

しと࠶調整はճసࢳりˠ体Լ部 ~ 外ఈ面にख

・調整を施すもの（1-1࠶ϔϥέズリによるͪ࣋

2-3）、ճసࢳりˠ体Լ部にखͪ࣋ϔϥέズリに

よる࠶調整を施すもの（1-2・2-2）、りし不

明ˠ外ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリ調整を施すもの



第１અ　遺物の特徴と編年的Ґ置ͮけ

2��

2ɽSD162 溝跡

1ɽSK41 土坑

3ɽSD8 溝跡

第 175 図　第６群土器

1 1

1

2

2

2

141312

11

10

9

8

765

43

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）（ଯ）

（ଯ） （ଯ） （ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ） （ଯ）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ） （ଯ） （ଯ）

（ଯ）

（2-1）がある。いͣれも内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

　これらは表杉ノ入式の範ᙝに含まれ、村田ߊ一（1994）ࢯの編年では 2~3 群土器ஈ֊（9 世紀第 1

半期後半࢛ ~ 第 3 の編年では（1994）ࢯ半期）、༄ᖒ明࢛ 9 世紀第 2 半期࢛ ~9 世紀中葉頃にҐ置ͮ

けられる。このことから、本群土器の年代は 9 世紀前葉 ~ 中葉と考えられる。

̒ɽୈ̒܈ث

　S,41 土坑、S%8・S%162 溝跡出土土器で構成され、ロクロ土師器ᆀ・ു・ᙈ、須恵器ᆀ・ᙈがある（第

175 ਤ 1~3）。ロクロ土師器ᆀは体部が内ኪし口縁部が外するもの（1-1~3・2-1）、体部が内ኪし口縁

部が外ؾຯのもの（2-2・3-1）、体部から口縁部にかけてわͣかに内ኪしながら外するもの（1-4）

がある。ఈ部のりしと࠶調整はճసϔϥりˠ体Լ ~ 外ఈ面にखͪ࣋ϔϥέズリによる࠶調整を施

すもの（1-4）、ճసࢳりˠແ調整のもの（2-1・3-1）、りし不明ˠ体Լ部 ~ 外ఈ面にखͪ࣋ϔϥ

έズリによる࠶調整を施すもの（1-1~3）がある。いͣれも内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ു（1-9）は体部Լ半が内ኪして立ͪ上がり、体部上半が直立ؾຯとなる。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。ᙈ（3-2）は部にؙΈをͪ࣋、口ܘと部࠷大ܘがほぼ同じである。須恵器ᆀ（1-5~8）

は体部から口縁部にかけてわͣかに内ኪしながら外する。ఈ部のりしと࠶調整はճసϔϥりˠ

˔ 須恵器

˔
˔ ˔

˔

˔

˔

˔ ˔ ˔
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ແ調整のもの（1-5）、ճసࢳりˠແ調整のもの（1-6~8）がある。ᙈは口縁部に状文を施文するも

の（1-11）、部がؙΈをͪ࣋ᰍ部が直立し、口縁部が外するもの（1-10）、部に平行λλΩˠϔ

ϥέズリ調整を施すもの（1-12~14）がある。

　これらは表杉ノ入式の範ᙝに含まれ、村田ߊ一（1994）ࢯの編年では 3~4 群土器ஈ֊（9 世紀第 3

半期࢛ ~ 第 4 の編年では（1994）ࢯ半期）、༄ᖒ明࢛ 9 世紀第 3 半期࢛ ~9 世紀第 4 半期頃にҐ置࢛

ͮけられる。また、須恵器ᆀは石巻市関ノ入遺跡 2・10・14 号༼跡（河南町教育委員会 1990・1993・

2004）、福島県福島市大鳥城跡 1・2・4 号住居跡（福島市教育委員会 1993）、ᰍ部が直立するᙈは大

鳥城跡 1・2 号住居跡などにྨྫが見られる。関ノ入 2 号༼跡は 9 世紀中葉、10・14 号༼跡は 9 世紀

第 3 半期、大鳥࢛ 1・2・4 号住居跡は 9 世紀後半にҐ置ͮけられている。Ҏ上のことから、本群土器

の年代は 9 世紀中葉 ~ 後半と考えられる。

第 176 図　第７群土器

1ɽSD38 溝跡 2ɽ遺構外

5ɽSK253 土坑

3ɽP483 柱穴跡 4ɽP449 柱穴跡

1 2

（確）
（ଯ）

（ଯ） （柱ࠟ跡）

（ଯ） （ଯ）

̓ɽୈ̓܈ث
　S%38 溝 跡、S,253 土 坑、5 区 1483・1449 柱

穴跡出土土器で構成され、ロクロ土師器ᆀ・ߴ

付ᆀ、ম土器ᆀがある（第 176 ਤ 1~5）。ロク

ロ土師器ᆀ（5-1）は体部が内ኪし口縁部が外

する。内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施し、

ఈ部のりし不明ˠ体Լ部 ~ 外ఈ面にखͪ࣋ϔ

ϥέズリ調整による࠶調整を施すߴ。 付ᆀ（5-2）

は体部が内ኪしながら立ͪ上がり、口縁部が外

する。ఈ部のりしが不明で、外に։͘ߴが

付加されている。ᆀ部内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ

৭ॲཧを施す。ম土器ᆀは体部が内ኪしながら

立ͪ上がり、口縁部がわͣかに外するもの（2・

3）と、体部から口縁部が直線的に外するもの

（1・4）とがある。内外面ロクロナσ調整で、ఈ部のりしと࠶調整はճసࢳりˠແ調整である。

　これらのうͪ S,253 土坑出土土器（第 176 ਤ 5-1~2）は表杉ノ入式の範ᙝに含まれ、村田ߊ一（1994）ࢯ

の編年では 5~7 群土器ஈ֊（10 世紀前葉 ~10 世紀）にҐ置ͮけられる。また、ম土器は 4~8 群土

器ஈ֊（9 世紀第 4 半期࢛ ~11 世紀前半）に伴っており、S%38 溝跡出土土器（1）は 10 世紀代のもの

と形ଶがྨࣅしている。Ҏ上のことから、本群土器は 9 世紀 ~11 世紀前半の年代෯が考えられる。

̔ɽୈ � ʣثɾಃ࣓ثʢதੈのث܈

　S#313 掘立柱建物跡、SA324 柱列跡、SE11 井戸跡、S,125 土坑、S%8・S%123・S%161 溝跡、S953

水溜め状遺構、4 区 1131 柱穴跡などから出土しており、ロクロかわらけ小皿、中世陶器ു・ᆵ・ᙈྨ、

੨磁皿がある（第 177 ਤ 1~11）。

　いͣれも小ยで年代をݕ౼できるࢿ料はۇগであるが、ロクロかわらけ小皿（3）の形ଶはઋ市中

ߴ༄遺跡 S91397 遺物แ含Լ（宮城県教育委員会 所遺跡ޚख県平ઘ町༄೭ؠ、（2006 28 次調査

SE16 井戸跡（ؠख県ຒ蔵文化財ηンλー 1995）、52 次調査 SE7 井戸跡（ؠख県教育委員会 2001）な

どにྨྫが見られる。中ߴ༄ S91397 Լは 13 世紀前半 ~ 中頃、༄೭ޚ所 SE16 井戸跡は 12 世紀第

4 半期後半、SE7࢛ 井戸跡は 12 世紀第 2 。半期にҐ置ͮけられている࢛

˙ম土器

˙

˙ ˙

˙
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10ɽSD161 溝跡

2ɽSA324 柱列跡

5ɽSK125 土坑

9ɽSD123 溝跡8ɽSD122・123 溝跡7ɽSD8 溝跡

1ɽSB313 掘立柱建物跡

4ɽSE11 井戸跡

3ɽP131 柱穴跡

6ɽSX53 水溜状遺構

11ɽ遺構外

第 177 図　第 8 群土器（中世の土器・陶磁器）

第 178 図　石製品・鉄製品・土製品

3．鉄製品（刀子・釘）

1．石製品（紡錘車・石製模造品・不明品）

2．土製品（鞴羽口）

1

1

1 1

2

2

2

2

10

987

6

5

5

4

4

3

43

3 3

（ཚ）

（ཚ）

（確） （確） （確）

（確）

（確）
（ཚ） （表土）

（ཚ）

（11 ൈ）
（14 ଯ）

（ଆ内確）

（ଯ）

（ଯ）

（ଯ）
（ଯ）

（ଯ） （ଯ）

（ଯ2）

SI52 竪穴住居跡

SI52 竪穴住居跡 SD24 溝跡

SI10 竪穴住居跡

SB23 掘立柱建物跡

SE59 井戸跡遺構外

SI218 竪穴住居跡

SI222 竪穴住居跡

SK267 土坑

遺構外

（চ面）（住掘） （ଯ）

（ଯ） （確）（確） （119 ଯ）

（ଯ 1 ）（表土）

（住ଯ）

（住ଯ） （確）
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　また、遺構外出土の中世陶器ു（11-1~3）・ᙈ（11-4）の口縁部形ଶは羽一郎・中（1995）ࢯ྆ٱ

によるѪ県多市ৗ༼跡群の編年で 5 式期（1220~1250ܕ 年）にҐ置ͮけられているものとྨࣅ

している。ᙈ・ᆵ・Ꭼുなどを在地でੜ࢈したന石市のന石古༼跡群のうͪ、一本杉༼跡群（宮城県教

育委員会 1996）ではᙈの口縁部形ଶなどがৗ編年 5~6a することから、ૢ業年代はࣅ式期にྨܕ 13

世紀後半頃と考えられている。੨磁は名औ市上遺跡（名औ市教育委員会 1990）で中国ᔳߐলཾઘ༼

のが出土し、13~14࢈ 世紀にҐ置ͮけられている。

　Ҏ上のことから、本遺跡で出土した中世の土器・陶磁器のうͪロクロかわらけは֓Ͷ 12 世紀中頃

~13 世紀中頃、陶磁器は֓Ͷ 13~14 世紀頃の年代が考えられる。

̕ɽੴɾɾۚଐ

　 石 製 品 に は 紡 錘 車（ 第 178 ਤ 1-1~2）・ 石 製 模 造 品（ ・ 第 178 ਤ 1-3）・ 不 明 石 製 品（ 第 178 ਤ

1-4）・砥石などがある。1-1 はట࣭ؠ製でॎஅ面がଆ面と上面にらΈを࣋つ形をఄし、ଆ面にྏを

を施す。また、ఈ面と上ࠁ文の線ࣃڒ文、ଆ面にࣃڒ上͛られ、ఈ面に円文とຏによってݚ。つ࣋

面のઠ部のप囲に放射状の線条ࠟが見られる。線条ࠟはఈ面の円文の一部をຏ໓させていることから、

する紡錘車は蔵王町遺跡（蔵王町教育委員会ࠁ文を線ࣃڒによるࠟ跡のՄ性がある。ଆ面に༺

2005）の遺構外でも出土している。1-3 はݚຏによって長方形の板状に上͛られている。༻్は不明で

ある。1-1 は S*52 竪穴住居跡で出土し、第 2 群土器の土師器ᆀ・ു・ᙈとڞ伴している。

　土製品には鞴羽口（第 178 ਤ 2-1~5）があり、いͣれも 5 区で出土している。2-1 は S*218 竪穴住居跡

で出土し、第 4 群土器のロクロ土師器ᆀ・小ܕᙈ・ᙈとڞ伴している。

　金属製品には刀子（第 178 ਤ 3-1~2）・釘（第 178 ਤ 3-3）・銅銭（Ӭ௨ๅ）がある。3-1 は S*10 竪

穴住居跡で出土し、第 2 群土器の土師器ᆀ・ു ・ᙈ・ࠋとڞ伴している。3-2 は S*52 竪穴住居跡で出土し、

第 2 群土器の土師器ᆀ・ു・ᙈとڞ伴している。

��ɽখ݁�ʕ遺ߏग़遺の代ʕ

　第 4 ষで記ࡌした調査結果と本અで行なった主要な遺構出土遺物のݕ౼を౿まえて各遺構出土遺物

の年代を整ཧすると、第 10 表のようにまとめられる。年代が確定できない出土遺物については、各遺

構の主体的な出土遺物の特徴によって大まかに分ྨした。

　年代の明らかな遺構出土遺物としては飛鳥時代後半にҐ置ͮけられる第 2 群土器が࠷も多い。年代

が確定できない遺構出土遺物のうͪ、༗ஈؙఈ形ଶで内面にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す土師器

ᆀ、部外面にϋέϝ調整を施す土師器ᙈなども第 2 群土器に属するՄ性が考えられる。また、詳

細な特徴が不明なそのଞの土師器については年代を特定することがしいが、第 4 群 ~ 第 7 群土器で

主体をめるのはロクロ土師器であり、ඇロクロ調整の土師器は第 4 群土器にগ数が伴うのΈである

ことから、ඇロクロ調整の土師器の大半が第 2 群土器に含まれるものと推測される。

　また、平安時代にҐ置ͮけられる第 4 群 ~ 第 7 群土器、中世前半にҐ置ͮけられる第 8 群土器にも

それͧれ一定のまとまりが認められる。年代が確定できない遺構出土遺物のうͪ、ロクロ土師器は第 4

群 ~ 第 7 群土器のいͣれかに属し、陶器ᙈは第 8 群土器に属するՄ性が考えられる。

　Ҏ上のݕ౼によって判明した各遺構の出土遺物の年代を基に、これらが出土した各遺構の機時期に

ついてのݕ౼を次અで行なう。



第２અ　遺構の特徴と遺跡の性格

2��

ୈ̎અɹ遺ߏのಛͱ遺跡のੑ֨
　確認した遺構は、竪穴住居跡 41 軒、掘立柱建物跡 66 棟、柱列跡 38 条、井戸跡 10 基、土坑 107 基、

溝跡 47 条、水溜め状遺構 1 基、畝溝状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱穴多数である。これらの遺構

について、第 1 અでݕ౼した出土遺物の年代と、出土柱材などの放射性炭素年代（「十郎田遺跡２」第

3 ষ第 1 અ）、および各遺構の৽چ関などから機時期を推定する。

̍ɽ์ࣹੑૉ代

　遺構に伴って出土した木製遺物（柱材、礎板、木製品）を試料として実施した放射性炭素年代測定

（AMS 測定）の結果についてݕ౼し、遺構の機時期を推定する。測定試料は S*231 竪穴住居跡出土柱

材 3 点、S#21 掘立柱建物跡出土柱材 4 点・礎板 1 点、S#138 掘立柱建物跡出土柱材 2 点、S#262 掘立

柱建物跡出土柱材 4 点、S#256 掘立柱建物跡出土柱材 2 点・礎板 1 点、S#305 掘立柱建物跡出土柱材 3 点、

SA28 材木塀跡出土柱材 5 点、SA76 材木塀跡出土柱材 2 点、SA235 材木塀跡出土柱材 5 点、SE66 井戸

跡出土木製品 5 点である。いͣれも樹ൽは認められͣ、ଘする࠷外年ྠから試料を࠾औした。測定

試料の炭素含༗量は S#21 掘立柱建物跡出土柱材 1 点が 45� といҎ外は、すて 50~60� であり、

十分なであった。化ֶॲཧ、測定には認められていない（「十郎田遺跡２」第 3 ষ第 1 અ）。こ

こでは、14$ 年代を基にしてಘられた暦年ֱ正年代（１М）を༻して遺構の機時期をݕ౼する。

　S*231 竪穴住居跡主柱穴出土柱材の暦年ֱ正年代は、539~641DaMA% の範囲にࣔされた。本遺構の柱

材はԣஅ面が長方形をఄするׂ材であり、ล材部の樹ൽに近い部分がআڈされたՄ性がある。このた

め、柱材に༻された樹木のെ࠾年代は西暦 640 年頃より৽し͘、本遺構の機時期は 7 世紀後

半か、それҎ߱と推定される。

　S#21 掘立柱建物跡柱穴出土柱材・礎板の暦年ֱ正年代は、1052~1262DaMA% の範囲にࣔされた。本

遺構の柱材はԣஅ面が正方形・֯形・ീ֯形をఄするׂ材であり、ล材部の樹ൽに近い部分がআڈさ

れたՄ性がある。このため、柱材に༻された樹木のെ࠾年代は西暦 1260 年頃より৽し͘、本

第 10 表　各遺構出土遺物の年代

年代 土器群 遺構出土遺物

5 世紀中頃 ~ 後半 第 1 群土器 S*163

7 世紀中頃 ~ 後半 第 2 群土器 S*4�S*5C�S*5D�S*6�S*9�S*10�S*51�S*52�S*206�S*207�S*213�S*218�S*215�S*220�
S*225�S*230�S*231�S#256�SA28�SA282�S,112�S,180�S,212�S%162�S%185

7 世紀 ~8 世紀前半 第 3 群土器 S%50

8 世紀 ~9 世紀初頭 第 4 群土器 S*209C�S*217�S*218�S*221�S*223�SE258�S,257

9 世紀前葉 ~ 中葉 第 5 群土器 S*165�S%162

9 世紀中葉 ~ 後半 第 6 群土器 S,41�S%8�S%162

9 世紀 ~11 世紀前半 第 7 群土器 S%38�S,253�1483�1449

13~14 世紀 第 8 群土器 S#313�SA324�SE11�S,125�S%8�S%123�S%161�S953�1131

年代不確定

土師器

（༗ஈؙఈᆀ）S*2�S*224�SA111

（ϋέϝ調整ᙈ）S*205a�S*208�S*227�S#21�S#259�S#275�S#283�S#287�S#299�S#305�
S#314�S#369�S#371�SA235�SA254�SE60�SE144�S,3�S,39�S,64�S,69�S,102�
S,118�S,128�S,131�S%42�S%49�S%181�S%234�S%273

S*113�S*205C�S#20�S#107�S#138�S#281�S#284�S#288�S#311�S#327�S#342�
S#343�S#373�S#374�SA293�SA315�SA329�SA330�SA335�SA336�SA338�SE18�
SE36�S,7�S,44�S,55�S,101�S,119�S,120�S,126�S,134�S,136�S,204�S,178�
S%24�S%105�S%114�S%115�S%124�S%132�S%177�S%233�S962�S9137�S9169

ロクロ土師器 S*214�S*219�S*226�S*229�S#247�S#291�S#309�S#331�S#345�SA278�S,142�
S,143�S,164�S,172�S,243�S,248�S,252�S%1�S%116�S%242

陶器ᙈ SA325
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遺構の機時期は 13 世紀中頃か、それҎ߱と推

定される。

　S#138 掘 立 柱 建 物 跡 柱 穴 出 土 柱 材 の 暦 年 ֱ

正 年 代 は 904~1016DaMA% の 範 囲 に ࣔ さ れ た。

各 試 料 に ೋ つ の 範 囲 を ࣋ ͪ、904~913DaMA%、

970~1016DaMA% の 範 囲 に ࣔ さ れ て い る。 ൺ ֱ 的

であったଘ状ଶのྑ 12 柱穴の柱材では、ਊ

集されてお࠾外年ྠから試料が࠷材のؙ柱のڈ

り、༻された樹木のെ࠾年代に近いがࣔされ

たと考えられる。このため、本遺構の機時期は

10 世紀代か、それҎ߱と推定される。

　S#256 掘立柱建物跡柱穴出土柱材・礎板の暦年

ֱ 正 年 代 は、585~657DaMA% の 範 囲 に ࣔ さ れ た。

ൺֱ的ଘ状ଶのྑであった 13 柱穴の柱材で

は、ਊ࣋材のؙ柱の࠷外年ྠから試料が࠾集され

ており、༻された樹木のെ࠾年代に近いがࣔ

されたと考えられる。このため、本遺構の機時

期は 7 世紀後半か、それҎ߱と推定される。

　S#262 掘立柱建物跡柱穴出土柱材の暦年ֱ正

年 代 は、656~767DaMA% の 範 囲 に ࣔ さ れ た。 各

試 料 に ೋ つ の 範 囲 を ࣋ ͪ、656~713DaMA% と

746~767DaMA% の範囲にࣔされている。本遺構の

柱材はຝ・板の板状をఄするׂ材であり、ล

材部の樹ൽに近い部分がআڈされたՄ性があ

る。このため、柱材に༻された樹木のെ࠾年代

は各暦年ֱ正年代範囲より৽し͘、本遺構の

機時期は 8 世紀代か、それҎ߱と推定される。

　S#305 掘立柱建物跡柱穴出土柱材の暦年ֱ正

年 代 は 1022~1164DaMA% の 範 囲 に ࣔ さ れ た。 各

試 料 に ࡾ つ の 範 囲 を ࣋ ͪ、1022~1095DaMA%、

1093~1141DaMA%、1140~1164DaMA% の 範 囲 に ࣔ

されている。本遺構の柱材はԣஅ面が֯ޒ形、

֯形、ീ֯形をఄするׂ材であり、ล材部の樹ൽ

に近い部分がআڈされたՄ性がある。 このた

め、柱材に༻された樹木のെ࠾年代は各暦年ֱ正年代範囲より৽し͘、本遺構の機時期は 12

世紀代か、それҎ߱と推定される。

　SA28 材木塀跡の暦年ֱ正年代は、566~773DaMA% の範囲にࣔされた。古͘ 566~655DaMA% の範囲

にࣔされるものが 3 点、৽し͘ 653~773DaMA% の範囲にࣔされるものが 2 点ある。本遺構の柱材は

ԣஅ面形がପ円形・半円形・֯ࡾ形・形をఄするׂ材であり、ล材部の樹ൽに近い部分がআڈされ

たՄ性がある。SA76 材木塀跡の暦年ֱ正年代は、535~646DaMA% の範囲にࣔされた。本遺構の柱材

はԣஅ面形が֯ࡾ形・形をఄするׂ材であり、ล材部の樹ൽに近い部分がআڈされたՄ性がある。

第 179 図　各遺構の暦年較正年代範囲

OxCal v4.1.7 Bronk Ramsey (2010); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2009);

200 400 600 800 1000 1200 1400

Calibrated date (calAD)

OxCal v4.1.7 Bronk Ramsey (2010); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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SA235 材木塀跡の暦年ֱ正年代は、541~766DaMA% の範囲にࣔされた。古͘ 541~651DaMA% の範囲

にࣔされるものが 4 点、৽し͘ 660~766DaMA% の範囲にࣔされるものが 1 点ある。本遺構の柱材は

ԣஅ面形が円形・半円形・֯ࡾ形・形をఄするׂ材と、ਊ࣋材のؙ柱であり、多͘はล材部の樹ൽに

近い部分がআڈされたՄ性がある。

　SA28・SA76・SA235 材木塀跡の暦年ֱ正年代は、535~766DaMA% の範囲にࣔされ、このうͪ古͘

535~655DaMA% の範囲にࣔされるものが 12 点、৽し͘ 653~766DaMA% の範囲にࣔされるものが 3 点で

ある。これらの暦年ֱ正年代範囲はྑ͘一கし、特に古ࣔ͘されている一群についてはほぼ同一の

年代をࣔしているՄ性がߴい。このことから、柱材に༻された樹木のെ࠾年代は西暦 650 年代より

৽し͘、本遺構の機時期は 7 世紀後半か、それҎ߱と推定され、৽しい年代をࣔすগ数の一

群については造営後の部分的なվमなどのՄ性が考えられる。

　SE66 井戸跡出土木製品の暦年ֱ正年代は、1031~1260DaMA% の範囲にࣔされた。本試料は井戸跡の

ഇઈ後に水溜めとして機したۼ地に一ׅしてൖ入された木製品のうͪ小皿未製品 5 点から࠾औされ

たものである。また、これらは挽物皿の素材となるܕߥであり、έϠΩの同一ݸ体を分ׂして製࡞され

たՄ性が͘ߴ、ਊ部ล材部の樹ൽに近い部分はআڈされたと考えられる（「十郎田遺跡２」第 4 ষ）。

このため、木製品に༻された樹木のെ࠾年代は 1260 年代より৽し͘、13 世紀中頃と推定される。

本遺構の井戸跡としての機時期はこれより古いと考えられるが、֓Ͷ上ड़の年代に収まるものと

考えられる。

　Ҏ上のݕ౼を౿まえると、各遺構の機時期として推定される年代は第 11 表のようにまとめられる。

遺構 測定試料 推定機時期（上ݶ） 遺構出土の土器群

S*231 竪穴住居跡 11・12・13 柱穴出土柱材 7 世紀後半 第 2 群土器

S#21 掘立柱建物跡 11 柱穴出土礎板
12・13・14・17 柱穴出土柱材 13 世紀中頃 -

S#138 掘立柱建物跡 11・12 柱穴出土柱材 10 世紀代 -

S#256 掘立柱建物跡
11 柱穴柱材ൈきऔりࠟ跡出土柱材

13 柱穴出土柱材
18 柱穴柱材ൈきऔりࠟ跡出土礎板

7 世紀後半 第 2 群土器

S#262 掘立柱建物跡 11・12・13・14 柱穴出土柱材 8 世紀代 -

S#305 掘立柱建物跡 17・19・112 柱穴出土柱材 12 世紀代 -

SA28 材木塀跡 柱材ᶄ・ᶅ・ᶇ・ᶉ・ᶋ 7 世紀後半 第 2 群土器

SA76 材木塀跡 柱材ᶃ・ᶄ 7 世紀後半 -

SA235 材木塀跡 柱材ᶃ・ᶄ・ᶅ・ᶆ・ᶇ 7 世紀後半 -

SE66 井戸跡 井戸ഇઈ後の水溜内出土木製品 13 世紀中頃 -

第 11 表　放射性炭素年代測定結果から推定される遺構の機能時期

̎ɽ遺ߏの時ظͱಛ

　本遺跡で確認した遺構について、第 1 અでݕ౼した出土遺物の年代と、前項でݕ౼した出土柱材な

どの放射性炭素年代、および各遺構の৽چ関などから機時期を推定すると、第 12 表にࣔすように  

Ａ ~ ̜期の遺構期に分ྨできる。掘立柱建物跡については出土する遺物が小ยであることが多͘、遺物

から遺構期を特定することがしいことから、पลの出土遺物および建物構造、柱穴の規模・形状など

から分ྨを行なった。ここでは、各遺構期の特徴と༷૬をड़る。

ʢ̍ʣᶗظʢ̑ੈلதࠒ d ʣޙ
　竪穴住居跡 1 軒があり、第 1 群土器をอ༗する。S*163 竪穴住居跡は 1 区のٰྕ平ୱ面に立地する。

7.70m ʷ 6.40m の規模で住居西น中ԝにΧϚドを付設するとΈられる。ଘ状گがྑでないためΧ
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第 12 表　遺構の機能時期と土器群

遺構期 時代・時期 年代 土器群 属遺構ؼ

ᶗ期
古墳時代
中期後半

5 世紀中頃 ~ 後半 第 1 群土器 1 区 4*���

ᶘ期

古墳時代
後期後葉

（飛鳥時代
後半）

7 世紀中頃 ~ 後半 第 2 群土器

1 区 4"���4,����4%����4%���

2 区 S*2�S#367�S,47�S%1�S%49

3 区
4*���4*���4,����4,����4%���S*113�SA111�S,136�S,156�S,157�
S,202�S,203�S9135�S9137�S9188�S9211

4 区 4*��4*�B�4*�C�4*�D�4*��4*��4*���4"���4"����S#20�S#312

5 区
4*����4*����4*����4*����4*���B�4*���C�4*����4*����4*����4#����
4"����S*205a�S*205C�S*208�S*222�S*224�S*227�S*228�S#259

ᶙ期
平安時代

初頭
8 世紀 ~9 世紀初頭 第 4 群土器 5 区

4*���B�4*���C�4*����4*����4*����4*����4#����4&����4,����S*229�
SA279�S%234

ᶚ期
平安時代
前葉前半

9 世紀前葉 ~ 中葉 第 5 群土器 1 区 4*���

ᶛ期
平安時代
前葉後半

9 世紀中葉 ~ 後半 第 6 群土器 2 区 4,���S,39�S,44�S,190

ᶜ期
平安時代

中葉
9 世紀 ~11 世紀前半 第 7 群土器

3 区 4#����4%���S%116�S%155

5 区 4,���

ᶝ期

中世
前半中頃

（鎌倉時代
中頃）

13 世紀中頃 第 8 群土器

1 区
4%����S#352�S#353�S#354�S#355�S#356�S#358�S#359�S#360�
S#361�SA351�SA357�SE18

2 区 S#365�S#366�S#370�S#371�SA368

3 区
4"����4,����4%����S#106�S#107�S#139�S#195�S#327�S#328�
S#342�S#343�SA325�SA326�SA329�SA330�SA334�SA335�SA336�
SA337�SA338�SA339�SA340�SE36�SE144�S%24�S%109�S%122�S%124

4 区

4#���4#����4#����4&���4&���4,���4%��49���S#22�S#23�S#281�
S#283�S#284�S#285�S#286�S#287�S#288�S#290�S#294�S#295�
S#298�S#299�S#301�S#302�S#304�S#306�S#307�S#308�S#309�
S#311�S#314�S#364�S#373�S#374�SA34�SA282�SA289�SA292�
SA293�SA296�SA297�SA300�SA303�SA310�SA315�SE57�SE59�
SE60�SE65

機時期不確定

平安時代

1 区 S,164�S,172

3 区 S#331�S#345�SA341�S,142�S,143

4 区 S#291

5 区
S*214�S*219�S*226�S#247�S#275�S#277�SA278�S,243�S,248�
S,252�S%242

古代

1 区 SA167�S%166�S%198

2 区 S#369�S#372�SA40

3 区 S#344�S,101�S,102�S,103

5 区 S*216�S*244�SA246�SA254�S,267�S%264�S%273

不明

1 区

S,12�S,16�S,17�S,19�S,26�S,27�S,29�S,30�S,32�S,33�S,45�
S,170�S,173�S,174�S,175�S,176�S,178�S,183�S,184�S,186�
S,187�S,196�S,197�S,200�S,362�S,363�S%13�S%14�S%15�
S%168�S%177�S%179�S%181�S%199�S%201�S9169

2 区 S,191�S,192�S,194�S%42�S%189�S%193

3 区
S,108�S,110�S,117�S,118�S,119�S,120�S,126�S,128�S,131�
S%114�S%115�S%132�S,133�S,134�S,140�S,147�S,148�S,149�
S,150�S,152�S,153�S,154�S,158�S,159�S,160�S%105�S%129

4 区
S,3�S,7�S,55�S,64�S,67�S,68�S,69�S,70�S,71�S,78�S,80�
S,204�S,319�S,320�S,321�S,322�S,323�S,346�S,347�S,348�
S,349�S,350�S%63�S%72�S%74�S%75�S%316�S%317�S%318�S962

5 区 SA280�S,249�S,255�S,265�S,268�S,269�S,274�S%233�S%270

˞ଠ字は出土土器群・年代測定・遺構の৽چ関による判定、細字は出土土器の大まかな特徴（土師器・ロクロ土師器など）・遺構の特徴（規
模・形状、柱穴掘方の規模・形状など）と置関（分布・方Ґ）などによる推定をࣔす。また、Լ線は年代測定試料がؼ属する遺構をࣔす。
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Ϛド構造についてはݕ౼できない。住居চ面の北東部で

土坑 4 基（,1~,4）、南東۱で土坑 1 基（,5）を確認した。

住居東น中ԝ北دりのҐ置で確認した ,4 は平面形

が 155 ʷ 142Dm、 அ面形がਂさ 90Dm の不整な̪字形

をఄし、多量の土器が一ׅして出土した。

ʢ̎ʣᶘظʢ� ࠒதلੈ d ʣޙ
ᶘظの遺ߏ（第 182 ਤ）　竪穴住居跡 27 軒、掘立柱建

物跡 5 棟、 柱列跡 2 条、 材木塀跡 3 条、 土坑 9 基、 溝

跡 5 条、性格不明遺構 4 基があり、第 2 群土器をอ༗する。

S%50 溝跡はଯ積土から第 3 群土器の須恵器֖が出土し

ているが、出土Ґがଯ積土上であること、पลに

第 3 群土器ஈ֊の遺構が認められないこと、S*51 竪穴住

居跡北ลと平行することなどから当該期の遺構と考えら

れる。S%1 溝跡はଯ積土からロクロ土師器が出土してい

るが、S*2 竪穴住居跡と֓Ͷ方が一கし、南ଆの S%49

溝跡と接ଓして方形の区画を形成するとΈられ、当該期

の遺構と考えられる。また、S%162 溝跡はଯ積土から第

2 群・第 5 群・第 6 群土器の土師器・ロクロ土師器が出

土しているが、ଯ積土࠷上に十田̰Րࢁփ（5P-a：

西暦 915 年、町田 1996）とΈられるփന৭Րࢁփを含

むこと、SA28 材木塀跡とほぼ平行することなどから当

該期に機した遺構と考えられる。

ญ跡　1・4・5ࡐ 区で確認した SA28・SA76・SA235

材木塀跡は掘方柱ࠟ跡の規模などの特徴と、放射性

炭素年代測定の結果にڞ௨性がߴい。また、SA28 の 11

点、SA76 の 2 点、SA235 の 26 点の߹ܭ 39 点の柱材を

試料として実施した樹種同定分析（「十郎田遺跡２」第

3 ষ第 2 અ）によれ、SA235 の 2 点（コナϥઅとέϠ

Ω）をআ͘ 37 点がクリで、༻材બにおいてもڞ௨性

がߴい。このことから、これらの材木塀跡は同時期に造

営されたՄ性がߴいと考えられる。調査区पลの遺構

面ਂ調査でѲした遺構分布状گを౿まえてݕ౼する

と、材木塀跡は東西 308m、南北 142m の長方形に

区画された大区画（西郭）の南東部に東西 58m、南

北 52m の方形に区画された小区画（東郭）が付属し、

東西の総延長 366m に及ぶの大規模な区画施設跡であ

ると考えられる（第 182 ਤ）。平なઉ状ٰྕの地形に

߹わせた置と考えられ、造営方は西郭北ล（SA28）

と東郭南ล（SA235）でਅ東を基४に 23°南に、西郭東

ล（SA76）でਅ北を基४に 19°東に、東郭東ล（SA235） 第 180 図　主要遺構重複関係図
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でਅ北を基४に 21°東にภする。東郭南東۱（SA235）は 88°の֯で۶ંする。

େߔ跡　遺跡北西部の 1 区で東西 52.8m を確認した S%162 溝跡は、遺跡の立地する平なઉ状ٰྕの

基部をஅͪるように置され、造営方はਅ東を基४に 22°南にภする。東部で近代の大溝にյされ

ているが、材木塀区画の西郭北ลと 10m 前後の間ִをอってほぼ平行していたՄ性がある。

۠ըߔ跡　遺跡西部の 2・3 区で各 1 か所を確認した。2 区の S%1・49 溝跡は南北 29m、東西 24m Ҏ

上の方形区画を形成し、内部に竪穴住居（S*2）を置する。造営方はਅ北を基४に東ภし、材木塀

区画の西郭北ลとほぼ一கする。3 区の S%50 溝跡は東西 10.5m Ҏ上、南北 6.5m Ҏ上で、大ܕ竪穴住

居（S*51）の北・東ଆを区画している。東西方は S*51 竪穴住居跡の北ลとほぼ一கする。

掘ཱபݐ跡　5 棟を確認した。2・4 区に 2 棟、5 区に 3 棟が分布する。規模は 2 ʷ 2 間が 1 棟、2

ʷ 3 間が 3 棟、2 ʷ 4 間が 1 棟、構造は東西棟ଆ柱建物 2 棟、南北棟ଆ柱建物 1 棟、東西棟চଋ建物 1 棟、

南北棟総柱建物 1 棟である。主࣠方はਅ北を基४に東ภするもの 4 棟、東西方のもの 1 棟である。

5 区で確認した S#256 掘立柱建物跡は材木塀区画の東郭南東۱にҐ置する。2 ʷ 4 間の東西棟চଋ建物

で主࣠方が材木塀区画の東郭東・南ลとほぼ一கする。また、S#256 掘立柱建物跡にઌ行する S#259

掘立柱建物跡は 2 ʷ 2 間の東西棟ଆ柱建物で、主࣠方は材木塀区画の東郭東・南ลとほぼ一கする。

これら 2 棟の掘立柱建物跡を含めて、主࣠方が東ภする 4 棟は材木塀区画に伴うものと考えられる。

୦݀ॅډ跡　27 軒を確認した。住居の構造について見ると、平面規模は長ลで 3.8~6.1m ఔの中ܕの

ものが主体で、3.3 ̼の小ܕのもの 1 軒、8.0m の大ܕのもの 1 軒がある。主࣠方はほぼਅ北を基४

とするもの 14 軒、ਅ北を基४に東ภするもの 3 軒、西ภするもの 6 軒、ほぼ東西方のもの 1 軒であ

る。ΧϚドの付設されるҐ置は住居北น 11 軒、東น 1 軒で、長͘延びるԎಓを࣋つもの 5 軒、明ྎな

Ԏಓを࣋たないものが 4 軒ある。柱置は主柱穴を࣋つもの 9 軒、࣋たないもの 11 軒で、น柱穴を࣋

つものは 2 軒ある。住居内の施設ではஷ蔵穴を࣋つもの 9 軒、҉ڎ溝を࣋つもの 4 軒、চԼ土坑を࣋

つもの 9 軒がある。外延溝は 4 軒で確認した。

　こうした特徴について平面分布状گとの関を見ると、2・3・4 区には 11 軒が分布し、このうͪ 3

SB259掘立柱建物跡

SB256掘立柱建物跡 SI206竪穴住居跡SI205竪穴住居跡

SI207竪穴住居跡

第 181 図　SB256・259 掘立柱建物跡
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区に大ܕの S*51 竪穴住居跡がҐ置する。主࣠方が東ภあるいは西ภして主柱穴を࣋つものが多

い。5 区には 16 軒が分布し、主࣠方がほぼਅ北を基४とするものが主体で主柱穴を࣋つものはগな͘、

চԼ土坑、҉ڎ溝、外延溝などの施設を࣋つものが多い。S*215 竪穴住居跡は小ܕで東นにΧϚドを付

設する。҉ڎ溝と外延溝の༗ແについては地形的要因にى因しているՄ性もあるが、主࣠方主柱

穴の༗ແなどの住居構造については居住した集ஂ時期のҧいをөしているՄ性が考えられる。

　材木塀区画との関について見ると、2・3・4 区の 11 軒は西郭内にҐ置し、5 区では東郭内に 5 軒、

区画外に 11 軒がҐ置する。竪穴住居跡と材木塀跡の৽چ関を直接確認できた地点はないが、東郭南

東۱にҐ置する S*206・S*207 竪穴住居跡は、東郭東・南ลの材木塀と方を߹わせる S#259・S#256

掘立柱建物跡にյされている。このことから、5 区に分布し主࣠方がほぼਅ北を基४とする竪穴住居

跡のうͪ 11 軒は材木塀区画の造営にઌ行するՄ性が考えられる。また、西郭内では主࣠方が東ภ

する S*52 竪穴住居跡が西ภする S*51 竪穴住居跡にյされていることから、主࣠方が東ภするものか

ら西ภするものมભしているՄ性が考えられる。

େܕ୦݀ॅډ跡　3 区にҐ置する S*51 竪穴住居跡は東西 6.7m、南北 8.0m の規模で、北・東ଆに区画

溝を伴う。住居の主࣠方は西ภする。4 か所の主柱穴をし、北น中ԝに付設されたΧϚドはԎ

ಓが長͘延びる。南ଆのچ河跡をڬΜで対するҐ置のۼ田遺跡では東西・南北 8.0m の S*3 竪穴住

居跡が確認されており、S*51 竪穴住居跡とほぼ同時期と考えられる。ۼ田 S*3 竪穴住居跡は主࣠方が

ほぼ南北方で、6 か所の主柱穴をし、北น中ԝにΧϚドを付設する。ۼ田遺跡ではほかに竪穴住居

跡 3 軒、掘立柱建物跡 10 棟などが同時期の遺構と考えられ、いͣれも主࣠方はほぼ南北方である。

当該期の十郎田・ۼ田遺跡において建物の主࣠方が同༷にมભしているとすれ、ۼ田遺跡の遺構群

の形成時期は十郎田 5 区の住居群と同༷に材木塀区画の造営にઌ行するՄ性が考えられる。

ʢ̏ʣᶙظʢ� لੈ d� ॳ಄ʣلੈ
　竪穴住居跡 7 軒、 掘立柱建物跡 1 棟、 柱列跡 1 条、 井戸跡 1 基、 土坑 1 基、 溝跡 1 条があり、 第

4 群土器をอ༗する。遺構はいͣれも 5 区に分布し、竪穴住居と掘立柱建物の主࣠方は東西・南北

方である。ΧϚドの付設されるҐ置は住居北น 1 軒、東น 3 軒である。住居内の施設ではஷ蔵穴を

つもの࣋ 2 軒、চԼ土坑を࣋つもの 3 軒、҉ڎ溝を࣋つもの 1 軒がある。外延溝は 4 軒で確認した。

S*218・S*221 竪穴住居跡では鞴羽口が出土しており、5 区ではほかに土坑、遺構外で 3 点が出土して

いることから、住居内あるいは集落内で小が行なわれていたと考えられる。

ʢ̐ʣᶚظʢ� લ༿لੈ d த༿ʣ
　竪穴住居跡 1 軒があり、第 5 群土器をอ༗する。S*165 竪穴住居跡は 1 区のٰྕ平ୱ面に立地する。

でないががྑگଘ状 4.5m ʷ 4.0m ఔの規模で住居東น中ԝ南دりにΧϚドを付設し、ଆน

のࠎ材にڽփؠ石を༻する。住居চ面をԫ৭ローϜϒロοクによるషচで構ஙし、4 か所の主柱

穴のうͪ 2 か所は住居南นに接するとΈられる。ΧϚドӈଆの住居南東۱にஷ蔵穴 1 基を࣋つ。

ʢ̑ʣᶛظʢ� த༿لੈ d ʣޙ
　土坑 4 基があり、第 6 群土器をอ༗する。いͣれも 2 区に分布する平面形が۱ؙ方形の土坑である。

S,41 土坑は平面形が 83Dm ʷ 245Dm Ҏ上の۱ؙ方形をఄし、ԣஅ面形がਂさ 62Dm のٯ形をఄする。

炭化物ཻ、ম土ϒロοク、ԫ৭ローϜϒロοクを含むଯ積土よりロクロ土師器ᆀ 2 点、ᙈ 1 点、須

恵器ᆀ 4 点、ᙈ 5 点などが出土し、一ׅഇغ土坑と考えられる。
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ʢ̒ʣᶜظʢ� لੈ d�� લʣلੈ
　掘立柱建物跡 1 棟、土坑 1 基、溝跡 3 条があり、第 7 群土器をอ༗する。遺構はいͣれも 3 区に分布する。

S#138 掘立柱建物跡は調査区外延びるため詳細が不明であるが、平面形が直ܘ 98~118Dm のུ円形

をఄする大ܕの柱穴掘方をͪ࣋、柱のଠさも直ܘ 36Dm と推定されることからൺֱ的規模の大きい建物

と推定される。

ʢ̓ʣᶝظʢ�� ʣࠒதلੈ
ᶝظの遺ߏ　掘立柱建物跡 50 棟、柱列跡 26 条、井戸跡 9 基、土坑 2 期、溝跡 7 条、水溜め状遺構 1

基があり、第 8 群土器をอ༗する。遺構は 1・2・3 区と 4 区西部に分布し、3 区から 4 区西部にかけ

ての平ୱ面では多数の掘立柱建物跡が重複して建てられている。

掘ཱபݐ跡　1 区に 9 棟、2 区に 4 棟、3 区に 8 棟、4 区に 28 棟が分布する。建物の主࣠方はほ

ぼ南北方のもの 23 棟、ਅ北を基४に東ภするもの 21 棟、西ภするもの 7 棟である。分布上の大き

なภりは認められないが、西ภするもののうͪ 5 棟は 4 区に分布する。遺構の৽چ関から見ると南

北方の S#305 掘立柱建物跡が東ภする S#309 掘立柱建物跡に、南北方の S#313 掘立柱建物跡が西

ภする S#314 掘立柱建物跡にյされており、南北方の建物が૬対的に古͘Ґ置ͮけられるՄ性が

ある。規模は 1 ʷ 1 間が 10 棟、2 ʷ 1 軒が 13 棟、2 ʷ 2 間が 5 棟、3 ʷ 1 間が 6 棟、3 ʷ 2 間が 3 棟、

構造は東西棟ଆ柱建物 16 棟、南北棟ଆ柱建物 23 棟、廂（縁）の付属する東西棟総柱建物 1 棟、東西

棟চଋ建物 2 棟、南北棟ଆ柱建物 4 棟、南北棟চଋ建物 1 棟である。廂（縁）付建物は 1 区に 1 棟（S#360）、

3 区 に 2 棟（S#139・S#328）、4 区 に 6 棟（S#21・S#23・S#285・S#305・S#309・S#373） が 分 布 す

ることから、複数の屋敷が営まれ、それͧれの中心的建物として機したものと考えられる。

Ҫށ跡　1 区 に 1 基、3 区 に 2 基、4 区 に 6 基 が 分 布 す る。 井 戸 跡 の 構 造 は 1・3 区 の 3 基（SE18・

SE36・SE144）、4 区 の 1 基（SE57） が 素 掘 り と 考 え ら れ、4 区 の 5 基（SE11・SE59・SE60・SE65・

SE66）は部材のଘ状گまたは掘方の形状、ൈきऔりࠟ跡などから井戸ଆを伴う構造であったと推定

される。4 区の SE66 井戸跡は井戸のഇઈ後にԼ部が人ҝ的にຒめされ、上部が水溜めとしてར༻さ

れていたと考えられる。水溜め内からは一ׅしてൖ入されたと考えられる木製挽物椀・皿・小皿の未製

品（ܕߥ）180 点を含む木製品 189 点が出土し、木製挽物の製࡞ఔにおける水௮けが行なわれてい

たՄ性がある（「十郎田遺跡２」）。このことから、屋敷地の一֯に挽物製࡞を行なうがଘ在して

いたՄ性が考えられる。

̏ɽখ݁ʵ֤時ظの༷૬ͱ遺跡のੑ֨ʵ

　ᶗ期（5 世紀中頃 ~ 後半）には、遺跡北西部のઉ状ٰྕ基部に竪穴住居 1 軒が営まれている。近ྡの

遺跡、ۼ田遺跡にもほぼ同時期の竪穴住居跡 1~2 軒が分布することから、本遺跡पลではগ数の竪

穴住居で構成される小規模な集落が点在していたことが窺える。

　ᶘ期（7 世紀中頃 ~ 後半）になると、まͣ遺跡南東部のઉ状ٰྕઌ部に主࣠方を南北方に߹わ

せる竪穴住居 10 数軒が営まれ、その後に遺跡の立地するઉ状ٰྕのほぼશ域をར༻して材木塀区画が

造営され、内部に掘立柱建物と竪穴住居などの施設群が置されたと考えられる。材木塀区画は東西

308m、南北 142m の長方形の西郭の南東部に東西 58m、南北 52m の方形の東郭が付属し、東

西の総延長 366m に及ぶ大規模なものである。造営方はઉ状ٰྕの方Ґに߹わせたものと考えられ、

ਅ北を基४にして 19~23°東ภする。また、ઉ状ٰྕ基部ଆでは材木塀区画北ลにԊって大溝を伴った

Մ性がある。区画内に置された施設の主࣠方はਅ北を基४にして東ภするものと西ภするものの
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ೋ者があり、ೋ時期ఔのมભをࣔしているՄ性が考えられる。竪穴住居跡出土遺物には在地土師器

とҟなる製ٕ࡞๏あるいは形ଶ的特徴を࣋つ外དྷの土師器が含まれており、福島県域あるいは関東地方

との密接な関連が窺われる。このことから、本集落の出ݱのܖ機として域外の集ஂとの文化的あるいは

政治的な接৮があったものと考えられる。

　ᶙ期（8 世紀 ~9 世紀初頭）には、遺跡南東部のઉ状ٰྕઌ部に竪穴住居 7 軒と掘立柱建物 1 棟

などで構成される集落が営まれている。竪穴住居は 4 軒に外延溝が付属し、住居内पลで鞴羽口が

出土していることから、集落内で小が行なわれていたものと考えられる。

　ᶚ期（9 世紀前葉 ~ 中葉）には、遺跡北西部のઉ状ٰྕ基部に竪穴住居 1 軒が営まれている。

　ᶛ期（9 世紀中葉 ~ 後半）には、遺跡中ԝ部のٰྕ平ୱ面にロクロ土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ・ᙈなど

を含む一ׅഇغ土坑が形成されていることから、पลに同時期の集落がଘ在したՄ性がある。

　ᶜ期（9 世紀 ~11 世紀前半）には、遺跡中ԝ部のٰྕ平ୱ面に掘立柱建物などが営まれている。掘

立柱建物は柱穴掘方・柱材とも規模が大き͘、特घな性格を࣋つ建物であったՄ性がある。

　ᶝ期（13 世紀中頃）になると、遺跡西半部のٰྕ平ୱ面に多数の掘立柱建物と井戸跡、溝跡などで

構成される複数の屋敷が営まれている。廂（縁）の付属する建物が認められ、屋敷の中心的建物として

機したと考えられる。建物群は遺跡中ԝ部のٰྕ平ୱ面に重複してೱ密に分布し、数時期のมભが窺

われる。また、井戸のഇઈ後にస༻された水溜め内に一ׅしてൖ入されたと考えられる木製挽物椀・皿・

小皿の未製品（ܕߥ）180 点などが出土したことから、屋敷地の一֯には挽物製࡞を行なうが営ま

れていたՄ性が考えられる。

　本遺跡における人間׆ಈの༷૬は、Ҏ上のようなมભが考えられた。本遺跡の立地するઉ状ٰྕはগ

な͘とも 5 世紀中頃 ~ 後半Ҏ߱には集落としてのར༻が࢝まったことが判明したが、材木塀区画を伴

う集落が営まれるᶘ期を前後する 6 世紀 ~7 世紀前半および 7 世紀 ~8 世紀後半はۭന期とݴってྑい。

このことは、次અでड़るようにᶘ期の集落の出ݱとഇઈのܖ機における特ҟ性の一をࣔࠦするもの

と考えられよう。

ୈ̏અɹ十郎田遺跡の̓ੈل集落をめ͙Δॾ
　前અにおいて本遺跡ᶘ期にҐ置ͮけた遺構群は、材木塀による区画施設を伴う̓世紀中頃 ~ 後半の

集落跡である。円田ຍ地北西部に৳びる平なઉ状ٰྕ上を区画した材木塀跡は直線的に৳びてほぼ

正確な長方形を描き、南東部に方形の小区画が付属していた。材木塀による区画施設の規模は長ลで

366m、ลで 142m を測る。北西部のઉ状ٰྕ基部ଆでは、材木塀区画北ลにԊって大溝を伴ったՄ

性がある。区画内には竪穴住居・掘立柱建物などが置され、区画溝によってさらに区画された一֯

もଘ在したと考えられる。また、南東部のઉ状ٰྕઌ部には材木塀区画にઌ行するՄ性のある竪穴

住居・掘立柱建物群が分布する。本集落跡は、これまでに宮城県域のઋ平Ҏ北の地域で確認されて

いる「囲郭集落」（村田 2002・2005）と考えられる。ここでは、本遺跡ᶘ期の集落の律令制導入期に

おけるҐ置ͮけについてएׯの考察を行なうこととする。

̍ɽྩ੍ಋೖظの歴史తഎܠ

　̕世紀半に編ࢊされた「ઌ代چ事本紀」巻十「国造本紀」などによれ、大化վ৽Ҏ前のԞには

8 ないしは 10 の国造が置かれていた。649・653 年には 11 のධが設置され、653~654 年頃にԞ国が

設置されたと考えられている（ࠓઘ 2005）。ଠ平༸ଆで国造が置かれていたのはࢥ（ཧ）国造（後の
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ཧ郡）、ҏٱ国造（ҏ۩郡）、৴国造（৴郡）

などѨ۾河口Ҏ南の地域を北縁としており、

十郎田遺跡のҐ置する円田ຍ地पลは国造制施行

範囲の外縁地帯であったと考えられる。

遺跡ᶘ期官衙のࢁ初のԞ国府とΈられる郡࠷　

設置は 680 年代後半頃と考えられており、 これ

にઌ立つ 7 世紀中頃には初ݱ期の۽）ࡤ୩ 2004）

とΈられる郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙が設置された。この

ことから、大化վ৽Ҏ後のൺֱ的ૣいஈ֊にઋ

平南部の地域が律令政府の安定した統治Լに置

かれておいたことが窺える。さらに、724 年には

ઋ平北部に多լ城が建され、国府の機が

移された。8 世紀前半頃にはݱ在の宮城県南西部

からࢁ形県南部にかけての地域に対する律令国Ո

による統治および経営体制の࠶編が行なわれたと

見られる。「ଓ日本紀」によれ、712 年にはӽ

後国から出羽郡をಠ立させて出羽国が設置され、

Ԟ国࠷上・置ࣀ郡が出羽国に移されている。

　ଠ平༸ଆのઋ平Ҏ北の地域は、郡ࢁ遺跡ᶗ

期官衙の設置をܖ機とする対蝦夷政策によって律

令制Լに編入されたと考えられる。一方、ઋ平
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第 183 図　東北地方の古代城柵・官衙・関連遺跡

Ҏ南で国造制施行範囲の外縁地帯にҐ置する円田ຍ地などന石ྲྀ域のຍ地群については、721 年に

Ԟ国柴田郡からೋڷを分してן田郡を設置するという記ड़が「ଓ日本紀」に見えるが、これҎ前に

り 7 世紀後半頃とΈられる柴田郡成立期の状گは未ղ明である。また、円田ຍ地पลは 721 年Ҏ前

の柴田郡域に含まれていたことは確実と考えられるが、ן田郡が分置された 721 年Ҏ後に柴田・ן田

のいͣれの郡域に属したのかについては判વとしていない。なお、円田ຍ地の南西にはന石ຍ地、東に

は村田ຍ地がྡ接しているが、ന石ຍ地のന石市大ാ遺跡では 8 世紀前半頃のՄ性がある倉ݿӃ跡

が確認され、ן田郡衙跡と考えられている（ம 6）。ന石市ၱࢁ༼跡は大ാ遺跡נをڅڙしたことが

判明している。村田ຍ地南部の柴田町ీ田נ༼跡では 8 世紀前葉にנをੜ࢈し、未発見の柴田郡衙

。したと推定されているڅڙ

̎ɽԁ田ຍのֶݹߟతಈ

　ຍ地東縁部を中心に̐~5 世紀代の集落が多͘分布し、それらのഎ後のѪౠٰྕ上などに複数の古墳

がங造されている。Ԙז式期にはຍ地東縁部の大ڮ遺跡、ҏ原Լ遺跡、西縁部のງの内遺跡、北部の

֯遺跡、南小ઘ式期には東縁部の中Ａ遺跡、遺跡、北部の遺跡、引田式期には北部の遺跡、

௩古墳はいͣれも未調査であるが、ຍ地西縁部のߴ。田遺跡、十郎田遺跡などで集落を形成しているۼ

હಊ古墳、ఱ王古墳、ീ഼ࢁ古墳、東縁部のѪౠྕٰࢁ上の༦原古墳群、古็ਆࣾ古墳、村田町Ѫ

ౠࢁ古墳などがある。

　6 世紀代 ~7 世紀前半の集落は未確認である。

　7 世紀中頃 ~ 後半の集落としては、ຍ地北部に十郎田遺跡、ۼ田遺跡、東縁部にԘ北遺跡がある。
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Ԙ北遺跡は在地の栗囲式土師器を主体的にอ༗する一ൠ的な集落と考えられるが、十郎田遺跡は材木

塀による区画施設を伴い、掘立柱建物と竪穴住居で構成される集落で、関東系土師器をอ༗する。ۼ田

遺跡では区画施設は確認されていないが、掘立柱建物と竪穴住居で構成される集落を形成する。

　̓世紀 ~8 世紀前半になると、ງの内遺跡、遺跡、ۼ田遺跡、৽城ؗ跡、֯遺跡、戸ノ内遺跡

などに集落が形成される。֯遺跡は大溝による区画施設を伴い、掘立柱建物と竪穴住居で構成される

集落で、関東系土師器を主体的にอ༗する。関東系土師器はງの内遺跡、遺跡、ۼ田遺跡、戸ノ内遺

跡にもΈられる。遺跡では多լ城建期の軒平נが࠾集されているほか、材木塀と大溝による区画施

設大ܕ掘立柱建物が造営されており、官衙関連施設のՄ性がある。これらの遺跡の多͘はຍ地北部

に北西から৳びる複数のઉ状ٰྕ上に立地し、材木塀あるいは大溝による区画施設掘立柱建物のଘ

在、在地の栗囲式土師器に加えて関東系土師器をอ༗することなどが特徴的で、一ൠ的な୯७集落群と

はҟなる༷૬をఄする（第 184 ਤ）。なお、遺跡で࠾集されたנは、ന石市ၱࢁ༼跡、柴田町ీ田༼

跡でম成されたものとは特徴がҟなり、円田ຍ地内に未発見の༼跡のଘ在が༧される。

　8 世紀中頃 ~ 後半の集落は未確認である。

　8 世紀 ~9 世紀の集落はຍ地पลの各所にల։する。ຍ地北部の前戸内遺跡では、官衙෩の置を

形成する掘立柱建物・竪穴住居群が確認されている。ຍ地東縁部の東ࢁ遺跡では、土器溜遺構からփᬵ

陶器、స༻ݛ、書土器などが多数出土している。

第 184 図　円田盆地北部における律令制導入期の考古学的動向

材木塀跡

材木塀跡

材木塀跡

大溝跡

大溝跡
大溝跡大溝跡

大溝跡

大溝跡

大溝跡
(流路跡)

戸ノ内遺跡

十郎田遺跡
六角遺跡

新城館跡

都遺跡

窪田遺跡

0                                                              　　 　　 1kmS�1�20,000

六角遺跡・戸ノ内遺跡
ʻ̘̓～̘̔前半ʼ
区画施設（大溝）
竪穴住居・掘立柱建物群
・関東系土師器
・関東ܕΧϚド

十郎田遺跡
ʻ̘̓中頃～後半ʼ
区画施設（材木塀・大溝ʁ）
竪穴住居・掘立柱建物群
関東系土師器

窪田遺跡
ʻ̘̓中頃～後半ʼ
竪穴住居・掘立柱建物群
ʻ̘̓～̘̔前半ʼ
竪穴住居・掘立柱建物群
関東系土師器 都遺跡

ʻ̘̓ʙ̘̔લʼ
۠ըࢪઃʢࡐญɾେߔʣ
େ۷ཱܕபݐ
ʢ̘̔த༿ʣנฏݢू࠾
ؔ౦ܥثࢣ

新城館跡
ʻ̓～̘̔ʁʼ
区画施設（大溝）
掘立柱建物群

̏ɽ十郎田遺跡のੑ֨

ํ۠ܗըのғֲ集落跡　本遺跡では、ઉ状ٰྕのほぼશ域を材木塀によって区画し、内部に掘立柱建

物と竪穴住居などの施設群を置する集落が 7 世紀中頃 ~ 後半に造営された。遺跡北西部のઉ状ٰྕ

基部ଆでは材木塀区画北ลにԊって大溝を伴ったՄ性がある。材木塀は直線的に৳びてほぼ正確な長

方形を描き、東西 308m、南北 142m の長方形の西郭の南東部に東西 58m、南北 52m の方形

の東郭が付属し、東西の総延長は 366m に及ぶ。造営方はઉ状ٰྕの方Ґに߹わせたものと考えられ、

ਅ北を基४にして 19~23°東ภする。区画施設の։口部あるいは跡と考えられる遺構は未確認である。
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　集落を構成する施設は竪穴住居 27 軒、掘立柱建物 5 軒、溝 5 条などがあり、竪穴住居が主体的である。

竪穴住居のうͪ、遺跡南東部のઉ状ٰྕઌ部で材木塀区画の内外に分布し、主࣠方をਅ北に߹わせ

る竪穴住居 10 数軒は材木塀区画にઌ行したՄ性がある。区画に伴うと考えられる竪穴住居のほとΜ

どは材木塀区画の内部に置され、主࣠方がਅ北を基४にして東ภ・西ภするもののೋ者があること

からೋ時期ఔにมભするՄ性が考えられる。掘立柱建物は東郭南東۱に 2 棟、西郭内部に 3 棟が

置されている。อ༗する土器群は在地の栗囲式土師器を基本としながらも、ᆀྨを中心に関東系土師

器を安定的に成していることが特徴的である。

　当該期の宮城県域では、ઋ市長町Ӻ東遺跡、大町一ཬ௩遺跡、東দ島市井遺跡、大崎市ࢁݱݖ・

田遺跡などで材木塀と大溝による区画施設を伴ういわΏる「囲郭集落」（村田ྠࡾ 2002・2005）が造

営されており、本遺跡の集落についてもその構造と土器群の特徴などから同༷の性格が考えられる。

ΫϦࡐへのߴいੑࢤ　SA28・76・235 材木塀跡、S#256 掘立柱建物跡出土柱材を対試料として樹

種同定分析を実施した結果、S#256 掘立柱建物跡の柱材 2 点がクリ、礎板 1 点がέンϙナシ属であり、

SA28 の 11 点、SA76 の 2 点、SA235 の 26 点の߹ܭ 39 点のうͪ SA235 の 2 点（コナϥઅとέϠΩ）

をআ͘ 37 点がクリであった。材木塀跡の総延長は推定 1,068m であり、調査範囲における柱の間ִは

平ۉ 45Dm であることから、୯७ࢉܭで 2,350 本の柱材が༻されたと推定される。クリに対するࢤ

性のߴさは、掘立柱建物と材木塀の༻材がߴいܭ画性に基ͮいて調ୡされたことをࣔしていると考えら

れる。また、ଘしていた柱材のほとΜどがׂ材（ਊڈ材）であり、ܭ画的な製材ٕज़を࣋つ集ஂによっ

て造営されたことが窺える。

ᦰӦのՄੑ　これまで確認されている囲郭集落は、いͣれもઋ平Ҏ北の地域にҐ置してお

り、重複あるいはྡ接するҐ置にฒ行あるいは後ଓして城ࡤ・官衙が造営されたことがられている。

長町Ӻ東遺跡と郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙、一ཬ௩遺跡とࠇ郡Ո、井遺跡とԴࣛࡤ・郡Ո、名ੜؗ遺跡とۄ

造ࡤ・郡Ոなどは、૬ޓにڧい関連性をͪ࣋ながら造営されたことがࢦఠされている。このため、囲郭

集落は律令制ࢧを前ఏとして設置されたものであり、城ࡤ・官衙の設置ҡ࣋と密接に関わった施設

と考えられている（村田 2002・2005）。

　円田ຍ地における官衙のଘ在は未確定であるが、遺跡、ۼ田遺跡、৽城ؗ跡で確認されている̓世

期 ~8 世紀前半頃の掘立柱建物跡群区画施設跡が官衙関連施設の一部であるՄ性を考ྀしてお͘

ඞ要がある（第 186 ਤ）。その場߹、8 世紀前半頃のՄ性がある倉ݿӃ跡が確認され、ן田郡衙跡と

考えられているന石市大ാ遺跡との関がとなり、पล遺跡を含めた૬ޓの遺跡群の性格について

がඞ要である。また、柴田郡の建郡当初の経営拠点のҐ置、721౼ݕ 年のן田郡分置Ҏ後のן田・柴

田の郡域についてもࠓ後ݕ౼されるඞ要がある。

̐ɽғֲ集落にΈΔ歴史తಈ

੍֎ԑଳのಛҟੑ　7ࠃ 世紀の宮城県南西部（Ѩ۾河口Ҏ北―ઋ市郡ࢁ遺跡Ҏ南の地域）の༷

૬については不明な点が多かったが、これまで未発見であった囲郭集落が十郎田遺跡で確認されたこと

により、Ѩ۾河口Ҏ北の国造制未施行範囲に対して一律の政策が࠾られていたことが窺える。

　また、円田ຍ地では 4~5 世紀代には複数の集落が形成されているものの、6 世紀代 ~7 世紀前半の集

落は未確認である。十郎田遺跡に囲郭集落が出ݱするまでのඦ数十年間はۭന期であり、また囲郭集落

そのものもൺֱ的期間のうͪにഇઈする。十郎田遺跡においては囲郭集落期Ҏ前には 5 世紀代の竪

穴住居跡 1 軒が確認されているのΈであり、囲郭集落期Ҏ後は 8 世紀 ~9 世紀に集落が営まれるまで

の間はほとΜどར༻された形跡がແい（第 185 ਤ）。
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　このように、4~5 世紀代の集落形成期の後にۭന期をڬΜで 7 世紀中頃 ~ 後半に律令制導入期の集落遺

跡がల։するという経աは、ઋ平Ҏ北の囲郭集落を८るಈとඇৗにྑ͘一கしており、ࢁ形県域の

第 186 図　円田盆地における律令制導入期の遺跡形成

第 185 図　円田盆地における古墳時代 ~律令期の遺跡編年

関東系土師器を保有する集落

囲郭集落

大溝区画集落

官衙関連施設？

塩沢北遺跡
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戸ノ内遺跡

都遺跡
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堀の内遺跡
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置ࣀ地方東部の状گともඇৗにྑ͘ࣅている。こ

のため、国造制施行範囲の外縁地帯においては、7

世紀Ҏ前からの集落がܧଓ的に営まれ、統的な

在地勢ྗが大きなׂを果たしたと考えられるѨ

۾Ҏ南の国造制施行範囲の状گとも、8 世紀

後半に蝦夷との対立がܹ化する宮城県北部の状گ

ともҟなる経աを୧ったՄ性がߴい。

֎来ྗのҠೖաఔ　さて、あらためて円田ຍ地

の集落ల։（第 185 ਤ）を見ると、̐~5 世紀代

にはຍ地南部に多͘の集落が形成され、पลのٰ

ྕ上に古墳がங造されている。ຍ地北部のར༻は

調であり、古墳はங造されていない。なお、後

ଓする̒世紀 ~ ̓世紀前半の集落跡は未確認であ

り、ຍ地内に׆ಈのࠟ跡が認められないۭന期で

あ る（ம 7）。7 世 紀 中 頃 ~ 後 半 に な る と、 ຍ 地

南部のԘ北遺跡に在地土師器のΈをอ༗する集

落が形成され（第 187 ਤ）、ຍ地北部の十郎田遺

跡には在地土師器に加えて関東系土師器をอ༗す

る囲郭集落が出ݱする。律令制導入に関連する外
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དྷ勢ྗによって、ຍ地北部のۭؓ地に集落・施設が造営されたと考えられる。

௨ੑ　ઋ平Ҏ北の囲郭集落に伴う区画施設は地形にԊって不整形に८るが、十ڞᦰͱのظᶗࢁ܊

郎田遺跡では直線的に延びる材木塀跡がほぼ正確な長方形の区画を形成し、ઋ市郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙の

区画施設のあり方とのڞ௨性が認められる。十郎田遺跡の囲郭集落とઋ平Ҏ北の囲郭集落との間

で、造営にあたった集ஂ施設の機などにҧいがあったՄ性がある。こうした区画施設の特徴に加

えて、ܭ画的な置も窺われる掘立柱建物のଘ在などから、十郎田遺跡の囲郭集落が初ݱ期のࡤとして

の機を༗したՄ性についてもࠓ後ݕ౼されるඞ要がある。

֎来ྗのల։ͱม༰　十郎田遺跡の囲郭集落に後ଓする̓世紀 ~8 世紀前半になると、円田ຍ地の

複数の地域に集落が形成される。֯遺跡・戸ノ内遺跡は大溝による区画施設を伴う集落で、関東系土

師器を主体的にอ༗する（第 187 ਤ）。関東系土師器はほかにງの内遺跡、遺跡、ۼ田遺跡の集落に

も見られ、ຍ地のશ域に外དྷ勢ྗのӨڹが及Μͩことが窺える。

　さらに、遺跡では多լ城建期とΈられる軒平נが࠾集されているほか、材木塀と大溝による区画

施設大ܕ掘立柱建物跡を確認しており、掘立柱建物跡群が確認されているۼ田遺跡、৽城ؗ跡を含む

ΤリΞに官衙関連施設が形成されたՄ性がある。

　この後、8 世紀中頃 ~ 後半にかけての集落はຍ地内では未確認であり、࠶びۭന期となる。外དྷ勢ྗ

の移సにとどまらͣ、在地勢ྗを含めてஅઈしているՄ性があり、ຍ地内の集ஂを対としてଞ地域

の移民が行なわれた結果とも考えられよう。

　村田ຍ地あるいはന石ຍ地では確認されている̓~8 世紀代の大規模な群集墳が円田ຍ地で確認され

ていないことも、十郎田遺跡の囲郭集落と、これに後ଓする֯遺跡など複数の集落遺跡などの官

衙関連施設が、それͧれ世代ަ代がਐ行しないఔのいଘଓ期間しか࣋たͣにഇઈされ、ຍ地内の集

ஂ構成の࠶編が܁りฦされたことをࣔࠦしているのかもしれない。

̑ɽ集ஂがอ༗͠た܈ث

ؔ౦ܥثࢣのల։　十郎田遺跡の出土土器群は基本的に在地の栗囲式土師器にแׅされるが、これに

伴う関東系土師器の༷૬からは、ઋ平पลよりも福島県域とのڞ௨性がුかび上がる。

　大町一ཬ௩遺跡、東দ島市井遺跡、大崎市ྠࡾ・ࢁݱݖ田遺跡などઋ平Ҏ北の囲郭集落では

多数の関東系土師器を伴うことがられている。井遺跡、ࢁݱݖ遺跡の関東系土師器にはᆀͩけでな

͘ᙈなどのࣽਬ۩も含まれているが、十郎田遺跡の関東系土師器はᆀなどの৯હ۩が主体で、ᙈなどの

ࣽਬ۩は在地の土師器を基本としている。また、住居形ଶΧϚド構造の点では北นにΧϚドを設置し

Ԏಓが長͘৳びるものが主体であり、基本的に在地の༷૬をఄする。

　一方、後ଓする 8 世紀前半には十郎田遺跡の北西 250m にҐ置する֯遺跡で関東系土師器を主

体的にอ༗する集落が形成される（第 186 ਤ）。関東系土師器は৯હ۩ͩけでなࣽ͘ਬ۩も含む構成と

なっている（第 187 ਤ）。集落は大溝による不整形の区画施設を伴っており、住居のΧϚド方Ґ・構造

に多༷性が見られるようになる。構ங材にന৭೪土ڽփؠ石を多༻しԎಓがい関東ܕΧϚド（村

田 2000）を࣋つ住居も複数見られる。このほか、ۼ田遺跡、遺跡、ງの内遺跡など円田ຍ地の複数

の遺跡で関東系土師器を主体的にอ༗する集落が確認されている。

　関東系土師器の成ൺとΧϚドを含む住居構造の点から見ると、十郎田遺跡の集落では外དྷ要素が

٬体的であり、֯遺跡の集落では外དྷ的な要素がきわめて主体的である。このことから、十郎田遺跡

の集落の構成員には在地の人々と外དྷの人々の方が含まれていたと考えられるのに対して、֯遺跡

などの集落の構成員は主に外དྷの人々によってめられていたと考えられる。
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ౡݝҬͱのؔੑ　ઋ平Ҏ北で出土している関東系土師器の多͘は東関東から北関東地域に出ࣗ

がٻめられるのに対して、十郎田遺跡֯遺跡を含む円田ຍ地の集落がอ༗した関東系土師器のほと

Μどは関東地方の中で特定の地域の土師器とݸ別にൺ定ができない。このような関東系土師器は、これ

までにઋ平Ҏ北で多数確認されている関東系土師器とは特徴が大き͘ҟなる。宮城県域では東দ島

市井遺跡、栗原市ۨޚಊ遺跡、大町一ཬ௩遺跡に認められるのΈであり、各遺跡の関東系土師器の

中にめるׂ߹は大き͘ない。円田ຍ地の集落群はѨ۾水系の小河に面した立地環ڥにあるが、

福島県本宮市のѨ۾ӈ؛に立地するߴ木遺跡群の集落では円田ຍ地の集落がอ༗したものにྨࣅす

る関東系土師器を安定的にอ༗しており、当地域との密接な関連が窺われる。このことから、円田ຍ地

の集落群を構成した人々は、関東地方からの直接的な移民によるものではな͘、関東地方から福島県域

移住し、ੜ༷׆式などに一定の在地化を経た後に当地域の࠶移住が行なわれたと考えたい。

第 187 図　塩沢北遺跡（7世紀中頃 ~後半：上・中段）、六角遺跡（7世紀末 ~8 世紀前半：下段）出土土器

第1号竪穴住居跡

塩沢北遺跡

六角遺跡

第 2号竪穴住居跡

SI91 竪穴住居跡 SI210 竪穴住居跡 SD206 大溝跡
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̒ɽখ݁ʵྩ੍ಋೖظのٶݝೆ෦についての༧ʵ

　十郎田遺跡は、Ѩ۾Լྲྀ域に͙ന石ྲྀࢧの小河に面した円田ຍ地にある。円田ຍ地のほか

ന石・村田・ધԬ・௬木などのຍ地群を༴するന石ྲྀ域は、大化վ৽Ҏ前に国造が置かれ、Ԟ建国

の基礎となった国造制施行範囲の外縁地帯にあたる。十郎田遺跡で 7 世紀中頃 ~ 後半の囲郭集落跡を

確認したことにより、これまで律令制導入期の༷૬が不明であった宮城県南西部（Ѩ۾河口Ҏ北―

ઋ市郡ࢁ遺跡Ҏ南の地域）においても、Ѩ۾河口Ҏ北の国造制未施行範囲というׅりの中でઋ

平Ҏ北とيを一にした「対蝦夷政策」が࠾られていたことが明らかとなった。

　移民を伴う囲郭集落の設置をॹとする点では一律の政策に基ͮ͘ことが窺えるが、区画施設の形
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状、関東系土師器の成ൺ、土器༷૬などの点ではઋ平Ҏ北の状گとҟなる点が見られた。関東

系土師器については、ઋ平पลでは 7 世紀後半 ~8 世紀初頭をϐークとして 8 世紀前半にはܹݮす

る（村田 2009）のに対して、円田ຍ地においては十郎田集落の設置をॹとしながらも、8 世紀前半

に急૿（֯集落、ງの内集落など）するという特ҟな状گが明らかとなった。

　また、十郎田集落を含む円田ຍ地の集落がอ༗した関東系土師器については、これまでઋ平Ҏ北

で多͘確認されてきたものとはҟ࣭であり、ҟなる出ࣗを࣋ったものと考えられた。円田ຍ地の集落と

。い関東系土師器は宮城県域の集落ではগ数であり、福島県域の集落で安定的に認められるߴ௨性のڞ

内面ࠇ৭ॲཧٕ๏のड༰に見られるような在地化のਐ行を考ྀすれ、円田ຍ地における関東系集落の

୲いखは、関東地方からの直接的な移民ではな͘、関東地方から福島県域移住し、ੜ༷׆式などに一

定の在地化を経た後に当地域の࠶移住が行なわれたと考えられた。

　さらに、8 世紀前半の集落群にܧଓ性が認められないことから、8 世紀中頃には当地域からଞ地域

の移住が行なわれたՄ性がある。こうした当地域の集落มભは、律令政府による対蝦夷政策の一環と

して、Ԟ国内でのೋ次的、ࡾ次的な移民が行なわれていたことをࣔす事ྫと考えられる。この間、円

田ຍ地という小地域内においては、集ஂ構成の࠶編が܁りฦしىこったであろう。

　十郎田集落における関東系土師器は৯હ۩を主体としࣽਬ۩までは及Μでいないことから、主に在དྷ

のੜ༷׆式を基盤とする人々によって構成された集ஂであったと考えられる。この点では当該期のઋ

平पลの༷૬とڞ௨性が認められ、本集落に居住した集ஂがԞ南部（福島県域）からの移住者と在

地の人々によって構成されていたことをࣔすであろう。一方、8 世紀前半の集落群における関東系土師

器は量的な૿加に加えて、৯હ۩・ࣽਬ۩の方を含むแׅ的な器種構成となり、関東ܕΧϚドを付設

する住居も見られる。集落が外དྷのੜ༷׆式を基盤とする人々によって構成されたことが明らかであ

り、Ԟ南部からの本格的な移住をࣔしている。

　8 世紀前半は宮城県北部においてはࡔ東ॾ国からの本格的な移民が行なわれた時期であり、「ଓ日本

紀」に見えるʻྶُݩ年（715 年）に૬模・上総・ৗ・上・蔵・Լ̒国の民１ઍ戸をԞに

移しࠇҎ北十郡を設けるʼという記事に該当すると考えられている（۽୩ ઘࠓ、2004 2005）。こ

のྶُݩ年の民移記事については、上総国をআ͘ࡔ東 5 国とԞ南部 2 郡の国郡名が「ࠇҎ北

十郡」の郡・ڷ名に見られることがࢦఠされている（ࠓઘ 2001）。このࢦఠは民移記事のݱ実性を

が見られないԞ南部のॾ郡からの移も行なわれたことをࣔࡌに記ݙめるものであると同時に、文ߴ

ࠦする点がされる。「民ઍ戸」の移ઌがԞ北部のઋ・大崎・石巻平に͘及び、その一

つに円田ຍ地पลが数えられたՄ性は小さ͘ないであろう。

　さて、円田ຍ地पลは 7 世紀後半頃に設置されたとΈられる当初の柴田郡に属したが、721 年に柴

田郡からן田郡が分置されたࡍにいͣれの郡域に属したのかは明確でない。この点に関連する近年の

考として、๕լण（2006）ࢯによる古代東ࢁಓԞ国柴田Ӻの所在についてのݕ౼がある。ࢯはཬ

ఔのݕ౼などからಞआӺ（ന石市ӽ河）と小Ӻ（崎町小）の中間にҐ置しӺ屋の間が 30 ཬ（

16Lm）となる蔵王町宮付近を柴田Ӻの所在地としてൺ定し、柴田Ӻから小Ӻ、୩ಕを経て出羽

田郡分ן、ఠした。さらにࢦるまで֗ಓとして機したとࢸるӺ࿏が古代Ҏདྷの官ಓであり、近世にࢸ

置のࡍには蔵王町宮から崎町小かって北上するӺ࿏を郡քとして円田ຍ地पลは柴田郡域に属

し、中世におけるҏୡࢯの刈田郡ਐ出Ҏ߱に刈田郡域に編入されたとするઆをఏࣔした。๕լࢯが柴田

Ӻにൺ定した蔵王町宮は、Ѩ۾水系のന石とそのྲྀࢧদとの߹ྲྀ点にҐ置し、南に։けた円田

ຍ地の入口にあたる場所である。当初の柴田郡域内において、律令制導入期のมֵとして࠷初期ஈ֊

にҐ置ͮけられるのは十郎田集落の設置であり、円田ຍ地पลが柴田郡の中として機したՄ性を

。えるݴするものとڧิ͘ڧ
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　郡ࢁ遺跡ᶗ期官衙が設置されたઋ平南部には、ੜ時代から古墳時代にかけてઋ平で࠷大規

模をތった南小ઘ遺跡の集落があり、移民を伴う政策によって在地勢ྗを政治的なࢧԼとしたことが

୩۽）ఠされているࢦ 2004）。ന石ྲྀ域では、律令制導入Ҏ前の古墳群の分布から見て、ന石ຍ地と

村田ຍ地に在地のೋ大勢ྗがଘ在しており、円田ຍ地はその中間にҐ置する。南小ઘ遺跡のように在地

勢ྗ拠点の直接的な移民が行われたことをࣔす考古ֶ的所見はࠓのところ見られないが、移民を伴う

十郎田集落の設置は、ന石・村田ຍ地の在地勢ྗを一ׅしてঠѲするҙਤがあったと考えられる。これ

に後ଓして֯集落、ງの内集落などに本格的な移民が行われていることからも、円田ຍ地が政策上重

要ࢹされたことが窺われる。こうした状گから見れ、遺跡に定されている官衙施設は柴田郡衙で

あったՄ性がߴいと考えられる（ம 8）。このように、当初はന石ྲྀ域の一ׅ統治をࢦして柴田

郡を設置し、7 世紀 ~8 世紀前半頃には円田ຍ地にその拠点が置かれたが、その後Կらかのཧ༝で不

߹をੜじ、ן田郡を分ಠ立させることでैདྷの在地勢ྗ構造にԊった分ׂ統治とసされたと考

えられる。これに伴ってന石ຍ地のന石市大ാ遺跡にן田郡衙が৽設されたՄ性が考えられる。また、

出土遺物などから見て遺跡の官衙施設は 8 世紀中葉まではଘଓしていないと考えられるので、ן田

建郡後には柴田郡衙が村田ຍ地ଆભされたՄ性がある。なお、大ാ遺跡では北蔵地域に出ࣗをٻ

められる関東系土師器（ம 9）が出土しており、ן田建郡と前後する時期のന石ຍ地には円田ຍ地とは

ҟなる地域からの移民が行われたՄ性がある。

　Ҏ上のように、十郎田遺跡をはじめとする円田ຍ地北部における近年の考古ֶ的発掘調査成果から窺

えるྺ࢙的ಈを༧察としてड़た。それͧれの遺跡についてશ体૾が明らかとなったわけではない

し、さらにݕ౼を加えるき点も多い。いͣれにしても、一連の発掘調査は、宮城県南西部の律令制導

入期の༷૬について考察して行͘上での৽見をఏڙし、律令国Ոのลڥ経営についての重要なݕ౼՝

がුきூりになったとݴえよう。本書ࣥච中の平成 22 年 5 月 13 日、๕լणࢯが急੦された。ڷ

土のྺ࢙ղ明にਫ਼ྗ的にऔりまれ、近年発表された古代柴田Ӻの所在についての考からは、本遺跡

の性格を考える上で多͘のࣔࠦを༩えていたͩいた。ۘΜで້͝福をおفりしたい。

　円田ຍ地北部を対とした県営ほ場整備事業では、事業主体である宮城県大河原地方ৼڵ事所の設

画範囲にଘ在する遺跡のഁյ対範囲をಓ࿏・水࿏部分など一部にとどめ、大部分をܭ、ྗによりܭ

未発掘のまま土によってอଘする๏が࠾༻された。このため、発掘調査は各遺跡にॎԣのτϨンν

状の調査区をし、ݶられた調査面積で遺跡શ体の֓要をѲすることにつながった。この結果、円田

ຍ地北部の遺跡群は、律令国Ոの形成という日本古代࢙のংষともݴうき出དྷ事と直接的に関する

重要な遺跡群であることが明らかとなった。ࠓ後はこうした重要なྺ࢙的ҙٛを࣋つ遺跡群を後世に

すためにอޢ・อଘにめ、発掘調査・ڀݚの成果についてわかりす͘町民पしてい͘とともに、

ຒ蔵文化財をو重な財࢈としてಠࣗ性のあるまͪͮ͘りにੜかしてい͘ことがඞ要である。
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٭

ம 1　௰ल人ࢯをڀݚ代表者とする「古代東北・北ւಓにおけるϞノ・ώτ・文化ަྲྀのڀݚ（Պֶڀݚඅิॿ金・

基盤̗ڀݚ）」の成果（௰ल人編 2007）の一部である。本ڀݚによって東北・北ւಓ地域の栗囲式を中֩と

する土器群のࢿ料集成と域編年が࡞製され、地域間の詳細なฒ行関ަྲྀ関のݕ౼がՄとなった。

ம 2　第 2 群土器の在地土師器について、ࠤ౻හࢯによれ、ᆀྨの口縁部に内ኪࢤが͘ڧ、ᙈྨのఈ部がす

ぼまるのものがΈられる点で宮城県北部地域とのڞ௨点が見られ、ᆀྨの口縁部が直線的に外あるい

は外するものが多͘るઋ平の༷૬とҟなる点がࢦఠできるという。たͩし、宮城県北部ではΧϚド

前あるいは状施設での༻が考えられている小ܕのᙈྨにඃࠟ跡が見られないことなど、ੜ༷׆式につ

いてはҟなる点も窺えるとのことである。

ம 3　井遺跡 S*292 住居跡のものは内面がϔϥϛΨΩ調整で上͛られ、ࠇ৭ॲཧを施さないが、そのଞはいͣ

れも本ྫと同༷にϔϥϛΨΩ調整ˠࠇ৭ॲཧを施す。

ம 4　戸ノ内遺跡 S*24 竪穴住居跡出土土器の年代؍について、報告書（蔵王町教育委員会 2009）では 7 世紀後半

にҐ置ͮけたが、ڞ伴する須恵器の特徴などから 7 世紀 ~8 世紀前半とम正する。

ம 5　原・ඦ木・ߴ木・北ノ・ࢁ王原遺跡の総শ。Ѩ۾ӈ؛のࣗવఅ上に営まれた拠点集落跡で、

650 棟Ҏ上の竪穴住居跡が調査されている。集落は 6 世紀後半に急成長し、7 世紀શൠを௨じてप囲とはִ

ઈした規模を一؏してҡ࣋する。集落内には大溝による区画施設を伴う。また、多量の須恵器をอ༗し、関

東系・会系・東北北部系の外དྷ系土師器もܧଓ的に༻する。

ம 6　ന石市北東部では、ୋٰྕ上にୋ古墳群（̑~ ̓世紀）、郡ࢁԣ穴古墳群（̓~ ̔世紀）などが分布し、

ന石とࡈにڬまれたࣗવఅ上に大ാ遺跡が立地する。大ാ遺跡では掘立柱建物から礎石建物มભす

る総柱建物跡群が確認され、ן田郡衙を構成する倉ݿӃ跡と考えられている（宮城県教育委員会 1995）。な

お、遺構群の年代については 8 世紀前半代 ~ 平安時代の年代෯の中で考えられており、未ͩ確定的ではない

ためݕ౼材料の૿加がたれる。

ம 7　ຍ地南部の遺跡では̕に重複する水田と༻水࿏跡が確認され、南小ઘ式期の水田面の上で確認された

水田面から栗囲式前半ஈ֊とされる土師器ᆀ２点の出土が報告されているが、集落跡としては未確認である

（宮城県教育委員会 1989）。

ம 8　遺跡では多լ城建期にҐ置ͮけられるנが出土している（蔵王町教育委員会 2005）。一方、村田ຍ地南

部にҐ置する柴田町ీ田༼跡（๕լ 1989）では多լ城建期にઌ行するઋ市郡ࢁ遺跡ᶘ期官衙ஈ֊のנ

がੜ࢈されており、このנは遺跡はڅڙされていない。ీ田༼跡でੜ࢈されたנのڅڙઌが官衙であれ

、村田ຍ地南部のपลに遺跡にઌ行する柴田郡衙のଘ在を考えるඞ要がある。

ம 9　ؙఈのఈ部にい口縁部が۶曲して直立するもので、外面の体部 ~ ఈ部にϔϥέズリ調整、口縁部にϤコナ

σ調整を施し、内面はナσ調整で上͛られࠇ৭ॲཧを施さない。࡛ۄ県北西部から群അ県にかけて分布す

る北蔵ܕᆀに該当するものとされている（ന石市教育委員会 2008）。
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第６章　総　　括

１ɽ十郎田遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内に所在する。遺跡は蔵

王町東部の円田ຍ地北西部に形成されたඪߴ 93m の平なઉ状ٰྕ上に立地している。

２ɽࠓճの発掘調査は県営ほ場整備事業を原因とする事前調査として実施した。調査区は遺跡範囲を東

西・南北方にԣஅ・ॎஅするಓ࿏・水࿏༧定地であり、発掘調査面積は 9,099㎡である。

３ɽ確認した遺構は竪穴住居跡 41 軒、掘立柱建物跡 66 棟、柱列跡 38 条、井戸跡 10 基、土坑 107 基、

溝跡 47 条、水溜め状遺構 1 基、畝溝状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱穴多数である。

̐ɽ出土した遺物は、土師器（引田式・栗囲式・関東系）、ロクロ土師器（表杉ノ入式）、須恵器、ロク

ロかわらけ、中世陶磁器、近世陶磁器、縄文土器、石器（石鏃・石匙・石鍬）、石製品（紡錘車・石

製模造品・砥石）、土製品（鞴羽口）、木製品（曲物・漆器椀・箆・挽物未製品）、金属製品（刀子・釘・

銅銭）である。このうͪ、主体をめるのは古墳時代後期（飛鳥時代）の竪穴住居跡などから出土

した土師器（栗囲式・関東系）と、平安時代の竪穴住居跡などから出土したロクロ土師器（表杉ノ

入式）、中世の井戸跡から出土した木製品（挽物未製品）である。

̑ɽ発掘調査結果をݕ౼した結果、Լ記のことが明らかとなった。

・古墳時代中期後半の竪穴住居跡 1 軒が確認され、小規模な集落が営まれていたことが判明した。

また、竪穴住居跡のஷ蔵穴から一ׅ性のߴい土器群が出土し、当時のੜ༷׆式の一が窺われる。

・古墳時代後期後葉（飛鳥時代後半）の竪穴住居跡 27 軒、掘立柱建物跡 5 棟、材木塀跡 3 条など

の遺構群が確認され、材木塀による大規模な区画施設を伴う集落が営まれていたことが判明し

た。竪穴住居跡などから出土した土器群は在地土師器に加えて関東系土師器を含むものであり、

その特徴からは関東地方あるいは福島県域との密接な関連が窺われる。

・平安時代の竪穴住居跡 8 軒、掘立柱建物跡 2 棟などが確認され、平安時代の初頭、前葉前半、

前葉後半、中葉の各時期に集落が営まれていたことが判明した。平安時代初頭の竪穴住居跡か

ら鞴羽口が出土したことから、集落内で小が行なわれていたと考えられる。

・中世前半中頃（鎌倉時代中頃）の掘立柱建物跡 50 棟、井戸跡 9 基、溝跡 7 条などが確認され、

複数の屋敷が営まれていたことが判明した。掘立柱建物跡には廂（縁）の付属するものが見られ、

屋敷内の中心的な建物であったと推定される。また、井戸跡をస༻した水溜めから木製挽物の

未製品（ܕߥ）180 点が出土したことから、屋敷地の一֯に挽物製࡞を行なうがଘ在してい

たと考えられる。

̒ɽ飛鳥時代後半の材木塀区画を伴う集落はこれまで宮城県域のઋ平Ҏ北で複数確認されており、

律令政府による対蝦夷政策の一環として関東地方からの移民を伴って設置され、統治拠点としての

官衙造営にあたった人々の集落と考えられているが、県南部では初めての発見である。前代におけ

る国造制施行範囲の外縁地帯における律令制導入期の情勢を考察する上できわめて重要である。

̓ɽࠓճの発掘調査成果は、円田ຍ地पลに居住した当時の人びとの۩体的ならしぶりをる上でو

重なखがかりとなるものである。

第 6 ষ　総　　ׅ
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ࣸਅਤ൛ �

1．円田盆地北部 航空写真

2．円田盆地北部 航空写真（1956 年 米軍撮影）

3．十郎田遺跡 遠景（東から）

4．十郎田遺跡 近景（南西から）

十郎田遺跡

窪田遺跡

新城館跡

上葉の木沢遺跡

鍛冶屋敷遺跡

原遺跡

前戸内遺跡
西屋敷遺跡

西小屋館跡

六角遺跡

車地蔵遺跡
戸ノ内遺跡



ࣸਅਤ൛ �

1．１区西部 遺構確認状況（東から） 2．１区中央部 遺構確認状況（東から）

3．１区西部から中央部 遺構確認状況（西から）

１区遺構確認状況（中央部・東から）１区遺構確認状況（中央部・東から）



ࣸਅਤ൛ �

2．１区東部 遺構確認状況（北から）1．１区東部 遺構確認状況（東から）

3．SI165 竪穴住居跡（西から）

6．SI165 竪穴住居跡 カマド（西から）

4．SI165 竪穴住居跡 P1 断面（北から）

5．SI165 竪穴住居跡 P2 断面（南から）

8．SI165 竪穴住居跡 南西隅掘方（西から）

7．SI165 竪穴住居跡 K1 断面（南から）



ࣸਅਤ൛ �

8．SI163 竪穴住居跡 K4 完掘状況（東から） 9．SI163 竪穴住居跡 K4 断面（南から）

1．SI163 竪穴住居跡（南東から） 2．SI163 竪穴住居跡 K4 調査風景（東から）

5．SI163 竪穴住居跡 K5 断面（東から）3．SI163 竪穴住居跡 K2 完掘状況（南から）

6．SI163 竪穴住居跡 K4 遺物出土状況（西から） 7．SI163 竪穴住居跡 K4 遺物出土状況（南から）

4．SI163 竪穴住居跡 K2 断面（西から）



ࣸਅਤ൛ �

1．SA28 材木塀跡（東から） 2．SA28 材木塀跡 完掘状況（東から）

3．SA28 材木塀跡 中央部縦断面（南から） 4．SA28 材木塀跡 西部縦断面（南から）

5．SA28 材木塀跡 柱材残存状況（南から） 6．SA28 材木塀跡 横断面（西から）



ࣸਅਤ൛ �

1．SA167 材木塀跡（南から） 2．SA167 材木塀跡 完掘状況（南から）

3．SA167 材木塀跡 南部縦断面（東から） 4．SA167 材木塀跡 南側横断面（北から）

5．SD166 溝跡 完掘状況（南から） 6．SD166 溝跡 断面（北から）



ࣸਅਤ൛ �

1．SE18 井戸跡 完掘状況（西から） 2．SE18 井戸跡 断面（西から）

7．SK174 土坑 断面（南から） 8．SK184 土坑 断面（南東から）

3．SK164 土坑 完掘状況（西から）

6．SK173 土坑 断面（北から）

4．SK164 土坑 断面（北から）

5．SK170 土坑 断面（西から）



ࣸਅਤ൛ �

5．SD162 溝跡 中央部断面（東から）4．SD162 溝跡 西部断面（東から）

2．SD161 溝跡 断面（南西から）

1．SD162 溝跡（東から） 3．SD161・162 溝跡 断面（西から）

7．2区北半部 調査風景　（南から）6．1区東部 攪乱溝跡 断面（西から）



ࣸਅਤ൛ �

8．2 区 調査風景

1．2区 遺構確認状況（北から） 2．2区 遺構確認状況（SB369・SB372 掘立柱建物跡、南から）

4．SI2 竪穴住居跡 P1 断面（東から）

3．SI2 竪穴住居跡（西から） 5．SI2 竪穴住居跡 P3 断面（西から）

6．SB366 掘立柱建物跡 P4 断面（東から） 7．SB371 掘立柱建物跡 P1 断面（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

4．SK41 土坑 完掘状況（西から）

9．SD49 溝跡 断面（西から）

5．SK41 土坑 断面 ( 西から）

7．SK41 土坑 遺物出土状況 ( 西から） 8．SK41 土坑 遺物出土状況 ( 東から）

10．SI51・SI52 竪穴住居跡、SA111 柱列跡 確認状況（南から） 11．SB345 掘立柱建物跡、SA336・SA341 柱列跡 確認状況（西から )

1．SB372  P1・SA40  P1 断面（西から） 2．SB372  P2・SA40  P2 断面（西から） 3．SB372  P3・SA40  P3 断面（東から）

6．SK41 土坑 遺物出土状況 ( 東から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．3 区南北調査区 遺構確認状況（SI51・SB328・SA325、南から） 2．3区南北調査区 遺構確認状況（北から）

3．3区中央部 遺構確認状況（SB327・SB331・SA324・SA329・SA330、北から）



ࣸਅਤ൛ ��

2．SI51 竪穴住居跡（南から）

1．SB342・SB343 掘立柱建物跡、SA335・SA339・SA340 柱列跡 確認状況（東から）



ࣸਅਤ൛ ��

7．SI52 竪穴住居跡（南から）

6．SI52 竪穴住居跡 調査風景（南から）

3．SI51 竪穴住居跡 P3 断面（南西から）

4．SI51 竪穴住居跡 集合写真（東西 6.7m・南北 8.0mの大型竪穴住居跡、南から）

1．SI51 竪穴住居跡 カマド（南から） 2．SI51 竪穴住居跡 P1 断面（北西から）

5．SI51 竪穴住居跡 調査風景（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

2．SI52 竪穴住居跡 K2 断面（南から）

3．SI113 竪穴住居跡（南から） 4．SI113 竪穴住居跡（西から）

5．SI113 竪穴住居跡 P1 断面（西から） 6．SI113 竪穴住居跡 P2 断面（西から）

8．SB106 掘立柱建物跡 P3 断面（南から）

7．SB106掘立柱建物跡 P2断面（南から）

9．SB106 掘立柱建物跡 P4 断面（南から） 10．SB139 掘立柱建物跡 P1 断面（北東から）

11．SB139 掘立柱建物跡 P6 断面（北から） 12．SB139 掘立柱建物跡 P7 断面（西から） 13．SB139 掘立柱建物跡 P9 断面（東から）

1．SI52 竪穴住居跡  カマド（南西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SB138 掘立柱建物跡 確認状況（南東から）

9．SB107・327 掘立柱建物跡、SA324 柱列跡 確認状況（東から）

2．SB138 掘立柱建物跡 P2 断面（東から）

3．SB107 掘立柱建物跡 P5 断面（北西から） 4．SB107 掘立柱建物跡 P6 断面（北西から）

6．SB328 掘立柱建物跡 P4 断面（南東から） 7．SB327 掘立柱建物跡 P6 断面（東から） 8．SB345 掘立柱建物跡 P5 断面（北から）

5．SB328 掘立柱建物跡 P2 断面（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SB139・SB195・SB342・SB343掘立柱建物跡、SA334・SA335・SA338柱列跡（東から）

4．SA111 柱列跡 P1 断面（南から）

2．SB106・SB327 掘立柱建物跡・SD50 溝跡 確認状況 （東から）

3．SB345 掘立柱建物跡、SA336・SA341 柱列跡 確認状況 （南から）

5．SA111 柱列跡 P2 断面（南から） 6．SA325 柱列跡 P6 断面（南西から）

7．SA324 柱列跡 P1 断面（東から） 8．SA324 柱列跡 P5 断面（西から） 9．SA329 柱列跡 P3 断面（東から）

10．SA330 柱列跡 P2 断面（北から） 11．SA341 柱列跡 P3 断面（東から） 12．土坑 SK117 断面（東から）



ࣸਅਤ൛ ��

5．SK112 土坑 完掘状況（南から）

3．SK103 土坑 断面（北から） 4．SK103 土坑 断面（北東から）

2．SK101・SK102 土坑 断面（北から）1．SK101・SK102・SK103 土坑 完掘状況（北から）

6．SK112 土坑 断面（南から）

7．SK212 土坑 遺物出土状況（東から） 8．SK212 土坑 遺物出土状況（東から）



ࣸਅਤ൛ ��

3．SE144 井戸跡 断面（南から）

5．SD50 溝跡 北辺部断面（東から）

8．SD122・SD123 溝跡 断面（北から）

6．SD24・SD109 溝跡 断面（北から）

4．SD38 溝跡 南端部 遺物出土状況（東から）

7．2区 調査風景

1．SE36 井戸跡 完掘状況（南から） 2．SE36 井戸跡 断面（北から）



ࣸਅਤ൛ ��

3．4 区 遺構確認状況（東から）2．4区東部 遺構確認状況（西から）

1．4区 遺構確認状況（西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI4 竪穴住居跡（南から）

4．SI4 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から） 6．SI4 竪穴住居跡 K5 断面（南から）5．SI4 竪穴住居跡 P3 断面（西から）

2．SI4 竪穴住居跡 カマド（南から）

3．SI4 竪穴住居跡 K1 断面（東から）

7．SI5b・c 竪穴住居跡（南から）

8．SI5c 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

9．SI5c 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

10．SI5b・c竪穴住居跡 P1 断面（南から） 11．SI5b・c竪穴住居跡 K1 完掘状況（南から）12．SI5b・c竪穴住居跡 K1 断面（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI5a 竪穴住居跡（南から） 2．SI5a 竪穴住居跡　カマド（南から）

3．SI6 竪穴住居跡（北から） 4．SI6 竪穴住居跡 遺物出土状況（北から）

5．SI9 竪穴住居跡（南東から）

6．SI9竪穴住居跡 遺物出土状況（南西から）

9．SI10 竪穴住居跡 K1 断面（北東から）

7．SI9 竪穴住居跡 P1 断面（南から）

8．SI9 竪穴住居跡 P2 断面（北から） 10．SI10竪穴住居跡 K1遺物出土状況（南東から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI10 竪穴住居跡（南から）

2．SI10 竪穴住居跡 カマド（南から）

3．SI10 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

4．SB21・SB23・SB291・SB285・SB364 掘立柱建物跡、SA292・SA296 柱列跡 確認状況（西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SB284・SB285・SB288 掘立柱建物跡、SA282・289 柱列跡 確認状況（南から）

2．SB290・SB291 掘立柱建物跡、SA292・SA293・SA296 柱列跡、SX53 水溜め状遺構 確認状況（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

5．SB305 掘立柱建物跡  P12 断面（南から） 6．SB305掘立柱建物跡  P12 柱材残存状況（西から）7．SB305掘立柱建物跡  P9 柱材残存状況（東から）

4．SB305掘立柱建物跡  P7 柱材残存状況（南西から）

3．SB305 掘立柱建物跡  P7 断面（南西から）

2．SB305・SB311・SB312・SB313 掘立柱建物跡、SA310 柱列跡 確認状況（南から）

1．SB304・SB373 掘立柱建物跡 確認状況（南から）



ࣸਅਤ൛ ��

8．SB284 掘立柱建物跡  P3 断面（西から）

9．SB284 掘立柱建物跡  P4 断面（南から）

6．SB23 掘立柱建物跡  P18 断面（西から）5．SB23 掘立柱建物跡  P5 断面（南から）4．SB23 掘立柱建物跡  P4 断面（南から）

3．SB23・SB286・SB287・SB288 掘立柱建物跡 確認状況 （北から）

7．SB281・SB283・SB284 掘立柱建物跡、SA282 柱列跡 確認状況（南から）

1．SB309 掘立柱建物跡  P4 断面（東から）

2．SB311掘立柱建物跡  P6礎板残存状況（東から）

10．SB285 掘立柱建物跡  P10 断面（南から） 11．SB285 掘立柱建物跡  P12 断面（南から） 12．SB291 掘立柱建物跡  P3 断面（北から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SB305 掘立柱建物跡 確認状況（南から）

4．SB20 掘立柱建物跡 確認状況 （南から）

2．SB20 掘立柱建物跡 P1 断面 （東から）

3．SB20 掘立柱建物跡 P5 断面 （西から）

5．SB20 掘立柱建物跡 P6 断面 （東から）

6．SB20 掘立柱建物跡 P7 断面 （北西から）

9．SB21掘立柱建物跡 P2 柱材残存状況 （東から）

8．SB21 掘立柱建物跡 P2 断面（北から）

7．SB21 掘立柱建物跡 確認状況 （南から）



ࣸਅਤ൛ ��

9．SI4 竪穴住居跡、SA34 柱列跡 確認状況（南から）

4．SB21掘立柱建物跡 P3柱材残存状況 （北から）

1．SB21 掘立柱建物跡 P3 断面 （北から）

5．SB21掘立柱建物跡 P7柱材残存状況 （北から）6．SB21掘立柱建物跡 P15礎板残存状況 （北東から）

2．SB21 掘立柱建物跡 P7 断面 （南から） 3．SB21 掘立柱建物跡 P15 断面 （北東から）

8．SB21掘立柱建物跡 P16礎板残存状況（南から）

7．SB21 掘立柱建物跡 P16 断面 （北から）

10．SA76 材木塀跡（北から） 11．SA76 材木塀跡 完掘状況（北から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SA76 材木塀跡 北半部縦断面 （西から） 2．SA76 材木塀跡 南半部縦断面 （西から）

3．SA76 材木塀跡 南側横断面 （北から） 4．SA76 材木塀跡 中央部横断面 （北から） 5．SA76 材木塀跡 柱材残存状況 （北から）

6．SE59 井戸跡 完掘状況 （北東から） 7．SE59 井戸跡 断面 （北東から）

8．SE60 井戸跡 完掘状況 （東から） 9．SE60 井戸跡 断面 （東から）

10．SE65 井戸跡 完掘状況 （東から） 11．SE65 井戸跡 断面（西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SE66 井戸跡 遺物出土状況（東から）

3．SE66 井戸跡 遺物出土状況 4．SE66 井戸跡 遺物出土状況

2．SE66 井戸跡 完掘状況（東から）

5．SE66 井戸跡 断面（1~3 層・北から） 6．SE66 井戸跡 断面（4~7 層・北から）

8．SK58 土坑 遺物出土状況 （北から）7．SK58 土坑 断面 （北から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SK64 土坑 完掘状況 （北から） 2．SK64 土坑 断面 （北から）

3．SK67 土坑 断面 （西から） 4．SK68 土坑 断面 （東から）

5．SK69 土坑 完掘状況 （東から） 6．SK69 土坑 断面 （西から）

7．SK71 土坑 断面 （東から） 8．SD8 溝跡 断面 （北から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SX53 水溜め状遺構 堰部断面 （東から） 2．SX53 水溜め状遺構 断面 （北から）

3．5区 遺構精査状況（西から）



ࣸਅਤ൛ ��

2．5 区西部 遺構確認状況 （東から）

1．5区西部 遺構確認状況 （西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．5 区西部 遺構精査状況（東から）

2．5区西端部 遺構精査状況（南東から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI213・SI214・SI215・SI216・SI217 竪穴住居跡 確認状況（南西から）

2．SI217・SI220・SI221・SI222・SI228・SI230 竪穴住居跡、SB247・SB262・SB275 掘立柱建物跡、SA254・SA279 柱列跡（南西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI218・SI225・SI231 竪穴住居跡、SB247 掘立柱建物跡 （南西から）

2．5区 遺構確認状況（東から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．5 区東部 遺構確認状況（西から）

2．SI205b・SI207・SI208・SI209b 竪穴住居跡 確認状況（南西から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．5 区 遺構確認状況（東から）

2．5区東部 遺構確認状況（南東から）



ࣸਅਤ൛ ��

1．SI205b・SI206・SI207・SI208・SI209b 竪穴住居跡、SB256・SB259 掘立柱建物跡、SA235 材木塀跡 精査状況（東から）

2．SI205b 竪穴住居跡（南から）

3．SI205b 竪穴住居跡 カマド（南から）

7．SI205b 竪穴住居跡  K1 断面（西から）

4．SI205b竪穴住居跡 炭化材確認状況（北から）

5．SI205b竪穴住居跡  壁材痕跡 断面（西から）6．SI205a・b竪穴住居跡  外延溝D3 断面（西から）
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2．SI205a 竪穴住居跡 （南から）1．SI205b 竪穴住居跡 外延溝確認状況（南から）

3．SI206 竪穴住居跡 （南から）

7．SI207 竪穴住居跡 K1 断面 （南から） 8．SI207 竪穴住居跡 K3 断面 （南から）6．SI206 竪穴住居跡 K1 断面 （南から）

5．SI206 竪穴住居跡 K2 断面 （南から）

4．SI206 竪穴住居跡 カマド （南から）

10．SI207 竪穴住居跡 カマド（南から）

11．SI207竪穴住居跡 遺物出土状況（南西から）9．SI207 竪穴住居跡 （南から）
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1．SI208 竪穴住居跡 （東から）

2．SI208 竪穴住居跡 外延溝D1 断面（西から）

3．SI209b 竪穴住居跡 （西から）

4．SI209a 竪穴住居跡（西から）

5．SI209a 竪穴住居跡 カマド 横断面（西から）

6．SI209a 竪穴住居跡 K1 断面（北東から）

7．SI209a 竪穴住居跡 K2 断面（北東から） 9．SI209b 竪穴住居跡 D1 断面（南から）8．SI209b 竪穴住居跡 D1 確認状況（南から）

10．SI209b竪穴住居跡 壁材痕跡 断面（東から）11．SI209竪穴住居跡 外延溝D2南東部 断面（北東から）12．SI209竪穴住居跡 外延溝D3北東部 断面（北東から）
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1．SI213 竪穴住居跡 （南から）

2．SI213 竪穴住居跡 遺物出土状況 （南から）

3．SI213 竪穴住居跡 K1・K2 断面 （南から）

4．SI213 竪穴住居跡 P1 断面（西から） 5．SI213 竪穴住居跡 P3 断面（北から） 6．SI213 竪穴住居跡 K2 断面（東から）

7．SI215 竪穴住居跡（西から）

10．SI215 竪穴住居跡 K2 断面（西から） 11．SI215 竪穴住居跡 K3 断面（西から） 12．SI215 竪穴住居跡 K4・K5 断面（東から）

9．SI215竪穴住居跡 K1 凝灰岩片出土状況（西から）

8．SI215 竪穴住居跡 K1 断面（西から）
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1．SI217 竪穴住居跡（南から）

2．SI217 竪穴住居跡 カマド（南から）

3．SI217 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

4．SI217 竪穴住居跡 P1 断面（南から） 5．SI217 竪穴住居跡 周溝 断面（東から） 6．SI217 竪穴住居跡 D1 断面（北東から）

9．SI217 竪穴住居跡 K3 断面（北から）8．SI217 竪穴住居跡 K1 断面（南から）7．SI217 竪穴住居跡 K1 完掘状況（南から）

10．SI217竪穴住居跡 周溝・外延溝D3接続部断面（南西から）

11．SI226 竪穴住居跡 カマド（西から） 12．SI226 竪穴住居跡（西から）
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2．SI218 竪穴住居跡 カマド 断面（西から）

3．SI218 竪穴住居跡 K1 断面（南から）

4．SI218 竪穴住居跡 K2 断面（西から）

7．SI218竪穴住居跡 周溝・外延溝D1接続部（北から）

5．SI218 竪穴住居跡 外延溝D1 断面（南から）

8．SI218竪穴住居跡 周溝・外延溝D1接続部 （南から）

1．SI218 竪穴住居跡（西から）

6．SI218・SI225・SI231 竪穴住居跡 完掘状況（南から）

9．SI230 竪穴住居跡（南から）
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2．SI225 竪穴住居跡 カマド（南から）

3．SI225 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

7．SI225 竪穴住居跡 遺物出土状況（北から） 8．SI225 竪穴住居跡 遺物出土状況（南から）

1．SI225 竪穴住居跡（南から）

6．SI225 竪穴住居跡 壁材痕跡 断面（西から）

14．SI225 竪穴住居跡 D1 断面（南東から） 15．SI225竪穴住居跡 D1・外延溝D2接続部（北から）

4．SI225 竪穴住居跡 P1 断面（西から） 5．SI225 竪穴住居跡 P4 断面（南から）

11．SI225 竪穴住居跡 K2 断面（北から）10．SI225 竪穴住居跡 K3 確認状況（南から）

9．SI225 竪穴住居跡 K1 断面（南から）

12．SI225 竪穴住居跡 K3 断面（北から）

13．SI225 竪穴住居跡 K4 断面（西から）
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4．SI231 竪穴住居跡（南から）

5．SI231 竪穴住居跡 出土遺物状況（南から）

6．SI231 竪穴住居跡 P3 断面（南から）

9．SI231竪穴住居跡 P3 柱材残存状況（南から）7．SI231 竪穴住居跡 P1 断面（南から） 8．SI231 竪穴住居跡 P2 断面（東から）

10．SI231 竪穴住居跡 P4 断面（南から） 11．SI231 竪穴住居跡 P5 断面（西から） 12．SI231 竪穴住居跡 K1 断面（北から）

3．SI220・SI228・SI229 竪穴住居跡 完掘状況（南から）

1．SI219 竪穴住居跡 （北から）

2．SI219 竪穴住居跡 周溝 断面 （東から）
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1．SB247 掘立柱建物跡 確認状況（南から）

2．SB247 掘立柱建物跡 P2 断面（南から）

3．SB247 掘立柱建物跡 P4 断面（東から）

6．SB256 掘立柱建物跡 P3 断面（西から）

8．SB256掘立柱建物跡 P3 完掘状況（西から）

9．SB256掘立柱建物跡 P3 柱材残状況（西から）

4．SB247 掘立柱建物跡 P5 断面（西から）

5．SI205b 竪穴住居跡、SB256・SB259 掘立柱建物跡 確認状況（南から）

7．SI205a・b竪穴住居跡、SB256・SB259 掘立柱建物跡 完掘状況（南から）
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1．SB256 掘立柱建物跡 P4・P5 断面（東から） 2．SB256 掘立柱建物跡 P5 断面（北から）

3．SB256 掘立柱建物跡 P6・P7 断面（北から） 4．SB256 掘立柱建物跡 P7 断面（北から）

5．SB256 掘立柱建物跡 P8 断面（北東から） 6．SB256 掘立柱建物跡 調査風景（西から）

7．SB256 掘立柱建物跡 P16・P17・P 18 断面（北から） 8．SB256 掘立柱建物跡 P17 断面（北から）
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1．SB259 掘立柱建物跡 P1 断面（北から） 2．SB259掘立柱建物跡 P1 礎板残存状況（北から）3．SB259 掘立柱建物跡 P4 断面（北から）

4．SB259 掘立柱建物跡 P5 断面（北から） 5．SB275 掘立柱建物跡 P3 断面（南から） 6．SB275 掘立柱建物跡 P5 断面（西から）

8．SB262 掘立柱建物跡 P1 断面（西から）

9．SB262掘立柱建物跡 P1 柱材残存状況（西から）7．SB262 掘立柱建物跡 完掘状況（南から）

11．SB262 掘立柱建物跡 P4 断面（西から） 12．SB262掘立柱建物跡 P4 柱材残存状況（西から）10．SB262 掘立柱建物跡 P3 断面（西から）

13．SA246 掘立柱建物跡 確認状況 （南から） 14．SA246 掘立柱建物跡 P1 断面 （南から） 15．SA246 掘立柱建物跡 P3 断面 （南から）
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1．SA254 掘立柱建物跡 P3 断面（西から） 2．SA254 掘立柱建物跡 P4 断面（西から） 3．SA278 掘立柱建物跡 P3 断面（東から）

4．SA235 材木塀跡 南東隅 確認状況  （南から） 5．SA235 材木塀跡 南辺 完掘状況  （西から）

6．SA235 材木塀跡 東辺 縦断面  （東から） 7．SA235 材木塀跡 東辺 柱材残存状況  （東から）

8．SA235 材木塀跡 東辺 縦断面  （東から） 9．SA235材木塀跡 東辺 横断面 （北から）10．SA235材木塀跡 東辺 柱材残存状況（北から）
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1．SA235 材木塀跡 南辺中央部 縦断面 （北から） 2．SA235 材木塀跡 南辺 縦断面 （南から）

3．SA235 材木塀跡 南辺 横断面 （東から） 4．SA235 材木塀跡 柱材残存状況 （北から）

5．SE258 井戸跡 完掘状況（北から） 6．SE258 井戸跡 断面（北から）

7．SE258 井戸跡 側板出土状況（北から） 8．SE258 井戸跡 遺物出土状況（北から）
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1．SK243 土坑 断面（2層・南から） 2．SK253 土坑 断面（西から）

3．SK249 土坑 完掘状況（西から） 4．SK249 土坑 断面（西から）

5．SK257 土坑 完掘状況（北西から） 6．SK257 土坑 断面（北西から）

7．SK267 土坑 完掘状況（東から） 8．SK267 土坑 断面（南から）
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1．SD242 溝跡 断面（北から） 2．5区西端部 旧河川跡 断面（西から）

3．遺構深度調査 T9 材木塀跡 確認状況（西から）

4．遺構深度調査 T25 材木塀跡 確認状況（東から）

6．遺構深度調査 T39 材木塀跡 確認状況（西から）

5．遺構深度調査 T11 材木塀跡 確認状況（東から）

7．5区東部 調査風景（東から）
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（S≒ 1/3）

SI163 竪穴住居跡出土遺物（１）
（第 9図）
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（S≒ 1/3）

SI163 竪穴住居跡出土遺物（2）　　SI165 竪穴住居跡、SA28 柱列跡、SD161 溝跡、SK180 土坑出土遺物
（1~4：SI163・第 10 図、5~6：SI165・第 12 図、7：SA28・第 17 図、8：SD161・第 23 図、9：SK180・第 20 図）
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（S≒ 1/3）

SD162 溝跡、SD185 土坑出土遺物　　SK41 土坑出土遺物（1）
（1~8：SD162・第 24 図、9：SD185・第 24 図、10~15：SK41・第 33 図）
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（S≒ 1/3）

SK41 土坑出土遺物（2）
（1・2・7・8：第 33 図、3~6：第 34 図）
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（1～ 9：S≒ 1/3　10・11：S ≒ 2/3）

SI51・SI52 竪穴住居跡出土遺物
（1~3：SI51・第 39 図、4~11：SI52・第 41 図）
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（1～ 3・５～ 9：S≒ 1/3　4：S ≒ 2/3）

SA324 柱列跡、SD24・SD38・SD50 溝跡、SK112・SK125・SK212 土坑出土遺物
（1：SA324・第 49 図、2：SK112・第 57 図、3：SD38・第 63 図、4：SD24・第 63 図、5：SK125・第 57 図、6：SD50・第 63 図、7~9：SK212・第 57 図）
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（S≒ 1/3）

SI4 竪穴住居跡、SD122・SD123 溝跡出土遺物
（1：SD123、2：SD122~123・第 63 図、3~7・９・10：SI4・第 68 図、8：SI4）
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（S≒ 1/3）

SI5b・SI5c・SI6 竪穴住居跡出土遺物　　SI9 竪穴住居跡出土遺物（1）
（1~5：SI9・第 74 図、6・7：SI5c・第 72 図、8：SI5b・第 72 図、9：SI6・第 72 図）
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（S≒ 1/3）

SI9 竪穴住居跡出土遺物（2）
（第 74 図）
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（1・3～ 10：S ≒ 1/3　２・11：S ≒ 2/3）

SI10 竪穴住居跡、SA282 柱列跡、SE59 井戸跡、SK58 土坑出土遺物
（1~8：SI10・第 76 図、9：SA282・第 91 図、10：SK58・第 98 図、11：SE59・第 95 図）
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（1～ 6：S≒ 1/3　7：S ≒ 1/1　８：S≒ 2/3）

SB313・SB23 掘立柱建物跡、SE11・SE60 井戸跡、SD8 溝跡、SX53 水溜め状遺構出土遺物
（1：SB313・第 84 図、2：SE11・第 94 図、3~5：SD8・第 100 図、6：SX53・第 103 図、7：SE60、8：SB23・第 81 図）
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（S≒ 1/3）

SI206・SI207・SI209b・SI213・SI215・SI217 竪穴住居跡出土遺物
（1：SI206・第 110 図、2・3：SI207・第 112 図、4：SI209b・第 117 図、5~8：SI213・第 119 図、9~13：SI215・第 122 図、14~17：SI217・第 125 図）
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（S≒ 1/3）

SI218・SI220a・SI221・SI222・SI223・SI226 竪穴住居跡、遺構外出土遺物
（1~6：SI218・第 128 図、7~10：SI220a・第 131 図、11：遺構外・第 158 図、12：SI221・第 131 図、13：SI223・第 132 図、14：SI226・第 137 図、15：SI222・第 131 図）
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（S≒ 1/3）

SI225 竪穴住居跡出土遺物
（1~6：第 135 図、7~9：第 136 図）
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（S≒ 1/3）

SI229・SI230・SI231 竪穴住居跡、SK58・SK71・SK253 土坑出土遺物
（1：SK71・第 98 図、2：SK58・第 98 図、3~6：SI231・第 141 図、7：SI229・第 138 図、8・9：SI230・第 139 図、10・11：SK253・第 152 図）
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（S≒ 1/3）

SB256 掘立柱建物跡、SE258 井戸跡、SK257・SK267 土坑、柱穴跡出土遺物
（1~3・5・9・10：柱穴跡・第 157 図、4：SK267・第 153 図、6：SK257・第 153 図、7：SB256・第 145 図、8：SE258・第 150 図）
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（1・2：S≒ 1/1　３～ 15：S ≒ 1/3）

柱穴跡、遺構外出土遺物
（1・3~5：柱穴跡・第 157 図、2：柱穴跡、6~15：遺構外・第 158 図）
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（1～ 10：S ≒ 1/3　11・12：S ≒ 1/1）

遺構外出土遺物
（1~9・11：第 159 図、10：第 161 図、12：第 160 図）
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（S≒ 1/3）

遺構外出土遺物
（第 160 図）
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（1～ 4：S≒ 2/3　5・6：S≒ 1/3）

遺構外出土遺物
（第 161 図）
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（1～ 4：S≒ 2/3　５～ 7：S≒ 1/3）

遺構外出土遺物
（1・2：第 160 図、3~7：第 162 図）
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【 解 説 】

かけがえのない遺
い

跡
せき

を未来へ

　私たちの足もとには、昔の人々が暮らした家の跡や、そこで使われた土器や石器などの道具が埋

もれている場所があります。このように、昔の人々の生活の跡が残されている場所を、「遺跡」と

呼んでいます。遺跡は、長い歴史の中で大地に刻み込まれた私たち人間の生活の記
き

憶
おく

なのです。

　蔵王山
さん

麓
ろ く

の豊かな自然環境に恵まれた蔵王町には、私たちの祖
そ

先
せん

が残した多くの遺跡がありま

す。人々がいつ、どのようにして郷
きょう

土
ど

蔵王に住み着
つ

いたのか。彼らは日々の生活をどのように送り、

何歳まで生きたのか。土器づくりは誰の仕事だったのか―。興味の尽きないテーマです。

　遠い昔の人々が残した遺跡を調べることは、時として私たち現代人が抱える課
か

題
だい

を解決するヒント

を与えてくれることもあります。私たちにとって未
み

曾
ぞ

有
う

の大災害であった平成 23 年東日本大震災

では、大
おお

津
つ

波
な み

によって多くの人々がかけがえのない命や財産を失い、今も不自由な生活を強
し

いられ

ている人々がいます。実はこのような大災害は、歴史上初めてではありませんでした。仙台平野や

松島湾の遺跡には、私たちが経験したものと同じくらい大規模な津波が過去に幾
いく

度
ど

かにわたって押

し寄せ、そのたびに復
ふっ

興
こ う

を成
な

し遂
と

げた跡が残されていたのです。江戸時代の街
かい

道
ど う

の道
みち

筋
す じ

は、津波が

到
とう

達
た つ

した地点より内陸を通っていたことも分かって来ました。

　私たちの蔵王町でも、縄文時代の人々のムラが松川などの氾
はん

濫
ら ん

による水害を避けるように高台を

巧
たく

みに選んだことが分かります。このように遺跡には、大自然の脅
きょう

威
い

にさらされながら、たくまし

く生き延
の

びた人々の歴史と知
ち

恵
え

が刻まれているのです。遺跡を調べることで昔の人々の知恵に学

び、私たちの歴史や文化を良く知ることは、私たち自身の生活を見直したり、将来を考えるために

とても重要な役割を果たしています。そのためには、長い歴史を経
へ

て伝えられてきた大切な遺跡を、

私たち国民共
きょう

有
ゆ う

の財産として、未来の子どもたちの世代へ守り伝えていかなくてはなりません。

遺跡を記録に残すための発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

　十
じゅう

郎
ろ う

田
た

遺
い

跡
せ き

は、小村崎地区のなだらかな丘の上につくられた昔の人びとのムラの跡です。小村崎・

平沢地区の円
えん

田
だ

盆
ぼん

地
ち

では、水田や畑を使いやすく作り変えるほ場
じょう

整
せい

備
び

工
こう

事
じ

が計画されました。でき

るだけ遺跡を壊
こわ

さないで工事を行なうために、地元地権者の皆さんでつくる蔵王町土地改
かい

良
りょう

区
く

や

工事を行なう宮城県大河原地方振
しん

興
こ う

事
じ

務
む

所
し ょ

ではたくさんの工夫をしました。それでも、どうしても

遺跡が壊れてしまう部分では、工事を行なう前にどのような遺跡が残されているのかを詳しく調

べ、その様子を写真や図面に記録するために、蔵王町教育委員会が発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を行なうことになり

ました。発掘調査では、たくさんの発掘作業員の皆さんが汗を流しました。このように、たくさん

の人々の努力によって、十郎田遺跡の記録を残すことができたのです。

町内最大規模！ 大型竪穴住居跡の調査

当時の普通の住居の約 4 倍、幅 6.7m、長さ 8.0m

もある大型の竪穴住居跡も発見されました。

発掘調査に参加した調査員や作業員の皆さん

発掘された大型住居跡での記念撮影。20 人以上

が入っても余裕の広さがあるのが分かります。



人々の足
そく

跡
せ き

が残されていたのです。さてここでは、飛鳥時代の集落の様子をのぞいてみましょう。

　飛鳥時代の半ばを過ぎたころ、西から東に細長くのびる十郎田の丘の東の端
はし

に、数軒の竪穴住居

が建てられました。竪穴住居は当時の普通の人々の住まいで、地面を掘り窪
くぼ

めたところに柱を立て、

その上から地面まで届くように屋根をかけた建物です。林か草原のような場所だった十郎田の丘

に、新しいムラ―十郎田ムラが誕生したのです。十郎田ムラをつくった人々の中には、蔵王山麓に

昔から住んできた人々の一族ではなく、現在の関東地方か福島県あたりから移り住んだ人々も含ま

れていたようです。ですから、使っていた土器や住んでいた家のつくりかたは蔵王山麓の人々と同

じものもあれば、違うものもありました。人々の間にはどんな交流があったのでしょう。

　十郎田ムラの人々は、自分たちの家を建て終わるとすぐに土木工事を始めました。まわりの山々

小村崎・平沢地区につくられた飛鳥・奈良時代のムラ

はじめに十郎田・窪田の丘に移民の人々のムラが作られまし

た。その後、都の丘に役所のような施設ができると、十郎田

ムラの人びとは姿を消し、周辺の窪田・六角・戸ノ内などの

丘に新しくやってきた移民の人々のムラがつくられました。

でクリの木を切り倒し、皮をはぎ、縦

に割ってたくさんの材木をこしらえて

十郎田の丘へ運びました。人々は十郎

田の丘の全体を取り囲むように溝を掘

り、そこに材木を立て並べていきま

す。十郎田の丘は瞬
またた

く間に材木の塀
へい

で

取り囲まれ、塀の中にはたくさんの竪

穴住居や掘立柱建物が建てられまし

た。掘立柱建物は周囲に柱を立てて壁

を作り、その上に屋根をかけた建物

で、当時は役所や寺院などにしかない

特別な建物でした。

　十郎田の丘にムラができた頃、南側

に川をはさんで向かい合う窪
くぼ

田
た

の丘

にも新しいムラが作られました。窪田

ムラには丘を囲む塀はありませんが、

竪穴住居や掘立柱建物が多く建てられ

ました。それからやや時が過ぎて奈良

時代の初めころになると、窪田の丘の

十郎田遺跡の発掘調査

遺跡のある円田盆地の西には青麻山、そして蔵王

連峰を望むことができます。

十郎田の丘につくられた飛
あ

鳥
すか

時
じ

代
だ い

の集
しゅう

落
ら く

　ここに刊行した「十郎田遺跡発掘調査報告書」

をひも解
と

くと、雄大な蔵王山麓に抱かれた円田盆

地に暮らした人々の歴史であり、さらには蝦
えみ

夷
し

と

呼ばれた当時の東北地方の人々と、遠く近畿地方

から勢力を広げ、新しい国づくりをめざした大
やま

和
と

朝
ちょう

廷
て い

とのダイナミックな古代史の１ページを知

らせてくれるとても重要な遺跡だったことが分

かります。発掘調査では、今から約 1300 年ほど

前の飛鳥時代と、1100 年ほど前の平
へい

安
あん

時代のム

ラの跡、700 年ほど前の鎌
かま

倉
くら

時代の屋
や

敷
しき

の跡など

が発見されました。十郎田の丘には様々な時代の

戸ノ内遺跡

六角遺跡

窪田遺跡

都遺跡

十郎田遺跡

材木塀跡

材木塀跡

大溝跡

大溝跡
大溝跡大溝跡

大溝跡

材木塀跡

大溝跡

大溝跡
(流路跡)

平沢小学校

熊野神社

保昌寺

昔の川の跡
（推定）

藪川 雁柄川

清立寺
平沢交番

平沢コミュニティーセンター

小村崎コミュニティーセンター

飛鳥・奈良時代のムラ　　　　丘陵 　　　　湿地 　　　　河川 　　　　現在の道



材木塀と掘立柱建物の跡

材木塀跡（右）の内側で建物の跡が見つかりました。

発見された材木塀の跡

太さ20cmほどの柱を立て並べて作られていました。

南側に溝と塀の囲いが作られ、中に大きな掘立柱

建物が建てられました。考古学者はこの遺跡を、

当時の役所のような特別な施設だったと考えてい

ます。そしてそのころ、十郎田ムラの人々は忽
こつ

然
ぜ ｎ

と姿を消し、十郎田ムラの人々と入れ替わるかの

ように、現在の関東地方か福島県あたりからたく

さんの人々が移り住み、窪田・六角・戸ノ内など

に新しいムラをつくったらしいのです。

　そして、それからさらに数十年が過ぎた奈良時

代の半ばまでには、窪田のムラや周辺のムラも、

役所のような施設もなくなり、元の草原へと戻っ

てしまったのです。やがて長い時が過ぎて畑が作

られるようになると、役所のような施設が作られ

ていた場所では瓦や土器がたくさん出土するの

で、後の人々はここを昔の都
みやこ

の跡だと考え、「都」

という地名で呼ぶようになりました。

十郎田遺跡から日本の歴史が見えてきた

　十郎田ムラの人々は、なぜ遠く離れた故
こ

郷
きょう

から

移り住み、ムラを取り囲む塀をつくり、掘立柱建

物を建て、そして姿を消したのでしょうか―。

　同じ頃、もっと遠く離れた奈良・飛鳥の都では、

法律に基
もと

づいて治
おさ

める新しい国（律
りつ

令
りょう

国
こ っ

家
か

）の

建設を目指して中
なかの

大
お お

兄
え の

王
お う

子
じ

や中
なか

臣
とみの

鎌
か ま

足
た り

らが政治

改
かい

革
か く

（大化の改
かい

新
し ん

）を進めていました。これによっ

て、これまで地域の有力者（朝廷から国
くにの

造
みやつこ

に任命

された豪
ごう

族
ぞ く

）に任されていた地方の支配は、中央

から派遣された国の役人（国
こく

司
し

）が行なうように

なりました。律令国家はこのような制度を東北地

方へ広げ、蝦夷の暮らしていた地域をも支配下に

治めるために、当時既
すで

に支配下にあった関東地方

竪穴住居跡の調査

土層観察用のあぜを残しながら掘り下げます。

や福島県あたりの人々を宮城県あたりへ次々に送り込み、新しい役所や軍事基地をつくりました。

　考古学者や古代史学者は、十郎田ムラのような塀で囲まれた移
い

民
みん

のムラが宮城県で多く見つかっ

ているので、新しい役所や軍事基地を作るために律令国家によって派遣された人々のムラだと考えて

います。だとすると、「都」の丘につくられた施設は、やはり律令国家の役所だったのでしょうか―。

十郎田ムラを後にした人々は、さらに北にある蝦夷の本拠地を制圧するための前線基地へと派遣され

たのでしょうか―。この謎は、これからの考古学や古代史の研究によって解き明かされていくのかも

しれませんし、謎を解く重要なカギは発掘せずに保存された遺跡にまだ眠っているのかもしれません。

　このように十郎田遺跡は、現在の日本の国の最初の形がつくられた時代のことを私たちに教えて

くれる、大切な遺跡のひとつであることが分かりました。ここに記録された十郎田遺跡の考古学的

成果は、地域の歴史を解き明かすカギとしてとても貴重なものです。
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じゅうろうたいせき

十郎田遺跡

宮城県刈田
郡蔵王町大
字小村崎字
十郎田・宮
前地内

43010 05105 38°7′27″ 140°41′16″

2007.8.24

～

2008.1.15

2008.7.7

～
2008.11.7

9,099㎡

経 営 体 育 成
基盤整備事業

（県営ほ場整
備事業・円田
２期地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

十郎田遺跡
集落跡
散布地

古墳
飛鳥
平安
中世

竪穴住居跡 41 軒
掘立柱建物跡 66 棟
柱列跡 38 条
井戸跡 10 基
土坑 107 基
溝跡 47 条
水溜め状遺構 1 基
畝溝状遺構 1 基
性格不明遺構 5 基
柱穴多数

土師器（引田式・栗囲式・関東系）

ロクロ土師器（表杉ノ入式）

須恵器
ロクロかわらけ
中世陶磁器
近世陶磁器
縄文土器
石器（石鏃・石匙・石鍬）

石製品（紡錘車・石製模造品・砥石）

土製品（鞴羽口）

木製品（曲物・漆器椀・箆・挽物未製品）

金属製品（刀子・釘・銅銭）

総量：コンテナ 120 箱分

・SE66 井戸跡出土木製品（挽物
椀・皿・小皿未製品 180 点ほ
か）については別編「十郎田
遺跡２」で詳細を報告する。

・本発掘調査で遺構に伴って出
土した木製遺物（柱材・礎板・
木製品）を試料として実施し
た放射性炭素年代測定（AMS
測定）および樹種同定分析の
結果については別編「十郎田
遺跡２」で詳細を報告する。

要約

　古墳時代後期後葉（飛鳥時代後半、7 世紀中頃 ~ 後半）の竪穴住居跡 27 軒、掘立柱建物跡 5 棟、
材木塀跡 3 条などの遺構群が確認され、材木塀による区画施設を伴う集落が営まれていたことが判明
した。材木塀は直線的に延びてほぼ正確な長方形を描き、東西 308m、南北 142m の長方形の西郭の
南東部に東西 58m、南北 52m の方形の東郭が付属し、東西の総延長は 366m に及ぶ大規模なもので
ある。竪穴住居跡などから出土した土器群は在地土師器に加えて関東系土師器を含むものであり、そ
の特徴からは関東地方あるいは福島県域との密接な関連が窺われる。当該期の材木塀区画を伴う集落
は律令政府による対蝦夷政策の一環として移民を伴って設置され、統治拠点としての官衙造営にあたっ
た人々の集落と考えられているが、宮城県南部では初めての発見である。前代の国造制施行範囲の外
縁地帯における律令制導入期の情勢を考察する上できわめて重要である。
　このほか、平安時代初頭 ~ 中葉の竪穴住居跡 8 軒、掘立柱建物跡 2 棟などが確認され、各時期の集
落が営まれていたことが判明した。また、中世前半中頃（鎌倉時代中頃、13 世紀中頃）の掘立柱建物
跡 50 棟、井戸跡 9 基、溝跡 7 条などが確認され、複数の屋敷が営まれていたことが判明した。掘立
柱建物跡には廂（縁）の付属するものが見られ、屋敷内の中心的な建物であったと推定される。



蔵王町文化財調査報告書 第 13 集

十 郎 田 遺 跡 １
―経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査―

２０１１年（平成２３年）１１月２０日　印刷・発行

発行　蔵王町教育委員会

〒 989-0892 宮城県刈田郡蔵王町円田字西浦北 10

ＴＥＬ 0224-33-3008　ＦＡＸ 0224-33-3831

印刷　株式会社 津田印刷

〒 989-1236　宮城県柴田郡大河原町字東原町 13-5

ＴＥＬ 0224-52-5550　ＦＡＸ 0224-52-3097






